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このリファレンスマニュアルの使い方
CL5/CL3/CL1リファレンスマニュアル ( 本書 )は、用語の検
索機能やリンク機能を活用できます。

用語の検索
用語を検索するときは、本書を表示しているソフトウェアの機
能を使います。
Adobe Reader を使っているときは、検索バーに用語を入力し
てコンピューターキーボードの<Enter> キーを押すと、入力
した用語を検索します。

前の画面 /次の画面を表示する
Adobe Reader を使っているときは、前の画面 /次の画面を表
示できます。ページのリンクでページを移動したあとに、前の画
面に戻りたいときに便利です。

機能ツリー図を使う
4ページ以降に、CLシリーズの機能ツリー図が掲載されていま
す。ディスプレイに表示されている画面や機能の説明ページを
さがすときに、この機能ツリー図を活用してください。

リファレンスマニュアル
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( ) 内のページは取扱説明書 (冊子 ) のページ番号です。
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NOTE
･ このリファレンスマニュアルでは、CL5 で説明をしていま
す。
･ CL3/CL1 の場合、画面によってその機種にないチャンネル
やフェーダーは表示されません。
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クションのノブをどれか1つ押します。
ションのノブを押すと、現在選ばれているチャンネルの
画面が表示されます。この画面を表示させておくと、

ションのノブを操作したときに、常に設定値を画面で確認できま

TUPボタン→ PREFERENCEタブの POPUP APPEARS WHEN 
のときは、ノブを押すたびにポップアップ画面 (1CH) を表示しま

いるときでも、SELECTED CHANNEL セクションのノブは、現在
て常に有効です。この場合は、ノブを操作したときにそのパラメー
面上に表示されます。

ションのノブや、SELECTED CHANNEL VIEW画面内のボ
ネルのパラメーターを設定します。
6

SELECTED CHANNELセクション
ここでは、SELECTED CHANNEL セクションとSELECTED CHANNEL VIEW画面を使って特定
のチャンネルを一括して操作する方法について説明します。

SELECTED CHANNELセクションについて
ディスプレイ左側に配置されたSELECTED CHANNEL セクションは、従来のアナログミキサーの
チャンネルモジュールに相当する部分で、現在選ばれているチャンネルの主要なパラメーターをマニュ
アルで一括操作します。
このセクションでは、最後に [SEL] キーで選択したチャンネルが操作の対象になります。ST IN チャン
ネル、STEREOチャンネルをひとつのチャンネルストリップに割り当てた場合は、L/Rチャンネルの
どちらか一方のみが選択され、主要なパラメーターは連動します。ヘッドアンプのゲイン設定、HPF/
EQの設定、ダイナミクスのスレッショルド設定、パン /バランスの設定、MIX/MATRIX バスへのセン
ドレベル設定などのミックスパラメーターを、パネル上のノブを使って設定できます。

SELECTED CHANNELセクションでの操作
SELECTED CHANNEL セクションでの操作は以下の手順で行ないます。

1. [SEL] キーを使って操作の対象となるチャンネルを選びます。
各チャンネルを選ぶには、トップパネルのチャンネルストリップセクション、Centralogic セク
ション、マスターセクションの [SEL] キーを押します。
バンクセレクトキーを使って操作したいチャンネルを
トップパネルに展開します。
現在選択されているチャンネルの番号と名称は、タッ
チスクリーンのファンクションアクセスエリアにある
チャンネル選択フィールドで確認できます。

NOTE
･ ST IN チャンネル、STEREOチャンネルをひとつのチャンネルストリップにアサインしている
場合は、同じ [SEL] キーを繰り返し押すことで、Lと Rが切り替わります。
･ ファンクションアクセスエリアにあるチャンネル選択フィールドを押してチャンネルを切り
替えることも可能です。左側を押すと 1つ前のチャンネル、右側を押すと次のチャンネルが選
ばれます。

2. SELECTED CHANNEL セ
SELECTED CHANNELセク
SELECTED CHANNEL VIEW
SELECTED CHANNELセク
す。

NOTE
SETUP ボタン→USER SE
KNOB(S) PRESSEDがオン
す ( または閉じます )。

なお、ほかの画面が表示されて
選ばれているチャンネルに対し
ターの値を示すウィンドウが画

3. SELECTED CHANNELセク
タンを使って、選択したチャン

チャンネル番号
チャンネル名称
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を設定します。

を表示します。MIX SEND 8ch 画面でPREボタンをONにし
す。

/オフを切り替えます。

並んだ2つのバスへのセンドレベル、左側のノブでパン /バラン

を表示します。MIX SEND 8ch 画面でPREボタンをONにし
す。

スへのセンドのオン /オフを切り替えます。

なら PRE、黒なら POSTがセンドポイントとして設定されています。
合、SETUPボタン→BUS SETUP ボタンで表示されるBUS 
E ポイントを VARI[PRE EQ] または VARI[PRE FADER] から選

EDのときは、1～2は非表示になります。センドレベルはノミ
ントは POST FADER 固定になります。
バスの基本設定」 ( → P.202) をご参照ください。
やPANノブを押すと、SEND 8ch ポップアップ画面が表示されます。

2

3
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SELECTED CHANNEL VIEW画面

■ SENDフィールド
チャンネルからMIX/MATRIX バスへのセンドレベル表示、センドのオン /
オフ切り替え、プリ /ポストの切り替えを行ないます。

1 タブ
SENDフィールドに表示させるアウトプット系バスを16チャンネル
単位で切り替えます。
・ MIX1-16 タブ........................... MIX バス 1～ 16を表示します。
・ MIX17-24/MATRIX タブ ..... MIX バス 17～ 24とMATRIX バ

ス1～ 8を表示します。

SENDフィールドのノブやボタンは、奇数 - 偶数の順に並んだ2つのバスの
タイプがモノラル×2かステレオかに応じて表示や機能が異なります。

送り先のバスがモノラル×2のとき

1 SENDノブ
対応するバスへのセンドレベル

2 PREインジケーター
対応するバスのセンドポイント
ているとき、“PRE”と表示しま

3 ONボタン
対応するバスへのセンドのオン

送り先のバスがステレオのとき

1 SEND/PANノブ
右側のノブで奇数 - 偶数の順に
スを設定します。

2 PREインジケーター
対応するバスのセンドポイント
ているとき、“PRE”と表示しま

3 ONボタン
右のボタンを押して、2つのバ

NOTE
･ SEND/PANノブの指標が白
･ センドポイントが PREの場
SETUPポップアップで、PR
ぶことができます。
･ 送り先のバスのタイプが FIX
ナルレベル固定、センドポイ
詳細は、「MIX バス /MATRIX
･ 画面内のSEND LEVEL ノブ

1

1

2

3

1
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れる信号のオン /オフを

ャンネルが LCRモード
表示され、STEREO/
オン /オフを一括して切

ャンネル、MONOチャンネル選択時

プがステレオのときは、
右チャンネルの音量バラ
ルがモノラルのときは、こ
す。
chポップアップ画面が表

示します。オフの場合、イ
す。

び現在選択しているスケールで表示します。スケールがmsの場
り、中段のms表示のみになります。
T DELAY 8ch ポップアップ画面が表示されます。

ャンネルのみ )

定します。

ます。

、1に灰色の円が表示され、2は非表示になります。

2

1

1

2

1

2
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■ GAIN/PATCHフィールド
HA ( ヘッドアンプ )のアナログゲイン /デジタルゲインの設定、およびHAの動作状態の表示をしま
す。

1 GAINノブ
HAのアナログゲインを設定します。
HAがパッチされていないチャンネルでは、ノブのかわ
りに灰色の円が表示されます。ノブを押すとGAIN/
PATCH 1ch ポップアップ画面が表示されます。
ゲインコンペンセーションがオンのときは、オーディオ
ネットワークに出力される信号レベルを示すインジケー
ターが表示されます。

2 OVERインジケーター
信号がクリップしたことを示すインジケーターです。

3 +48Vインジケーター
HAのファンタム電源 (+48V) のオン /オフ状態を表示します。

4 φインジケーター
HAの入力の位相の設定状態を表示します。

NOTE
･ HAのない入力がパッチされているインプットチャンネルでは、1は灰色の円に、3は非表示
になります。アウトプットチャンネルでは、1は灰色の円に、2～4は非表示になります。
･ USER SETUPの PREFERENCE画面のGAIN KNOB FUNCTIONが DIGITAL GAIN に設定さ
れている場合、1にデジタルゲインのノブが表示され、3は非表示になります。
詳細は「HA ( ヘッドアンプ ) を設定する」 ( → P.30) をご参照ください。

■ PAN/BALANCEフィールド
STEREO/MONOバスに送られる信号のオン /オフ切り替えやパン /バランスの設定を行ないます。
このフィールドの表示や機能は、選択されているチャンネルの種類に応じて異なります。

インプットチャンネル /MIXチャンネル選択時

1 TO STEREO PANノブ
STEREOバスへのパンを設定します。
ノブを押すと、TO STEREO/MONO 8ch ポップアップ
画面が表示されます。ST IN チャンネルが選択されてい
る場合は、このポップアップ画面で、PANノブまたは
BALANCEノブのどちらを表示させるかを選べます。
MIX チャンネルの場合はシグナルタイプがモノのときは
PANに、ステレオのときはBALANCEになります。

2 ST/MONOボタン
STEREO/MONOバスに送ら
切り替えます。
インプットチャンネル /MIX チ
のときは、2に LCRボタンが
MONOバスに送られる信号の
り替えることができます。

MATRIXチャンネル、STEREOチ

1 BALANCEノブ
選択チャンネルのシグナルタイ
BALANCEノブが表示され、左
ンスを設定できます。チャンネ
の位置に灰色の円が表示されま
ノブを押すと、TO STEREO 8
示されます。

■ INPUT DELAYフィールド
ディレイの設定を表示します。

1 ONインジケーター
ディレイのオン /オフ状態を表
ンジケーターが非表示になりま

2 ディレイタイム
ディレイの値をms単位、およ
合は、下段のms表示はなくな
このフィールドを押すと、INPU

■ HPFフィールド (インプットチ
HPFの設定を行ないます。

1 HPF ノブ
HPF のカットオフ周波数を設

2 ONボタン
HPF のオン /オフを切り替え

アウトプットチャンネル選択時には

2

3 4

1

1 2



SELECTED CHANNEL セクション

 リファレンスマニュアル

のフィールドを押すと、アッテネーター、HPF、EQの設定を行な
が表示されます。

2フィールド
表示 /設定します。

インジケーターです。

力レベル ( 緑 ) とゲインリダクション量 ( オレンジ )を表示する
レッショルドの設定値は、縦の白いラインで確認できます。

のタイプに応じて、各パラメーターの値を表示します。
いパラメーター設定を行なうDYNAMICS 1/DYNAMICS 2 
れます。

2

4

9

■ EQパラメーターフィールド
4バンドEQのパラメーター設定を表示します。

1 Qノブ
バンドごとのキューを設定します。
HIGHバンドのフィルタータイプとして LPF またはH.SHELF 
( ハイシェルビング ) が選ばれているとき、または LOWバンドで
L.SHELF ( ローシェルビング )が選ばれているときは、このノブ
は非表示となり、フィルタータイプ名のみが表示されます。

NOTE
･ パネル上のHIGHバンドのQノブを押し込んだまま左に回しきると LPFに、押し込んだまま
右に回しきるとハイシェルビングに切り替わります。
･ パネル上の LOWバンドのQノブを押し込んだまま右に回しきると、ローシェルビングに切り
替わります。
･ アウトプットチャンネルが選ばれているときに、パネル上の LOWバンドのQノブを押し込ん
だまま左に回しきると、HPF に切り替わります。
･ フィルタータイプの切り替えは、HPF/EQ 1ch ポップアップ画面でも行なえます。

2 FREQUENCYノブ
バンドごとの中心周波数またはカットオフ周波数を設定します。

3 GAINノブ
バンドごとのブースト /カット量を設定します。

NOTE
･ HIGHバンドが LPF に設定されているときは、パネル上のHIGHバンドのGAIN ノブで LPF
のオン /オフを切り替えることができます。
･ LOWバンドがHPF に設定されているときは、パネル上の LOWバンドのGAIN ノブでHPF の
オン /オフを切り替えることができます。
･ 各ノブを押すと、HPF/EQ 1ch ポップアップ画面が表示されます。

■ EQグラフフィールド
EQの大まかな特性を表示します。こ
うHPF/EQ 1ch ポップアップ画面

■ DYNAMICS1/DYNAMICS
ダイナミクス1/2のパラメーターを

1 OVERインジケーター
信号がクリップしたことを示す

2 レベルメーター
ダイナミクスがオンのときに出
レベルメーターです。現在のス

3 スレッショルド
スレッショルドを設定します。

4 パラメーター
現在選ばれているダイナミクス
このフィールドを押すと、細か
1chポップアップ画面が表示さ

1 2 3

1

3



SELECTED CHANNEL セクション

 リファレンスマニュアル

する表示 /設定を行ないま

で表示します。
ーダーを使用します。

表示します。チャンネル内の
、ΣCLIP インジケーターが点灯します。

替えます。パネル上の [ON] キーと連動します。

ュートグループを表示 /選択します。

グループ、またはミュートグループを
う一度押すと、DCA/MUTE GROUP 
画面が表示されます。

ループを選択します。

ーター
ミュートグループを表示します。

グループを選択します。

レベルが設定されているときは、

ープから一時的に解除します。

ター
DCAグループを表示します。

1

2

3

1

3

2

4

5

6
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■ INSERTフィールド
インサートに関する設定を行ないます。

1 ポップアップボタン
このボタンを押すと、INSERT/DIRECT OUT 1ch ポップアッ
プ画面が表示されます。

2 ONボタン
インサートのオン /オフを切り替えます。

3 RACK EDIT ポップアップボタン
エフェクトやプレミアムラックがインサートされているときに表示されます。押すと、インサート
されたラックのエディット画面が表示されます。

4 IN インジケーター
インサートインパッチにポートが割り当てられているときに表示されます。インサートインへ信
号が送られると点灯します。

■ DIRECT OUTフィールド
ダイレクトアウトに関する設定を行ないます。

1 ポップアップボタン
このボタンを押すと、INSERT/DIRECT OUT 1ch ポップアッ
プ画面が表示されます。ボタンの下にダイレクトアウトの出力
レベルの値が表示されます。

2 ONボタン
ダイレクトアウトのオン /オフを切り替えます。

■ RECALL SAFEフィールド
リコールセーフに関する設定を行ないます。

1 ポップアップボタン
このボタンを押すと、RECALL SAFE ポップアップ画面が表示
されます。

2 ONボタン
リコールセーフのオン /オフを切り替えます。

3 PARTIAL インジケーター
チャンネルすべての設定ではなく、一部のパラメーターのみを対象にしている場合に点灯します。

■ FADERフィールド
チャンネルのオン /オフ、レベルに関
す。

1 フェーダー
現在のレベル設定をフェーダー
レベル設定にはパネル上のフェ

2 レベル表示
現在のレベルの設定値を数値で
どこかの位置でクリップすると

3 ONボタン
チャンネルのオン /オフを切り

■ DCA/MUTEフィールド
そのチャンネルが所属するDCA/ ミ

1 タブ
設定するグループとしてDCA
選択します。選択したタブをも
ASSIGN MODEポップアップ

DCAグループ選択時

2 DCAグループ選択ボタン
チャンネルが所属するDCAグ

3 ミュートグループ表示インジケ
選択チャンネルが所属している

ミュートグループ選択時

4 ミュートグループ選択ボタン
チャンネルが所属するミュート

NOTE
ミュートグループにディマー
ボタンが橙色になります。

5 MUTE SAFEボタン
そのチャンネルをミュートグル

6 DCAグループ表示インジケー
選択チャンネルが所属している

1

2

4 3

21
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1
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Centralogic セクション

 リファレンスマニュアル

ンでの操作
以下の手順で行ないます。

ンクセレクトキーを使って、操作の対象となるチャンネル /
。
そのキーの LEDが点灯します。また、タッチスクリーンが
、選択した8チャンネルのパラメーターが表示されます。

W画面が表示されているときに、マルチファンクションノブ 1～
IEW画面に切り替えることができます。操作対象となるチャンネ
で、すばやくOVERVIEW画面に切り替えたいときに便利です。

ェーダー/[ON]キーを使って、選択した最大8チャンネルのレ
。

ェーダー/[ON] キー/[CUE] キーで操作可能なチャンネル /DCA
の最下段で確認できます。
ルチファンクションノブ 1～ 8で操作可能なチャンネルは、
確認できます。

ルドやマルチファンクションノブを使って、最大8チャンネル
。

11

Centralogic セクション
ここではCentralogic セクションとOVERVIEW画面を使って、最大8チャンネルを一括して操作す
る方法について説明します。

Centralogic セクションについて
タッチスクリーン下部に配置されたCentralogic セクションは、最大8チャンネル単位でインプット
系チャンネル、アウトプット系チャンネル、DCAグループを呼び出して同時に操作するためのセク
ションです。操作の対象となるチャンネルを選択するには、Centralogic セクションのバンクセレクト
キーを使用します。

バンクセレクトキーをどれか押すと、そのキーに対応するチャンネル /DCAグループがCentralogic
セクションに割り当てられ、Centralogic セクションのフェーダー/[ON] キー/[CUE] キーを使って
操作できます。

Centralogic セクショ
Centralogic セクションでの操作は

1. Centralogic セクションのバ
DCAグループを選択します
バンクセレクトキーを押すと、
OVERVIEW画面に切り替わり

NOTE
SELECTED CHANNEL VIE
8 のどれかを押すと、OVERV
ル /DCAグループはそのまま

2. Centralogicセクションのフ
ベル、オン /オフを操作します

NOTE
･ Centralogic セクションのフ
グループは、OVERVIEW画面
･ Centralogic セクションのマ
OVERVIEW画面の最上段で

3. OVERVIEW画面内のフィー
のパラメーターを設定します

バンクセレクトキー



Centralogic セクション

 リファレンスマニュアル

ン /デジタルゲインの設定、およびHAの動作状態の表示を行な

されているチャンネルの種類によって変化します。

ます。
INノブがCentralogic のノブに割り当てられ、ノブでゲインを
ンセーションがオンのときは、オーディオネットワークに出力さ
ケーターが表示されます。
きに押すと、GAIN/PATCH 8ch ポップアップ画面が表示されま

がフルスケールを超えたときに点灯します。このインジケーター
択されているときのみに、表示されます。

)のオン /オフ状態を表示します。HAがパッチされていなければ、
ません。

表示します。このインジケーターは、インプットチャンネルが選択
れます。

トの場合、パッチとMYカードの種類が表示されます。
 KNOB FUNCTION が DIGITAL GAIN に設定されている場合、
が表示され、3は非表示になります。
オンのときは、オーディオネットワークに出力される信号レベル
されます。
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OVERVIEW画面

■ CHANNEL NAMEフィールド
現在選ばれている8チャンネルのチャンネル番号、チャンネル名、チャンネルアイコンを画面の上下に
表示します。現在選択されているチャンネル名はハイライト表示されます。

NOTE
バンクセレクトキーを長押ししてCentralogic のフェーダーに割り当てるチャンネルを固定し
ている場合、OVERVIEW画面の上下に表示されるチャンネル名が異なることがあります。

■ GAIN/PATCHフィールド
HA ( ヘッドアンプ ) のアナログゲイ
います。
このフィールドの表示 /機能は、選択

HAにパッチされている場合

1 GAINノブ
HAのアナログゲインを設定し
・ このフィールドを押すと、GA
調節できます。ゲインコンペ
れる信号レベルを示すインジ

・ ノブに割り当てられていると
す。

2 OVERインジケーター
入力ポートやラック出力の信号
は、インプットチャンネルが選

3 +48Vインジケーター
HAのファンタム電源 (+48V
このインジケーターは表示され

4 φインジケーター
HAの入力の位相の設定状態を
されているときのみに、表示さ

NOTE
･ HAに接続していないスロッ
･ PREFERENCE画面のGAIN
1にデジタルゲインのノブ
ゲインコンペンセーションが
を示すインジケーターが表示

スロットにパッチされている場合
スロット名が表示されます。

ラックに接続されている場合
パッチとモジュールを表示します。

アウトプットに接続されている場合
パッチのみが表示されます。

： 選択されているチャンネル

： 選択されていないチャンネル

1
4
3
2



Centralogic セクション

 リファレンスマニュアル

ン /オフ、プリ /ポストの設定を表示し

のSELECTED CHANNEL セクション
ATRIX] キーを使います。
entralogic のマルチファンクションノ
タッチしCentralogic のマルチファン
ァンクションノブに割り当てられてい
END 8ch ポップアップ画面が表示され

のタイプに応じて変化します。

とき
/ オフ、プリ /ポストの状態を表わしま
ストのときはノブの目盛りの色が黒に変

とき
ステレオの場合、左側のノブがPANノブ、右側のノブがSEND

/OFF ボタンが表示されます。
13

■ INPUT DELAYフィールド
インプットチャンネルのディレイの状態を表示します。アウトプットチャンネルが選ばれているとき、
このフィールドには何も表示されません。このフィールドを押すと INPUT DELAY 8ch ポップアップ
画面が表示されます。

1 DELAY ON/OFF インジケーター
ディレイのオン /オフ状態を表示します。

■ INSERT/DIRECT OUTフィールド
インサート /ダイレクトアウトに関する設定を行ないます。このフィールドを押すと、INSERT/
DIRECT OUT 8ch ポップアップ画面が表示されます。

1 INSERT ON/OFF インジケーター
インサートのオン /オフ状態を表示します。

2 DIRECT OUT ON/OFF インジケーター(インプットチャンネルのみ )
ダイレクトアウトのオン /オフ状態を表示します。

■ EQフィールド
EQの大まかな特性を表示します。このフィールドを押すと、HPF、
EQの設定を行なうHPF/EQ 1ch ポップアップ画面が表示されま
す。

NOTE
DCA、モニターが選択されているとき、このフィールドには
何も表示されません。

■ DYNAMICS1/2フィールド
ダイナミクス1/2のスレッショルド値とメーターを表示します。この
フィールドを押すと、DYNAMICS1/2 の 1ch ポップアップ画面が
表示されます。

NOTE
DCA、モニターが選択されているとき、このフィールドには何
も表示されません。

■ SENDフィールド
16バス分のセンドレベル、センドのオ
ます。
送り先の16バスを選ぶには、パネル上
の [MIX 1-16] キー/[MIX 17-24/M
バスごとのセンドレベルの調節には、C
ブを使用します。操作対象バスのノブを
クションノブに割り当てます。マルチフ
るときにそのノブをもう一度押すとS
ます。
このフィールドの表示は、送り先のバス

送り先のバスがVARI ( モノラル )の
ノブの地色、目盛りの色でセンドのオン
す。オフのときはノブの色がグレー、ポ
わります。

送り先のバスがVARI ( ステレオ )の
奇数 - 偶数の順に並んだ2つのバスが
ノブとして機能します。

送り先のバスが FIXEDのとき
ノブのかわりにバスごとのSEND ON

1

1

2
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 リファレンスマニュアル

(1 ～ 16) を 1段めと2段めに表示します。
TE GROUP ASSIGN MODEポップアップ画面が表示されます。

ープ (1～ 8) を 3段めに表示します。また、そのチャンネルが
されているかを表わす“S”(Safe) も表示されます。ミュートグ
ているときは、文字色が赤色から橙色になります。
TE GROUP ASSIGN MODEポップアップ画面が表示されます。
14

■ TO STEREO/MONOフィールド
STEREO/MONOバスに送られる信号のオン /オフ状態やパン /バランスの設定を表示します。
このフィールドを押すと、ノブがCentralogic セクションのノブに割り当てられます。さらにその状態
で押すと、TO STEREO/MONO 8ch ポップアップ画面が表示されます。
このフィールドは、選択されているチャンネルに応じて表示が変化します。

インプットチャンネル /MIXチャンネル選択時

1 TO STEREO PANノブ
STEREOバスへのパンを設定します。
ノブを押すと、TO STEREO/MONO 8ch ポップアップ画面が表示されます。ST IN チャンネル
が選択されている場合は、このポップアップ画面で、PANノブまたはBALANCEノブのどちら
を表示させるかを選べます。MIX チャンネルの場合はシグナルタイプがモノのときはPANに、ス
テレオのときはBALANCEになります。

2 ST/MONOインジケーター
STEREO/MONOバスに送られる信号の状態を表示します。
インプットチャンネル /MIXチャンネルが LCRモードのときは、
2に LCRインジケーターが表示されます。

MATRIXチャンネル (モノラル ) /MONOチャンネル選択時
チャンネル内部のどこかでクリップが起きたことを示すΣクリップインジケーターが表示されます。

MATRIX チャンネルがステレオのとき、またはSTEREOチャンネルのときは、左右チャンネルのバラ
ンスを示すBALANCEノブが表示されます。

■ DCAグループフィールド
チャンネルが所属するDCAグループ
このフィールドを押すと、DCA/MU

■ ミュートグループフィールド
チャンネルが所属するミュートグル
ミュートグループから一時的に解除
ループにディマーレベルが設定され
このフィールドを押すと、DCA/MU

1
2

2



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

には、Dante オーディオネットワークとのパッチと、CLシリー
があります。
パッチを行なうDANTE INPUT PATCHポップアップでは、CL
力とをパッチします。Dante オーディオネットワークからCLシ
ます。最大512チャンネル (理論値 )あるDante オーディオ
ネルを選びます。64チャンネルの範囲内で、CLシリーズで操作
します。
プアップでパッチされた入力信号をCLシリーズのチャンネルに
CHポップアップで入力ポートをDANTE1～ 64の中から選び

ャンネル 1～ 64に DANTE1 ～ 64が割り当てられています。

ネルとDante オーディオネットワークとのパッチを行なう
、DANTE1～ DANTE64のポートに対してアウトプット系チャ

4 に MIX1 ～ 24、DANTE25 ～ 32にMATRIX1 ～ 8、DANTE33/
35 にMONOが割り当てられています。

DANTE1～ 64の出力信号を、I/Oデバイスの出力にパッチしま
TPUT PATCHポップアップ画面で行ないます。
15

入出力のパッチング
ここでは、インプットパッチ /アウトプットパッチの変更方法、およびインサート接続やダイレクト出
力の操作方法について説明します。

CLシリーズ内部のパッチとDante オーディオネットワークの
パッチ
CLシリーズ、I/Oデバイス、Dante オーディオネットワークとの信号の流れは下記の図のようになり
ます。

入力のパッチング
CLシリーズと I/Oデバイスのパッチ
ズ内部のミキサーへのパッチの2つ
Dante オーディオネットワークとの
シリーズの入力と I/Oデバイスの入
リーズへは64チャンネル入力でき
ネットワークの信号から、64チャン
したい I/Oデバイスを選んでパッチ
次に、DANTE INPUT PATCHポッ
立ち上げるために、またGAIN/PAT
ます。

NOTE
初期設定では、インプットチ

出力のパッチング
CLシリーズのアウトプット系チャン
OUTPUT PORTポップアップでは
ンネルの出力信号を割り当てます。

NOTE
初期設定では、DANTE1 ～ 2
34 に STEREO L/R、DANTE

次に、OUTPUT PORTで設定した
す。このパッチは I/OデバイスのOU

64/512

8 16 16 16 64

SW

Dante-MY16-AUD

ID #3 ID #1

ID #2

OMNI MY MY MY

INPUT PATCH

Dante Network

“Dante” (ports)

CLシリーズ

I/O デバイス I/O デバイス

I/O デバイス最大 512 チャンネル
( 理論値 )

Dante
パッチング

CLシリーズ内部
パッチング



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

画面では、アウトプット系チャンネルに割り当てられている出力
を表示 /変更します。この画面に含まれる項目は、次のとおりで

プットチャンネルにパッチされているポートを表示します。押す
オンになり、ネットワークとポートを選択するPORT SELECT
す。

す。

替えても、コンソール側で選択されているチャンネルは変化しま

アイコンとカラーを表示します。押すと、画面下部の ICONタブ
、チャンネル名のサンプルを選ぶCH COLOR/ICONポップアッ

ックス
この項目は変更できません。

5

1
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アウトプットパッチを変更する
パッチを変更するには、アウトプット系チャンネルごとに出力先となる出力ポートを選択する方法と、
出力ポートごとに出力元となるアウトプット系チャンネルを選択する方法があります。

アウトプット系チャンネルごとの出力ポートを選択する

1. Centralogic セクションのバンクセレクトキーを使って、出力ポートを割り当てたいアウ
トプット系チャンネルを含むOVERVIEW画面を表示させます。

2. 画面最上部のチャンネル番号 /チャンネル名のフィールドを押して、PATCH/NAMEポッ
プアップ画面を表示させます。

PATCH/NAMEポップアップ
ポート、アイコン、チャンネル名
す。

1 PATCHボタン
インプットチャンネル /アウト
と、画面下部のPATCHタブが
ポップアップ画面が表示されま

2 チャンネル選択ボタン
設定するチャンネルを選択しま

NOTE
この画面でチャンネルを切り
せん。

3 チャンネルアイコンボタン
チャンネルで現在選ばれている
がオンになり、カラー、アイコン
プ画面が表示されます。

4 チャンネル番号表示テキストボ
チャンネル番号を表示します。

チャンネル番号 /チャンネル名

3 4

6

7

2



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

ト系チャンネルを選択する

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

ETUPフィールドのOUTPUT PORT ボタンを押して、
プ画面を表示させます。

OUTPUT PORT ボタン
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5 チャンネルネームエディットボックス
現在設定されているチャンネル名を表示します。押すと、画面下部のNAMEタブが有効になり、
チャンネル名を編集するキーボードウィンドウが表示されます。

6 カテゴリー選択リスト
画面に表示させるポートの種類を選択します。

7 ポート選択ボタン
現在のカテゴリーの中から、パッチするポートを選択します。選択を解除するときは、もう一度ボ
タンを押します。

3. 出力ポート切り替えタブと出力ポート選択ボタンを使って、そのチャンネルに割り当てる出
力ポートを指定します。
画面下部に出力ポート選択ボタンが表示されていないときは、PATCHタブを押します。

4. バンクセレクトキーと[SEL]キーを使って、操作の対象となるアウトプット系チャンネルを
切り替え、同じ要領で出力ポートを指定します。

5. 指定ができたら、右上の×マークを押して、ウィンドウを閉じます。
OVERVIEW画面に戻ります。

出力ポートごとにアウトプッ

1. ファンクションアクセスエリ

2. 画面中央にあるSYSTEM S
OUTPUT PORT ポップアッ



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

オフを切り替えます。

号の位相を正相または逆相に切り替えます。

ンを調節します。設定値を変更するには、画面上のノブを押して選
ブ1～ 8を操作します。－96～ +24dBの範囲をノブを回すこ
ながら回すことで0.1dB 単位で設定できます。現在の設定値は、

号のレベルを表示するメーターです。

力ポートを最大8ポート単位で切り替えます。タブはDANTE、
のグループに分かれており、右端または左端にあるグループ名の
のタブが表示されます。

ポート選択タブを使って、操作する出力ポートを選びます。
ートに対応しています。

25-32、33-40、41-48、49-56、57-64
力チャンネルを操作します。

力チャンネル1～ 8、9～ 16を操作します。

します。

ャンネルを操作します。

。

り当てるには、そのポートのチャンネル選択ポップアップボタ
18

OUTPUT PORTポップアップ画面では、出力ポートごとに信号の送り元となるチャンネルを割
り当てます。このポップアップ画面に含まれる項目は、次のとおりです。

1 スロット番号 /カードの種類
操作の対象としてスロット1～ 3の出力チャンネルが選ばれているときに、スロットの番号と、
そのスロットに装着されている I/Oカードの種類を表示します。

2 DELAY SCALE ボタン
押すと、ディレイタイムの単位を設定するDELAY SCALE ポップアップ画面を表示します。

3 出力ポート
チャンネルを割り当てる出力ポートの種類と番号です。

4 チャンネル選択ポップアップボタン
出力ポートに割り当てるチャンネルを選ぶボタンです。現在選択されているチャンネル名が表示
されます。

5 ディレイタイム設定ノブ
出力ポートのディレイタイムを設定するノブです。このノブを押して選択し、マルチファンクショ
ンノブ1～ 8を操作します。ノブの上にはミリ秒単位、ノブの下にはDELAY SCALEポップ
アップ画面で選択した単位でディレイタイムの値が表示されます。

NOTE
スケールをmsにした場合、ノブ上部のディレイタイム値は表示されません。

6 DELAYボタン
出力ポートのディレイのオン /

7 φ ( フェイズ )ボタン
出力ポートに割り当てられた信

8 GAINノブ
出力ポートのアウトプットゲイ
択し、マルチファンクションノ
とで1.0dB単位で、ノブを押し
ノブのすぐ下に表示されます。

9 レベルメーター
出力ポートに割り当てられた信

0 出力ポート選択タブ
ポップアップ画面で操作する出
SLOT、PATCH VIEWの 3つ
ボタンを押すと、そのグループ

3. ポップアップ画面下部の出力
それぞれのタブは、次の出力ポ

・ DANTE 1-8、9-16、17-24、
それぞれDante 端子からの出

・ SLOT1 1-8、9-16
・ SLOT2 1-8、9-16
・ SLOT3 1-8、9-16
それぞれスロット1～ 3の出

・ OMNI 1-8
OMNI OUT端子 1～ 8を操作

・ DIGITAL OUT
DIGITAL OUT端子の L/Rチ

・ PATCH VIEW1
・ PATCH VIEW2
パッチのみを一覧する画面です

4. 出力ポートにチャンネルを割
ンを押します。

2

1

3
4

5

6

7

8

9

0



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

ネル選択ボタンを使って送り元となるチャンネルを選び、

画面に戻ります。

ONのときにパッチ設定を変更しようとすると、確認ダイアログ
L PATCH CONFIRMATION が ONのときに、すでに他でパッチさ
すると、確認ダイアログが表示されます。

イズ、アウトプットゲインの設定を行ないます。
出力ポートについてもチャンネルを割り当てます。
面右上の×マークを押して以前の画面に戻ります。

する
とにパッチを変更する方法を説明します。

ンクセレクトキーを使って、入力ソースを割り当てたいイン
VIEW画面を表示させます。

/チャンネル名のフィールドを押して、PATCH/NAMEポッ
。
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CH SELECT ポップアップ画面が表示されます。このポップアップ画面に含まれる項目は、次の
とおりです。

1 カテゴリー選択リスト
ポップアップ画面に表示するチャンネルのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次
のチャンネルに対応しています。アウトプットポートの種類によって、表示されるカテゴリーは変
わります。
・ MIX/MATRIX .................................. MIX1 ～MIX24、MATRIX1 ～MATRIX8
・ ST/MONO/MONI/CUE................ STEREO L、STEREO R、MONO(C)、MONI L、MONI R、

MONI C、CUE L、CUE R
・ DIRECT OUT 1-32 ....................... CH1～ CH32のダイレクトアウト
・ DIRECT OUT 33-64 .................... CH33～ CH64のダイレクトアウト
・ DIRECT OUT 65-72 .................... CH65～ CH72のダイレクトアウト
・ INSERT OUT 1-32 ....................... CH1～ CH32のインサートアウト
・ INSERT OUT 33-64 .................... CH33～ CH64のインサートアウト
・ INSERT OUT 65-72 .................... CH65～ CH72のインサートアウト
・ INSERT OUT MIX/MATRIX ....... MIX1 ～MIX24、MATRIX1 ～MATRIX8 のインサート

アウト
・ INSERT OUT ST/MONO............. STEREO L、STEREO R、MONO(C) のインサートアウト
・ CASCADE MIX/MATRIX ........... MIX1 ～MIX24、MATRIX1 ～MATRIX8
・ CASCADE ST/MONO/CUE ...... STEREO L、STEREO R、MONO(C)、CUE L、CUE R

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

2 チャンネル選択ボタン
手順3で選択した出力ポートに割り当てるチャンネルを選択します。

5. チャンネル選択タブとチャン
CLOSEボタンを押します。
OUTPUT PORTポップアップ

NOTE
PATCH CONFIRMATIONが
が表示されます。また STEA
れている箇所を変更しようと

6. 必要に応じて、ディレイ、フェ
7. 手順3～ 6を繰り返し、他の
8. すべての設定が終わったら、画

インプットパッチを変更
ここでは、インプット系チャンネルご

1. Centralogic セクションのバ
プット系チャンネルのOVER

2. 画面最上部のチャンネル番号
プアップ画面を表示させます

1

2



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

3(1) ～ SLOT3(16)
(A) ～ FX8R(B)
(A) ～ PR2R(B)

系チャンネルに対して、入力ポートを割り当てるボタンです。

プ画面の入力ポート選択画面を呼び出し、入力ポート切り替え
を使って入力ポートを指定します。

ONのときにパッチ設定を変更しようとすると、確認ダイアログ
L PATCH CONFIRMATION が ONのときに、すでにほかでパッチ
とすると、確認ダイアログが表示されます。

ークを押して、ウィンドウを閉じます。

画面からも入力ポートを選択できます。

のチャンネルについても入力ポートを割り当てます。
20

PATCH/NAMEポップアップ画面では、インプット系チャンネルに割り当てられている入力
ポート、アイコン、チャンネルカラー、チャンネル名を表示 /変更します。

1 PATCHボタン
現在選ばれている入力ポートを表示します。また、アイコンの選択やチャンネル名の変更を行なっ
ているときにこのボタンを押すと、入力ポート選択の画面に戻ります。

2 チャンネルアイコンボタン
そのチャンネルで選ばれているアイコンを表示します。このボタンを押すと、アイコンやサンプル
名を選択する画面が表示されます。

3 チャンネル名入力ボックス
そのチャンネルに付けられている名前を表示します。このフィールドを押すと、名前を付けるキー
ボードウィンドウが表示されます。

4 カテゴリー選択リスト
ポップアップ画面に表示する入力ポートのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次
の入力ポートに対応しています。チャンネルの種類によって、表示されるカテゴリーは変わりま
す。
・ DANTE1-32.............DANTE1～ DANTE32
・ DANTE33-64..........DANTE33～ DANTE64
・ OMNI/PB OUT ........OMNI1 ～ OMNI8、PB OUT(L)、PB OUT(R)
・ SLOT1 .......................SLOT1(1) ～ SLOT1(16)
・ SLOT2 .......................SLOT2(1) ～ SLOT2(16)

・ SLOT3........................SLOT
・ EFFECT RACK ........FX1L
・ PREMIUM RACK ....PR1L

5 入力ポート選択ボタン
現在選択されているインプット

6 タブ
項目を切り替えるタブです。

3. PATCH/NAMEポップアッ
タブと入力ポート選択ボタン

NOTE
PATCH CONFIRMATIONが
が表示されます。また STEA
されている箇所を変更しよう

4. 指定ができたら、右上の×マ
OVERVIEW画面に戻ります。

NOTE
GAIN/PATCHポップアップ

5. 手順2～ 4を繰り返し、ほか

2 3

1

6

4

5



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

替えます。
イントを切り替えるには、3つのブロックのうちボタンが表示さ
ます。

力ポートは、ブロックごとに設定します。

ン (インプットチャンネルのみ )
トアウトポイントの設定をすべてのインプットチャンネルに適用

タン (アウトプットチャンネルのみ )
べてのアウトプットチャンネルに適用するかどうかを選択しま

力ポートを選択した場合に表示されます。

)のオン /オフを切り替えます。

を表示します。押すと、マルチファンクションノブを使って調節が

します。

7 8
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チャンネルに外部機器をインサート接続する
必要ならば、INPUT、MIX、MATRIX、STEREO、MONOの各チャンネルの信号経路に、エフェクトプロ
セッサーなどの外部機器をインサート接続できます。このとき、インサートに使用する入出力ポートの
種類や、インサートアウト /インの位置は、チャンネルごとに指定できます。

1. 必要に応じて、OMNI IN/OUT端子やスロット1～3のI/Oカードに外部機器を接続します。

NOTE
スロットにデジタル I/O カードを装着し、外部機器をデジタル接続する場合は、CLシリーズと
外部機器のワードクロックを同期させる必要があります ( → P.198)。

2. Centralogic セクションのバンクセレクトキーを使って、入力ソースを割り当てたいチャ
ンネルのOVERVIEW画面を表示させます。

3. INSERT/DIRECT OUT フィールドを押して、INSERT/DIRECT OUTポップアップ画面
を表示させます。
INSERT/DIRECT OUTポップアップ画面では、インサートに使用する入出力ポートの種類や、
インサートアウト /インの位置を表示 /変更します。このポップアップ画面には1ch、8chの 2
種類があります。
それぞれの画面に含まれる項目は、次のとおりです。

INSERT/DIRECT OUTポップアップ画面 (1ch)

1 INSERT OUTボタン
押すと、出力ポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。現在選ばれて
いるポートは、ボタン上に表示されます。

2 INSERT IN ボタン
押すと、入力ポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。現在選ばれて
いるポートは、ボタン上に表示されます。

3 INSERT ON/OFF ボタン
インサートのオン /オフを切り
現在選ばれているインサートポ
れていない別のブロックを押し

NOTE
インサートにパッチする入出

4 APPLY TO ALL INPUTボタ
インサートポイント /ダイレク
するかどうかを選択します。

5 APPLY TO ALL OUTPUTボ
インサートポイントの設定をす
す。

■ INSERT IN HAフィールド
インサートインに、HAを装備した入

6 +48Vボタン
HAのファンタム電源 (+48V

7 A.GAIN ノブ
HAのアナログゲインの設定値
行なえます。

8 HAメーター
HAの入力信号のレベルを表示

1

2

3

4 5

6



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

DIRECT OUTポップアップ画面を呼び出し、INSERT OUTボ

力ポートを選ぶPORT SELECTポップアップ画面が表示されま
次のとおりです。

力ポートのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次
。チャンネルの種類によって、表示されるカテゴリーは変わりま

OMNI1～ OMNI8
SLOT1(1) ～ SLOT1(16)
SLOT2(1) ～ SLOT2(16)
SLOT3(1) ～ SLOT3(16)
GEQ1L(A) ～ GEQ16R(B) 
(MIX/MATRIX/STEREO/MONOチャンネルのみ )
FX1L(A) ～ FX8R(B)
PR1L(A) ～ PR8R(B)

に対し、インサートアウトとして使用する出力ポートを割り当て

マウントされたRACKをインサートアウトもしくはインサートイ
にもう一方のパッチも同じ RACKに設定されます。同時に、イン
ます。また、GEQやプレミアムラックがマウントされた RACKを
ンサートインから解除した場合は、自動的にもう一方のパッチも
が自動的にオフになります。

2

22

INSERT/DIRECT OUTポップアップ画面 (8ch)

1 チャンネル選択ボタン
設定するチャンネルを選択します。ボタン内にチャンネルのアイコン、カラー、番号が表示されま
す。

2 INSERT OUTボタン
押すと、出力ポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。現在選ばれて
いるポートは、ボタン上に表示されます。

3 INSERT ON/OFF ボタン
インサートのオン /オフを切り替えます。ボタンの上部に現在設定されているインサートポイン
トが表示されます。

4 INSERT IN ボタン
押すと、入力ポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。現在選ばれて
いるポートは、ボタン上に表示されます。また、候補として表示しているポートボタンの右のイン
ジケーターで、インサートインのレベルを確認できます。

4. 1chまたは8chのINSERT/
タンを押します。
インサートアウトに使用する出
す。この画面に含まれる項目は

1 カテゴリー選択リスト
ポップアップ画面に表示する出
の出力ポートに対応しています
す。
・ OMNI....................................
・ SLOT1.................................
・ SLOT2.................................
・ SLOT3.................................
・ GEQ RACK ........................

・ EFFECT RACK .................
・ PREMIUM RACK .............

2 出力ポート選択ボタン
現在選択されているチャンネル
るボタンです。

NOTE
GEQやプレミアムラックが
ンに設定した場合は、自動的
サートが自動的にオンになり
インサートアウトもしくはイ
解除され、同時にインサート

1

4

3

2

1



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

イレクト出力する
バイスのOUTPUT端子、任意のOMNI OUT端子、または任意の
レクト出力できます。

子、OUTPUT端子、またスロット1～3のI/Oカードに外部機

ドを装着し、外部機器をデジタル接続する場合は、CLシリーズと
同期させる必要があります ( → P.198)。

ンクセレクトキーを使って、ダイレクト出力したい INPUT
面を表示させます。

ールドを押して、INSERT/DIRECT OUT ポップアップ画面

h、8chの 2種類があります。それぞれの画面に含まれる項目は、

ップアップ画面 (1ch)

行なうフィールドです。4つのフィールドのいずれかを押すこと
RE HPF (HPF の直前 )、PRE EQ (EQの直前 )、PRE FADER 
OST ON ([ON] キーの直後 ) の中から選べます。

力ポートを選択するPORT SELECTポップアップ画面が表示さ
トは、ボタン上に表示されます。

5

4

1
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5. カテゴリーと出力ポート選択ボタンを使ってインサートアウトに使用する出力ポートを指
定し、CLOSEボタンを押します。
INSERT/DIRECT OUTポップアップ画面に戻ります。

6. INSERT IN ボタンを押します。
インサートインに使用する入力ポートを選ぶPORT SELECTポップアップ画面が表示されま
す。それぞれのカテゴリーは、次の入力ポートに対応しています。
・ OMNI ....................................OMNI1 ～ OMNI8
・ SLOT1 .................................SLOT1(1) ～ SLOT1(16)
・ SLOT2 .................................SLOT2(1) ～ SLOT2(16)
・ SLOT3 .................................SLOT3(1) ～ SLOT3(16)
・ GEQ RACK .........................GEQ1L(A) ～ GEQ16R(B) ( アウトプット系チャンネルのみ )
・ EFFECT RACK ..................FX1L(A) ～ FX8R(B)
・ PREMIUM RACK..............PR1L(A) ～ PR8R(B)

7. インサートインとして使用する入力ポートを指定し、CLOSEボタンを押します。

8. INSERT ON/OFF ボタンを押して、ONに切り替えます。
この状態で、インサートアウト /インが有効となります。必要に応じて、外部機器の入出力レベル
など設定してください。

NOTE
･ OMNI IN 端子をインサートインに使用する入力ポート
として選択した場合、INSERT IN HA フィールドでHA
の設定をしてください。
･ INSERT ON/OFF ボタンがOFFの場合でも、インサー
トアウトには選択した信号を送りつづけます。

9. インサートアウト/インの位置を切り替えたいときは、1chのINSERT/DIRECT OUTポッ
プアップ画面を呼び出し、3つの INSERT フィールドのうち、どれかを押します。
押した INSERTフィールドが有効になります。

10. すべての設定が終わったら、右上の×マークを押して、ウィンドウを閉じます。
OVERVIEW画面に戻ります。

11. 必要ならば、ほかのチャンネルについてもインサートの設定を行ないます。

INPUTチャンネルをダ
INPUTチャンネルの信号は、I/Oデ
スロットの出力チャンネルからダイ

1. 必要に応じて、OMNI OUT端
器を接続します。

NOTE
スロットにデジタル I/O カー
外部機器のワードクロックを

2. Centralogic セクションのバ
チャンネルのOVERVIEW画

3. INSERT/DIRECT OUTフィ
を表示させます。
このポップアップ画面には1c
次のとおりです。

INSERT/DIRECT OUTポ

1 DIRECT OUTフィールド
ダイレクト出力に関する設定を
で、ダイレクト出力の位置をP
( フェーダーの直前 )、またはP

2 DIRECT OUT PATCHボタン
押すと、ダイレクトアウトの出
れます。現在選ばれているポー

32
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/DIRECT OUTポップアップ画面を呼び出し、DIRECT OUT
す。
ポートを選ぶPORT SELECT ポップアップ画面が表示されま
次のとおりです。

力ポートのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次
。チャンネルの種類によって、表示されるカテゴリーは変わりま

I1～ OMNI8、REC IN(L)、REC IN(R)
1(1) ～ SLOT1(16)
2(1) ～ SLOT2(16)
3(1) ～ SLOT3(16)
E1 ～DANTE32
TE33～ DANTE64

ャンネルに対し、ダイレクト出力に使用する出力ポートを割り当

力ポート選択ボタンを使ってダイレクト出力に使用する出力
ンを押します。
アップ画面に戻ります。

2

24

3 DIRECT OUT ONボタン
ダイレクトアウトのオン /オフを切り替えます。

4 DIRECT OUT LEVEL ノブ
ダイレクトアウトの出力レベルを表示します。押すと、マルチファンクションノブを使ってレベル
を調節できます。

5 APPLY TO ALL INPUTボタン (インプットチャンネルのみ )
インサートポイント /ダイレクトアウトポイントを、すべてのインプットチャンネルに適用する
かどうかを選択します。

INSERT/DIRECT OUTポップアップ画面 (8ch)

1 DIRECT OUT ONボタン
ダイレクトアウトのオン /オフを切り替えます。ボタンの上部に現在設定されているダイレクト
アウトポイントが表示されます。

2 DIRECT OUT PATCHボタン
押すと、ダイレクトアウトの出力ポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表示さ
れます。ボタン内に現在選ばれているポートが表示されます。

3 DIRECT OUT LEVEL ノブ
ダイレクトアウトの出力レベルを表示します。押すと、マルチファンクションノブを使ってレベル
を調節できます。

4. 1chまたは8chの INSERT
ポップアップボタンを押しま
ダイレクト出力に使用する出力
す。この画面に含まれる項目は

1 カテゴリー選択リスト
ポップアップ画面に表示する出
の出力ポートに対応しています
す。
・ OMNI/REC ................OMN
・ SLOT1........................SLOT
・ SLOT2........................SLOT
・ SLOT3........................SLOT
・ DANTE1-32 .............DANT
・ DANTE33-64 ..........DAN

2 出力ポート選択ボタン
現在選択されている INPUTチ
てるボタンです。

5. 出力ポート切り替えタブと出
ポートを指定し、CLOSEボタ
INSERT/DIRECT OUTポップ

1

2

3

1
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で録音 /再生する
システムのオーディオネットワークに、Steinberg Nuendo な
ときは、ドライバーソフトウェアDante Virtual Soundcard ( 以
ィオインターフェースの役割を果たし、CLシリーズや I/Oデバ
ワークとオーディオ信号をやりとりします。これにより、ライブ演
番を録音した素材を利用してのバーチャルサウンドチェックなど

DAWソフトウェアを組み込むときに必要な作業について説明

ートを搭載したコンピューター(Windows/Mac) と DAWソフト

ブ

irtual Soundcard
 Controller

使用には、ライセンス ID が必要です。ライセンス IDは本体に同梱

Dante Controller に関する最新情報は下記のウェブサイトをご参

jp

Nuendo Live を使うと、CLシリーズとの連携機能を利用できま
携」 ( → P.188) をご参照ください。
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6. DIRECT OUT ON/OFF ボタンを押して、ONに切り替えます。
この状態で、ダイレクト出力が有効となります。必要に応じて、外部機器の入力レベルなどを設定
してください。

NOTE
工場出荷時はすべてOFF になっています。

7. ダイレクト出力の位置を切り替えたいときは、1ch の INSERT/DIRECT OUT ポップアッ
プ画面を呼び出し、DIRECT OUTフィールドのうち、どれかを押します。
押したDIRECT OUTフィールドが有効になります。

8. ダイレクト出力のレベルを調節したいときは、1chまたは8chの INSERT/DIRECT OUT
ポップアップ画面を呼び出し、DIRECT OUT LEVEL ノブを操作します。

9. すべての設定が終わったら、右上の×マークを押して、ウィンドウを閉じます。
OVERVIEW画面に戻ります。

10. 必要ならば、ほかのチャンネルについてもダイレクト出力の設定を行ないます。

コンピューターのDAW
CLシリーズと I/Oデバイスを使った
どのDAWソフトウェアを組み込む
下DVS) を使います。DVSは、オーデ
イスが接続されたオーディオネット
奏のマルチトラック録音や、前日の本
ができます。
ここでは、オーディオネットワークに
します。

使用する機材とソフトウェア
・ CLシリーズと I/Oデバイス
・ ギガビット対応のイーサネットポ
ウェア

・ ギガビット対応のスイッチングハ
・ CAT5e ケーブル
・ ドライバーソフトウェアDante V
・ コントロールソフトウェアDante

NOTE
Dante Virtual Soundcard の
されています。
Dante Virtual Soundcard と
照ください。
http://proaudio.yamaha.co.

Nuendo Live を使う
Steinberg 社のDAWソフトウェア
す。詳しくは、「Nuendo Live との連
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トをギガビット対応スイッチングハブに接続します。コンピュー
デフォルト設定 )にしておきます。
下記のとおりです。
I/Oデバイスからのオーディオ信号をDVSにパッチする
なうために、コンピューターからのオーディオ信号をDante オー
Lシリーズのチャンネルに立ち上げられるようにパッチする

定については、Dante Controller のマニュアルをご参照くださ

ーの設定を行ないます。デバイス設定をする画面で、入出力するサ
ライバー) として「Dante Virtual Soundcard-ASIO」 (Windows 
ます。
アとの内部パッチが必要となる場合があります。詳しくは、DAW
ください。
 Live を使用する場合は、「Nuendo Live との連携」 ( → P.188)

の設定が完了したら、オーディオの録音 /再生を行ないます。
AWソフトウェアの各トラックの入力ポートを、I/Oデバイスの
ートに設定します。
うために、録音したオーディオをCLシリーズのインプットチャン
ない、DAWソフトウェアからCLシリーズのDANTE1～ 64
ーディオ信号を立ち上げる場合と、DAWソフトウェアからの
で、DANTE INPUT PATCHの設定をライブラリーに追加してお
ておくことで、パッチ設定の切り替えをDante Controller を起
ルサウンドチェック中に特定のチャンネル ( たとえばボーカルな
てサウンドチェックをする、といったこともできます。
26

ワードクロックの設定
Dante ネットワークでは、マスター機器が正確なワードクロックをネットワークのほかの機器に供給
します。マスターがネットワークから離脱したり、故障したりした場合は別の機器が自動的にクロック
マスターの役割を引き継ぎます。
設定は、ファンクションアクセスエリアのSETUPボタン→WORD CLOCK/SLOTボタンを押して、
WORD CLOCK/SLOTポップアップ画面で行ないます。

Dante Virtual Soundcard の設定
はじめに、オーディオレコーディングで使用する
コンピューターにDante Virtual Soundcard 
( 以下 DVS) と Dante Controller をインストー
ルします。
次に、コンピューターのギガビット対応ネット
ワークポートをギガビット対応スイッチングハブ
に接続します。コンピューターの IPアドレス設定
は自動取得 ( デフォルト設定 )にしておきます。
DVSをオンにする前に、まず必要なオーディオ
フォーマット (例：48kHz、24ビット )および
Dante レイテンシー( こちらは多チャンネル使用
時の安定性のため、高い設定にしておいてくださ
い ) を選択します。Advanced 設定では、録音 /再生を行なうチャンネル数を選択します ( デフォルト
設定は8 x 8)。ASIO 設定 (Windows OS) の詳細については、Dante バーチャルサウンドカードユー
ザーガイドを参照ください。

Dante Controller の設定
コンピューターのネットワークポー
ターの IPアドレス設定は自動取得 (
Dante Controller で可能な設定は、
・ マルチトラック録音をするために
・ バーチャルサウンドチェックを行
ディオネットワークに出力して、C

Dante Controller の操作や詳しい設
い。

DAWソフトウェアの設定
DAWソフトウェア上では、ドライバ
ウンドカード ( またはオーディオド
PC) または「Dante」 (Mac) を選択し
また、ドライバーとDAWソフトウェ
ソフトウェアのマニュアルをご参照
DAWソフトウェアとしてNuendo
もあわせてご参照ください。

オーディオの録音 /再生
DAWソフトウェア上で、ドライバー
マルチトラック録音をする場合は、D
オーディオ信号が入力されているポ
バーチャルサウンドチェックを行な
ネルに立ち上げる場合は、パッチを行
に出力します。I/Oデバイスからのオ
オーディオ信号を立ち上げる場合と
くと便利です。ライブラリーに追加し
動せずに行なえます。また、バーチャ
ど )だけを I/Oデバイスとパッチし
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です。CLシリーズが初期状態のときは、EFFECT RACK 1-8 から

パッチ )
信号を割り当てます。

。

イン )
させます。

カットするハイパスフィルターです。

イザー)
、LOWの4バンドを備えたパラメトリックEQです。

ンダー/コンプレッサーとして利用できるダイナミクスプロセッ

/ディエッサーとして利用できるダイナミクスプロセッサーです。

ディレイ )
プットディレイです。最大1000msまで設定できます。

)
します。

/オフを切り替えます。オフにすると、そのチャンネルはミュート

TEREOバスに送られる信号の左右の定位を調節します。
NとBALANCEを切り替えて使用できます。BALANCEパラ
ルからSTEREOバスに送られる左右の信号の音量バランスを調

MIX
1 2 2324

ST
L R

M
O
N
O

(C)
MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

ON

METER
LEVEL/

DCA1-16

PRE FADER

PRE FADER POST ON

METER
POST ON

PAN LINK

MATRIX1,3...7
MATRIX2,4...8

CUE R

MIX1,3...23
MIX2,4...24

CUE LON

ON

ST L

MONO(C)

ST R

To MATRIX

To MIX
SAME as INPUT1-72{64,48}

PAN/BAL

TO STLR MONO TO MONO

LCR TO LCR

CSR

POST PAN L
POST PAN R

PAN MODE

D

ER
COMP

COMPAND
DE-ESSER

YIN CUE

GR METER
METER

DYNA2OUT
METER
YNA1OUT

lter

DELAY
Max

1000ms

SAME as INPUT1-72{64,48}
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インプット系チャンネル
ここでは、インプット系チャンネルについて説明します。

インプット系チャンネルの信号の流れ
インプット系チャンネルは、I/Oデバイスやリアパネルの入力端子、スロット1～ 3などを経由して入
力された信号を加工し、STEREOバス、MONOバス、MIXバス、MATRIX バスに送り出すセクション
です。インプット系チャンネルには次の2種類があります。

MONOチャンネル
モノラル信号を加工するチャンネルです。CLシリーズが初期状態のときは、Dante 端子からの入力信
号が割り当てられています。

STEREOチャンネル
ステレオ信号を加工するチャンネル
の信号が割り当てられています。

・ INPUT PATCH ( インプット
インプット系チャンネルに入力

・ φ ( フェイズ )
入力信号の位相を切り替えます

・ DIGITAL GAIN ( デジタルゲ
入力信号のレベルを減衰 /増幅

・ HPF ( ハイパスフィルター)
特定の周波数よりも低い帯域を

・ 4 BAND EQ (4 バンドイコラ
HIGH、HIGH MID、LOW MID

・ DYNAMICS 1
ゲート /ダッキング /エキスパ
サーです。

・ DYNAMICS 2
コンプレッサー/コンパンダー

・ INPUT DELAY ( インプット
入力信号の遅延を補正するイン

・ LEVEL/DCA 1-16 ( レベル
チャンネルの入力レベルを調節

・ ON ( オン /オフ )
インプット系チャンネルのオン
されます。

・ PAN ( パン )
インプット系チャンネルからS
STEREOチャンネルでは、PA
メーターは、STEREOチャンネ

IN
P

U
T

 P
AT

C
H

ATT

Keyin
Self PRE EQ

Self POST EQ
MIX21-24 OUT

CH[1-8,9-16,17-24,25-32,33-40,41-48, 49-56, 57-64, 65-72]POST EQ(CL5)
CH[1-8,9-16,17-24,25-32,33-40,41-48, 49-56, 57-64]POST EQ(CL3)
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/ チャンネルカラーを設定する
ンネルごとに、画面内に表示される名前やアイコンを設定できま
ン / チャンネルカラーを設定する方法を説明します。

ャンネルカラーを設定したいインプット系チャンネルを含む
ます。

ンネルカラーを設定したいチャンネルのチャンネル番号/チャ
、PATCH/NAMEポップアップ画面を表示させます。

名フィールド
28

節します。また、BUS SETUPポップアップ画面でPAN LINK をオンにすると、ステレオに設定
された2系統のMIXバス /MATRIX バスに送られる信号に対しても、このパンの設定を適用す
ることもできます。

・ LCR ( レフト /センター/ライト )
インプット系チャンネルの信号を、L/Rチャンネルにセンターチャンネルを加えた3チャンネル
の信号としてSTEREOバス /MONOバスに送ります。

・ MIX ON/OFF (MIX センドオン /オフ )
インプット系チャンネルからMIX バス 1～ 24に送られる信号のオン /オフを切り替えます。

・ MIX LEVEL 1-24 (MIX センドレベル1～24)
インプット系チャンネルからVARI タイプのMIX バス 1～ 24に送られる信号のセンドレベル
を調節します。MIX バスへ送られる信号の送出位置は、EQの直前、プリフェーダー、ポストフェー
ダーの中から選択できます。

・ MATRIX ON/OFF (MATRIX センドオン /オフ )
インプット系チャンネルからMATRIX バス1～8に送られる信号のオン /オフを切り替えま
す。

・ MATRIX LEVEL 1-8 (MATRIX センドレベル1～8)
インプット系チャンネルからMATRIX バス1～8に送られる信号のセンドレベルを調節しま
す。MATRIX バスへ送られる信号の送出位置は、EQの直前、プリフェーダー、ポストフェーダー
の中から選択できます。

・ INSERT ( インサート ) (MONOチャンネルのみ )
任意の出力 /入力ポートをパッチし、エフェクトプロセッサーなど外部機器をインサートします。
インサートアウト /インサートインの位置はEQの直前、フェーダーの直前、[ON] キーの直後の
中から選択できます。

・ DIRECT OUT ( ダイレクトアウト ) (MONOチャンネルのみ )
任意の出力ポートをパッチし、入力信号をその出力ポートからダイレクト出力します。ダイレクト
出力の位置は、HPFの直前、EQの直前、フェーダーの直前、[ON] キーの直後の中から選択できま
す。

・ METER ( メーター)
インプット系チャンネルのレベルをメーターに表示します。レベルの検出位置は切り替えできま
す (→ P.112)。

チャンネル名 /アイコン
CLシリーズでは、インプット系チャ
す。ここでは、チャンネル名 /アイコ

1. チャンネル名 /アイコン /チ
OVERVIEW画面を表示させ

2. チャンネル名/アイコン/チャ
ンネル名フィールドを押して

チャンネル番号 /チャンネル
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押します。
うに変化します。

押すとすぐに変更が反映されます。

。押すとすぐに変更が反映されます。

ムを選びます。あとで、NAMEタブ画面で修正もできます。

、チャンネルで使用するアイコンを選びます。また、チャンネル
ャンネルの色を選びます。
画面上部のアイコンボタンに表示されます。

を変更する場合は、サンプルネーム設定ボタンを使って、サン

部のチャンネル名のフィールドに入力されます。
合は、手順6に進んでください。

、サンプル名を入力したあとでも文字の追加 /修正が行なえま
に、共通の名前に連番号が続くチャンネル名を付けたいときは、サ
号を加えるとすばやく入力できます。
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このポップアップ画面に表示される項目は、次のとおりです。

1 PATCHボタン
現在パッチされているポートを表示します。押すと、画面下部のPATCHタブがオンになり、ネッ
トワークとポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。

2 チャンネルアイコンボタン
チャンネルで現在選ばれているアイコンとカラーを表示します。押すと、画面下部の ICONタブ
がオンになり、カラー、アイコン、チャンネル名のサンプルを選ぶCH COLOR/ICONポップアッ
プ画面が表示されます。

3 チャンネルネームエディットボックス
現在設定されているチャンネル名を表示します。押すと、画面下部のNAMEタブが有効になり、
チャンネル名を編集するキーボードウィンドウが表示されます。

4 タブ
項目を切り替えるタブです。

3. チャンネルアイコンボタンを
ポップアップ画面下部が次のよ

1 チャンネルカラー選択ボタン
チャンネルカラーを選びます。

2 アイコン選択ボタン
チャンネルアイコンを選びます

3 サンプルネーム設定ボタン
プリセットされたサンプルネー

4. アイコン選択ボタンを使って
カラー選択ボタンを使って、チ
選択したアイコン /カラーが、

5. サンプル名からチャンネル名
プル名を選びます。
選択したサンプル名が、画面上
チャンネル名を直接入力する場

NOTE
チャンネル名のフィールドは
す。“Vocal1”“Vocal2”のよう
ンプル名を入力したあとで番

2 3

1

4

1

2

3
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設定する
とに、HA ( ヘッドアンプ )に関する各種設定 ( ファンタム電源の
なう方法を説明します。

調整したい場合は、SELECTED CHANNEL セクションの

やフェイズなど詳細なパラメーターを調整するには、
ンクセレクトキーを使って、HAを操作したいインプット系
W画面を表示させます。

のGAIN/PATCHフィールドを押して、GAIN/PATCHポップ

類あり、画面下のタブで切り替えます。それぞれの画面に含まれ
30

6. チャンネル名を直接入力したいとき(または入力したサンプル名を修正したいとき)は、画面
上部のチャンネル名のフィールドを押します。
画面下部にキーボードウィンドウが表示されますので、文字の入力 /修正を行ないます。

7. [SEL]キーを使ってインプット系チャンネルを切り替え、同じ要領でアイコンやチャンネル
名を設定します。
PATCH/NAMEポップアップ画面が表示されているときは、[SEL] キーを使って操作するチャ
ンネルを切り替えることができます。

8. 入力が終わったら、画面右上の×マークを押します。

NOTE
TAB ボタンを押すと、次のチャンネルに切り替えできます。また ENTERボタンを押すと、×
マークと同様にポップアップ画面を閉じます。

HA ( ヘッドアンプ )を
ここでは、インプット系チャンネルご
オン /オフ、ゲイン、フェイズ )を行

アナログゲインを設定する

1. HAのアナログゲインだけを
GAIN ノブで操作します。

2. ファンタム電源のオン /オフ
Centralogic セクションのバ
チャンネルを含むOVERVIE

3. HAを操作したいチャンネル
アップ画面を表示させます。
このポップアップ画面には5種
る項目は、次のとおりです。

GAIN/PATCHフィールド
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ター
オーディオネットワークに出力されるレベルを表示するメーター

ートを表示します。押すと、パッチするポートを選択するPATCH
す。

ャンネル名を表示します。このボタンを押すと、入力ポートのパッ
行なうPATCH/NAMEポップアップ画面が表示されます。

切り替えます。

ブ
します。マルチファンクションノブを使って調節が行なえます。

を表示するメーターです。

L OFF ボタン
のゲインコンペンセーションを一括でオン /オフするボタンで
31

GAIN/PATCHポップアップ画面 (1ch)

1 チャンネルアイコン、チャンネル番号、チャンネルネーム表示
チャンネルのアイコン、番号、名前を表示します。

2 HAセクション
インプットチャンネルにHAがパッチされているときに表示されます。このセクションでは、HA
に関する以下の操作を行ないます。

・ +48Vボタン
HAのファンタム電源 (+48V) のオン /オフを切り替えます。

・ A.GAIN ( アナログゲイン )ノブ
HAのアナログゲインの設定値を表示します。マルチファンクションノブを使って調節が行なえ
ます。ゲインコンペンセーションがオンのときは、オンにしたときのアナログゲインの位置を示す
インジケーターが表示されます。

・ HAメーター
HAの入力信号のレベルを表示します。

NOTE
･ スロットがパッチされているときは、2の位置にスロット /MYカードの種類、スロットの
メーターが表示されます。
･ ラックがパッチされているときは、2の位置にラックの種類とエフェクトタイプが表示され
ます。
･ 何もパッチされていないときは、2の位置に何も表示されません。

・ G.C (GAIN COMPENSATION) ON/OFF ボタン
ゲインコンペンセーション (ゲイン補正機能 ) のオン /オフを切り替えます。オンにすると、I/O
デバイスからオーディオネットワークに流れる信号レベルが固定されます。たとえば、I/Oデバイ
スからの入力信号を FOHコンソールとモニター用コンソールで共有しているときに、FOH側で
アナログゲインを操作したために、モニター側で受信する信号のレベルが変化するのを防ぐため
の機能です。また、ゲインコンペンセーションをオフにすると、アナログゲインとデジタルゲイン
が、ゲインコンペンセーションをオンにしたときの設定に戻ります。そのため、デジタルネット
ワーク上のレベルは一定のままです。

・ ゲインコンペンセーションメー
ゲインコンペンセーション後の
です。

3 INPUT PORTボタン
チャンネルに割り当てられたポ
ポップアップ画面が表示されま

4 アイコン /チャンネル名ボタン
チャンネルの番号、アイコン、チ
チングやチャンネル名の設定を

5 φボタン
入力される信号の正相 /逆相を

6 D.GAIN ( デジタルゲイン )ノ
デジタルゲインの設定値を表示

7 デジタルゲインメーター
デジタルゲイン通過後のレベル

8 GC ALL ONボタン /GC AL
すべてのインプットチャンネル
す。

32 4 5 6 7
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N) ボタン
ンセーションのオン /オフを切り替えます。

切り替えます。

ブ
します。押すと、マルチファンクションノブを使った調節が行なえ

を表示するメーターです。

プ画面
5)、49-64/ST IN(CL3)、ST IN(CL1))
HAの設定状態を表示します。また、Centralogic セクションのマ
択されている8チャンネル単位でヘッドアンプのゲインを調節

を次の中から選びます。
......アナログゲイン
......デジタルゲイン
......パッチの選択

タン
のゲインコンペンセーションを一括でオン /オフするボタンで

す。複数のチャンネルも同時に選択できます。

1 12
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GAIN/PATCHポップアップ画面 (8ch)

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルのアイコン /チャンネル番号 /チャンネル名を表示します。このボタンを押すと、その
チャンネルがSELECTED CHANNEL セクションでの操作対象として選ばれ、対応する [SEL]
キーが点灯します。

2 PATCHボタン
インプットチャンネルに入力ポートをパッチするPORT SELECT ポップアップ画面を表示しま
す。

3 +48Vボタン
HAがパッチされているインプットチャンネルのみ、表示されます。ボタンを押して、ファンタム
電源 (+48V) のオン /オフを切り替えます。

NOTE
HAが確認できないスロットがパッチされているときは、mini-YGDAI カードの種類が表示され
ます。

4 A.GAIN ( アナログゲイン )ノブ
HAのアナログゲインの設定値を表示します。押すと、マルチファンクションノ
ブを使って調節が行なえます。
ゲインコンペンセーションがオンのときは、オンにしたときのアナログゲイン
の位置を示すインジケーターが表示されます。

5 レベルメーター
入力信号のレベルを表示するメーターです。

6 GC (GAIN COMPENSATIO
チャンネルごとにゲインコンペ

7 φボタン
入力される信号の正相 /逆相を

8 D.GAIN ( デジタルゲイン )ノ
デジタルゲインの設定値を表示
ます。

9 デジタルゲインメーター
デジタルゲイン通過後のレベル

GAIN/PATCHポップアッ
(1-48、49-72/ST IN(CL
該当するインプット系チャンネルの
ルチファンクションノブを使って、選
します。

1 パラメーター切り替えボタン
画面に表示させるパラメーター
・ ANALOG GAIN..................
・ DIGITAL GAIN ...................
・ PATCH.................................

2 GC ALL ON/GC ALL OFF ボ
すべてのインプットチャンネル
す。

3 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択するボタンで

1

2

3

4

5

9

6

7

8

2

3
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PATCHのとき

る入力ポートを選択するPORT SELECT ポップアップ画面が表

ATCHポップアップ画面を呼び出します。

ンクションノブを使って、ヘッドアンプのゲインやフェイズ、
を設定します。

8dB の間で変化させると、内部的に PADのオン /オフが切り替

INPUT 端子に接続されている機器のHot と Cold 間の出力イン
はノイズが発生することがあります。
効なのは、I/Oデバイスの INPUT 端子、本体のOMNI IN 端子、ま
ヤマハ AD8HRや SB168-ES など ) を接続したスロットが入力
いるチャンネルに限ります。

ルについても、同様に操作します。
アップ画面を表示させているときは、[SEL] キーを使って操作す
す。
アップ画面を表示させているときは、Centralogic セクションの
操作するチャンネルを8チャンネル単位で切り替えできます。

×マークを押します。
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■ パラメーター切り替えボタン=ANALOG GAINのとき

1 GAINノブ
チャンネルごとのアナログゲインの設定値を表示します。ノブを押すと、マルチファンクションノ
ブで設定値を操作できます。ゲインコンペンセーションがオンのときは、オンにしたときのアナロ
グゲインの位置を示すインジケーターが表示されます。

2 OVERインジケーター
入力ポートやラック出力の信号がフルスケールを超えたときに点灯します。このインジケーター
は、インプットチャンネルが選択されているときのみに、表示されます。

3 +48Vインジケーター
チャンネルごとの+48Vのオン /オフ状態を表示します。

4 φインジケーター
チャンネルごとのフェイズの設定状態を表示します。

NOTE
HAが認識できないスロットがパッチされたインプットチャンネルでは、1の位置にパッチ先
のスロット /ポート番号が表示されます。3は表示されません。
VIRTUAL RACKがパッチされたインプットチャンネルでは、1の位置にラックのポート ID
が表示されます。
何もパッチされていないインプットチャンネルでは、1の位置に“----”と表示されます。

■ パラメーター切り替えボタン=DIGITAL GAIN のとき

1 GAINノブ
チャンネルごとのデジタルゲインの設定値を表示します。ノブを押すと、マルチファンクションノ
ブで設定値を操作できます。

2 OVERインジケーター
入力ポートやラック出力の信号がフルスケールを超えたときに点灯します。このインジケーター
は、インプットチャンネルが選択されているときのみに、表示されます。

3 φインジケーター
チャンネルごとのフェイズの設定状態を表示します。

■ パラメーター切り替えボタン=

1 PATCHボタン
押すと、チャンネルにパッチす
示されます。

4. 1ch または8ch の GAIN/P

5. 画面内のボタンやマルチファ
ファンタム電源のオン /オフ

NOTE
･ HAのゲインを +17dB と +1
わります。
･ ファンタム電源を使用中で、
ピーダンスに差がある場合に
･ GAIN ノブ、+48V ボタンが有
たは外部ヘッドアンプ機器 (
ポートとして割り当てられて

6. ほかのインプット系チャンネ
1ch の GAIN/PATCHポップ
るチャンネルを切り替えできま
8chの GAIN/PATCHポップ
バンクセレクトキーを使って、

7. 設定が終わったら、画面右上の

1 3
2

4

1
2

3

1
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している場合、本体の各インプットチャンネルへの入力レベルは、

ンネルの [SEL] キーを押します。

クションで、いずれかのノブを押します。
TED CHANNEL VIEW画面が表示されます。

。
ます。

を使ってD.GAIN を調節します。

TUPボタン→ PREFERENCEタブにあるGAIN KNOB 
IN」に設定すると、各チャンネルストリップのGAIN ノブや、
ションのGAIN ノブでデジタルゲインを調節できます。
UT GAIN → DIGITAL GAIN を割り当てたり、USER DEFINED
割り当ててもデジタルゲインを操作できます。
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ゲインコンペンセーションを設定する
Dante 経由でRio3224-D などの I/Oデバイスを使用しているときは、ゲインコンペンセーションを
使用して、オーディオネットワークへ流れる信号のレベルを一定にできます。FOHとモニターで I/O
デバイスを共用している場合やDante 経由でのデジタルレコーディングをする場合に、I/Oデバイス
のアナログゲインを変更しても、I/Oデバイスからネットワーク上に流れる信号レベルを一定にできま
す。

設定の手順は以下のとおりです。

1. 前述の手順で、アナログゲインを設定します。

2. SELECTED CHANNEL セクションで、いずれかのノブを押します。
選択したチャンネルのSELECTED CHANNEL VIEW画面が表示されます。

3. SELECTED CHANNEL VIEW画面のGAIN フィールドを押します。
GAIN/PATCH画面が表示されます。

4. A.GAIN ノブの右側にあるGCボタンを押します。

オンになるとボタンが点灯します。もう一度押すとオフになります。
ゲインコンペンセーションがオンの状態でアナログゲインを操作した場合、HAのレベルは変わ
りますが、オーディオネットワークへ出力される信号のレベルは、ゲインコンペンセーションをオ
ンにしたときのレベルに自動的に補正されます。また、この状態でゲインコンペンセーションをオ
フにすると、アナログゲインと I/Oデバイス内で補正したゲイン ( コンペンセーションゲイン )
が、ゲインコンペンセーションをオンにしたときの設定に戻ります。そのため、オーディオネット
ワーク上のレベルは一定のままです。

NOTE
コンペンセーションゲインは、I/O デバイス内で自動的にゲイン補正する為のゲインなので、パ
ラメーターとしては表示されません。ONにしたときの位置が示されます。

デジタルゲインを調節する
ゲインコンペンセーションをオンに
デジタルゲインで調節します。
操作方法は以下のとおりです。

1. 操作したいインプット系チャ

2. SELECTED CHANNEL セ
選択したチャンネルのSELEC

3. GAIN フィールドを押します
GAIN/PATCH画面が表示され

4. マルチファンクションノブ8

NOTE
･ SETUP ボタン→USER SE
FUNCTION を「DIGITAL GA
SELECTED CHANNEL セク
･ USER DEFINED ノブに INP
キーに ALTERNATE 機能を
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からSTEREO/MONOバスに信号を送る
信号をSTEREOバスやMONOバスに送る方法について説明し

ンのスピーカーに信号を出力するために利用します。STEREO
法としては、ST/MONOモードと LCRモードという2つのモー
ます。それぞれのモードの特徴は、次のとおりです。

EOバスとMONOバスのそれぞれに対して、独立して信号を送る

REOバスとMONOバスに送られる信号のオン /オフを、個別に

バスの L/Rに送られる信号の定位は TO ST PANノブで操作し
は、このノブの影響は受けません )。
バスに送られる左右の信号の音量バランスを調節します (MONO
影響は受けません )。
に設定すると、STEREOバスの L/Rに送られる信号の定位を個

TEREO(L/R) と MONO(C) の合計 3本のバスに一括して送る方

REOバスとMONOバスに送られる信号のオン /オフは、一括し

REO(L/R) バスに送られる信号とMONO(C) バスに送られる信
イドレシオ ) ノブで設定できます。
REO(L/R) バスとMONO(C) バスに送られる信号のレベルは、
ブの設定に応じて変化します。

の信号をヘッドフォンなどでモニターする場合は、以下の操作を
アクセスエリアのMONITOR ボタンを押し、モニターソースとし
ださい。
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ゲインコンペンセーションがオンのときのアナログゲインとデジタルゲインの関係
ゲインコンペンセーションがオンの場合、アナログゲインを動かすと、I/Oデバイスがアナログゲイン
を動かした幅と同じだけ戻した信号をオーディオネットワークへ出します。このため、オーディオネッ
トワーク上の信号は、デジタル領域で常に一定のレベルに補正された状態になります。
たとえば、アナログゲインの値を+30dBに設定した状態でゲインコンペンセーションをオンにした
場合、アナログゲインを+45まで上げても、オーディオネットワークへは -15dB補正されて+30dB
のレベルで送られます。

このとき、CLシリーズに入力される各信号のゲインはCLシリーズのデジタルゲインで調節します。
1台の I/Oデバイスを共用で、FOH卓とモニター卓を使用するときに、たとえば FOH卓でアナログゲ
インを動かしても、オーディオネットワークに流れる信号が一定のレベルになるので、モニター卓の入
力レベルに影響しません。
注意する点として、アナログゲインを上げすぎて歪んでいる場合は、いったんゲインコンペンセーショ
ンをオフにして、適切な入力レベルに設定しなおしてからゲインコンペンセーションをもう一度オンに
する必要があります。ゲインコンペンセーションをオンにしたままでアナログゲインを下げても、ゲイ
ンコンペンセーションの働きでオーディオネットワーク上の信号が同じだけ増幅されるので、信号が歪
んだままになります。

NOTE
USER DEFINEDキーに SET BY SEL 機能のゲインコンペンセーションのオン /オフを割り
当てると、この操作をすばやく行なえます。

インプット系チャンネル
ここでは、インプット系チャンネルの
ます。
STEREOバス /MONOバスは、メイ
バスやMONOバスに信号を送る方
ドがあり、チャンネルごとに選択でき

■ ST/MONOモード
インプット系チャンネルからSTER
方法です。
・ インプット系チャンネルからSTE
切り替えができます。

・ INPUTチャンネルからSTEREO
ます (MONOバスに送られる信号

・ ST IN チャンネルからSTEREO
バスに送られる信号は、このノブの
PAN/BALANCEモードをPAN
別に調整できます (→ P.37)。

■ LCRモード
インプット系チャンネルの信号を、S
法です。
・ インプット系チャンネルからSTE
て切り替わります。

・ インプット系チャンネルからSTE
号のレベル比を、CSR ( センターサ

・ インプット系チャンネルからSTE
TO ST PANノブ /BALANCEノ

NOTE
STEREOバスやMONOバス
始める前に、ファンクション
て“LCR”を選択しておいてく
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プアップ画面 (8ch)
ャンネルからSTEREO(L/R) バスとMONO(C) バスに送る信号
作します。

す。複数のチャンネルも同時に選択できます。

タン
MONOと LCRとで切り替わります。現在の選ばれているモード

ードに設定されているときに、そのチャンネルからSTEREOバ
号のオン /オフを個別に切り替えるボタンです。

でクリップが生じたときに点灯します。

CEノブ
EOバスに送られる信号の左右の定位を調節するPANノブとし
ネルでは、PANノブとして機能するほかにSTEREOバスに送
スを調節するBALANCEノブとしても機能します。値を変更す
応するマルチファンクションノブを操作します。
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1. 操作するインプット系チャンネルに入力ソースが接続されていることを確認し、最適な入力
信号が得られるようにヘッドアンプのファンタム電源、ゲイン、フェイズを設定します。

2. Centralogic セクションのバンクセレクトキーを使って、STEREO/MONOバスに信号を
送りたいインプット系チャンネルを含むOVERVIEW画面を表示させます。

3. 操作したいチャンネルのSTEREO/MONOフィールドのノブを押して選択し、もう1回ノ
ブを押して TO STEREO/MONOポップアップ画面を表示させます。

TO STEREO/MONOポップアップ画面では、インプット系チャンネルからSTEREO/MONOバス
に送られる信号を操作します。このポップアップ画面は4種類あり、画面下部のタブで切り替えます。
それぞれの画面に含まれる項目は、次のとおりです。

TO STEREO/MONOポッ
8チャンネル単位で、インプット系チ
のオン /オフやパン /バランスを操

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択するボタンで

2 モード表示インジケーター

3 ST/MONO/LCRモード選択ボ
ボタンを押すと、モードがST/
が点灯します。

4 STボタン /MONOボタン
MODEボタンがST/MONOモ
ス /MONOバスに送られる信

5 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置

6 TO ST PAN/TO ST BALAN
MONOチャンネルでは、STER
て機能します。STEREOチャン
られる左右の信号の音量バラン
るには、ノブを押して選択し、対

STEREO/MONOフィールド

1

2
3

6
5

4
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プアップ画面
IN(CL5)、CH49-64/ST IN(CL3)、ST IN(CL1))
らSTEREOバス /MONOバスに送られる信号の状態を表示しま
ル単位でパンまたはバランスを調節します。

す。複数のチャンネルも同時に選択できます。

でクリップが生じたときに点灯するインジケーターです。

CEノブ
す。
て選択し、対応するマルチファンクションノブを操作します。
ー検出ポイントで1箇所でも信号がOVERすると、ノブ右側のΣ

ドに設定されているときに、チャンネルからSTEREOバス /
オン /オフ状態を個別に表示します。
ードに設定されているときは、この位置に LCRインジケーター
ーターは、そのチャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送
一括して表示します。
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7 PAN/BALANCEモード選択ボタン
STEREOチャンネルで TO ST PAN/TO ST BALANCEノブの機能を切り替えます。

なお、ST/MONO/LCRモード選択ボタンが LCRモードに設定されているときは、STボタン /
MONOボタン (4) のかわりに、次のボタン /ノブが表示されます。

8 LCRボタン
チャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切り替え
るボタンです。このボタンをオフにすると、該当するインプット系チャンネルからは、STEREO
バス /MONOバスに一切信号が送られません。

9 CSRノブ
チャンネルからSTEREO(L/R) バスに送られる信号と、MONO(C) バスに送られる信号のレベ
ル比を0～ 100％の範囲で設定するノブです。値を変更するには、ノブを押して選択し、対応す
るマルチファンクションノブを操作します。( → P.38)

TO STEREO/MONOポッ
(CH1-48、CH49-72/ST 
該当するインプット系チャンネルか
す。また、選択されている8チャンネ

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択するボタンで

2 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置

3 TO ST PAN/TO ST BALAN
PANや BALANCEを調節しま
値を変更するには、ノブを押し
なお、そのチャンネルのメータ
インジケーターが点灯します。

4 ST/MONOインジケーター
チャンネルがST/MONOモー
MONOバスに送られる信号の
また、そのチャンネルが LCRモ
が表示されます。LCRインジケ
られる信号のオン /オフ状態を

7

8

9

1
2
3
4
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アップ画面のTO ST PANノブを使って、インプット系チャン
スにMONO(C) バスに送られる信号の定位を設定します。
いる場合、INPUTチャンネルの TO ST PANノブを操作したと
ONO(C) バスに送られる信号のレベルが次の図のように変化し
ノブが通常のPANノブとして働き、MONO(C) バスには信号が

TO ST BALANCEノブを操作したときは、STEREO L/R チャン
とMONO(C) バスに送られる信号のレベルが次の図のように変化
Nノブが通常のBALANCEノブとして働き、MONO(C) バスに

R

STEREO(L) バスに送られる信号

STEREO(R) バスに送られる信号

R

STEREO(L) チャンネルから STEREO(L) バス
に送られる信号

R

STEREO(R) チャンネルから STEREO(R) バ
スに送られる信号
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4. 8ch の TO STEREO/MONOポップアップ画面を呼び出します。

5. MODEボタンを使って、チャンネルごとにST/MONOモードまたは LCRモードを選びま
す。

6. トップパネルのMASTERセクションで、STEREOチャンネル/MONOチャンネルの[ON]
キーがオンになっていることを確認し、フェーダーを適切な位置まで上げます。

7. トップパネルのINPUTセクションで、操作するインプット系チャンネルの[ON]キーがオン
になっていることを確認し、フェーダーを適切な位置まで上げます。

以下の操作は、手順5でST/MONOモードを選んだチャンネルと LCRモードを選んだチャンネルで
異なります。

■ ST/MONOモードを選んだチャンネル

8. TO STEREO/MONOポップアップ画面のSTEREO/MONOボタンを使って、インプット
系チャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送る信号のオン /オフを個別に切り替え
ます。
ST/MONOモードを選んだチャンネルでは、STEREOバスとMONOバスに送られる信号のオ
ン /オフを、個別に操作できます。

9. TO STEREO/MONOポップアップ画面のTO ST PANノブを使って、インプット系チャン
ネルからSTEREOバスに送られる信号の定位を設定します。

■ LCRモードを選んだチャンネル

8. TO STEREO/MONOポップアップ画面の LCRボタンを使って、インプット系チャンネル
からSTEREOバス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切り替えます。
LCRモードを選んだチャンネルでは、STEREOバスとMONOバスに送られる信号のオン /オ
フを一括して行なえます。

9. TO STEREO/MONOポップアップ画面のCSRノブを使って、そのチャンネルから
STEREO(L/R) バスに送られる信号とMONO(C) バスに送られる信号のレベル比を設定
します。

10. TO STEREO/MONOポップ
ネルからSTEREO(L/R) バ
CSRノブが0%に設定されて
きに、STEREO(L/R) バスとM
ます。この場合は、TO ST PAN
送られません。

また、STEREOチャンネルの
ネルからSTEREO(L/R) バス
します。この場合は、TO ST PA
は信号が送られません。

CL
TO ST PAN ノブ

信
号
レ
ベ
ル

CL

信
号
レ
ベ
ル

TO ST BALANCEノブ

CL

信
号
レ
ベ
ル

TO ST BALANCEノブ
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からMIX/MATRIXバスに信号を送る
らMIX バス 1～ 24、MATRIX バス 1～8に信号を送る方法に

ルドバックスピーカーや外部のエフェクトプロセッサーに信号
バスは、主にマスターレコーダーや楽屋のモニターシステムなどの
は異なるミックスを送信する用途で利用します。
ATRIX バスに信号を送るには、次の3つの方法があります。

ションを使う
のノブを使って、MIX/MATRIX バスへのセンドレベルを調節す
のインプット系チャンネルからすべてのMIX/MATRIX バスに送

う
ァンクションノブを使って、MIX/MATRIX バスへのセンドレベ
えば、連続した8つのインプット系チャンネルから特定のMIX/
に操作できます。

N FADERモード )
Rモードに切り替え、トップパネルのフェーダーを使ってMIX/
節する方法です。この方法を使えば、すべてのインプット系チャン
に送られる信号を同時に操作できます。

クションを使う
のノブを使って、特定のインプット系チャンネルからすべての
のセンドレベルを調節します。

スに出力ポートが割り当てられ、対応する出力ポートにモニ
トプロセッサーなどが接続されていることを確認します。

使って、MIX/MATRIXバスに信号を送るインプット系チャン
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CSRノブが100%に設定されている場合、INPUT TO ST PANノブを操作したときに
STEREO(L/R) バスとMONO(C) バスに送られる信号レベルが次の図のように変化します。

また、ST IN チャンネルのTO ST BALANCEノブを操作したときは、STEREO L/R チャンネル
からSTEREO(L/R) バスとMONO(C) バスに送られる信号のレベルが次の図のように変化しま
す。

インプット系チャンネル
ここでは、インプット系チャンネルか
ついて説明します。
MIX バスは、主にステージ上のフォー
を送るために利用します。MATRIX
機器に、STEREOバスやMIX バスと
インプット系チャンネルからMIX/M

■ SELECTED CHANNELセク
SELECTED CHANNELセクション
る方法です。この方法を使えば、特定
られる信号を同時に操作できます。

■ Centralogic セクションを使
Centralogic セクションのマルチフ
ルを調節する方法です。この方法を使
MATRIX バスに送られる信号を同時

■ フェーダーを使う (SENDS O
CLシリーズをSENDS ON FADE
MATRIX バスへのセンドレベルを調
ネルから特定のMIX/MATRIX バス

SELECTED CHANNELセ
SELECTED CHANNELセクション
MIX/MATRIX バスに送られる信号

1. 信号を送るMIX/MATRIX バ
ターシステムや外部エフェク

2. トップパネルの[SEL]キーを
ネルを選びます。

CL R
PANノブ

信
号
レ
ベ
ル

MONO(C) バスに送られる信号

STEREO(L) バスに送られる信号

STEREO(R) バスに送られる信号

CL R
TO ST BALANCEノブ

ST IN(L) チャンネルからMONO(C) バスに
送られる信号信

号
レ
ベ
ル ST IN(L) チャンネルから STEREO(L) バスに

送られる信号

CL R
TO ST BALANCEノブ

ST IN(R) チャンネルからMONO(C) バスに
送られる信号信

号
レ
ベ
ル ST IN(R) チャンネルから STEREO(R) バスに

送られる信号
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番号順に並んだ2系統のMIX/MATRIX バスをステレオバスに
連動できます。
ステレオに設定されているときは、2つ並んだTO MIX/MATRIX 
側のノブがTO MIX/MATRIX PANノブ (TO STEREO/MONO
Eモードを選んでいるときはBALANCEノブ )として機能しま

ノブで2系統のMIX/MATRIX バスに共通のセンドレベル、左側
IXバス間の定位を設定します。左側のTO MIX/MATRIX SEND 
番号のMIX/MATRIX バス、右に回すほど偶数番号のMIX/
が増えます。
、TO STEREO/MONOポップアップ画面 (8ch) で BALANCE
側のノブで2系統のMIX/MATRIX バスに共通のセンドレベル、
ATRIX バスに送られる左右の信号の音量バランスを設定します。
ND BAL ノブを左に回すほど Lチャンネルから奇数番号のMIX/
が増え、右に回すほどRチャンネルから偶数番号のMIX/MATRIX
。TO STEREO/MONOポップアップ画面 (8ch) で PANモード
ブはPANノブとして機能します。右側のノブは、BALANCEモー

TO MIX/MATRIX SEND ON/OFFボタンがオンになってい

内のボタンを押してオンに切り替えてください。

ションのMIX/MATRIX SEND LEVELノブを使って、MIX/
ルを調節します。

送られる信号をモニターするには、Centralogic セクションのバン
するMIX/MATRIX チャンネルを呼び出し、Centralogic セクショ
押します。

使ってインプット系チャンネルを切り替え、同じ要領ですべて
ンドレベルを操作します。
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3. SELECTED CHANNELセクションのいずれかのノブを押して、SELECTED CHANNEL 
VIEW画面を表示させます。

4. 画面内の TO MIX/MATRIX フィールドにあるMIX1-16 ボタン、またはMIX17-24/
MATRIX ボタンがオンになっていることを確認します。
TO MIX/MATRIX フィールドには対応するノブやボタンが表示されます。オフになっている場
合は、ボタンを押してオンに切り替えてください。
MIX バスには、センドレベルが固定の FIXEDタイプと、センドレベルが可変のVARI タイプとが
あります。MATRIX バスはVARI タイプのみです。奇数 /偶数の順に並んだ2系統のMIX バス
単位で、FIXEDタイプとVARI タイプを切り替えることができます。切り替えは、SETUPボタン
→USER SETUPボタン→BUS SETUPボタンで表示されるBUS SETUPポップアップで行
ないます。
送り先のMIX バスが FIXEDタイプのときは、TO MIX SEND LEVEL ノブのかわりに○印が表
示されます。この場合、センドレベルの調節はできません。

送り先のMIX バスがVARI タイプのとき、または送り先がMATRIX バスのときは、TO MIX 
SEND LEVEL ノブがSELECTED CHANNEL セクションの対応するノブと同じ色で表示され
ます。この場合は、SELECTED CHANNELセクションの対応するノブを使ってセンドレベルを
調節できます。

また、必要ならば、奇数 /偶数の
設定し、主要なパラメーターを
送り先のMIX/MATRIXバスが
SEND LEVELノブのうち、左
ポップアップ画面でBALANC
す。

MONOチャンネルでは、右側の
のノブで2系統のMIX/MATR
PANノブを左に回すほど奇数
MATRIX バスに送る信号の量
また、STEREOチャンネルでは
モードを選んでいる場合は、右
左側のノブで2系統のMIX/M
左側の TO MIX/MATRIX SE
MATRIX バスに送る信号の量
バスに送る信号の量が増えます
を選んでいるときは、左側のノ
ドと同じセンドレベルです。

5. 送り先のMIXバスに対応する
ることを確認します。
オフになっている場合は、画面

6. SELECTED CHANNELセク
MATRIX バスへのセンドレベ

NOTE
特定のMIX/MATRIX バスに
クセレクトキーを使って対応
ンの対応する [CUE] キーを

7. トップパネルの[SEL]キーを
のMIX/MATRIX バスへのセ
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～8を使って、最大8系統のインプット系チャンネルから選択
られる信号のセンドレベルを調節します。
ーを使ってCentralogic セクションに割り当てるインプット系
インプット系チャンネルから選択したMIX/MATRIX バスへのセ
。

送られる信号をモニターするには、バンクセレクトキーを使って
Centralogic セクションに呼び出し、そのMIX/MATRIX チャンネ
。

を設定するには、太枠が表示されたTO MIX/MATRIX SEND 
ます。
ATRIX SEND LEVEL ノブをもう1回押すと、MIX SENDポッ
 SENDポップアップ画面が表示されます。この画面に含まれる項

すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
します。このとき、PRE/POSTボタンが点灯します。

すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
T”に設定します。このとき、PRE/POSTボタンが消灯します。

プアップ画面に切り替わります。

します。

スを選択します。

43 1 2 3
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Centralogic セクションを使う
Centralogic セクションのマルチファンクションノブを使って、連続した8つのインプット系チャン
ネルから特定のMIX/MATRIX バスに送られる信号のセンドレベルを調節します。

1. 信号を送るMIX/MATRIX バスに出力ポートが割り当てられ、対応する出力ポートにモニ
ターシステムや外部エフェクトなどが接続されていることを確認します。

2. Centralogic セクションのバンクセレクトキーを使って、操作したいインプット系チャン
ネルを含むOVERVIEW画面を表示させます。
OVERVIEW画面では、MIX/MATRIX バスへのセンドレベルの操作は、TO MIX/TO MATRIX
フィールドで行ないます。

3. 送り先のMIX/MATRIX バスに対応する TO MIX/MATRIX SEND LEVEL ノブを押しま
す。
そのMIX/MATRIX バスに対応するすべての TO MIX/MATRIX SEND LEVEL ノブに太枠が表
示されます。

4. マルチファンクションノブ1
したMIX/MATRIX バスに送
必要ならば、バンクセレクトキ
チャンネルを切り替え、ほかの
ンドレベルを調節してください

NOTE
特定のMIX/MATRIX バスに
対応するMIX チャンネルを
ルの [CUE] キーを押します

5. MIX/MATRIXセンドの詳細
LEVELノブをもう1回押し
現在選ばれている TO MIX/M
プアップ画面、またはMATRIX
目は、次のとおりです。

1 ALL PRE ボタン
選択されている送り先に対する
ル ) の送出位置を“PRE”に設定

2 ALL POSTボタン
選択されている送り先に対する
ル ) のセンドポイントを“POS

3 SEND FROM MODEボタン
押すと、SEND from 8ch ポッ

4 送り先表示
現在選ばれている送り先を表示

5 送り先選択ボタン
送り先となるMIX/MATRIX バ

14 2

0

8
7

6
5

9
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表示されます。

ドレベルを表示します。押すと、マルチファンクションノブを使っ

いるときは、灰色の円だけが表示されます。

N/OFF ボタンを使って、それぞれのインプット系チャンネル
MATRIX バスに送られる信号のオン /オフを切り替えます。

ってそれぞれのインプット系チャンネルからVARI タイプの
スに送られる信号の送出位置を選択します。

は、さらにMIX/MATRIX バスごとに PRE EQ (EQ 直前 ) または
前 ) が選択できます。この設定は、BUS SETUPポップアップ画面

は、PREボタンは表示されません。
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6 チャンネル選択ボタン
操作する送り元のチャンネルを選ぶボタンです。ボタン内に現在のチャンネルのアイコン /番号
/カラー、ボタンの下に名前が表示されます。

7 PRE/POSTボタン
送り元のチャンネルごとにセンドポイントをPREまたはPOSTに切り替えます。ボタンがオン
のときにPREになります。

8 SEND ON OFF ボタン
送り元のチャンネルごとにセンドのオン /オフを切り替えます。

9 SEND PAN/BALANCEノブ
ステレオの送り先へのパンまたはバランスを設定します。送り先がモノラルの場合、または
FIXEDに設定されている場合、このノブは表示されません。
送り元がモノラルの場合は、PANになります。

送り元がステレオの場合は、TO STEREO/
MONOポップアップ画面のPAN/BALANCE
モードでPANか BALANCEを選べます。

ここで選択したモードのノブが

0 SEND LEVEL ノブ
選択されている送り先へのセン
て操作できます。
送り先が FIXEDに設定されて

6. TO MIX/MATRIX SEND O
から現在選ばれているMIX/

7. 必要ならば、PREボタンを使
MIXバスまたはMATRIX バ

NOTE
･ PRE ボタンをオンにしたとき
PRE FADER ( フェーダー直
で行ないます ( → P.202)。
･ FIXEDタイプのMIX バスで
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TRIX切り替えボタンを押して、MIX1-16またはMIX17-24/

で送り先のMIX/MATRIX バスが選択できるようになります。

アのMIX/MATRIX バス選択ボタンを使って、送り先となる
ます。

ションのSEND LEVEL ノブを押して表示されるポップアップ画
択することもできます。
ンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、MIX/MATRIX バスを選
]キーを押したことでバスが切り替わった場合、MIX1-16、MIX17-
も自動的に切り替わります。
RIX バス選択ボタンをもう 1回押すと、対応するMIX/MATRIX
がオンになります。選択したMIX/MATRIX バスに送られる信号
の方法が便利です。

トリップセクションのフェーダーを使って、インプット系チャ
ATRIX バスへのセンドレベルを調節します。

NDS ON FADER の機能をアサインできます。これにより、特定の
DS ON FADER モードにすばやく切り替えたり、元の状態に戻し

MIX/MATRIXバスについても同じ要領でセンドレベルを調

の設定が終わったら、ファンクションアクセスエリアの×マー

の表示が元に戻り、CLシリーズがSENDS ON FADERモード
ります。
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フェーダーを使う (SENDS ON FADERモード )
トップパネルのフェーダーを使って、すべてのインプット系チャンネルから特定のMIX/MATRIX バ
スに送られる信号を設定します。

1. 信号を送るMIX/MATRIX バスに出力ポートが割り当てられ、対応する出力ポートにモニ
ターシステムや外部エフェクトなどが接続されていることを確認します。

2. ファンクションアクセスエリアのSENDS ON FADERボタンを押します。
CL シリーズがSENDS ON FADERモードに切り替わります。チャンネルストリップセクショ
ンとマスターセクションのフェーダーは、それぞれのチャンネルから現在選ばれているMIX/
MATRIX バスへのセンドレベルの値にフェーダーが移動します。また、[ON] キーもSEND ON
の状態に変わります。

Centralogic セクションは、バンクセレクトキーでインプットチャンネルを展開するときに、そ
れぞれのチャンネルから現在選ばれているMIX/MATRIX バスへのセンドレベル /ONの値へ変
わります。アウトプットチャンネルを展開するときには、送り先のバスがMIXの場合に、いずれの
チャンネルもフェーダー値とONのまま展開します。送り先のバスがMATRIX の場合には、
MIX/STEREO/MONOチャンネルから現在選ばれているMATRIX バスへのセンドレベル /ON
の値へ変わります。MATRIX チャンネルは、チャンネルのフェーダー値とONのまま展開します。
SENDS ON FADERモードでは、ディスプレイのファンクションアクセスエリアに、MIX1-16 
ON FADERモードとMIX17-24/MATRIX ON FADERモードを切り替えるボタンと送り先の
MIX/MATRIX バスを選ぶボタンが表示されます。

3. MIX1-16、MIX17-24/MA
MATRIX を切り替えます。
MIX/MATRIX バス選択ボタン

4. ファンクションアクセスエリ
MIX/MATRIX バスを選択し

NOTE
･ SELECTED CHANNEL セク
面で、MIX/MATRIX バスを選
･ Centralogic セクションのバ
択することもできます。[SEL
24/MATRIX 切り替えボタン
･ 現在選ばれているMIX/MAT
チャンネルのキューモニター
をモニターしたいときは、こ

5. トップパネルのチャンネルス
ンネルから選択したMIX/M

NOTE
USER DEFINED キーに SE
MIX/MATRIX バスへのSEN
たりできます。

6. 手順4～5を繰り返し、ほかの
節します。

7. MIX/MATRIXセンドレベル
クを押します。
ファンクションアクセスエリア
を抜けて通常モードに切り替わ
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する単位を選ぶDELAY SCALE ポップアップ画面が表されます。

メートル /秒 )、feet ( フィート /秒 )、sample ( サンプル数 )、
べます。

ャンネルを点灯で示します。押すと、そのチャンネルが選択されま

チャンネルのみ )
を表示します。マルチファンクションノブで値を操作できます。現
ms単位で表示 ) とノブの下 (現在選ばれているスケールで表示 )
LEとしてms ( ミリ秒 )が選択されている場合、ノブの上には何

1
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チャンネル間の遅延を補正する (インプットディレイ )
ここでは、インプットディレイを使ってインプット系チャンネル間の遅延を補正する方法について説明
します。
ステージ上のマイク配置による位相差の補正や、位相差を利用してサウンドに奥行きを作る演出、テレ
ビ放送などで中継先からの映像と音声の時間差があるときの補正などのためにインプットディレイを
使います。

1. トップパネルの[SEL]キーを使って、MIX/MATRIXバスに信号を送るインプット系チャン
ネルを選びます。

2. SELECTED CHANNELセクションのいずれかのノブを押して、SELECTED CHANNEL 
VIEW画面を表示させます。

3. INPUT DELAYフィールドを押して INPUT DELAYポップアップ画面を表示させます。
INPUT DELAYポップアップ画面では、インプット系チャンネルのディレイのオン /オフや設定
値を操作します。このポップアップ画面は3種類あり、画面下部のタブで切り替えます。それぞれ
の画面に含まれる項目は、次のとおりです。

INPUT DELAY (8ch)

1 DEALY SCALE ボタン
押すと、ディレイタイムを表示

ディレイスケールは、meter (
ms ( ミリ秒 ) の 4種類から選

2 チャンネル選択ボタン
現在選ばれているインプットチ
す。

3 ディレイ設定ノブ (インプット
チャンネルのディレイの設定値
在の設定値は、ノブの上 ( 常に
で確認できます。DELAY SCA
も表示されません。

INPUT DELAY フィールド

2

3



インプット系チャンネル

 リファレンスマニュアル

を操作する
メーター(HA設定を含む ) をストア /リコールする“INPUT 

CTED CHANNEL VIEW画面の LIBRARYボタンを押します。

取扱説明書 ( 別紙 ) の「ライブラリーを使う」をご参照ください。

タン
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INPUT DELAY (CH1-48、CH49-72/ST IN(CL5)、
CH49-64/ST IN(CL3)、ST IN(CL1))

1 DEALY SCALE ボタン
押すと、ディレイタイムを表示する単位を選ぶDELAY SCALEポップアップ画面が表されます。

2 チャンネル選択ボタン
現在選ばれているインプットチャンネルを点灯で示します。押すと、そのチャンネルが選択されます。

3 ディレイ設定ノブ (インプットチャンネルのみ )
チャンネルのディレイの設定値を表示します。押すと、マルチファンクションノブで値を操作でき
ます。現在の設定値は、ノブの上 ( 常にms単位で表示 ) とノブの下 (現在選ばれているスケール
で表示 )で確認できます。

NOTE
DELAY SCALE としてms ( ミリ秒 ) が選択されている場合、ノブの右には何も表示されません。

4. 8ch の INPUT DELAYポップアップ画面を呼び出します。

5. 画面内のボタンやマルチファンクションノブを使って、ディレイを設定します。

6. ほかのインプット系チャンネルについても、同様に操作します。
8ch の INPUT DELAYポップアップ画面を表示させているときは、Centralogic セクションの
バンクセレクトキーを使って、操作するチャンネルを8チャンネル単位で切り替えできます。

7. 設定が終わったら画面右上の×マークを押します。

チャンネルライブラリー
インプット系チャンネルの各種パラ
CHANNEL LIBRARY”があります。
ライブラリーを呼び出すには、SELE

ライブラリーの操作方法については

1

2
3 LIBRARY ボ
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O(C) チャンネル
らSTEREOバス、MONO(C) バスに送られた信号を加工し、対応
出するチャンネルです。インプット系チャンネルが LCRモード
とMONO(C) チャンネルを組み合わせて、3系統の出力チャン

ネル、STEREO/MONOチャンネルからMATRIX バスに送られ
トに送出するチャンネルです。

イザー)
、LOWの4バンドを備えたパラメトリックEQです。

1)
ー/コンパンダーとして利用できるダイナミクスプロセッサーで

します。

ONLEVEL
ONLEVEL

LEVEL

PAN/BAL

ON

To MATRIX
VARI

To MATRIX
VARI 

STEREO

(PRE FADER)PFL / (POST ON)AFL

To OUTPUT PATCH
To MONITOR SELECT

ATT 4BAND 
EQ

COMP
COMPAND
EXPAND

INSERT

POST EQ

LEVEL

PRE EQ
INSERT OUT

PRE EQ

GR METER
METER

DYNA OUT
METER
EQ OUT

METER
PRE EQ

Keyin
 Self PRE EQ/Self POST EQ/MIX21-24 OUT/
 ST(L,R,MONO(C)) POST EQ

PRE FADER

ON

POST ON

METER
POST ON

STEREO OUT
L,R,MONO(C)INSERT

METER
PRE FADER

BAL

PRE FADER
INSERT OUT

PRE FADER / POST ON

PRE FADER / POST ON

T POINT POST ON      INSERT OUT
PRE FADER INSERT OUT
PRE EQ        INSERT OUT

POST ON
INSERT OUT

INSERT

To OUTPUT PATCH
To MONITOR SELECT

ATT 4BAND 
EQ

COMP
COMPAND
EXPAND

INSERT

POST EQ

LEVEL

PRE EQ
INSERT OUT

PRE EQ

GR METER
METER

DYNA OUT
METER
EQ OUT

METER
PRE EQ

Keyin
 Self PRE EQ/Self POST EQ/MIX21-24 OUT/
 MATRIX1-8 POST EQ

PRE FADER

ON

POST ON

METER
POST ON

MATRIX OUT 1-8
INSERT

METER
PRE FADER

PRE FADER
INSERT OUT

(PRE FADER)PFL / (POST ON)AFL

POST ON
INSERT OUT

INSERT

T POINT
POST ON      INSERT OUT
PRE FADER INSERT OUT
PRE EQ        INSERT OUT

BAL
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アウトプット系チャンネル
ここでは、アウトプット系チャンネル (MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREOチャンネル、
MONOチャンネル ) について説明します。

アウトプット系チャンネルの信号の流れ
アウトプット系チャンネルは、インプット系チャンネルから各種のバスに送られた信号を、EQやダイ
ナミクスで加工し、出力ポートやほかのバスに送り出すセクションです。アウトプット系チャンネルに
は、次の種類があります。

MIXチャンネル
インプット系チャンネルからMIX バスに送られた信号を加工して、対応する出力ポート、MATRIX バ
ス、STEREOバス、MONO(C) バスに送出するチャンネルです。

STEREOチャンネル /MON
それぞれ、インプット系チャンネルか
する出力ポートやMATRIX バスに送
のときは、STEREO(L/R) チャンネル
ネルとして利用できます。

MATRIX チャンネル
インプット系チャンネル、MIXチャン
た信号を加工して、対応する出力ポー

・ 4 BAND EQ (4 バンドイコラ
HIGH、HIGH MID、LOW MID

・ DYNAMICS1 ( ダイナミクス
コンプレッサー/エキスパンダ
す。

・ LEVEL ( レベル )
チャンネルの出力レベルを調節

POST ON
INSERT OUT

To OUTPUT PATCH
To RACKIN PATCH
(21-24)To KEYIN 

To MONITOR SELECT

ATT 4BAND 
EQ

COMP
COMPAND
EXPAND

INSERT

POST EQ

LEVEL

PRE EQ
INSERT OUT

PRE EQ

GR METER
METER

DYNA OUT
METER
EQ OUT

METER
PRE EQ

Keyin
 Self PRE EQ/Self POST EQ/MIX21-24 OUT/
 MIX(1-8,9-16,17-24) POST EQ

PRE FADER

CUE ON
(PRE FADER)PFL / (POST ON)AFL

MIX 1-24

MIX
1 2 2324

ST
L R

M
O
N
O

(C)
MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

ON

POST ON

METER
POST ON

MIX OUT1-24INSERT

METER
PRE FADER

PRE FADER
INSERT OUT

To OUTPUT PATCH

MIX
INSERT IN 1-24

To RACKIN PATCH
MIX

INSERT OUT 1-24

ST L

MONO(C)

ST R

PAN/BALTO ST LR MONOTO MONO

LCRTO LCR

CSR
POST ON

PAN MODE

PRE FADER / POST ON

PRE FADER / POST ON
ONLEVEL
ONLEVEL

LEVEL

PAN/BAL

ON

To MATRIX
VARI

To MATRIX
VARI 

STEREO

MATRIX1,3...7
MATRIX2,4...8

INSERT

INSERT POINT
POST ON      INSERT OUT
PRE FADER INSERT OUT
PRE EQ        INSERT OUT

BAL

MIX
1 2 2324

ST
L R

M
O
N
O

(C)
MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

MATRIX1,3...7
MATRIX2,4...8

CUE ON

STEREO L,R,MONO(C)
To OUTPUT PATCH

STEREO
INSERT IN L,R,MONO(C)

To RACKIN PATCH
STEREO

INSERT OUT L,R,MONO(C)

INSER

MATRIX 1-8

MIX
1 2 2324

ST
L R

M
O
N
O

(C)
MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

To OUTPUT PATCH

MATRIX
INSERT IN 1-8

To RACKIN PATCH
MATRIX

INSERT OUT 1-8

CUE ON

INSER
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/ チャンネルカラーを設定する
ごとに、チャンネル名 /アイコン / チャンネルカラーを設定する

ンクセレクトキーを使って、チャンネル名/アイコン/チャン
トプット系チャンネルを含むOVERVIEW画面を表示させま

ンネルカラーを設定したいチャンネルのチャンネル番号/チャ
、PATCH/NAMEポップアップ画面を表示させます。

フィールド
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・ ON ( オン /オフ )
アウトプット系チャンネルのオン /オフを切り替えます。オフにすると、そのチャンネルはミュー
トされます。

・ MATRIX ON/OFF (MATRIX センドオン /オフ )
MIX チャンネル、STEREO(L/R) チャンネル、MONO(C) チャンネルからMATRIX バスに送ら
れる信号のオン /オフを切り替えます。

・ MATRIX (MATRIX センドレベル )
MIX チャンネル、STEREO(L/R) チャンネル、MONO(C) チャンネルからMATRIX バス 1～8
に送られる信号のセンドレベルを調節します。MATRIX バスへ送られる信号の送出位置は、
フェーダーの直前、[ON] キーの直後の中から選択できます。
なお、送り先のMATRIX バスがステレオに設定されているときは、PANノブを使って2系統の
MATRIX バス間の定位を調節します。また、送り元がステレオのMIX チャンネルまたは
STEREOチャンネルの場合は、BALANCEノブを使って2系統のMATRIX バスに送られる左
右のチャンネルの音量バランスを調節します。

・ INSERT ( インサート )
任意の出力 /入力ポートをパッチして、エフェクトプロセッサーなど外部機器をインサートしま
す。インサートアウト /インサートインの位置は切り替えできます。

・ METER ( メーター)
アウトプット系チャンネルのレベルをメーターに表示します。
レベルの検出位置は切り替えできます。

・ KEY IN ( キーイン ) (MIX チャンネル21～ 24のみ )
MIX チャンネル21～24の出力信号をダイナミクスに送り、ダイナミクスを起動するための
キーイン信号として利用します。

・ RACK IN PATCH ( ラックインパッチ )
アウトプット系チャンネルの出力信号をラックのインプットにパッチします。

・ OUTPUT PATCH ( アウトプットパッチ )
アウトプット系チャンネルに出力ポートを割り当てます。

・ MONITOR SELECT ( モニターセレクト )
アウトプット系チャンネルの出力信号をモニターソースとして選択します。

チャンネル名 /アイコン
ここでは、アウトプット系チャンネル
方法を説明します。

1. Centralogicセクションのバ
ネルカラーを設定したいアウ
す。

2. チャンネル名/アイコン/チャ
ンネル名フィールドを押して

チャンネル番号 /チャンネル名
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EREO/MONOバスに信号を送る
STEREOバスやMONOバスに送る方法について説明します。
を送る方法としては、ST/MONOモードと LCRモードという2
選択できます。それぞれのモードの特徴は、インプット系チャンネ

ンクセレクトキーを使って、STEREO/MONOバスに信号を
むOVERVIEW画面を表示させます。

EREO/MONOフィールドのノブを押して選択し、もう1回ノ
ONOポップアップ画面を表示させます。
ップ画面では、MIX系チャンネルからSTEREO/MONOバスに
のポップアップ画面は4種類あり、画面下部のタブで切り替えま
項目は、次のとおりです。

STEREO/MONOフィールド
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インプット系チャンネル ( → P.29) と同様の手順で設定します。

MIXチャンネルからST
ここでは、MIX チャンネルの信号を
STEREOバスやMONOバスに信号
つのモードがあり、チャンネルごとに
ルのときと同様です。

1. Centralogic セクションのバ
送りたいMIX チャンネルを含

2. 操作したいチャンネルのST
ブを押して TO STEREO/M
TO STEREO/MONOポップア
送られる信号を操作します。こ
す。それぞれの画面に含まれる

2 3

4

1
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タンが LCRモードに設定されているときは、STEREO/MONO
/ ノブが表示されます。

/MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切り替え
フにすると、該当するインプット系チャンネルからは、STEREO
が送られません。

) バスに送られる信号と、MONO(C) バスに送られる信号のレベ
定するノブです。値を変更するには、ノブを押して選択し、対応す
操作します。
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TO STEREO/MONOポップアップ画面 (8ch)
8チャンネル単位で、MIXチャンネルからSTEREO(L/R) バスとMONO(C) バスに送る信号のオン /
オフやパン /バランスを操作します。

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択するボタンです。複数のチャンネルも同時に選択できます。

2 モード表示インジケーター

3 ST/MONO/LCRモード選択ボタン
ボタンを押すと、モードがST/MONOと LCRとで切り替わります。現在の選ばれているモード
が点灯します。

4 STボタン /MONOボタン
MODEボタンがST/MONOモードに設定されているときに、そのチャンネルからSTEREOバ
ス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを個別に切り替えるボタンです。

5 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置でクリップが生じたときに点灯します。

6 TO ST PAN/TO ST BALANCEノブ
シグナルタイプがMONOのMIX チャンネルの場合、STEREOバスに送られる信号の左右の定
位を調整するPANノブとして、STEREOのMIX チャンネルの場合はSTEREOバスに送られ
る左右の信号の音量のバランスを調節するBALANCEノブとして機能します。値を変更するに
は、ノブを押して選択し、対応するマルチファンクションノブを操作します。

なお、ST/MONO/LCRモード選択ボ
ボタン (4) のかわりに、次のボタン

7 LCRボタン
チャンネルからSTEREOバス
るボタンです。このボタンをオ
バス /MONOバスに一切信号

8 CSRノブ
チャンネルからSTEREO(L/R
ル比を0～100％の範囲で設
るマルチファンクションノブを

1

2
3

6
5

4

7

8
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ンネルごとにST/MONOモードまたは LCRモードを選びま

クションで、STEREOチャンネル/MONOチャンネルの[ON]
を確認し、フェーダーを適切な位置まで上げます。

UTPUTキー側のバンクセレクトキーを使って、Centralogic
ャンネルを呼び出します。

がオンになっていることを確認して、Centralogicセクション
チャンネルのマスターレベルを適切な位置まで上げます。

モードを選んだチャンネルと LCRモードを選んだチャンネルで

ャンネル

アップ画面のSTEREO/MONOボタンを使って、MIXチャン
NOバスに送られる信号のオン /オフを切り替えます。
ャンネルでは、STEREOバスとMONOバスに送られる信号のオ
できます。

アップ画面のTO ST PANノブを使って、MIXチャンネルから
号の定位を設定します。

アップ画面のLCRボタンがオンになっていることを確認しま

ルは、STEREOバスとMONOバスには一切信号が送られません。

アップ画面のCSRノブを押して選び、マルチファンクション
ャンネルからSTEREO(L/R) バスに送られる信号と
号のレベル比を設定します。
系チャンネルと同様です。

アップ画面のTO ST PANノブを押して選び、マルチファンク
MIX チャンネルからSTEREO(L/R) バスにMONO(C) バ
びMONO(C) バスと STEREO(L/R) バスに送られる信号

て、LCRモードのMIX チャンネルからそれぞれのバスに送られ
するかは、P.38 をご参照ください。
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TO STEREO/MONOポップアップ画面
(CH1-48、CH49-72/ST IN(CL5)、CH49-64/ST IN(CL3)、
ST IN(CL1)、OUTPUT)
該当するチャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送られる信号の状態を表示します。また、選択
されている8チャンネル単位でパンまたはバランスを調節します。

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択するボタンです。複数のチャンネルも同時に選択できます。

2 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置でクリップが生じたときに点灯します。

3 TO ST PAN/TO ST BALANCEノブ
PANや BALANCEを調節します。
値を変更するには、ノブを押して選択し、対応するマルチファンクションノブを操作します。
なお、そのチャンネルのメーター検出ポイントで1箇所でも信号がOVERすると、ノブ右側のΣ
クリップインジケーターが点灯します。

4 ST/MONOインジケーター
チャンネルがST/MONOモードに設定されているときに、チャンネルからSTEREOバス /
MONOバスに送られる信号のオン /オフ状態を個別に表示します。
また、そのチャンネルが LCRモードに設定されているときは、この位置に LCRインジケーター
が表示されます。LCRインジケーターは、そのチャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送
られる信号のオン /オフ状態を一括して表示します。

3. 8ch の TO STEREO/MONOポップアップ画面を呼び出します。

4. MODEボタンを使って、チャ
す。

5. トップパネルのMASTERセ
キーがオンになっていること

6. CentralogicセクションのO
セクションに操作するMIXチ

7. そのチャンネルの[ON]キー
のフェーダーを使って、MIX

以下の操作は、手順4で ST/MONO
異なります。

■ ST/MONOモードを選んだチ

8. TO STEREO/MONOポップ
ネルからSTEREOバス /MO
ST/MONOモードを選んだチ
ン /オフを、個別にオン /オフ

9. TO STEREO/MONOポップ
STEREOバスに送られる信

■ LCRモードを選んだチャンネル

8. TO STEREO/MONOポップ
す。
LCRボタンがオフのチャンネ

9. TO STEREO/MONOポップ
ノブ1～ 8を使って、そのチ
MONO(C) バスに送られる信
CSRノブの設定はインプット

10. TO STEREO/MONOポップ
ションノブ1～ 8を使って、
スに送られる信号の定位、およ
のバランスを調節します。
TO ST PANノブの操作に応じ
る信号レベルがどのように変化

1
2
3
4
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ションのいずれかのノブを押して、SELECTED CHANNEL 

するTO MATRIX SEND ON/OFFボタンがオンになってい

内のボタンを押してオンに切り替えてください。

クションのMIX/MATRIX SEND LEVEL ノブを使って、
ルを調節します。

る信号をモニターするには、Centralogic セクションのバンクセ
MIX/MATRIX チャンネルを呼び出し、Centralogic セクションの
ます。

ンクセレクトキーと[SEL]キーを使ってチャンネルを切り替
ルからMATRIX バスへのセンドレベルを操作します。
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MIXチャンネル、STEREO/MONOチャンネルからMATRIXバ
スに信号を送る
ここでは、MIX、STEREO/MONOの各チャンネルからMATRIX バス 1～ 8に信号を送る方法につ
いて説明します。これを行なうには、次の3つの方法があります。

■ SELECTED CHANNELセクションを使う
SELECTED CHANNEL セクションのノブを使って、MATRIX バスへのセンドレベルを調節する方法
です。この方法を使えば、MIX、STEREO(L/R)、MONO(C) の任意のチャンネルからすべてのMATRIX
バスに送られる信号を同時に操作できます。

■ Centralogic セクションを使う
Centralogic セクションのマルチファンクションノブを使って、MATRIX バスへのセンドレベルを調
節する方法です。この方法を使えば、MIX、STEREO(L/R)、MONO(C) のうち最大8系統のチャンネル
から、任意のMATRIX バスに送られる信号を同時に操作できます。

■ フェーダーを使う (SENDS ON FADERモード )
CLシリーズをSENDS ON FADERモードに切り替え、トップパネルのフェーダーを使って
MATRIX バスへのセンドレベルを調節する方法です。この方法を使えば、MIXおよびSTEREO/
MONOチャンネルから特定のMATRIX バスに送られる信号を同時に操作できます。

SELECTED CHANNELセクションを使う
SELECTED CHANNEL セクションのノブを使って、MIX、STEREO(L/R)、MONO(C) の任意のチャ
ンネルから、MATRIX バスに送られる信号のセンドレベルを調節します。

1. 信号を送るMATRIX バスに出力ポートが割り当てられ、外部機器が接続されていることを
確認します。

2. Centralogic セクションのバンクセレクトキーを使って、MIXチャンネル、または
STEREO/MONOチャンネルをCentralogic セクションに展開します。

3. Centralogicセクションの[SEL]キーを使って、MATRIXバスに信号を送るチャンネルを
選びます。
STEREO/MONOチャンネルは、MASTERセクションの [SEL] キーを使って直接選択もでき
ます。

4. SELECTED CHANNELセク
VIEW画面を表示させます。

5. 送り先のMATRIXバスに対応
ることを確認します。
オフになっている場合は、画面

6. SELECTED CHANNEL セ
MATRIX バスへのセンドレベ

NOTE
特定のMATRIX バスに送られ
レクトキーを使って対応する
対応する [CUE] キーを押し

7. Centralogicセクションのバ
え、同じ要領でほかのチャンネ
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～8を使って、最大8系統のMIXチャンネルまたはSTEREO/
TRIX バスに送られる信号のセンドレベルを調節します。
ションのバンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、送り元の
。

る信号をモニターするには、バンクセレクトキーを使って対応す
entralogic セクションに呼び出し、そのMATRIX チャンネルの

ス選択ボタンをもう 1回押すと、対応するMATRIX チャンネル
ります。選択したMATRIX バスに送られる信号をモニターしたい
。

するには、太枠が表示された TO MATRIX SEND LEVELノ

X SEND LEVEL ノブをもう1回押すと、MATRIX SENDポップ
の画面に含まれる項目は、次のとおりです。

すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
します。

すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
T”に設定します。

プアップ画面に切り替わります。

14 2 3
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Centralogic セクションを使う
Centralogic セクションのマルチファンクションノブを使って、Centralogic セクションで選択した
8chから任意のMATRIX バスへのセンドレベルを同時に調節できます。

1. 信号を送るMATRIX バスに出力ポートが割り当てられ、対応する出力ポートに外部機器が
接続されていることを確認します。

2. Centralogic セクションのバンクセレクトキーを使って、MIXチャンネル、または
STEREO/MONOチャンネルのうち、操作したいチャンネルを含むOVERVIEW画面を表
示させます。
OVERVIEW画面では、MATRIX バスへのセンドレベルの操作は、TO MATRIX フィールドで行
ないます。

3. 送り先のMATRIX バスに対応する TO MATRIX SEND LEVEL ノブを押します。
そのMATRIX バスに対応するすべての TO MATRIX SEND LEVEL ノブに太枠が表示されま
す。

4. マルチファンクションノブ1
MONOチャンネルから、MA
必要ならば、Centralogic セク
チャンネルを切り替えできます

NOTE
･ 特定のMATRIX バスに送られ
るMATRIX チャンネルをC
[CUE] キーを押します。
･ 現在選ばれているMATRIX バ
のキューモニターがオンにな
ときは、この方法が便利です

5. MATRIX センドの詳細を設定
ブをもう1回押します。
現在選ばれている TO MATRI
アップ画面が表示されます。こ

1 ALL PRE ボタン
選択されている送り先に対する
ル ) の送出位置を“PRE”に設定

2 ALL POSTボタン
選択されている送り先に対する
ル ) のセンドポイントを“POS

3 SEND FROM MODEボタン
押すと、SEND from 8ch ポッ

0

9

8

7

6

5
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表示されます。

ドレベルを表示します。押すと、マルチファンクションノブを使っ

Fボタンを使って、MIXおよびSTEREO/MONOチャンネル
RIX バスに送られる信号のオン /オフを切り替えます。

ってMIXおよびSTEREO/MONOチャンネルからMATRIXバ
トを選択します。

MATRIXバスについても同じ要領でセンドレベルを調節しま
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4 送り先表示
現在選ばれている送り先を表示します。

5 送り先選択ボタン
送り先となるMIX/MATRIX バスを選択します。

6 チャンネル選択ボタン
操作する送り元のチャンネルを選ぶボタンです。ボタン内に現在のチャンネルのアイコン /番号
/カラー、ボタンの下に名前が表示されます。

7 PRE/POSTボタン
送り元のチャンネルごとにセンドポイントをPREまたはPOSTに切り替えます。ボタンがオン
のときにPREになります。

8 SEND ON OFF ボタン
送り元のチャンネルごとにセンドのオン /オフを切り替えます。

9 SEND PAN/BALANCEノブ
ステレオの送り先へのパンまたはバランスを設定します。送り先がモノラルの場合、または
FIXEDに設定されている場合、このノブは表示されません。
送り元がモノラルの場合は、PANになります。

送り元がステレオの場合は、TO STEREO/
MONOポップアップ画面のPAN/BALANCE
モードでPANか BALANCEを選べます。

ここで選択したモードのノブが

0 SEND LEVEL ノブ
選択されている送り先へのセン
て操作できます。

6. TO MATRIX SEND ON/OF
から、現在選ばれているMAT

7. 必要ならば、PREボタンを使
スに送る信号のセンドポイン

8. 手順3～6を繰り返し、ほかの
す。
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アのMIX/MATRIX バス選択ボタンを使って、送り先となる

ションのSEND LEVEL ノブを押して表示されるポップアップ画
択することもできます。
ンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、MIX/MATRIX バスを選
]キーを押したことでバスが切り替わった場合、MIX1-16、MIX17-
り替えボタンも自動的に切り替わります。
RIX バス選択ボタンをもう 1回押すと、対応するMIX/MATRIX
がオンになります。選択したMIX/MATRIX バスに送られる信号
の方法が便利です。

c セクションのフェーダーを使って、MIX およびSTEREO/
したMATRIX バスへのセンドレベルを調節します。

NDS ON FADER の機能をアサインできます。これにより、特定の
DS ON FADER モードにすばやく切り替えたり、元の状態に戻し

MATRIXバスについても同じ要領でセンドレベルを調節しま

が終わったら、ファンクションアクセスエリアの×マークを

の表示が元に戻り、CLシリーズがSENDS ON FADERモード
ります。
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フェーダーを使う (SENDS ON FADERモード )
トップパネルのフェーダーを使って、MIXおよびSTEREO/MONOチャンネルから特定のMATRIX
バスに送る信号を設定します。

1. 信号を送るMATRIX バスに出力ポートが割り当てられ、対応する出力ポートにモニターシ
ステムなどが接続されていることを確認します。

2. ファンクションアクセスエリアのSENDS ON FADERボタンを押します。
CL シリーズがSENDS ON FADERモードに切り替わります。チャンネルストリップセクショ
ンとマスターセクションのフェーダーは、それぞれのチャンネルから現在選ばれているMIX/
MATRIX バスへのセンドレベルの値にフェーダーが移動します。また、[ON] キーもSEND ON
の状態に変わります。

SENDS ON FADERモードでは、ディスプレイのファンクションアクセスエリアに、MIX1-16 
ON FADERモードとMIX17-24/MATRIX ON FADERモードを切り替えるボタンと送り先の
MIX/MATRIX バスを選ぶボタンが表示されます。

3. MIX1-16、MIX17-24/MATRIX の切り替えボタンを押して、MIX1-16またはMIX17-
24/MATRIX に切り替えます。
MIX/MATRIX バス選択ボタンで送り先のMIX/MATRIX バスが選択できるようになります。

4. ファンクションアクセスエリ
MATRIX バスを選択します。

NOTE
･ SELECTED CHANNEL セク
面で、MIX/MATRIX バスを選
･ Centralogic セクションのバ
択することもできます。[SEL
24/MATRIX ON FADER 切
･ 現在選ばれているMIX/MAT
チャンネルのキューモニター
をモニターしたいときは、こ

5. トップパネルのCentralogi
MONOチャンネルから選択

NOTE
USER DEFINED キーに SE
MIX/MATRIX バスへのSEN
たりできます。

6. 手順4～5を繰り返し、ほかの
す。

7. MATRIX センドレベルの設定
押します。
ファンクションアクセスエリア
を抜けて通常モードに切り替わ
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チャンネル間の遅延を補正する (アウトプットディレイ )
ここでは、アウトプットディレイを使ってアウトプット系チャンネル間の遅延を補正する方法について
説明します。
はなれた位置に設置したスピーカーから出力する信号のタイミングを補正するためなどに、アウトプッ
トディレイを使います。
アウトプットディレイは、SETUP画面のOUTPUT PORTボタンを押すと表示されるOUTPUT 
PORTポップアップ画面で設定します。
OUTPUT PORT画面での操作については、「出力ポートごとにアウトプット系チャンネルを選択す
る」 ( → P.17) をご参照ください。

チャンネルライブラリーを操作する
アウトプット系チャンネルの各種パラメーター(HA設定を
含む ) をストア /リコールする“OUTPUT CHANNEL 
LIBRARY”があります。
ライブラリーを呼び出すには、アウトプット系チャンネルを
選択した状態でSELECTED CHANNEL VIEW画面の
LIBRARYボタンを押します。

ライブラリーの操作方法については取扱説明書 ( 別紙 )の「ライブラリーを使う」をご参照ください。

LIBRARY ボタン
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(1ch)
Qのすべてのパラメーターを表示 /変更します。特定のチャンネル
利です。

アップ画面が表示されます。

ラメーターが初期設定値にリセットされます。

が、バッファーメモリーに格納されます。

コピーされている設定値が、現在の EQにペーストされます。バッ
が格納されていないときは、何も起きません。

バッファーメモリーのデータを入れ替えます。バッファーメモリー
ないときは、何も起きません。

ャンネルネーム
のアイコン、番号、名前を表示します。

タン
ェルビングタイプに切り替わります。

プットチャンネルのみ )
イパスフィルターに切り替わります。

1 2 3 4 5

I

G

B

E

J

0
9
A

H
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EQ/ ダイナミクス
ここではCLシリーズの各チャンネルに搭載された EQ ( イコライザー) / ダイナミクスについて説明
します。

EQ/ ダイナミクスについて
CLシリーズのインプット系チャンネル /アウトプット系チャンネルには、4バンド EQとダイナミク
スが搭載されています。
EQは、すべてのインプット系チャンネル /アウトプット系チャンネルで使用できます。EQの直前には
アッテネーターが搭載され、EQのGAIN 設定で信号がクリップしないように入力信号のレベルを減衰
( アッテネート ) できます。さらに、インプット系チャンネルでは、EQから独立したハイパスフィル
ターが使用できます。
インプット系チャンネルには2系統のダイナミクスが搭載されており、ダイナミクス1はゲート、ダッ
キング、コンプレッサー、エキスパンダーとして、ダイナミクス2はコンプレッサー、コンパンダーハー
ド、コンパンダーソフト、ディエッサーとして使用できます。また、アウトプット系チャンネルには、1系
統のダイナミクスがあり、コンプレッサー、エキスパンダー、コンパンダーハード、コンパンダーソフト
として使用できます。

EQを使う
ここでは、インプット系チャンネル /アウトプット系チャンネルに搭載された4バンド EQの基本操
作について説明します。

1. Centralogicセクションのバンクセ
レクトキーを使って、EQを操作し
たいチャンネルのOVERVIEW画
面を表示させます。
EQフィールドで EQの特性が確認で
きます。このOVERVIEW画面で
SELECTED CHANNELセクション
の EQのノブを使い、パラメーターの
設定を変更できます。

2. ATT/HPF/EQのパラメーターの値を確認しながら変更したい場合は、OVERVIEW画面の
EQフィールドを押して、HPF/EQポップアップ画面を表示させます。
HPF/EQポップアップ画面では、EQやハイパスフィルターのパラメーターの設定やオン /オフ
切り替えが行なえます。
このポップアップ画面は5種類あります。それぞれの画面に含まれる項目は、次のとおりです。

HPF/EQポップアップ画面
現在選択されているチャンネルのE
の EQを細かく設定したいときに便

1 LIBRARYボタン
押すと、EQライブラリーポップ

2 DEFAULTボタン
押すと、EQ/ フィルターの各パ

3 COPYボタン
EQの各パラメーターの設定値

4 PASTEボタン
押すと、バッファーメモリーに
ファーメモリーに有効なデータ

5 COMPAREボタン
押すと、現在の EQの設定値と
に有効なデータが格納されてい

6 チャンネルアイコン /番号 /チ
現在選択されているチャンネル

7 LOW SHELVING ON/OFF ボ
オンにすると、LOWバンドがシ

8 HPF ON/OFF ボタン (アウト
オンにすると、LOWバンドがハ

EQ フィールド

D8

6

7

C

F
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(8ch)
ャンネルまたはアウトプット系チャンネルのEQ設定を表示しま

のノブを使って EQの設定を変更できます。HPFの操作を一括し

ンです。ボタン内に現在のチャンネルのアイコンと番号、ボタンの

ーの設定値を表示するグラフです。また、グラフの下に現在選ばれ
す。

す。EQ通過後の信号がクリップすると、ボタン右上のOVERイン

示します。マルチファンクションノブで調節できます。

ます。
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9 EQ FLAT ボタン
押すと、EQのすべてのバンドのGAIN パラメーターが0dBにリセットされます。

0 HIGH SHELVING ON/OFF ボタン
オンにすると、HIGHバンドがシェルビングタイプに切り替わります。

A LPF ON/OFF ボタン
オンにすると、HIGHバンドがローパスフィルターに切り替わります。

B EQ ON/OFF ボタン
EQのオン /オフを切り替えます。

C EQタイプ切り替えボタン
EQのタイプをTYPE I ( 従来のヤマハデジタルミキサーのアルゴリズム ) または TYPE II ( バン
ド間の干渉が少ないアルゴリズム )に切り替えます。

D EQグラフ
EQやフィルターのパラメーターの設定値をリアルタイム表示するグラフです。

E EQ IN/OUTレベルメーター
EQ通過前と通過後のピークレベルを表示します。ステレオのチャンネルは、L/Rの両方のチャン
ネルのメーターを表示します。

F ATTノブ
EQ通過前のアッテネーターの値を表示します。マルチファンクションノブで調節できます。

G HPF ON/OFF ボタン (インプットチャンネルのみ )
HPFのオン /オフを切り替えます。

H HPF FREQUENCYノブ (インプットチャンネルのみ )
HPFのカットオフ周波数を表示します。マルチファンクションノブで調節できます。

I HPFタイプ切り替えボタン
HPFのオクターブあたりの減衰量を － 12dB/oct または－6dB/oct に切り替えます。

J EQパラメーター設定ノブ
LOW、LOW MID、HIGH MID、HIGHの各バンドのQ、FREQUENCY、GAIN パラメーターを表
示します。押すと、マルチファンクションノブを使って調節できます。

NOTE
･ LOWバンドでシェルビングタイプが選ばれているとき、またはアウトプットチャンネルで
HPF が選ばれているときは、LOWバンドのQパラメーターは非表示になります。
･ HIGHバンドでシェルビングタイプが選ばれているとき、または LPFが選ばれているときは、
HIGHバンドのQパラメーターは非表示になります。

HPF/EQポップアップ画面
8チャンネル単位で、インプット系チ
す。
SELECTED CHANNELセクション
て行なえます。

1 チャンネル選択ボタン
操作するチャンネルを選ぶボタ
下に名前が表示されます。

2 EQグラフ
EQやフィルターのパラメータ
ている EQタイプが表示されま

3 EQ ON/OFF ボタン
EQのオン /オフを切り替えま
ジケーターが点灯します。

4 HPF FREQUENCYノブ
HPF のカットオフ周波数を表

5 HPF ON/OFF ボタン
HPF のオン /オフを切り替え

1

2

3

5

4
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1ch)を表示させ、EQ ONボタンを押してEQを有効にします。
ch) を表示させれば、EQのすべてのパラメーターを調節できま

イパスフィルターを使用するには、HPF/EQポップアップ画
OFF ボタンを操作します。
4バンド EQとは独立したハイパスフィルターが使用できます。
スフィルターのオン /オフを切り替え、HPFノブでカットオフ周

は、EQから独立したハイパスフィルターはありません。しかし、
スフィルターボタンをオンにすることで、LOWバンドEQをハイ
きます。
ウトプット系チャンネルとも、ローパスフィルターボタンをオン
ローパスフィルターとして使用できます。

ルにコピーしたり、初期化したりしたいときは、HPF/EQポッ
を使用します。
いては取扱説明書 (別紙 ) の「ツールボタンを使用する」をご参照

リーを使っていつでも保存 /読み込みが行なえます。また、さま
リセットが使用できます。
W画面を表示させ、SELECTED CHANNEL セクションのノブを
ターを調節できます ( → P.8)。
表示させたときでも、SELECTED CHANNEL セクションのノブ
。
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HPF/EQポップアップ画面 (CH1-48、CH49-72/ST IN(CL5)、
CH49-64/ST IN(CL3)、ST IN(CL1)、OUTPUT)
該当するインプット系チャンネル ( またはアウトプット系チャンネル ) を同時に表示します。このペー
ジは表示のみで、パラメーターの調節は行なえません。複数の EQ設定をすばやく確認したり、離れた位
置のチャンネルにEQの設定をコピー/ペーストしたりしたいときに便利です。

1 チャンネル選択ボタン
SELECTED CHANNELセクションで操作するチャンネルを選ぶボタンです。ボタン内に現在の
チャンネルのアイコンと番号、カラーが表示されます。

2 EQグラフ
EQやフィルターの総合周波数特性を表示します。

3 タブ
画面に表示させるチャンネルを切り替えます。

3. HPF/EQポップアップ画面(
HPF/EQポップアップ画面 (1
す。

4. インプット系チャンネルでハ
面のHPFノブやHPF ON/
インプット系チャンネルでは、
HPF ON/OFF ボタンでハイパ
波数を設定します。

NOTE
･ アウトプット系チャンネルに
ポップアップ画面内のハイパ
パスフィルターとして使用で
･ インプット系チャンネル /ア
にすると、HIGHバンド EQを

5. EQの設定をほかのチャンネ
プアップ画面のツールボタン
これらのボタンの操作方法につ
ください。

NOTE
･ EQの設定は、専用のライブラ
ざまな楽器や用途に応じたプ
･ SELECTED CHANNEL VIE
使って EQやハイパスフィル
･ HPF/EQポップアップ画面を
を使ってEQを操作できます

1

2

3
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ップ画面 (1ch)
を表示する画面です。ダイナミクスのすべてのパラメーターを表示
ダイナミクスを細かく設定したいときに便利です。

リーポップアップ画面が表示されます。

メーターが初期設定値にリセットされます。

の設定値が、バッファーメモリーに格納されます。

コピーされている設定値が、現在のダイナミクスにペーストされま
なデータが格納されていないとき、何も起きません。

設定値とバッファーメモリーのデータを入れ替えます。バッファー
されていないときは、何も起きません。

ャンネルネーム
のアイコン、番号、名前を表示します。

1 2 3 4 5

C

A

B

0
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ダイナミクスを使う
インプット系チャンネルでは2系統、アウトプット系チャンネルで1系統のダイナミクスが使用でき
ます。

1. バンクセレクトキーを使って、ダイナミクスを操作したいチャンネルのOVERVIEW画面を
表示させます。
DYNAMICS1/2 フィールドでダイナミクスのオン /オフとゲインリダクション量が確認でき
ます。

2. OVERVIEW画面のDYNAMICS1/2フィールドを押して、DYNAMICS1/2ポップアップ
画面を表示させます。
DYNAMICS1/2 ポップアップ画面では、ダイナミクスの設定やオン /オフの切り替えが行なえ
ます。
このポップアップ画面は5種類あります。それぞれの画面に含まれる項目は、次のとおりです。

DYNAMICS1/2ポップア
現在選択されているチャンネルのみ
/変更できます。特定のチャンネルの

1 LIBRARYボタン
押すと、DYNAMICSライブラ

2 DEFAULTボタン
押すと、ダイナミクスの各パラ

3 COPYボタン
ダイナミクスの各パラメーター

4 PASTEボタン
押すと、バッファーメモリーに
す。バッファーメモリーに有効

5 COMPAREボタン
押すと、現在のダイナミクスの
メモリーに有効なデータが格納

6 チャンネルアイコン /番号 /チ
現在設定されているチャンネル

DYNAMICS1 フィールド

DYNAMICS2 フィールド

8

6

7

9
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Rの場合

DER-S の場合

ター/GRメーター
ピークレベル、およびゲインリダクション量を表示します。ステレ
のチャンネルのメーターを表示します。

せるキーイン信号を選ぶKEY IN SOURCEポップアップ画面が

ナミクスのタイプがGATE、DUCKINGの場合にのみ表示 )
ルターに関する設定を行ないます。
......フィルターの種類をHPF、BPF、LPFの中から選びます。オン
になっているボタンを押すと、フィルターが無効になります。

......フィルターのQの設定を表示します。マルチファンクションノ
ブを使って操作できます。

......フィルターのカットオフ周波数の設定を表示します。マルチ
ファンクションノブを使って操作できます。

だ信号をキューモニターするボタンです。このボタンが表示され
や、ほかの画面に移動したときはCUEが解除されます。
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7 ダイナミクスタイプ切り替えボタン
ダイナミクスのタイプを切り替えます。選択できるダイナミクスは、次のとおりです。

・ インプットチャンネルのダイナミクス1
GATE、DUCKING、COMPRESSOR、EXPANDER

・ インプットチャンネルのダイナミクス2
COMPRESSOR、COMPANDER-H、COMPANDER-S、DE-ESSER

・ アウトプットチャンネルのダイナミクス1
COMPRESSOR、EXPANDER、COMPANDER-H、COMPANDER-S

8 ダイナミクスグラフ
ダイナミクスの入出力特性を表示するグラフです。

9 ダイナミクスパラメーター設定ノブ
ダイナミクスのパラメーターの設定値を表示します。マルチファンクションノブを使って調節で
きます。
パラメーターの種類は、現在選ばれているタイプに応じて異なります。

・ GATE、DUCKINGの場合

・ COMPRESSOR、EXPANDE

・ COMPANDER-H、COMPAN

・ DE-ESSERの場合

0 ダイナミクス入出力レベルメー
ダイナミクス通過前と通過後の
オのチャンネルは、L/Rの両方

A KEY IN SOURCE選択ボタン
押すと、ダイナミクスを起動さ
表示されます。

B KEY IN FILTER 表示部 (ダイ
キーイン信号を通過させるフィ
・ フィルター選択ボタン .........

・ Qノブ ....................................

・ FREQUENCYノブ .............

C KEY IN CUEボタン
KEY IN SOURCEとして選ん
ないダイナミクスを選んだとき
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ジケーターの意味は、次のとおりです。

設定値を表示するグラフです。また、グラフの下に現在選ばれてい
されます。グラフを押すと、そのチャンネルのDYNAMICS 1ch
す。

値を表示します。マルチファンクションノブで操作できます。

り替えます。

黄 緑 消灯

オン オン オフ

ズ オープン オープン －

以上 ～ 30 dB 0 dB －
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DYNAMICS1/2ポップアップ画面 (8ch)
現在選択されているチャンネルを含む8チャンネルを表示します。1～ 8、9～ 16のように8チャ
ンネル単位で表示が切り替わります。1chに比べて調節できるパラメーターは制限されます。左右の
チャンネルを確認しながらスレッショルドなど特定のパラメーターを操作したいときに便利です。

1 LIBRARYボタン
2 DEFAULT ボタン
3 COPYボタン
4 PASTEボタン
5 COMPAREボタン
DYNAMICS 1ch ポップアップ画面と共通です。

6 チャンネル選択ボタン
操作するチャンネルを選ぶボタンです。ボタン内に現在のチャンネルのアイコンと番号、ボタンの
下に名前が表示されます。

7 DYNAMICS OUTPUTメーター/GRメーター
それぞれダイナミクス通過後の出力レベル、ゲインリダクション量を表示するメーターです。タイ
プがGATEのときは、ゲートの開閉状態を示す3つのインジケーターが表示されます。

タイプがGATEのときのイン

8 ダイナミクスグラフ
ダイナミクスのパラメーターの
るダイナミクスのタイプが表示
ポップアップ画面が表示されま

9 THRESHOLDノブ
ダイナミクスのスレッショルド

0 DYNAMICS ON/OFF ボタン
ダイナミクスのオン /オフを切

1 2 3 4 5

6

7

9

0

8

タイプ＝GATE以外

タイプ＝GATE

ゲート状態表示
赤

オン /オフ状態 オン

開閉状態 クロー

GR量 30 dB
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画面(1ch)を表示させ、DYNAMICS ONボタンを押してダ

次の操作を行ないます。

ップ画面 (1ch) の KEY IN SOURCEボタンを押して、KEY 
ップアップ画面を表示します。

ップアップ画面

。次の信号が選べます。
...同じチャンネルのプリ EQ信号。
...同じチャンネルのポストEQ信号。
...MIX チャンネル21～24の出力信号
1L ～ 8R POST EQ、MIX1～ 24 POST EQ、
 L/R、MONO POST EQ
...それぞれ該当するチャンネルのポストEQ信号 (*1)

ら選択します。

いチャンネルは表示されません。

ポップアップ画面を閉じます。

ャンネルにコピーしたり、初期化したりしたいときは、ポッ
使用します。

ライブラリーを使っていつでも保存 /読み込みが行なえます。
応じたプリセットが使用できます。
画面を表示させ、SELECTED CHANNEL セクションのノブを
こともできます ( → P.9)。
画面を表示させたときでも、SELECTED CHANNEL セクション
操作できます。
62

DYNAMICS1/2ポップアップ画面 (CH1-48、CH49-72/ST IN(CL5)、
CH49-64/ST IN(CL3)、ST IN(CL1)、OUTPUT)
該当するチャンネルのダイナミクスに関する全体的な設定を行ないます。

1 LIBRARYボタン
2 DEFAULT ボタン
3 COPYボタン
4 PASTEボタン
5 COMPAREボタン
DYNAMICS 1ch ポップアップ画面と共通です。

6 チャンネル選択ボタン
操作するチャンネルを選ぶボタンです。ボタン内に現在のチャンネルのアイコンと番号、スレッ
ショルド、カラーが表示されます。

7 ダイナミクスパラメーター
ダイナミクスのタイプや各種メーターを表示します。押すと、そのチャンネルのDYNAMICS 
1ch ポップアップ画面に切り替わります。
ダイナミクスのタイプがDUCKING、EXPANDER、COMPANDER(-H/-S)、DE-ESSERのと
き、上部にタイプ名が表示されます。
下部には、ダイナミクス通過後のレベルを表示するメーター、GRメーター、スレッショルドの設
定値 ( 数値 ) が表示されます。また、タイプがGATEのとき以外は、スレッショルドの設定値を示
す縦線が表示されます。

8 タブ
画面に表示させるチャンネルを切り替えます。

3. DYNAMICS1/2ポップアップ
イナミクスを有効にします。

4. キーイン信号を選択するには、

4-1. DYNAMICS1/2 ポップア
IN SOURCE SELECTポ

KEY IN SOURCE SELECTポ

4-2. キーイン信号を選択します
・ SELF PRE EQ .......................
・ SELF POST EQ ....................
・ MIX OUT 21～ 24 ..............
・ CH1～ 72 POST EQ、ST IN
MTRX1～ 8 POST EQ、ST

.......................
*1) 8 チャンネルごとのグループか

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にな

4-3. CLOSEボタンを押して、

5. ダイナミクスの設定をほかのチ
プアップ画面のツールボタンを

NOTE
･ ダイナミクスの設定は、専用の
また、さまざまな楽器や用途に
･ SELECTED CHANNEL VIEW
使ってダイナミクスを調節する
･ DYNAMICS1/2 ポップアップ
のノブを使ってダイナミクスを

1 2 3 4 5

6

7

8
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EQ/ ダイナミクスのライブラリーを操作する
EQ/ ダイナミクスは、設定をストア (保存 ) / リコール (読み込み ) する専用のライブラリーが使用で
きます。

EQライブラリー
インプット系チャンネルのEQ設定をストア /リコールする“INPUT EQ 
LIBRARY”と、アウトプット系チャンネルの EQ設定を保存 /読み込みす
る“OUTPUT EQ LIBRARY”があります。
各ライブラリーを呼び出すには、HPF/EQポップアップ画面のツールボ
タンの LIBRARYを押します。

NOTE
･ ライブラリーからリコールできる設定の数は、インプット /アウトプット EQライブラリーと
もに 199です。また、読み込み専用のプリセットの数はインプットが 40、アウトプットが 3で
す。
･ HPF/EQ ポップアップ画面を表示させる方法については、「EQを使う」 ( → P.56) をご参照く
ださい。

ダイナミクスライブラリー
ダイナミクスの設定をストア /リコールするには、“DYNAMICS LIBRARY”を使用します。CLシリー
ズで使用するダイナミクスは、このDYNAMICS LIBRARYを参照します ( ただし、インプット系チャ
ンネルのダイナミクス1とダイナミクス2、アウトプット系チャンネルのダイナミクス1は、それぞれ
実現できるタイプが異なります。選択できないタイプはリコールできません )。
ダイナミクスライブラリーを呼び出すには、DYNAMICS1/2 ポップアップ画面のツールボタンの
LIBRARYを押します。

NOTE
･ ライブラリーからリコールできる設定の数は 199です。また、読み込み専用のプリセットの数
は 41です。
･ DYNAMICS1/2 ポップアップ画面を表示させる方法については、「ダイナミクスを使う」 
( → P.59) をご参照ください。

EQ/ ダイナミクスライブラリーを操作する方法については、取扱説明書 ( 別紙 )の「ライブラリーを使
う」をご参照ください。

LIBRARY ボタン
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るチャンネルを選ぶ

アのCH JOBボタンを

どうしのグルーピング、リ
ためのボタンです。このボ
アクセスエリアが次のよ

てDCA/MUTE 
ップアップ画面を表示

N MODEポップアップ画
ボタンが選択されている
てるチャンネルを選択し
含まれる項目は、次のとお

ープに登録されているチャンネルをすべて解除します。

TE GROUP ASSIGNボタン
アップ画面とMUTE GROUP ASSIGNポップアップ画面を切

DCA GROUPボタン

1
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グルーピング /リンク
ここでは、複数チャンネルのレベルやミュートを一括して操作するDCAグループ /ミュートグルー
プ、複数チャンネルのパラメーターを連動させるチャンネルリンク、およびチャンネル間でパラメー
ターをコピー/移動する操作について説明します。

DCAグループ /ミュートグループについて
CLシリーズでは、複数チャンネルのレベルを一括操作する16のDCAグループと、8つのミュートグ
ループが利用できます。
DCAグループは、インプット系チャンネルを16のグループに登録し、Centralogic セクションの
フェーダー1～8を使ってレベルを一括操作する機能です。同じDCAグループに属するインプット
系チャンネルどうしであれば、レベル差を保ったまま1本のDCAフェーダーでレベルを操作できま
す。ドラム用マイクのグルーピングを行なう場合などに便利です。
ミュートグループは、USER DEFINEDキー[1] ～ [16] を使って、複数チャンネルのミュートのオン /
オフを一括して切り替える機能です。複数のチャンネルを同時にカットアウトしたいときなどに利用で
きます。ミュートグループ1～8は、インプット系チャンネルとアウトプット系チャンネルの両方で使
用できます。同じグループに両方のチャンネルを混在させることもできます。

DCAグループの各種操作
ここでは、16のDCAグループにインプット系チャンネルを割り当て、Centralogic セクションの
フェーダーを使って操作する方法を説明します。

DCAグループにチャンネルを割り当てる
DCAグループにチャンネルを割り当てるには、2つの方法があります。
・ 先に特定のDCAグループを選んでから、そのグループに所属するチャンネルを指定する
・ 特定のチャンネルを選んでから、そのチャンネルが所属するDCAグループを指定する

NOTE
･ DCAグループは、インプット系チャンネルのみで利用できます。
･ DCAグループの設定は、シーンの一部として保存されます。

■ 特定のDCAグループに所属す

1. ファンクションアクセスエリ
押します。
CH JOBボタンは、チャンネル
ンク、コピー操作などを行なう
タンを押すと、ファンクション
うに変化します。

2. DCA GROUPボタンを押し
GROUP ASSIGN MODEポ
させます。
DCA/MUTE GROUP ASSIG
面で、DCA GROUP ASSIGN
場合は、DCAグループに割り当
ます。このポップアップ画面に
りです。

1 CLEAR ALL ボタン
現在選択されているDCAグル

2 DCA GROUP ASSIGN/MU
DCA GROUP ASSIGNポップ
り替えます。

3

4

2
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CAグループを選ぶ

SEL] キーを押して、割り当て元になるチャンネルを選びます。

クションのノブをどれか押して、SELECTED CHANNEL 

るチャンネルのすべてのミックスパラメーターを一括表示できま

して、現在選択されているチャンネルを割り
ます (複数選択可 )。

についてもDCAグループを選択します。
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3 DCAグループアサイン表示セクション
現在選ばれているDCAグループに登録されているチャンネルを表示します。
この画面が表示されているときに、そのDCAグループに登録したいチャンネルの [SEL] キーを
押すと、そのチャンネルに対応するフェーダーのイラストの色が黄色に変わり、DCAグループに
登録されます。もう一度同じ [SEL] キーを押すと登録が解除されます。

4 DCAグループ選択ボタン
操作するDCAグループを選択します。

NOTE
･ CL3/CL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。
･ Centralogic セクションのバンクセレクトキーで [DCA 1-8] キーまたは [DCA 9-16] キーが選
ばれているときは、Centralogic セクションの [SEL] キーをすばやく 2回押してDCA/MUTE 
GROUP ASSIGN MODEポップアップ画面を表示できます。
この場合、そのDCAグループに対応するDCA GROUP 1 ～ 16ボタンが選ばれた状態で、
DCA/MUTE GROUP ASSIGN MODEポップアップ画面が表示されます。

3. DCA GROUP 1～16ボタンを使って、チャンネルの割り当て先となるDCAグループを選
びます。

4. インプット系チャンネルの [SEL] キーを押して、割り当て元となるチャンネルを選びます
(複数選択可 )。
割り当てられたチャンネルの [SEL] キーが点灯し、ウィンドウのチャンネル表示フィールドに、
対応するチャンネルが黄色でハイライト表示されます。
点灯している [SEL] キーをもう1回押して消灯させれば、割り当てを解除できます。

5. 同じ要領で、ほかのDCAグループについてもチャンネルを割り当てます。

NOTE
1 つのチャンネルを複数のDCAグループに割り当てることもできます。その場合は、割り当て
られたすべてのDCAグループフェーダーの各レベルを加算した値になります。

6. 割り当てが終わったら、CLOSEボタンを押してポップアップ画面を閉じ、ファンクション
アクセスエリア (CH JOB表示 ) の×マークを押します。
以前の画面に戻ります。なお、各チャンネルがどのDCAグループに割り当てられているかは、
OVERVIEW画面のDCA/MUTE GROUPフィールドで確認できます。このフィールドの上段と
中段にある黄色で点灯している番号が、そのチャンネルの所属するDCAグループを表わします。

NOTE
OVERVIEW画面のDCA/MUTE GROUPフィールドを押して、DCA/MUTE GROUP ASSIGN 
MODEポップアップ画面を表示させることもできます。

■ 特定のチャンネルが所属するD

1. インプット系チャンネルの [

2. SELECTED CHANNEL セ
VIEW画面を表示させます。
この画面では、現在選ばれてい
す。

3. DCAグループ選択ボタンを押
当てるDCAグループを選び

4. 同じ要領で、ほかのチャンネル
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操作
ネルを割り当て、USER DEFINEDキーを使って操作する方法を

ルを割り当てる
り当てるには、DCAグループと同様に、次の2つの方法がありま

からそのミュートグループに所属するチャンネルを指定する
のチャンネルが所属するミュートグループを指定する

するチャンネルを選ぶ

アのCH JOBボタンを

が次のように変化しま

してDCA/MUTE 
ップアップ画面を表

MUTE GROUPボタン
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DCAグループを操作する
Centralogic セクションのフェーダーを使って、DCAグループを操作します。

1. DCAグループにインプット系チャンネルを割り当てます。

2. トップパネルのチャンネルストリップセクションやマスターセクションのフェーダーを
使って、使用したいDCAグループに属するインプット系チャンネルどうしの相対的なバラ
ンスを調節します。

3. Centralogic セクションのバンクセレクトキーで [DCA 1-8] キーまたは [DCA 9-16]
キーを押して点灯させ、Centralogic セクションに使用したいDCAグループを呼び出し
ます。

4. 使用したいDCAグループに対応するCentralogicセクションのフェーダーを操作します。
手順2で設定したレベル差を保ちながら、そのDCAグループに割り当てられたチャンネルのレ
ベルが変化します。

NOTE
DCAフェーダーを操作しても、それにあわせてインプットフェーダーは動きません。

5. DCAグループのオン /ミュートを切り替えるには、そのDCAグループに対応する
Centralogic セクションの [ON] キーを押します。
Centralogic セクションの [ON] キーを押して消灯させると、そのDCAグループに属するチャ
ンネルがミュート ( フェーダーが－∞ dBまで下がったときと同じ状態 ) になります。

6. DCAグループをキューモニターするには、そのDCAグループに対応するCentralogicセク
ションの [CUE] キーを押します。
Centralogic セクションの [CUE] キーを押して点灯させると、そのDCAグループに属するチャ
ンネルの [CUE] キーが点滅して、キューモニターが有効になります。キューについては「キュー機
能を利用する」 ( → P.101) をご参照ください。

NOTE
チャンネルストリップセクションでも、バンクセレクトキーの [DCA]/[DCA1-8]/[DCA9-16]
キーを押すとDCAグループを操作できます。

ミュートグループの各種
ここでは、ミュートグループにチャン
説明します。

ミュートグループにチャンネ
チャンネルをミュートグループに割
す。
・ 特定のミュートグループを選んで
・ 特定のチャンネルを選んでからそ

■ 特定のミュートグループに所属

1. ファンクションアクセスエリ
押します。
ファンクションアクセスエリア
す。

2. MUTE GROUPボタンを押
GROUP ASSIGN MODEポ
示させます。
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ン
オフを切り替えます。

マー機能が有効なときのレベルを設定します。

ないフェーダーは表示されません。
外に設定されていて、そのミュートグループマスターボタンが
なります。

ンを使って、チャンネルの割り当て先となるミュートグループ

ウトプット系チャンネルの[SEL]キーを押して、割り当て元と
複数選択可 )。
SEL] キーが点灯し、ウィンドウのミュートグループアサイン表示
ンネルが赤くハイライト表示されます。点灯した [SEL] キーをも
り当てを解除できます。

ループについてもチャンネルを割り当てます。

ュートグループに割り当てることもできます。

SEボタンを押してポップアップ画面を閉じ、ファンクション
示 )の×マークを押します。
チャンネルがどのミュートグループに割り当てられているかは、
TE GROUPフィールドで確認できます。このフィールドの下段
のチャンネルの所属するミュートグループを表わします。

外に設定されていて、そのミュートグループマスターボタンが
示されます。
0) がオンになっているチャンネルでは、下段の一番右にあるSが
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このポップアップ画面では、ミュートグループに割り当てるチャンネルを選択します。このポップ
アップ画面に含まれる項目は、次のとおりです。

1 CLEAR ALL ボタン
現在選択されているミュートグループに登録されているチャンネルをすべて解除します。

2 DCA GROUP ASSIGN/MUTE GROUP ASSIGNボタン
DCA GROUP ASSIGNポップアップ画面とMUTE GROUP ASSIGNポップアップ画面を切
り替えます。

3 ミュートグループアサイン表示フィールド
現在選ばれているミュートグループに登録されているチャンネルを表示します。
この画面が表示されているときに、そのミュートグループに登録したいチャンネルの [SEL] キー
を押すと、そのチャンネルに対応するフェーダーのイラストの色が赤に変わり、ミュートグループ
に登録されます。もう一度同じ [SEL] キーを押すと登録が解除されます。
MUTE SAFEボタンがオンのときは、ミュートセーフを行なうチャンネルを表示します。登録、解
除の方法はミュートグループの場合と同じです。登録されたフェーダーのイラストは緑色になり
ます。

4 ミュートグループ選択ボタン
操作するミュートグループを選択します。

5 ミュートセーフボタン
すべてのミュートグループに対して、特定のチャンネルをアサイン設定に関係なく除外したいと
きに使用します。ミュートグループアサイン表示フィールドには、ミュートグループから除外する
チャンネルが表示されます。ミュートセーフについては「ミュートセーフ機能を使う」 ( → P.70)
をご参照ください。

6 ミュートグループマスターボタ
ミュートグループごとにオン /

7 DIMMER LEVEL ノブ
ミュートグループごとに、ディ

NOTE
･ CL3/CL1 の場合、その機種に
･ ディマーレベルが－∞ dB以
ONのときは、ボタンが橙色に

3. MUTE GROUP 1 ～ 8ボタ
を選びます。

4. インプット系チャンネル/ア
なるチャンネルを選びます (
割り当てられたチャンネルの [
フィールドでは、対応するチャ
う1回押して消灯させれば、割

5. 同じ要領で、ほかのミュートグ

NOTE
1 つのチャンネルを複数のミ

6. 割り当てが終わったら、CLO
アクセスエリア (CH JOB表
以前の画面に戻ります。なお、各
OVERVIEW画面のDCA/MU
で赤く点灯している番号が、そ

NOTE
ディマーレベルが－∞ dB以
ONのときは、番号は橙色で表
ミュートセーフ機能 ( → P.7
緑色で表示されます。

3

4

6

7

1

2

5
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UTE GROUP ASSIGNポップアップ画面内の、ミュートグルー
、USER DEFINEDキーにミュートグループ1～ 8のオン /オフ
す。

アのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

タンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示させま

ーザーごとに利用できる機能を制限したり、動作環境を設定したり
ページが含まれており、画面下部のタブを使ってページを切り替え
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■ 特定のチャンネルが所属するミュートグループを選ぶ

1. インプット系チャンネル/アウトプット系チャンネルの[SEL]キーを押して、割り当て元に
なるチャンネルを選びます。

2. SELECTED CHANNEL セクションのノブのどれかを押して、SELECTED CHANNEL 
VIEW画面を表示させます。
この画面では、現在選ばれているチャンネルのミックスパラメーターを一括表示できます。

3. ミュートグループ選択ボタンを押して、現在選択されているチャンネル
を割り当てるミュートグループを選びます (複数選択可 )。

4. 同じ要領で、他のチャンネルについてもミュートグループを選択します。

ミュートグループを操作する
ミュートグループを操作するには、M
プマスターボタンで操作できますが
機能を割り当てて操作すると便利で

1. ファンクションアクセスエリ

2. 画面左上のUSER SETUPボ
す。
このポップアップ画面では、ユ
できます。この画面には複数の
ます。
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EFINEDキーにも、別のミュートグループのミュートオン /オ
てます。

能の割り当てが終わったら、×マークを押してUSER 
じます。

アのSETUPボタンを押してSETUP画面を閉じます。

するには、USER DEFINEDキー[1]～[16]の中から、目的の
キーを押します。
が点灯し、選択したミュートグループに属するすべてのチャンネ
このとき、ミュートされたチャンネルの [ON] キーが点滅します。
をオンにして、複数のミュートグループをミュートすることもでき

を解除するには、手順9で点灯させたUSER DEFINEDキーを

るチャンネルであっても、最初から [ON] キーがオフのチャンネ
の影響は受けません。
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3. USER DEFINED KEYSタブを押して、USER DEFINED KEYSページに切り替えます。
USER DEFINED KEYSページでは、USER DEFINEDキー[1] ～ [16] に機能を割り当てます。

4. ミュートのオン /オフ機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するポップアップ
ボタンを押します。
USER DEFINED KEY SETUPポップアップ画面が表示されます。

5. FUNCTIONの列で“MUTE MASTER”、PARAMETER 1 の列で“MUTE GROUP x”
(x ＝ミュートグループの番号 )を選択し、OKボタンを押します。
それぞれの列で項目を選ぶには、 / ボタンまたはマルチファンクションノブを使用します。
OKボタンを押すと、手順4で選んだUSER DEFINEDキーに、特定のミュートグループの
ミュートオン /オフを切り替える機能が割り当てられ、USER DEFINED KEYSページに戻りま
す。

6. 同じ要領で、ほかのUSER D
フを切り替える機能を割り当

7. USER DEFINEDキーへの機
DEFINED KEYSページを閉

8. ファンクションアクセスエリ

9. ミュートグループをミュート
ミュートグループに対応する
USER DEFINEDキーの LED
ルがミュート状態になります。
複数のUSER DEFINEDキー
ます。

10. ミュートグループのミュート
押して消灯させます。

NOTE
ミュートグループに属してい
ルは、USER DEFINEDキー

USER DEFINEDキーポップアップボタン
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て
系チャンネルのフェーダー操作や EQなどのパラメーターを連動

中から選択できます。

イントの設定
、PRE/POSTの設定
オフ
ベル、PRE/POSTの設定
ン /オフ

E SAFE の設定

をリンクさせたものを“リンクグループ”と呼びます。作成するリン
ンクグループに含めるインプット系チャンネルの数や組み合わせ
るパラメーターの種類は、リンクグループごとに選択できます。
70

ミュートセーフ機能を使う
ミュートグループに属するチャンネルの中から、特定のチャンネルのみを一時的に除外できます
( ミュートセーフ )。

1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押します。

2. MUTE GROUPボタンを押して、DCA/MUTE GROUP ASSIGN MODEポップアップ画
面を表示させます。

3. MUTE SAFEボタンを押します。

4. [SEL] キーを押して、ミュートグループから除外したいチャンネルを選びます
(複数選択可 )。
[SEL] キーが点灯し、ウィンドウのチャンネル表示フィールドに対応するチャンネルが緑色でハ
イライト表示されます。点灯している [SEL] キーをもう1回押して消灯させれば、ミュートセー
フを解除できます。
ミュートセーフに設定したチャンネルは、そのチャンネルの属するミュートグループをミュート
しても影響を受けません。

チャンネルリンクについ
“チャンネルリンク”とは、インプット
( リンク ) させる機能です。
連動するパラメーターの種類は次の
・ ヘッドアンプの設定
・ デジタルゲインの設定
・ HPFの設定
・ EQの設定
・ ダイナミクス1の設定
・ ダイナミクス2の設定
・ インサートON、ポイントの設定
・ ダイレクトアウトON、レベル、ポ
・ MIX バスに送られる信号のレベル
・ MIX バスに送られる信号のオン /
・ MATRIX バスに送られる信号のレ
・ MATRIX バスに送られる信号のオ
・ フェーダーの操作
・ [ON] キーの操作
・ TO STEREO/MONOの設定
・ DELAYの設定
・ DCA GROUP ASSIGNの設定
・ MUTE GROUP ASSIGN、MUT

2本以上のインプット系チャンネル
クグループの数、およびそれぞれのリ
に制限はありません。また、連動させ
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ド
、連動させるパラメーターを選択します。これは、リンクグループ

ルド
ドで、MIX ON、MIX SEND、MATRIX ON、MATRIX SENDの各
フィールドのボタンを使って送り先となるバスを指定します。

ないフェーダーは表示されません。

ルドの各ボタンを使って、連動させるパラメーターを選びます

ドで選べるパラメーターは、次の表のとおりです。

ルでダイナミクス 1、2をリンクさせた場合、パラメーターの設定
イン信号は連動しません。ダイナミクスについては「EQ/ ダイナミ
ださい。
ボタンをオンにした場合、ライブラリーのリコール操作も連動し

ダーの操作は、チャンネル間でレベル差を保ったまま連動します。

アンプの設定

設定

ルゲインの設定

定

ミクス 1、2の設定

ートの設定

クトアウトの設定

スに送られる信号のセンドレベル

スに送られる信号のオン /オフ

IX バスに送られる信号のセンドレベル

IX バスに送られる信号のオン /オフ

ダーの操作

ループの割り当て

ネルのオン /オフ

トグループの割り当て

O/MONOバスに送られる信号のオン /オフ

ネルディレイの設定
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任意のインプット系チャンネルをリンクさせる
ここでは、インプット系チャンネルの特定のパラメーターをリンクさせる方法を説明します。

NOTE
チャンネルリンクの設定は、シーンの一部として保存されます。

1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押します。

2. CH LINKボタンを押してCH LINK MODEポップアップ
画面を表示させます。
このポップアップ画面では、リンクさせるチャンネルを表示
したり、連動させるパラメーターを設定したりできます。
この画面に含まれる項目は、次のとおりです。

NOTE
リンクさせる 2つ以上のチャンネルの [SEL] キーを同時
に押して離すことでもこの画面を開けます。

1 チャンネル表示フィールド
リンクグループを作成すると、対応するチャンネルがハイライト表示されます。複数のリンクグ
ループがあるときは、グループごとに異なる色で表示されます。

NOTE
ST IN チャンネルの L/Rは、常に連動します。

2 LINK PARAMETERフィール
フィールド内のボタンを使って
ごとに設定できます。

3 SEND PARAMETERフィー
LINK PARAMETERフィール
ボタンをオンにした場合、この

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に

3. LINK PARAMETERフィー
(複数選択可 )。
LINK PARAMETERフィール

NOTE
･ 複数のインプット系チャンネ
値は共通になりますが、キー
クス」 ( → P.56) をご参照く
･ EQボタン /DYNAMICS1、2
ます。
･ HAアナログゲインとフェー

CH LINK ボタン

2

1

3

HA ヘッド

HPF HPF の

DIGITAL GAIN デジタ

EQ EQ の設

DYNAMICS1、2 ダイナ

INSERT インサ

DIRECT OUT ダイレ

MIX SEND MIX バ

MIX ON MIX バ

MATRIX SEND MATR

MATRIX ON MATR

FADER フェー

DCA DCAグ

CH ON チャン

MUTE ミュー

TO STEREO STERE

DELAY チャン
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作できます。

は、チャンネル表示フィールドを押します。
面が表示されます。

選びます。

左下の LINK

リンクグループ
されます。

L1 で使用した
CL1で使用した場合、その機種にないチャンネルにアサインされ
し線が表示されます。

ネルをリンクします。

タンを押します。
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4. 手順3でMIX ON、MIX SEND、MATRIX ON、MATRIX SENDの各ボタンをオンにした場
合は、SEND PARAMETERフィールドのボタンを使って対象のバスを指定します (複数
選択可 )。
SEND PARAMETERフィールドで選べるバスは、次の表のとおりです。

NOTE
SEND PARAMETERフィールドで何も選択しなかった場合、センドのオン /オフやセンドレ
ベルは連動しません。

5. チャンネルをリンクさせるには、インプット系チャンネルどうしで、リンク元の [SEL] キー
を押しながらリンク先の [SEL] キーを押します。
このとき、手順3、4で選んだパラメーターの設定値が、リンク元からリンク先のチャンネルにコ
ピーされます。また、これ以降の操作では、同じリンクグループに属するチャンネルどうしで、手順
3、4で選んだパラメーターが連動します。
現在のリンクの状態はウィンドウのチャンネル表示フィールドで確認できます。

NOTE
･ 3 チャンネル以上をリンクさせたいときは、リンク元の [SEL] キーを押したまま、リンクグ
ループに加えたいチャンネルの [SEL] キーを順に押します。
･ リンクグループに所属するチャンネルの [SEL] キーを押して点灯させると、同じリンクグルー
プに含まれるすべてのチャンネルの [SEL] キーが点滅します。
･ INPUT チャンネルを ST IN チャンネルにリンクさせた場合、ST IN チャンネルに存在しないパ
ラメーターは無視されます。

6. 既存のリンクグループに新しいチャンネルを加えたいときは、グループ内の任意の [SEL]
キーを押しながら、グループに加える [SEL] キーを押します。

NOTE
リンク先のチャンネルがすでに別のリンクグループに登録されていた場合は、元のグループの
リンクからは解除されて、あとから操作を行なった新しいグループに加えられます。

7. リンクを解除するには、同じリンクグループに登録されている任意の[SEL]キーを押しなが
ら、解除するチャンネルの [SEL] キーを押します。

NOTE
リンクグループに設定されているチャンネル間のレベルバランスを変更するときなど、レベル
差を保ったままリンクするパラメーター(HA アナログゲイン、フェーダー) については、リンク
するすべてのチャンネルを一時的にリンクグループから解除できます。リンクされている任意
のチャンネルの [SEL] キーを押しながら変更したいパラメーターを操作してください。
[SEL] キーを押している間は、HAアナログゲイン、フェーダーはリンクしません ( ただし、シー
ンメモリーのリコールでフェード中の場合は、一時的に解除できません )。

手順5からを、ディスプレイ上でも操

5. チャンネルをリンクさせるに
CH LINK SET ポップアップ画

6. リンクさせたいチャンネルを

7. リンクを確定させるには、画面
ボタンを押します。
選択したチャンネルボタンに、
を示するアルファベットが表示

NOTE
CL5 の設定データをCL3/C
場合や、CL3 の設定データを
ていると、ボタン上に取り消

8. 同様にリンクさせたいチャン

9. 作業が終わったらCLOSEボ

MIX1 ～ 24 MIX バス 1～ 24

MATRIX1 ～ 8 MATRIX バス 1～ 8
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るフィールドです。この画面が表示されているときに、パネル上の
選ぶと、このフィールドに表示されます。

ンネルの場合、コピーするパラ
れます。

タン
ラメーター

TRIX SENDボタン
ラメーター

ド
るフィールドです。コピー元を
L] キーでチャンネルを選ぶと
に表示されます。

ないフェーダーは表示されま

す。コピー元とコピー先を指定した後でボタンを押すと、コピーが

画面に戻ります。

 

選択後
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チャンネルのコピー/移動 /初期化
複数のチャンネル間でミックスパラメーターをコピー/移動したり、特定のチャンネルのパラメーター
を初期設定値に戻したりできます。

チャンネルのパラメーターをコピーする
各チャンネルのミックスパラメーターの設定値を別のチャンネルにコピーできます。コピーを実行する
と、コピー先のパラメーターに上書きされます。
コピーが行なえるチャンネルの組み合わせは次のとおりです。
・ インプット系チャンネルどうし
・ STEREO L/R チャンネルとMONOチャンネル
・ MIX チャンネルどうし
・ MATRIX チャンネルどうし

1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押して、
CH JOBメニューを表示させます。

2. COPYボタンを押してCH COPY MODEポップアップ画面
を表示させます。

このポップアップ画面では、チャンネルの設定をコピーする操作
を行ないます。画面に含まれる項目は、次のとおりです。

1 SOURCE CHフィールド
コピー元のチャンネルを表示す
[SEL] キーでチャンネルを1つ

コピー元がMIX/MATRIX チャ
メーターを選ぶボタンが表示さ

COPY TARGETフィールド

・ MODULE PARAMETERSボ
選択チャンネルのモジュールパ

・ WITH MIX SEND/WITH MA
選択チャンネルへのSENDパ

2 DESTINATION CHs フィール
コピー先のチャンネルを表示す
選択した後で、パネル上の [SE
( 複数選択可 )、このフィールド

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に
せん。

3 COPYボタン
コピー操作を実行するボタンで
実行されます。

4 CLOSEボタン
ポップアップ画面を閉じて元の

COPYボタン

1 4 2 3

選択前
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移動する
定のチャンネルの設定内容を別のチャンネルに移動できます。移
に含まれるチャンネルの番号が1つずつ前後に移動します。

わせは次のとおりです。

アのCH JOBボタンを押し
させます。

OVE MODEポップアップ画

5

4

ます

MOVEボタン
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3. コピー元のチャンネルを選ぶには、対応する [SEL] キーを押して点灯させます。
ウィンドウのSOURCE CHフィールドに、対応するチャンネルがハイライト表示されます。
コピー元のチャンネルを選ぶと、自動的にDESTINATION CHsフィールドが強調表示され、コ
ピー先が選べるようになります。
なお、コピー元に選んだチャンネルを選択し直すには、SOURCE CHフィールドを押します。

NOTE
コピーの設定は“コピー元”→“コピー先”の順序でのみ行なえます。

4. コピー先のチャンネルを選ぶには、対応する [SEL] キーを押して点灯させます
(複数選択可 )。
ウィンドウのDESTINATION CHs フィールドに、対応するチャンネルがハイライト表示されま
す。手順3で選んだチャンネルによって、選択できるチャンネルは異なります。
なお、コピー先に選択したチャンネルをすべて解除するには、DESTINATION CHs フィールドを
押します。

5. コピー元にMIX/MATRIXチャンネルを選んだ場合は、COPY TARGETフィールドのボタ
ンを使って、コピーするパラメーターを選択します。

6. コピーを実行するには、COPYボタンを押します。
コピーが実行され、コピー先のチャンネルのパラメーターに上書きされます。コピーの実行後は、
SOURCE CHフィールド /DESTINATION CHsフィールドが未設定の状態に戻ります。

7. CH COPY MODEポップアップ画面を閉じるには、CLOSEボタンを押します。

チャンネルのパラメーターを
インプット系チャンネルどうしで、特
動を実行すると、移動元と移動先の間

移動が行なえるチャンネルの組み合
・ INPUTチャンネルどうし
・ ST IN チャンネルどうし

1. ファンクションアクセスエリ
て、CH JOBメニューを表示

2. MOVEボタンを押してCH M
面を表示させます。

1 2 3 4

1 5 2 3

1 つずつ移動し

移動
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。移動元と移動先を指定した後でボタンを押すと、移動が実行され

画面に戻ります。

は、対応する [SEL] キーを押して点灯させます。
ィールドに、対応するチャンネルがハイライト表示されます。
自動的にDESTINATION CHフィールドが強調表示され、移動先

ルを選択し直すには、SOURCE CHフィールドを押します。

動先”の順序でのみ行なえます。

は、対応する [SEL] キーを押して点灯させます。
 CH フィールドに、対応するチャンネルがハイライト表示されま
順3で選んだチャンネルに応じて異なります。
ネルを解除するには、DESTINATION CHフィールドを押します。

ボタンを押します。
すべてのチャンネルの設定が、移動元の方向に1チャンネル分ず
ネルの設定が移動します。移動の実行後は、SOURCE CHフィー
ールドが何も設定されていない状態に戻ります。

ップ画面を閉じるには、CLOSEボタンを押します。
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このポップアップ画面では、チャンネルの設定を移動させる操作を行ないます。

1 SOURCE CHフィールド
移動元のチャンネルを表示するフィールドです。この画面が表示されているときに、パネル上の
[SEL] キーでインプットチャンネルを1つ選ぶと、このフィールドに表示されます。
移動可能な組み合わせは、モノラルのインプットチャンネル同士、およびST IN チャンネル同士
に限られます。

2 DESTINATION CHフィールド
移動先のチャンネルを表示するフィールドです。移動元を選択した後で、パネル上の [SEL] キー
でインプットチャンネルを選ぶと、このフィールドに表示されます。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

3 MOVEボタン
移動操作を実行するボタンです
ます。

4 CLOSEボタン
ポップアップ画面を閉じて元の

3. 移動元のチャンネルを選ぶに
ウィンドウのSOURCE CHフ
移動元のチャンネルを選ぶと、
が選べるようになります。
なお、移動元に選んだチャンネ

NOTE
移動の設定は“移動元”→“移

4. 移動先のチャンネルを選ぶに
ウィンドウのDESTINATION
す。選択できるチャンネルは、手
なお、移動先に選択したチャン

5. 移動を実行するには、MOVE
移動元と移動先の間に含まれる
れ、移動元から移動先にチャン
ルド /DESTINATION CHフィ

6. CH MOVE MODEポップア

1 2

3

4
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には、対応する [SEL] キーを押して点灯させます

フィールドに、対応するチャンネルがハイライト表示されます。
べて解除するには、TARGET CHsフィールドを押します。

AULT ボタンを押します。
ーターが初期化されます。
ィールドは何も選択されていない状態に戻ります。

プアップ画面を閉じるには、CLOSEボタンを押します。
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チャンネルのパラメーターを初期化する
チャンネルのパラメーターを初期設定値に戻せます。この操作はす
べてのチャンネルに対して行なえます。

1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押し
て、CH JOBメニューを表示させます。

2. DEFAULTボタンを押してCH DEFAULT MODEポップ
アップ画面を表示させます。

このポップアップ画面では、パラメーターを初期化する操作
を行ないます。

1 TARGET CHsフィールド
初期化の対象として選ばれたチャンネルを表示するフィールドです。この画面が表示されている
ときに、パネル上の [SEL] キーでインプットチャンネルを選ぶと ( 複数選択可 )、このセクション
に表示されます。もう一度同じ [SEL] キーを押すと、選択が解除されます。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

2 DEFAULT ボタン
チャンネルを選んだ後でこのボタンを押すと、初期化が実行されます。

3 CLOSEボタン
ポップアップ画面を閉じて元の画面に戻ります。

3. 初期化するチャンネルを選ぶ
(複数選択可 )。
ウィンドウの TARGET CHs
なお、選択したチャンネルをす

4. 初期化を実行するには、DEF
選択されたチャンネルのパラメ
初期化後は、TARGET CHsフ

5. CH DEFAULT MODEポッ

DEFAULT ボタン

1

3

2
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作

る
ーにストア /リコールするには、トップパネルのSCENE 
各キーを使う方法と、SCENE LIST ウィンドウを使用する方法

ORセクションのキーを使う

ッチスクリーン上のボタンなどを使って、ミックスパラメー

[DEC] キーを使って、
します。

、ファンクションアク
ドで確認できます。新
が点滅します。この点滅
が、現在読み込まれてい
わしています。

示します。このフィールドを押すと、シーンをより詳しく表示 /設
ドウが表示されます。

を表示します。

ロテクトマーク
ーク (READ ONLY) を表示します。また、ライトプロテクトのか
マークを表示します。

イトルを表示します。

ミックスパラメーターを変更すると、このマークが表示されます。
るためにストア操作が必要であることを示しています。

4

3

2
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シーンメモリー
ここでは、シーンメモリーの操作方法について説明します。

シーンメモリーについて
CLシリーズでは、ミックスパラメーターや入出力ポートのパッチングなどの設定に名前を付け、シー
ンとしてメモリーにストア ( 保存 ) / リコール ( 読み込み ) できます。
シーンには、000～ 300のシーン番号が付けられており、000はミックスパラメーターを初期値に
戻すための読み込み専用のシーン、001～ 300は読み書き可能なシーンです。
1つのシーンには、トップパネル上のフェーダーの位置や [ON] キーの状態のほか、次のようなパラ
メーターが含まれます。

・ 入力 /出力ポートのパッチング
・ チャンネルネーム、カラー
・ バスの設定
・ ヘッドアンプの設定
・ デジタルゲインの設定
・ EQの設定
・ ダイナミクス1、2の設定
・ インプットディレイの設定
・ ラック (GEQ/ エフェクト /プレミアムラック ) の設定
・ パン /バランスの設定
・ インサート /ダイレクトアウトの設定
・ MIX バスに送られる信号のオン /オフ、センドレベル
・ MATRIX バスに送られる信号のオン /オフ、センドレベル
・ STEREO/MONOバスに送られる信号の設定
・ DCAグループの設定
・ ミュートグループの設定
・ チャンネルリンクの設定
・ パネルの展開状態 (PANEL SNAPSHOT)

シーンメモリーの基本操

シーンをストア /リコールす
現在のミックス設定をシーンメモリ
MEMORY/MONITORセクションの
があります。

■ SCENE MEMORY/MONIT

1. トップパネルの各操作子や、タ
ターを設定します。

2. SCENE MEMORY [INC]/
ストア先のシーン番号を選択

現在選ばれているシーン番号は
セスエリアのSCENEフィール
しいシーン番号を選ぶと、番号
は、表示されているシーン番号
るシーン番号と異なることを表

シーンの大まかな情報を常に表
定できるSCENE LIST ウィン

1 シーン番号
現在選択されているシーン番号

2 Rマーク (READ ONLY) / プ
読み込み専用のシーンにはRマ
かったシーンでは、プロテクト

3 シーンタイトル
現在選択されているシーンのタ

4 Eマーク (EDIT マーク )
現在読み込まれているシーンの
この表示は、変更内容を記憶す

21
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E] キー、またはSCENE STORE ポップアップ画面下部の

画面が閉じ、ストア操作を確認するダイアログが表示されます。

タンを押します。
で選択したシーン番号にストアされます。ストアが完了すると、
のシーン番号の点滅が止まります。なお、ストアを中止する場合は
Lボタンを押します。

を表示させないようにすることもできます ( → P.168)。この場
RE] キーを 1回だけ押すと通常のようにSCENE STORE ポップ
1回押すとストアが実行されます。また、SCENE MEMORY 
回押すと、SCENE STOREポップアップ画面は表示させずにスト

ールするには、SCENE MEMORY [INC]/[DEC] キーを使っ
号を選択します。
、ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドで確認で

LL] キーを押します。
ログが表示されます。

ボタンを押します。
ルされます。なお、リコールを中止する場合は、OKボタンのかわ
す。
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NOTE
･ SCENE MEMORY [INC]/[DEC] キーのどちらか一方を押し続けると、シーン番号が連続的に
変化します。
･ SCENE MEMORY [INC]/[DEC] キーを同時に押すと、SCENEフィールドの表示が、現在読み
込まれているシーンの番号に戻ります。
･ プロテクトマークまたは Rマークが表示されるシーン番号には、ストアできません。

3. SCENE MEMORY [STORE] キーを押します。
シーンにタイトルやコメントを付けるSCENE STOREポップアップ画面が表示されます。

1 SCENE TITLE フィールド
このフィールドを押して選択すると、シーンのタイトルが入力できます (最大16文字 )。

2 COMMENTフィールド
このフィールドを押して選択すると、シーンのコメントが入力できます。シーンごとの覚え書きに
利用できます (最大32文字 )。

4. 必要に応じて、シーンにタイトルやコメントを付けます。
文字の入力方法は取扱説明書 ( 別紙 )の「名前を付ける」をご参照ください。

5. SCENE MEMORY [STOR
STOREボタンを押します。
SCENE STOREポップアップ

6. ストアを実行するにはOKボ
現在のミックス設定が、手順2
ファンクションアクセスエリア
OKボタンのかわりにCANCE

NOTE
ストア操作の確認ダイアログ
合、SCENE MEMORY [STO
アップ画面が表示され、もう
[STORE] キーをすばやく 2
アできます。

7. ストアしているシーンをリコ
て、リコール元となるシーン番
現在選ばれているシーン番号は
きます。

8. SCENE MEMORY [RECA
リコール操作を確認するダイア

9. リコールを実行するにはOK
手順7で選んだシーンがリコー
りにCANCELボタンを押しま

1 2
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します。押すと、そのシーンが書き込み禁止になり、錠前のアイコ
と、書き込み禁止が解除されます。

いるシーンが、現在選ばれているシーン ( カレントシーン )です。
のシーンがカレントシーンの位置に来るように、リスト全体を上

作して、シーンを選択します。ノブの下の数字で現在選ばれている

ファンクションノブを回すと、連続した複数のシーンを選択でき
に、マルチファンクションノブを押しながら回しても同じ効果が

ンが選択されます。

ボタン
ます。押すと、シーンに名前を付けて保存するSCENE STORE
す。

の動作が、上書き保存の場合のみ有効です。

をリコールします。

前の動作がリコール操作の場合のみ有効です。

り替えます。

理には影響を与えずに、シーンの設定値をディスプレイやパネル
Wモードになります。

ンクションノブをどれか回し、ストア先のシーン番号を選び

選択できます。これを行なうには、MULTI SELECT ボタンをオン
ノブを回すか、マルチファンクションノブを押しながら回します。
した場合、同じ内容が選択したすべてのシーン番号に保存されま
て、複数のバリエーションを作りたいときに便利です。
E MEMORY [INC]/[DEC] キーを使うこともできます。
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■ SCENE LIST ウィンドウを使う

1. トップパネルの各操作子や、タッチスクリーン上のボタンなどを使って、ミックスパラメー
ターを設定します。

2. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
シーンの各種操作を行なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。この画面に含まれる項目
は、次のとおりです。

1 シーンリスト
メモリーに保存されたシーンの各種情報を表示します。

2 NO./TITLE ボタン
それぞれのボタンを押すたびに、リスト内のシーンが番号順、タイトル順にソートされます。同じ
ボタンを押すと、昇順と降順が切り替わります。

3 シーン番号
シーンの番号を表示します。

4 シーンタイトル
シーンに付けられたタイトルを表示します。押すと、タイトルを編集するSCENE TITLE EDIT
ポップアップ画面が表示されます。

5 ライトプロテクト
ライトプロテクトの有無を表示
ンが表示されます。もう一度押す

6 カレントシーン
リスト内で枠が青く表示されて
別の行のシーン番号を押すと、そ
下にシフトします。

7 SCENE SELECTノブ
マルチファンクションノブで操
シーンの番号が確認できます。

8 MULTI SELECTボタン
このボタンをオンにしてマルチ
ます。また、ボタンがオフのとき
得られます。

9 LAST SCENEボタン
押すと、最後にリコールしたシー

0 SCENE STOREポップアップ
現在のミックス設定をストアし
ポップアップ画面が表示されま

A STORE UNDOボタン
ストア操作を取り消します。直前

B RECALL SCENEボタン
押すと、現在選ばれているシーン

C RECALL UNDOボタン
リコール操作を取り消します。直

D ページ切り替えタブ
SCENE画面の右側の表示を切

E PREVIEWボタン
押すと、カレントシーンの信号処
で確認と編集ができるPREVIE

3. ストアする場合は、マルチファ
ます。

NOTE
･ ストア先のシーン番号は複数
にしてマルチファンクション
･ ストア先のシーンを複数選択
す。同じミックス内容を元にし
･ シーン番号の選択には、SCEN

7

3

5
4

2

8

D90 BA C

6

1 E
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ってリコールする
を1回押すだけで選択したシーンを直接リコールしたり、シーン
うには、まずUSER DEFINEDキーにシーンをリコールする機能
SER DEFINEDキーに割り当て可能なリコール操作には、次のよ

次の番号のシーンを直接リコールします。

前の番号のシーンを直接リコールします。

の前後のシーン番号にシーンがストアされていない場合、シーン
シーン番号がリコールされます。

のリコール操作をUSER DEFINEDキーに割り当てます。この機
EDキーを押すと、割り当てたシーンがすぐにリコールされます。

当てて、キーを1回押すだけでシーンをリコールするには、次のよ

アのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

タンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示させま

まれており、画面下部のタブを使ってページを切り替えます。
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4. STOREボタンを押します。
シーンにタイトルやコメントを付けるSCENE STOREポップアップ画面が表示されます。

5. 必要に応じて、シーンにタイトルやコメントを付けます。

6. SCENE STORE ポップアップ画面下部のSTOREボタンを押します。
SCENE STOREポップアップ画面が閉じ、ストア操作を確認するダイアログが表示されます。

7. ストアを実行するにはOKボタンを押します。
現在のミックス設定が、手順3で選択したシーン番号にストアされます。なお、ストアを中止する
場合は、OKボタンのかわりにCANCEL ボタンを押します。

8. シーンの上書き保存を取り消すには、STORE UNDOボタンを押します。
シーンを上書き保存した直後は、STORE UNDOボタンを使って、最後に行なったシーンのスト
アのアンドゥ( 取り消し )操作が行なえます。STORE UNDOボタンを押すと、アンドゥ操作を確
認するダイアログが表示されますので、操作を実行する場合はOKボタンを押してください。
アンドゥを実行した後で、STORE UNDOボタンをもう1回押すと、ストアのリドゥ( 再実行 )
操作が行なえます。

NOTE
･ STORE UNDOボタンが使用できるのは、上書き保存した直後だけです。
･ USER DEFINEDキーに、STORE UNDOボタンと同じ機能を割り当てることもできます
( → P.169)。

9. リコールする場合は、マルチファンクションノブをどれか回し、リコール元のシーン番号を
選択します。

10. RECALL ボタンを押します。
リコール操作を確認するダイアログが表示されます。

11. リコールを実行するにはOKボタンを押します。
手順9で選んだシーンがリコールされます。なお、リコールを中止する場合は、OKボタンのかわ
りにCANCELボタンを押します。

12. シーンのリコールを取り消すには、RECALL UNDOボタンを押します。
アンドゥ操作を確認するダイアログが表示されるので、操作を実行する場合はOKボタンを押し
てください。アンドゥした後に、もう1回 RECALL UNDOボタンを押すと、リドゥ( 再実行 ) 操
作が行なえます。

NOTE
･ USER DEFINEDキーに、RECALL UNDOボタンと同じ機能を割り当てることもできます
( → P.169)。
･ MIDI メッセージ ( プログラムチェンジ ) を使用してシーンをリコールすることもできます
( → P.152)。

USER DEFINEDキーを使
USER DEFINEDキーを使えば、キー
を順送りしたりできます。これを行な
を割り当てておく必要があります。U
うな種類があります。

・ INC RECALL
現在読み込まれているシーンの

・ DEC RECALL
現在読み込まれているシーンの

NOTE
現在読み込まれているシーン
がストアされている最も近い

・ DIRECT RECALL
特定のシーン番号を指定し、そ
能を割り当てたUSER DEFIN

USER DEFINEDキーに機能を割り
うに操作します。

1. ファンクションアクセスエリ

2. 画面左上のUSER SETUPボ
す。
この画面には複数のページが含
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”を選択します。
ように操作します。

L を割り当てる場合
 RECALL”、または“DEC RECALL”を選択します。

る場合
ECT RECALL”を選び、PARAMETER 2 の列で、“SCENE #xxx”
す。

を押してポップアップ画面を閉じます。
のUSER DEFINEDキーにも、シーンをリコールする機能を割り

DEFINEDキーを押します。
ます。
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3. USER DEFINED KEYSタブを押して、USERDEFINED KEYSページに切り替えます。
USER DEFINED KEYSページでは、USER DEFINEDキー[1] ～ [16] に機能を割り当てま
す。

4. 機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するポップアップボタンを押します。
USER DEFINED KEY SETUPポップアップ画面が表示されます。

5. FUNCTIONの列で“SCENE
割り当てる機能に応じて、次の

・ INC RECALL、DEC RECAL
PARAMETER 1 の列で“INC

・ DIRECT RECALLを割り当て
PARAMETER 1 の列で“DIR
(xxx はシーン番号 ) を選択しま

6. 設定が終わったらOKボタン
必要に応じて、同じ要領で、ほか
当ててください。

7. 機能を割り当てたいUSER 
対応するシーンがリコールされ
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文字列の順にシーンを並び替えます。押すたびに昇順と降順が

るSCENE COMMENT EDIT ポップアップ画面が表示され

IME ( フェードタイム )、PLAYBACK ( プレイバックリンク：
に任意のソングを再生する機能 )、GPI ( 汎用インターフェース )
示します。

ドの日付 /時間の順にシーンを並び替えます。押すたびに昇順と

示します。
は「内蔵時計の日時を合わせる」 ( → P.204) をご参照ください。

ド
容を設定します。ここでの変更は、すぐにCLシリーズに反映さ

ネルにあるマルチファンクションノブのどれかを回します。
、操作対象として選ばれていることを表わしています。

リストとCOMMENTフィールドの上部にある“NO.”、
E STAMP”のいずれかのタイトルを押します。
び替えが実行されます。

順に並び替えます。

順に並び替えます。

ストの並び方 ( 昇順または降順 ) を変えることもできます。

3 4
82

シーンメモリーを編集する
ここでは、シーンメモリーにストアしたシーンの並び替え、タイトル変更、コピー( 複製 ) / ペースト
( 貼り付け )などの編集操作を行なう方法を説明します。

シーンメモリーの並び替え

1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
シーンメモリーの各種操作を行なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。SCENE LIST
ウィンドウの右半分は、タブを使って5種類 (COMMENT/FOCUS/FADE TIME/GPI OUT/
PLAYBACK LINK) のフィールドを切り替えることができます。

2. SCENE LIST ウィンドウ下部のCOMMENTタブを押します。
SCENE LIST ウィンドウの右半分にCOMMENTフィールドが表示されます。

1 COMMENTソートボタン
押すと、COMMENTフィールドの
切り替わります。

2 COMMENTフィールド
押すと、シーンのコメントを入力す
ます。

3 STATUSフィールド
FOCUS ( フォーカス )、FADE T
シーンをリコールした一定時間後
の設定状況をインジケーターで表

4 TIME STAMPソートボタン
押すと、TIME STAMPフィール
降順が切り替わります。

5 TIME STAMPフィールド
シーンを保存した日付 /時間を表
TIME STAMPの表示フォーマット

6 CURRENT SETTINGフィール
次のシーンストアで保存される内
れます。

3. シーン番号を選ぶには、トップパ
シーンリストの青く反転した列は

4. シーンを並び替えるには、シーン
“TITLE”、“COMMENT”、“TIM
押した場所に応じて、次のように並

1 NO.
シーン番号順に並び替えます。

2 TITLE
タイトルの数字 /アルファベット

3 COMMENT
コメントの数字 /アルファベット

4 TIME STAMP
作成日時の順に並び替えます。

NOTE
同じ場所を繰り返し押せば、リ

6

2
3
5

1 4

1 2
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のペースト、クリア、カット、インサート操作を取り消して、1つ前

をご参照ください。

る
にコピーし、別のシーン番号にペースト ( 貼り付け )します。

用すると、カレントシーンの任意のチャンネル /パラメーターの
リー内の任意のシーンデータ ( 複数選択可能 ) にペーストするこ

アのSCENEフィールドを押します。
示されます。

ョンノブを回してコピー元のシーン番号を選び、COPYボタ

グが表示されます。

タンを押します。
ファーメモリーに保管されます。

シーンのコピー/カット操作を行なうと、バッファーメモリーに上
さい。
を選ぶことはできません。

ョンノブを回してペースト先のシーン番号を選び、PASTEボ

ログが表示されます。
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5. シーンのタイトル/コメントを編集したいときは、各シーンのTITLE欄またはCOMMENT
欄を押して、SCENE TITLE EDIT またはSCENE COMMENT EDIT ポップアップ画面を
表示させます。

NOTE
読み込み専用のシーン、またはライトプロテクトがかかったシーンは、タイトル /コメントを
変更できません。

6. プロテクトの有効 /無効を切り替えるには、プロテクトマークを押します。
ライトプロテクトのかかったシーンにはプロテクトマークが表示され、上書きが行なえなくなり
ます。

NOTE
シーン番号 000の Rマークは、無効にできません。

7. シーンメモリーの編集を行なうには、ツールボタンを使用します。
詳しくは次の「シーンメモリーの編集について」をご参照ください。

シーンメモリーの編集について
シーンメモリーにストアしたシーンは、別のシーン番号にコピー/ペーストしたり、クリア ( 消去 )した
りできます。

1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
シーンメモリーの各種操作を行なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。シーンメモリー
の編集は、SCENE LIST ウィンドウ上部に表示されるボタンで行ないます。
各ボタンの機能は次のとおりです。

1 COPYボタン
押すと、選択したシーンがバッファーメモリーにコピーされます。

2 PASTEボタン
押すと、バッファーメモリー内のシーンが選択したシーンに上書きされます。

3 CLEARボタン
押すと、選択したシーンが消去されます。

4 CUTボタン
選択したシーンが削除され、バッファーメモリーにコピーされます。削除されたシーン以降のシー
ンの番号が前に詰まります。

5 INSERTボタン
バッファーメモリー内のシーンを、選択したシーン番号に挿入します。その番号以降のシーンは、
番号が1つずつ後ろにずれます。

6 UNDOボタン
直前に行なったシーンメモリー
の状態に戻します。

2. 各種編集操作を行ないます。
詳しい操作方法は、次の各項目

シーンをコピー/ペーストす
任意のシーンをバッファーメモリー

NOTE
グローバルペースト機能を利
設定内容をコピーして、メモ
ともできます ( → P.85)。

1. ファンクションアクセスエリ
SCENE LIST ウィンドウが表

2. いずれかのマルチファンクシ
ンを押します。
コピー操作を確認するダイアロ

3. コピーを実行するには、OKボ
手順2で選んだシーンが、バッ

NOTE
･ ペーストを行なう前に、別の
書きされますのでご注意くだ
･ コピー元として複数のシーン

4. いずれかのマルチファンクシ
タンを押します。
ペースト操作を確認するダイア

1 2 3 4 5 6
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ついて説明します。
ーンの番号が前に詰まります。なお、カットしたシーンは、任意の
す。

アのSCENEフィールドを押します。
示されます。

ョンノブを回してカットするシーン番号を選び、CUTボタン

グが表示されます。

ストを並び替えてある場合、CUTボタンは使用できません。

タンを押します。
され、そのシーン番号よりあとのシーンの番号が、前に詰まりま
はバッファーメモリーに保管されます。

プロテクトされたシーンはカットできません。

( バッファーメモリーに保管したシーン )をペースト
します。

を行なう前に、別のシーンをコピー/カットしてしまうと、バッ
ますのでご注意ください。
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NOTE
･ ペースト先のシーンは複数を選択できます。これを行なうには、MULTI SELECT ボタンをオン
にしてマルチファンクションノブを回すか、マルチファンクションノブを押しながら回しま
す。この場合は、選択したすべてのシーンに同じ内容がペーストされます。
･ コピーしたシーンは、インサートすることもできます ( → P.85)。
･ バッファーメモリーに何も保管されていないとき、PASTEボタンは使用できません。

5. ペーストを実行するには、OKボタンを押します。
バッファーメモリーに保管されたシーンが、手順4で選んだシーン番号にペーストされます。な
お、ペーストを中止する場合はOKボタンのかわりにCANCELボタンを押します。

シーンをクリアする

1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
SCENE LIST ウィンドウが表示されます。

2. いずれかのマルチファンクションノブを回してクリアするシーン番号を選び、CLEARボタ
ンを押します。
クリア操作を確認するダイアログが表示されます。

NOTE
クリアするシーンは複数選択できます。これを行なうには、MULTI SELECT ボタンをオンにし
てマルチファンクションノブを回すか、マルチファンクションノブを押しながら回します。

3. クリアを実行するには、OKボタンを押します。
手順2で選んだシーン番号がクリアされます。なお、クリアを中止する場合はOKボタンのかわ
りにCANCELボタンを押します。

NOTE
読み込み専用のシーン、またライトプロテクトのかかったシーンはクリアできません。

シーンをカットする
ここでは、シーンをカットする方法に
シーンをカットすると、それ以降のシ
位置にペースト /インサートできま

1. ファンクションアクセスエリ
SCENE LIST ウィンドウが表

2. いずれかのマルチファンクシ
を押します。
カット操作を確認するダイアロ

NOTE
“NO.”以外の方法でシーンリ

3. カットを実行するには、OKボ
手順2で選んだシーンがカット
す。このとき、カットしたシーン

NOTE
読み込み専用のシーン、また

4. 必要ならば、カットしたシーン
(→ P.83) またはインサート

NOTE
ペースト、またはインサート
ファーメモリーに上書きされ
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を使う
ンの任意のチャンネル /パラメーターの設定内容を、メモリー内
ピー＆ペーストする機能です。カレントシーンの変更内容を、ス
反映させたいときに便利です。

IST の STORE/SORT がオンになっているユーザーのみ、グロー
ます。

アのSCENEフィールドを押して、SCENE LIST ウィンドウ

部のGLOBAL PASTE ボタンを押して、GLOBAL PASTE

チャンネル /パラメーターと、ペースト先となるシーン番号を選択

EL] キーでチャンネルを追加できます。

LL ボタン
たチャンネルをすべて解除します。SET ALL ボタンはすべての

ないフェーダーは表示されません。
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シーンをインサートする
バッファーメモリーに保管されたシーンを、任意のシーン番号の位置にインサートします。

1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
SCENE LIST ウィンドウが表示されます。

2. コピー操作(→P.83)またはカット操作を行ない、インサートしたいシーンをバッファーメ
モリーに保管します。

NOTE
コピー/カット元として複数のシーンを選ぶことはできません。

3. いずれかのマルチファンクションノブを回してインサート先のシーン番号を選び、INSERT
ボタンを押します。
インサート操作を確認するダイアログが表示されます。

NOTE
･ インサート先として複数のシーンを選ぶと、選択した数だけ同一内容のシーンを挿入できま
す。
･“NO.”以外の順番でシーンリストを並び替えてある場合、INSERT ボタンは使用できません。
･ バッファーメモリーに何も保管されていないとき、INSERT ボタンは使用できません。
･ シーンNO. の 300 にストア済みのシーンがある場合や、インサートによってストア済みの
シーンがNO.300 を越える場合、INSERT ボタンは使用できません。

4. インサートを実行するには、OKボタンを押します。
バッファーメモリーに保管されたシーンが、手順3で選んだシーン番号にインサートされます。
また、インサート先として複数のシーンを選んだ場合は、選んだシーン番号を先頭に、同一内容の
シーンがインサートされます。
なお、以前その場所にストアされていたシーンの番号が、インサートされたシーンの数だけ後方に
ずれます。

グローバルペースト機能
グローバルペーストは、カレントシー
のシーンデータ (複数選択可能 )にコ
トア済みの複数のシーンに一括して

NOTE
ユーザーレベルで SCENE L
バルペースト機能を利用でき

1. ファンクションアクセスエリ
を表示させます。

2. SCENE LIST ウィンドウ上
ウィンドウを表示させます。
この画面では、コピー元となる
します。

1 SET BY SEL ボタン
このボタンをオンにすると、[S

2 CLEAR ALL ボタン /SET A
CLEAR ALL ボタンは、選択し
チャンネルを選択します。
NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に

1

2
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、PREMIUM RACKから選択します。Flex15GEQタイプのGEQ
るエフェクトは、それぞれ個別に選べます。

のとおりです。

ます。ALLはチャンネルすべてのパラメーターが、LEVEL/ON
ンネルのオン /オフ状態がコピー対象になります。対象チャンネ
します。

で、ペースト先になるシーンの範囲を選びます。
囲のすべてのシーンがペースト対象になります。FROMはマルチ
TOはマルチファンクションノブ8で選択します。

が、メモリー内のシーンにペーストされます。
バーが表示されます。
ンが表示され、ボタンを押すと中止できます。このとき途中まで
できません。

名、アイコン、チャンネルカラー

ス 1の設定 (KEY IN SOURCEを含む )

のオン /オフ、インサートポイント

イン /アウトのパッチ、インサートインのヘッドアンプの設定

のレベル

オン /オフ状態

ン /オフ、パン /バランスの設定

のオン /オフ (MIX1 ～ 24 のみ )

スへのセンドのセンドレベル、パン、PRE/POST

スへのセンドのオン /オフ

に送られてくる信号の送り元の SENDパラメーター

ンプット系チャンネルのインプットパッチ、インサートイン /アウトパッ
クトアウトパッチの設定

ウトプット系チャンネルのアウトプットパッチ、インサートイン /アウト

ンプット系チャンネルのチャンネル名、アイコン、チャンネルカラー

ウトプット系チャンネルのチャンネル名、アイコン、チャンネルカラー

イン、ファンタムオン /オフ、ゲインコンペンセーション、フェーズの設

リンクの設定
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3. タブを使って、コピーの対象となる項目を次の中から選択します。

4. コピー元となるチャンネルやパラメーターを選択します。
表示は、タブの選択によって異なります。
チャンネルごとに異なるパラメーターを選択することはできません。
チャンネルを選択するには、トップパネルの [SEL] キーを使います。

・ INPUTタブ
左上でインプット系チャンネル、左下でそのパラメーターを選択します。
選択できるパラメーターは、次のとおりです。

・ OUTPUTタブ
左上でアウトプット系チャンネル、左下でそのパラメーターを選択します。
選択できるパラメーターは、次のとおりです。

・ RACKタブ
GEQ RACK、EFFECT RACK
やデュアルモードで使用してい

・ PATCH/NAMEタブ
選択できるパラメーターは、次

・ DCAタブ
ALL と LEVEL/ONから選択し
はマスターレベルとDCAチャ
ルは、DCA1～ 16個別に選択

5. DESTINATION SCENE欄
FROMと TOで選択された範
ファンクションノブ7で選択、

6. PASTE ボタンを押します。
カレントシーンの選択した項目
ペースト実行中は、プログレス
ペースト実行中は、STOPボタ
ペーストされ、元に戻すことは

INPUT インプット系チャンネルとパラメーター

OUTPUT アウトプット系チャンネルとパラメーター

RACK GEQ/EFFECT/PREMIUMの各ラック

PATCH/NAME インプット /アウトプットパッチ、チャンネル名

DCA DCAグループ

ALL インプット系チャンネルのすべてのパラメーター

INPUT PATCH インプットパッチの設定

NAME チャンネル名、アイコン、チャンネルカラー

HA 該当するインプット系チャンネルに割り当てられたヘッドアンプの設定、フェーズ

DELAY インプットディレイの設定

HPF HPFの設定

DIGITAL GAIN 該当するインプット系チャンネルのデジタルゲインの設定

EQ EQ の設定

DYNA1 ダイナミクス 1の設定 (KEY IN SOURCE、KEY IN FILTER を含む )

DYNA2 ダイナミクス 2の設定 (KEY IN SOURCEを含む )

MIX SEND MIX バスへのセンドレベル、パン、PRE/POST

MATRIX SEND MATRIX バスへのセンドのセンドレベル、パン、PRE/POST

FADER フェーダーのレベル

CH ON [ON] キーのオン /オフ状態

INSERT インサートのオン /オフ、インサートポイント

INSERT PATCH インサートイン /アウトのパッチ、インサートインのヘッドアンプの設定

DIRECT OUT ダイレクトアウトのオン /オフ、レベル、ダイレクトアウトポイント、パッチ

MIX ON MIX バスへのセンドのオン /オフ

MATRIX ON MATRIX バスへのセンドのオン /オフ

TO ST TO ST のオン /オフ、パン /バランスの設定

MONO TO MONOのオン /オフ

ALL アウトプット系チャンネルのすべてのパラメーター

OUTPUT PATCH アウトプットパッチの設定

NAME チャンネル

EQ EQの設定

DYNA1 ダイナミク

INSERT インサート

INSERT PATCH インサート

FADER フェーダー

CH ON [ON] キーの

TO ST/BAL TO ST のオ

MONO TO MONO

MATRIX SEND MATRIX バ

MATRIX ON MATRIX バ

WITH SEND FROM 
SOURCE CHs

チャンネル

INPUT PATCH すべてのイ
チ、ダイレ

OUTPUT PATCH すべてのア
パッチ

INPUT NAME すべてのイ

OUTPUT NAME すべてのア

HA アナログゲ
定

CH LINK チャンネル
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ルド
内容を設定します。

タンを押します。
プ画面が表示されます。画面に含まれる項目は、次のとおりです。

LL ボタン
およびグローバルフォーカスパラメーターの設定をすべてオフ、ま

ールド
ルを表示します。表示方法は、RECALL SAFE ポップアップ画面

は、SET BY SEL ボタン (2) をオンにして、そのチャンネルの

EL] キーでチャンネルを追加できます。チャンネルの [SEL] キー
のイラストが緑色 ( すべてのパラメーターがリコール ) または青
コール ) に変わります。もう一度同じ [SEL] キーを押すと、選択

ないチャンネルは表示されません。

3

1
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フォーカス機能を使う
“フォーカス機能”とは、シーンをリコールしたときに、そのシーンのパラメーターを部分的にリコール
( 読み込み )する機能です。シーンごとに設定できます。たとえば、あるシーンのインプット系チャンネ
ルの設定だけをリコールしたい、というような場合に便利です。

NOTE
フォーカスリコール機能とは逆に、特定のチャンネル /パラメーターをリコール操作から除外
する“リコールセーフ”機能もあります。ただし、フォーカスリコール機能はシーンごとに設定
できるのに対し、リコールセーフ機能の設定はすべてのシーンに共通です。

1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
シーンメモリーの各種操作を行なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。

2. SCENE LIST ウィンドウ下部の“FOCUS”タブを押します。
SCENE LIST ウィンドウの右半分に FOCUSフィールドが表示されます。

1 FOCUSボタン
シーンごとにフォーカス機能の有効 /無効を切り替えます。

2 SETポップアップボタン
押すと、リコール対象となるパラメーターを選択する FORCUS RECALL ポップアップ画面が表
示されます。

3 FOCUS PARAMETERインジケーター
シーンごとに設定されているフォーカスリコールの設定状態をインジケーターで表示します。

4 CURRENT SETTINGフィー
次のシーンストアで保存される

3. 設定したいシーンのSETボ
FORCUS RECALL ポップアッ

1 CLEAR ALL ボタン /SET A
フォーカスチャンネルの選択、
たはすべてオンに設定します。

■ フォーカスチャンネル表示フィ
リコール操作の対象となるチャンネ
と共通です。
新しいチャンネルを選択に加えるに
[SEL] キーを使用します。

2 SET BY SEL ボタン
このボタンをオンにすると、[S
を押すと、対応するフェーダー
色 ( 一部のパラメーターのみリ
が解除されます。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に

1 2

3

4

2



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

う
ーター/チャンネル (DCAグループ ) のみをリコール操作から除
能なフォーカス機能 ( → P.87) とは異なり、リコールセーフの設

アのCH JOBボタンを
プ画面を表示させます。

してRECALL SAFE 
示させます。

コールセーフ機能の設定
項目は、次のとおりです。

LL ボタン
ごとのリコールセーフ機能、およびグローバルリコールセーフ機
オン ( 有効 )に設定します。

ーフの対象パラメーターの選択は、変化しません。

RECALL SAFE ボタン

14

8
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■ チャンネルフォーカスパラメーター表示フィールド
チャンネルごとに、リコール操作の対象となるパラメーターを選択します。操作方法は、RECALL 
SAFEポップアップ画面と共通です。

3 FOCUSボタン
フォーカスリコール機能のオン /オフを切り替えます。

■ GLOBAL FOCUS PARAMETERフィールド
すべてのシーンでリコール操作の対象に設定されているパラメーター、およびラックを表示します。操
作方法と内容は、RECALL SAFE MODEポップアップ画面と共通です。

4. リコールセーフ機能を使うの手順2以降と同様に設定をします。

5. 選択したチャンネル/DCAグループの中で、特定のパラメーターだけをリコール対象にした
いときは、チャンネルフォーカスパラメーター表示フィールドのALL 以外のボタンを使っ
て、リコール対象となるパラメーターを選びます (複数選択可 )。なお、すべてのパラメー
ターをリコール対象にする場合は、ALLボタンをオンにします (初期設定 )。
ALL ボタンをオンにすると、そのシーンのほかのボタンはすべてオフになります。また、ほかのい
ずれかのボタンをオンにすると、ALLボタンはオフになります。

6. フォーカス機能を設定したシーンをリコールします。
FORCUS RECALL ポップアップ画面で選択したチャンネル (DCAグループ )/ パラメーターの
みが、リコールされます。なお、バスの設定は、フォーカスリコールの設定に関係なく、常にリコー
ルしたシーンの状態が再現されます。

NOTE
･ フォーカス機能を設定したシーンは、SCENE LIST ウィンドウ (COMMENT タブ ) の STATUS
フィールドに“FOCUS”のインジケーターが表示されます。
･ フォーカス機能は、リコールセーフ機能と併用できます。どちらか一方で、リコール操作から除
外されているチャンネル /パラメーターは、リコールされません。

リコールセーフ機能を使
“リコールセーフ”とは、特定のパラメ
外する機能です。シーンごとに設定可
定はすべてのシーンに共通です。

1. ファンクションアクセスエリ
押して、CH JOBポップアッ

2. RECALL SAFE ボタンを押
MODEポップアップ画面を表

このポップアップ画面では、リ
を行ないます。画面に含まれる

1 CLEAR ALL ボタン /SET A
現在設定されているチャンネル
能をすべてオフ ( 無効 )、または

NOTE
チャンネルごとのリコールセ

3
5

9

2

6

7
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T フィールド (DCA以外 )
コールセーフに設定するパラメーターを選びます。
ンの表示が次のように変化します。

SERT PATCH、DIRECT OUT の各ボタンがありません。

ールセーフがオンになっている場合は、選択されているチャンネ
タンが、次のように緑で点灯します。

ATCH、INSERT PATCH、DIRECT OUTのパラメーターが、グ
T PATCH設定によってセーフされることを示しています。
ーの INPUT NAME、OUTPUT PATCH、OUTPUT NAME、HA
の該当するセーフパラメーターが緑で点灯します。
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2 CH RECALL SAFE フィールド
現在リコールセーフに設定されているチャンネルを表示します。

3 SET BY SEL ボタン
パネル上の [SEL] キーを使って、リコールセーフに設定するチャンネルを選択するためのボタン
です。このボタンをオンにして、リコールセーフに設定したいチャンネルの [SEL] キーを押すと、
対応するフェーダーのイラストが緑色 ( すべてのパラメーターがリコールセーフ ) または青色
( 一部のパラメーターのみがリコールセーフ )に変わります。もう一度同じ [SEL] キーを押すと、
選択が解除されます。

4 GLOBAL RECALL SAFE フィールド
チャンネル単位ではないリコールセーフ設定やラックのリコールセーフ設定状態をインジケー
ターで表示します。このフィールドを押すと、GLOBAL RECALL SAFE ポップアップ画面が表
示されます。

5 チャンネル選択ボタン
リコールセーフを設定するチャンネルを選ぶボタンです。

NOTE
このボタンで設定するチャンネルを切り替えても、パネル上で選択されているチャンネルは連
動しません。

6 設定チャンネル表示
現在選択されているチャンネルのアイコン /番号 /カラー/名前を表示します。

7 APPLY TO ALL INPUTボタン (インプットチャンネルのみ表示 )
このボタンをオンにすると、インプットチャンネルでリコールセーフに設定されているパラメー
ターの種類が、すべてのインプットチャンネルに適用されます。
すべてのインプットチャンネルで共通のパラメーターをリコールセーフ設定にしたいときにオン
にします。

8 APPLY TO ALL OUTPUTボタン (アウトプットチャンネルのみ表示 )
このボタンをオンにすると、アウトプットチャンネルでリコールセーフに設定されているパラ
メーターの種類が、すべてのアウトプットチャンネルに適用されます。
すべてのアウトプットチャンネルで共通のパラメーターをリコールセーフ設定にしたいときにオ
ンにします。

9 SAFE PARAMETER SELEC
選択されているチャンネルでリ
チャンネルの種類に応じてボタ

・ インプットチャンネルの場合

NOTE
ST IN の場合は、INSERT、IN

・ MIXチャンネルの場合

・ MATRIX チャンネルの場合

・ STEREOチャンネルの場合

・ MONOチャンネルの場合

グローバルパラメーターのリコ
ルのセーフパラメーター選択ボ

この緑の点灯表示は、INPUT P
ローバルパラメーターの INPU
同様に、グローバルパラメータ
をオンにすると、各チャンネル

すべてのパラメーターがリコールセーフのチャンネル

一部のパラメーターのみリコールセーフのチャンネル

リコールセーフが解除されたチャンネル



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

チャンネル/DCAグループを選ぶには、対応する[SEL]キーを

ドの対応するチャンネル /DCAグループが白い枠で囲まれます
では、まだリコールセーフは有効にはなりません )。このとき、
Tフィールドに、選択したチャンネルまたはDCAグループ1～
ます。

ドのSET BY SEL ボタンがオンのときは、[SEL] キーを押した時
なり、CH RECALL SAFE フィールドの対応するチャンネル /
表示されます。なお、リコールセーフをオンにした後でも、手順 4
ます。

ループの中で、特定のパラメーターをリコールセーフの対象に
METER SELECTフィールドを以下のように操作します。

しただけではリコールセーフは有効になりません。リコールセー
には、必ず手順 5の操作 ( → P.91) も行なってください。
ン ( もしくはAPPLY TO ALL OUTPUTボタン ) をオンにしてい
 SELECTフィールドでの操作がすべてのインプット系チャンネ
チャンネル ) に対して適用されます。

した場合
T フィールド下部に並ぶボタンのうち、“ALL”以外のボタンを
となるパラメーターを選びます ( 複数選択可 )。なお、すべてのパラ
象にする場合は、ALLボタンをオンにします (初期設定 )。

合
て、INPUTチャンネルの動作と共通です。

Tフィールド下部に並ぶボタンのうち、“ALL”以外を使用してリ
メーターを選びます ( 複数選択可 )。
されるWITH MIX SENDボタンを使用すれば、インプット系
られる信号のオン /オフとセンドレベルの設定をリコールセーフ

べてのパラメーターをリコールセーフの対象にする場合は、ALL
定 )。

た場合
て、MIXチャンネルの動作と同じです。

EL] キーを押したときは、DCAグループ1～ 8、DCAグループ
グループのすべてのパラメーターが同時に表示されます。リコー
ターは“ALL”または“LEVEL/ON” ( フェーダーの位置 /[ON]
でき、選択した時点でリコールセーフがオンになります。
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各チャンネルの画面に含まれるボタン、および各ボタンが対応するパラメーターは、次のとおりです。

0 SAFE PARAMETER SELECTフィールド (DCA)
DCAグループごとに、リコールセーフの対象となるパラメーターを選択します。ALLボタンがオ
ンのときは、DCAマスターのすべてのパラメーターがリコールセーフの対象になります。
LEVEL/ONがオンのときには、DCAマスターのレベルとオン /オフ状態がリコールセーフの対
象となります。

3. リコールセーフの対象にする
押します。
CH RECALL SAFE フィール
(ただし、白い枠で囲まれた時点
SAFE PARAMETER SELEC
8または9～ 16が呼び出され

NOTE
CH RECALL SAFE フィール
点でリコールセーフがオンに
DCAグループがハイライト
のパラメーター選択が行なえ

4. 選択したチャンネル/DCAグ
したいときは、SAFE PARA

NOTE
･ 手順 4でパラメーターを選択
フのオン /オフを切り替える
･ APPLY TO ALL INPUT ボタ
る間は、SAFE PARAMETER
ル ( もしくはアウトプット系

・ インプット系チャンネルを選択
SAFE PARAMETER SELEC
使って、リコールセーフの対象
メーターをリコールセーフの対

・ ST IN チャンネルを選択した場
表示されるボタンの種類を除い

・ MIXチャンネルを選択した場合
SAFE PARAMETER SELEC
コールセーフの対象となるパラ
さらにフィールド左下部に表示
チャンネルからMIXバスに送
の対象に選べます。
なお、フィールド下部に並ぶす
ボタンをオンにします ( 初期設

・ MATRIX チャンネルを選択し
表示されるボタンの種類を除い

・ DCAグループを選択した場合
DCAグループのいずれかの [S
9～ 16のうち選択したDCA
ルセーフの対象にするパラメー
キーのオン /オフ状態 ) が選択

ボタン名 対応パラメーター インプット
チャンネル

MIX
チャンネル

MATRIX
チャンネル

STEREO/
MONO
チャンネル

WITH MIX SEND そのMIＸバスへのセンドレベル ○

WITH MATRIX SEND そのMATRIX バスへのセンドレベル ○

ALL すべてのパラメーター ○ ○ ○ ○

HA HA 関連の設定 ○

HPF HPF の設定 ○

EQ EQの設定 ○ ○ ○ ○

DYNA1 ダイナミクス 1の設定 ○ ○ ○ ○

DYNA2 ダイナミクス 2の設定 ○

MIX SEND MIX バスへのセンドレベル ○

MATRIX SEND MATRIX バスへのセンドレベル ○ ○ ○

FADER フェーダーの設定 ○ ○ ○ ○

CH ON [ON] キーの設定 ○ ○ ○ ○

TO ST STEREOバスへのアサインのオン
/オフ、PANなど ○ ○

MONO MONOバスへのアサインのオン /
オフ ○ ○

INPUT PATCH インプットパッチの設定 ○

DIGITAL GAIN デジタルゲインの設定 ○

INSERT インサートのオン /オフ ○ 
*1

*1. ST IN チャンネルの場合はありません。

○ ○ ○

INSERT PATCH インサートパッチの設定 ○ *1 ○ ○ ○

DIRECT OUT ダイレクトアウトの設定 ○ *1

MIX ON MIX センドのオン /オフ ○

MATRIX ON MATRIX センドのオン /オフ ○ ○ ○

DELAY ディレイの設定 ○

NAME チャンネルネーム ○ ○ ○ ○

OUTPUT PATCH アウトプットパッチの設定 ○ ○ ○

BAL BALANCEパラメーターの設定 ○
○

(STEREOのみ )
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したときに、任意のチャンネル /DCAグループのフェーダーが新
かけて連続変化させる機能です。フェード機能の設定は、シーンご

アのSCENEフィールドを押します。
なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。

部の“FADE TIME”タブを押します。
半分に FADE TIMEフィールドが表示されます。

るチャンネルを選んだり、フェードタイム ( フェーダーが新しい値
したりする FADE TIME ポップアップ画面が表示されます。

効 /無効を切り替えます。

2
1

3

4
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なお、DCAグループのすべてのパラメーターをリコールセーフの対象にする場合は、ALL ボタン
をオンにします。チャンネルの場合とは異なり、LEVEL/ONボタン、ALLボタンのどちらか一方
をオンにした時点で、そのDCAグループのリコールセーフがオンになります。

5. 選択したチャンネルのリコールセーフをオンにするには、SAFE PARAMETER SELECT
フィールドのSAFEボタンをオンにします。(DCAグループを選択していた場合は、
LEVEL/ONボタン、ALL ボタンのどちらか一方をオンにします )。
CH RECALL SAFEフィールドには、リコールセーフをオンにしたチャンネル /DCAグループ
がハイライト表示されます。

6. グローバルパラメーターのリコールセーフをオンにするには、GLOBAL RECALL SAFE
フィールドを押してGLOBAL RECALL SAFE ポップアップ画面を表示させ、各ボタンを
オンにします。
各ボタンに対応するパラメーターは次のとおりです。

NOTE
GEQラックやプレミアムラックでデュアルタイプが選ばれているときは、ラック A/B を個別
に設定できます。それ以外のラックでは、ラックA/B の設定が連動します。

7. 設定が終わったら、CLOSEボタンを押してポップアップ画面を閉じ、リコール操作を行な
います。
選択したチャンネル (DCAグループ ) / パラメーターのみが、リコール操作から除外されます。
なお、バスの設定は、リコールセーフの対象にならないので、常にリコールしたシーンが再現され
ます。
このため、リンクグループに含まれる特定のチャンネル、またはステレオに設定された2本のバ
スの一方のチャンネルがリコールセーフに設定されていると、そのチャンネルのパラメーター設
定がほかのチャンネルと異なることがありえます。このような場合には、次に該当するパラメー
ターを操作したときに自動的にリンクしなおされます。
チャンネルリンクはグローバルパラメーターで一括してセーフにできます。

NOTE
･ リコールセーフ機能とフォーカス機能 ( → P.87) は、併用できます。どちらか一方でも、リコー
ル操作から除外されているチャンネル /パラメーターは、リコールされません。
･ [SEL] キーを押しながらリコール操作を行なった場合、SAFE PARAMETER SELECTの選択
に関係なく、そのチャンネルのすべてのパラメーターがリコールセーフされます。

フェード機能を使う
フェード機能とは、シーンをリコール
しい値に到達するまで、一定の時間を
とに独立して行ないます。

1. ファンクションアクセスエリ
シーンメモリーの各種操作を行

2. SCENE LIST ウィンドウ下
SCENE LIST ウィンドウの右

1 SETポップアップボタン
押すと、フェード機能を利用す
に到達するまでの時間 ) を設定

2 FADEボタン
シーンごとにフェード機能の有

INPUT PATCH すべてのインプットチャンネルのパッチ (INSERT IN/OUT、DIRECT OUTパッチを
含む )

INPUT NAME すべてのインプットチャンネルの名前、アイコン、チャンネルカラー
OUTPUT PATCH すべてのアウトプットチャンネルのパッチ (INSERT IN/OUTパッチを含む )
OUTPUT NAME すべてのアウトプットチャンネルの名前、アイコン、チャンネルカラー
HA すべての I/O デバイス、EXTERNAL HA の HAに関するパラメーター
CH LINK すべてのチャンネルリンクグループの設定
GEQ RACK
EFFECT RACK
PREMIUM RACK

それぞれ、GEQラック 1～ 16、エフェクトラック 1～ 8、プレミアムラック 1～ 8
をリコールセーフに設定します。

PANEL SNAPSHOT FADER BANK の選択状況、GAIN/PAN/ASSIGN ノブの選択状況 ( ブロック単位で設定 )



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

マルチファンクションノブを使用して、フェードタイムを調節

ec です。
押して FADE TIME ポップアップ画面を閉じてください。

ムは、手順 4で選択したすべてのチャンネル /DCAグループに適

は、FADEボタンを押します。
シーンごとに設定できます。

ンは、SCENE LIST ウィンドウ (COMMENTタブ ) の STATUS
ジケーターが表示されます。

ーンをリコールします。
化し始め、フェードタイムで設定した時間をかけてリコールした

ーをリンクさせた場合でも、フェード機能の設定は個別にできま

る [SEL] キーを押しながら止めると、その位置でフェード効果が

ンをリコールすると、すべてのチャンネル /DCAグループの
すぐに移動します。
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3 FADE TIME 表示
シーンごとに設定されているフェードタイムを表示します。

4 CURRENT SETTINGフィールド
次のシーンストアで保存される内容を設定します。

3. SETボタンを押して、FADE TIME ポップアップ画面を表示させます。
このポップアップ画面では、フェード効果を加えるチャンネルを選んだり、フェードタイムを調節
したりできます。

1 チャンネル表示フィールド
フェード効果を加えるチャンネル /DCAグループをハイライト表示します。

2 FADE TIME ノブ
フェードタイムを設定するノブです。対応するマルチファンクションノブを使って調節できます。

3 SET ALL ボタン
このボタンを押すと、そのシーンのすべてのフェーダーがフェード効果を加える対象になります。

4 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、そのシーンのすべてのフェーダーがフェード効果の対象外となります。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

4. 任意のチャンネル/DCAグループの[SEL]キーを押して、フェード効果を加えるチャンネル
/DCAグループを選びます (複数選択可 )。
選択されたチャンネル /DCAグループの [SEL] キーが点灯し、ポップアップ画面のチャンネル
表示フィールドでは、対応するチャンネル /DCAグループが緑色にハイライト表示されます。点
灯した [SEL] キーをもう1回押して消灯させれば、選択を解除できます。

5. FADE TIMEノブに対応する
します。
設定範囲は0.0sec ～ 60.0s
設定が終わったら、OKボタンを

NOTE
ここで設定したフェードタイ
用されます。

6. フェード機能をオンにするに
フェード機能のオン /オフは、

NOTE
フェード機能を設定したシー
フィールドに“FADE”のイン

7. フェード機能をオンにしたシ
リコール直後にフェーダーが変
シーンの値に到達します。

NOTE
･ チャンネルリンクでフェーダ
す。
･ 移動中のフェーダーを対応す
停止します。
･ フェーダー移動中に同じシー
フェーダーが、目的の位置に

2

3 41



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

トロール信号を設定します。
が切り替わります。
出力しません。
ンがリコールされるとトリガー出力します。
ンがリコールされるとタリー出力します。

ルド
内容を設定します。

したいコントロール信号を、シーンごとに設定します。

をリコールします。
端子に接続した外部機器へ、コントロール信号が出力されます。
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シーンリコールに連動して外部機器にコントロール信号を出力する
(GPI OUT)
あるシーンをリコールしたときに、CLシリーズのGPI 端子に接続した外部機器に対してコントロール
信号を出力できます。次のように操作します。

NOTE
GPI OUT の設定については、「GPI OUT を使う」 ( → P.223) をご参照ください。

1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
シーンメモリーの各種操作を行なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。

2. SCENE LIST ウィンドウ下部の“GPI OUT”タブを押します。
GPI OUTフィールドが表示されます。

1 GPI OUT CONTROLボタン
各GPI OUTから出力するコン
ボタンを押すたびに下記の機能
・ ‒‒‒‒ (OFF) ................... 何も
・ TRIGGER ..................... シー
・ TALLY .......................... シー

2 CURRENT SETTINGフィー
次のシーンストアで保存される

3. GPI OUT の各ポートに出力

4. GPI OUT を出力するシーン
リコールしたときにGPI OUT

2

1



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

半分にPLAYBACK LINK フィールドが表示されます。

/オフをシーンごとに設定します。

ットタイム ( シーンをリコールしてから再生を開始するまでの時
LECTポップアップ画面が表示されます。また、ボタン内に選択し
ます。

るオーディオファイルの再生が開始されるまでの時間を表示しま
 SELECTポップアップ画面で設定します。

ルド
内容を設定します。

4

3

1
2
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シーンリコールに連動してオーディオファイルを再生する
あるシーンをリコールしたときに、USBメモリー内の特定のオーディオファイルを再生されるように
リンク設定できます。特定の場面で効果音やBGMを自動再生したいときに便利です。
シーンのリコールとオーディオファイルの再生をリンクさせるには、次のように操作します。

NOTE
･ 再生するオーディオファイルは、YPEフォルダーの中の SONGSフォルダーに保存してくださ
い。ルートディレクトリーやそのほかのフォルダーに保存しても、指定できません。また、再生
を実行すると、TITLE LIST 画面のパスは、\YPE\SONGS\ に移動します。
･ 録音中や録音待機中は再生できません。
･ 再生モードの設定にかかわらず、指定されたオーディオファイルは 1回だけ再生されます。
･ 指定したファイルは、ファイル名 8文字＋拡張子 3文字で識別されます。指定後にファイル名
を変更したり、ファイルの削除やコピーを繰り返したりすると、指定したファイルがまれに識
別できなくなることがあります。

1. オーディオファイルを保存したUSBメモリーをUSB端子に装着します。

2. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押します。
シーンメモリーの各種操作を行なうSCENE LIST ウィンドウが表示されます。

3. SCENE LIST ウィンドウ下部の“PLAYBACK LINK”タブを押します。

SCENE LIST ウィンドウの右

1 PLAYボタン
プレイバックリンク機能のオン

2 ソング選択ポップアップボタン
押すと、ソングの選択やオフセ
間 ) の設定を行なうSONG SE
たソングのタイトルが表示され

3 オフセットタイム表示
リコール操作のあとで、対応す
す。オフセットタイムはSONG

4 CURRENT SETTINGフィー
次のシーンストアで保存される



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

って、リコール操作後オーディオファイルの再生までにかかる時

って、リストをスクロールします。

ションノブを使って、シーンにリンクさせたいファイルを選

ションノブを使って、オーディオファイルが再生されるまで
す。
0の範囲を0.5sec 単位で設定できます。

たソングのタイトルが表示されます。
NCELボタンを選んだ場合は、設定内容を破棄してSCENE 
ます。

ディオファイルへのリンクをオンに設定します。
ンが点灯します。また、COMMENTタブのSTATUSフィールド
表示されます。

のシーンについても同様にオーディオファイルを割り当てま

したシーンをリコールします。
、オーディオファイルが1回だけ再生されます。

フセット時間が経過するまでは、ファンクションアクセスエリア
ます。
別のソングがあった場合、オフセット時間の設定にかかわらず、
ール時に停止します。
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4. オーディオファイルをリンクしたいシーンのソング選択ポップアップボタンを押して、
SONG SELECT ポップアップ画面を表示させます。
このポップアップ画面では、シーンにリンクさせるオーディオファイルと、オフセットタイムを設
定できます。

1 階層移動ボタン
現在の階層からひとつ上の階層に移動します。

NOTE
\YPE\SONGS\ より上位の階層には移動できません。

2 パス表示
現在の階層を表示します。

3 SONG TITLE/FILE NAME切り替えボタン
リストの表示をソング名とファイル名とで切り替えます。

4 SONG TITLE リストボタン
5 ARTIST リストボタン
押すと現在の階層にあるオーディオファイルのリストを、それぞれソングタイトル、アーティスト
名で並び替えます。

6 ソングリスト
\YPE\SONGS\ フォルダー内のオーディオファイルのタイトル、アーティスト名、オーディオ
ファイルの時間を表示します。オーディオファイル名を押してオーディオファイルを選択できま
す。

7 OFFSETノブ
マルチファンクションノブを使
間を設定します。

8 スクロールノブ
マルチファンクションノブを使

5. 画面を押すか、マルチファンク
びます。

6. 必要に応じて、マルチファンク
のオフセット時間を設定しま
オフセット時間は、0.0～ 99.

7. OKボタンを押します。
ソングリストの中央に、選択し
なお、OKボタンのかわりにCA
LIST ポップアップ画面に戻り

8. PLAYボタンを押して、オー
LINKフィールドのPLAYボタ
にもPLAYインジケーターが

9. 手順4～8を繰り返して、ほか
す。

10. オーディオファイルをリンク
オフセット時間を経過したあと

NOTE
･ シーンをリコールしてからオ
にカウントダウンが表示され
･ シーンリコール時に再生中の
再生中のソングはシーンリコ

7

1

8

2 3

4
5

6



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル

について
作に対しては、カレントシーンが変わります。

て、下記のソフトウェアや外部へ通知が行なわれます。

理の状態を示します。
ンのRECALL に対して働きます。
レーブ共に独立に動作します。PREVIEWモード中はリンクしま

動作しません。

CILLATOR、TALKBACK) の変更、表示

ATCHの変更

EC
プテンポ
TER (DynamicEQ、Portico5043の GR、Opt-2A、U76の

に入れません。
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PREVIEWモードを使う
PREVIEWモードとは、カレントシーンの信号処理には影響を与えずに、メモリーにストアされたシー
ンの設定値を確認 /変更するためのモードです。このモードでシーンをリコールすると、新規にリコー
ルしたシーンの設定値がCLシリーズのパネル上に表示されますが、カレントシーンの信号処理はリ
コール前のままとなります。また、設定を修正しシーンを新規 /上書きでストアしても、カレントシーン
の信号処理はリコール前のままです。本番中に、次にリコールする予定のシーンの内容を確認したり、一
部を修正したあとでストアしておきたい場合などに便利です。

1. パネルのPREVIEWボタンまたはSCENE LISTウィンドウ内のPREVIEWボタンを押しま
す。
PREVIEWボタンが点灯しPREVIEWモードに入ります。
この間、ノブやフェーダーなどの操作子を動かしても、カレントシーンの信号処理には影響しませ
ん。

2. SCENE MEMORY [INC]/[DEC] キーを使って、リコール元となるシーン番号を選択しま
す。

3. SCENE MEMORY [RECALL]キーを押します。リコールを実行するにはOKボタンを押し
ます。
リコールされます。ただし、カレントシーンの信号処理は、リコール操作を行なう以前の状態のま
まで、変化しません。
必要に応じて、特定のチャンネルをSELECTED CHANNELセクションに呼び出したり、ディス
プレイに特定の画面を表示させて、設定値を細かく確認することもできます。

4. 必要に応じて、パネル上の操作子を使って、設定値を変更します。
PREVIEWモードで操作子を動かした場合、手順3でリコールしたシーンが変更されますが、カ
レントシーン信号処理には影響しません。

5. 手順4の設定内容をストアしたい場合は、必要に応じてストア先のシーン番号を選び、
SCENE MEMORY [STORE] キーを押します。
手順4で変更した設定値が、メモリーにストアされます。

6. シーンの設定値を確認/変更できたら、パネルのPREVIEWボタンまたはSCENE LISTウィ
ンドウ内のPREVIEWボタンを押します。
PREVIEWボタンが消灯し、CLシリーズがPREVIEWモードを抜けて通常モードに切り替わり
ます。

NOTE
PREVIEWモードは、シーンメモリーに含まれるすべてのパラメーターと、INPUT PATCH/
OUTPUT PATCHファンクションに含まれるすべてのパラメーター、およびHAのパラメー
ターに対して有効です。

PREVIEWモードでの各機能
下記のソフトウェアや外部からの操
・ CL Editor
・ Stage Mix
・ MIDI Rx
・ GPI IN

同様にカレントシーンの変更に対し
・ CL Editor
・ Stage Mix
・ MIDI Tx
・ GPI OUT

METERはカレントシーンの信号処
PLAYBACK LINK はカレントシー
カスケード接続の挙動はマスター/ス
せん。

PREVIEWモードでは下記の機能が
・ CL Editor との同期
・ ユーザーの切り替え
・ USER LEVEL の変更
・ LOAD/SAVE機能
・ CUEの変更
・ USER DEFINED KEYS動作
・ USER DEFINED KNOB動作
・ モニター(MONITOR、CUE、OS
・ Nuendo Live の設定変更、表示
・ レコーダーの変更、表示
・ DANTE SETUPや DANTE P
・ FADE TIME
・ EFFECT FREEZEの PLAY/R
・ EFFECT のMIDI CLOCK、タッ
・ PREMIUM EFFECTの内部ME
VU)

また下記動作中はPREVIEWモード
・ Scene や EQなどのPaste 中
・ GlobalPaste 実行中
・ CL Editor との同期中
・ ファイルのSave/Load 中



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

ー選択 )

ベルを検出し、表示します。

ベルだけ減衰させます。

レベル )
ネルの出力レベルを調節します。PHONES LEVEL LINKが ON
のレベルにも影響します。

フェーダー)
ンネルの出力レベルをSTEREO MASTERフェーダーまたは
で調節します。MONITOR LEVEL と直列に配置されています。
Nの場合、PHONESアウト端子のレベルにも影響します。

り替えます。

キュー信号を出力している間、ディレイ機能は無効になります。

ォンレベル )
力レベルを調節します。

ドフォンレベル連動機能 )
ト端子へ送る信号のレベルをMONITOR LEVEL ノブで調節でき

ー割り込み機能 )
UE] キーを押すと、対応するチャンネル /DCAグループのキュー
した出力ポートから送り出されます。工場出荷時の設定はオンに

ー信号を出力しない場合は、オフにしてください。
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モニター/キュー
ここではCLシリーズのモニター/キュー機能について説明します。

モニター/キュー機能について
モニター機能とは、ニアフィールドモニターやヘッドフォンなどを使って、各種アウトプットを検聴す
る機能です。CLシリーズのフロントパネルには、モニター用のPHONESアウト端子が装備されてお
り、モニターソースとして選んだ信号を常時モニターできます。またMONITOR OUT L/R/C チャン
ネルを任意の出力端子に割り当てれば、同じ信号を外部スピーカーでモニターすることもできます。
モニターソースとして選択できる信号は、次のとおりです。

・ STEREOチャンネルの出力信号
・ MONOチャンネルの出力信号
・ STEREO＋MONOチャンネルの出力信号
・ OMNI IN 1-2、3-4、5-6、7-8 の入力信号 (2チャンネルずつペアでモニター)
・ RECODERの PLAYBACKの出力信号
・ MIX、MATRIX、STEREO、MONOチャンネルの出力信号、RECORDERの PLAYBACKの出
力信号、およびOMNI IN 1-2、3-4、5-6、7-8 の入力信号のうち、任意の信号を最大8系統組
み合わせたもの

また、キュー機能は、選択した個々のチャンネル /DCAグループをチェックするために、MONITOR 
OUTや CUE OUTや PHONESに出力して一時的にモニターする機能です。トップパネル上の
[CUE] キーを押すと、対応するチャンネル /DCAグループのキュー信号が、モニターアウトやキュー
アウトとして選択した出力ポートから送り出されます。

NOTE
MONITORポップアップ画面のCUE INTERRUPTIONをオフにしてしまうと、接続されたモニ
タースピーカーにキュー信号が送られなくなりますのでご注意ください。ただし、PHONESア
ウト端子には常にキュー信号が送られます。

次の図は、モニター/キューの信号の流れを表わしたものです。

・ MONITOR SELECT ( モニタ
モニターソースを選択します。

・ METER ( メーター)
モニター信号やキュー信号のレ

・ DIMMER ( ディマー)
モニター/キュー信号を一定レ

・ MONITOR LEVEL ( モニター
MONITOR OUT L/R/C チャン
の場合、PHONESアウト端子

・ MONITOR FADER ( モニター
MONITOR OUT L/R/Cチャ
MONO MASTERフェーダー
PHONES LEVEL LINKが O

・ ON ( オン /オフ )
モニター機能のオン /オフを切

・ DELAY ( モニターディレイ )
モニター信号を遅延させます。

・ PHONES LEVEL ( ヘッドフ
PHONESアウト端子独自の出

・ PHONES LEVEL LINK ( ヘッ
オンにすると、PHONESアウ
るようになります。

・ CUE INTERRUPTION ( キュ
オンのとき、トップパネルの [C
信号がモニター出力として選択
なっています。
モニターやヘッドフォンにキュ

MONITOR L

MONITOR R
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モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

せるディマー機能の設定を行ないます。

ー信号を減衰させる量を調整します。

マーがオンになり、モニター信号が減衰します。

ド
ターフェーダーの設定 /表示を行ないます。

ブ
調節します。このノブを押すと、Centralogic セクションのノブ

当てられているフェーダーの種類を表示します。表示の意味は次

......割り当てなし

......マスターAのみ

......マスターA、マスターB、カスタムフェーダーバンク

......マスターBのみ

......マスターB、カスタムフェーダーバンク

......カスタムフェーダーバンクのひとつのフェーダー

......カスタムフェーダーバンクの複数のフェーダー

ンネルの出力レベルを表示します。このフィールドを押すと、
表示されます。

切り替えます。

ン
ト端子に送られる信号のレベルをMONITOR FADER LEVEL ノ
作できます。

モノラルになります。
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モニター機能を利用する
ここでは、任意のモニターソースを選び、PHONESアウト端子または外部のモニタースピーカーでモ
ニターする方法を説明します。

1. リアパネルのOMNI OUT端子、2TR OUT DIGITAL端子などにモニターシステムを接続し
ます。
モニター信号は任意の出力端子 /出力チャンネルに送信できます。また、ヘッドフォンでモニター
するときは、フロントパネルのPHONESアウト端子にヘッドフォンが接続されていることを確
認します。

2. ファンクションアクセスエリアのMONITORボタンを押して、MONITOR画面を表示させ
ます。
MONITOR画面のMONITORフィールドでは、モニターの設定状況を確認したり、オン /オフを
切り替えたりできます。
このMONITOR画面に含まれる項目は、次のとおりです。

1 MONITORポップアップ表示ボタン
モニターの詳細設定を行なうMONITORポップアップ画面を表示します。

2 SOURCE SELECTフィールド
モニターソースを選択します。DEFINE を選択したときのソースとなるチャンネルは、
MONITORポップアップ画面で設定します。

3 DIMMERフィールド
モニター信号を一時的に減衰さ

・ DIMMER LEVEL ノブ
ディマーがオンのときにモニタ

・ DIMMER ONボタン
このボタンをオンにするとディ

4 MONITOR FADERフィール
モニターレベルを調節するモニ

・ MONITOR FADER LEVEL ノ
モニターフェーダーのレベルを
を使って調節が行なえます。

・ FADER ASSIGN表示
現在モニターフェーダーに割り
のとおりです。
・ ---- ...........................................
・ MASTER A .........................
・ MASTER A+ ......................
・ MASTER B..........................
・ MASTER B+.......................
・ CUSTOM .............................
・ CUSTOMs...........................

5 メーターフィールド
モニターアウトの L、R、Cチャ
MONITORポップアップ画面が

6 MONITOR OUTPUTボタン
モニターアウトのオン /オフを

7 PHONES LEVEL LINK ボタ
オンにすると、PHONESアウ
ブやMONITOR FADERで操

8 MONO MONITORボタン
オンにすると、モニター信号が

1
6

7

8

2 3 4 5



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

り替えます。このボタンをオンにするとモニター信号が減衰しま

ルド
にモニター信号を一時的に減衰させるディマー機能の設定を行

L ノブ
のモニターレベルの減衰量を調節します。

ンジケーター
機能のオン /オフ状態を表示します。

ン
ベルをモニターレベルとリンクさせるボタンです。このボタンを
端子へ送る信号のレベルをMONITOR LEVEL ノブとモニター
うになります。

り込ませるボタンです。このボタンがオンのときにキューを有効
ー出力に送られます。工場出荷時の設定はオンになっています。
りたくない場合はオフにしてください。

ニター出力がモノラルになります。

り替えます。

ド
ターフェーダーの設定 /表示を行ないます。

ブ
調節します。このノブを押すと、Centralogic セクションのノブ

り当てているフェーダーの種類を表示します。表示の意味は次のと

ェーダーのみ

外に、MASTER B フェーダーやカスタムフェーダーバンクにもアサイン

ェーダーのみ

外に、カスタムフェーダーバンクにもアサイン

ダーバンクの 1つ

フェーダーバンク
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3. ポップアップボタンまたはメーターフィールドを押して、MONITORポップアップ画面を
表示させます。
MONITORポップアップ画面では、モニターの詳細設定を行ないます。このポップアップ画面に
含まれる項目は、次のとおりです。

1 SOURCE SELECTフィールド
MONITORバスに出力するソースを次の中から1系統選択します。

2 ASSIGNフィールド
SOURCE SELECTフィールドでDEFINE を選んだ場合、このフィールドでモニターソースを
指定します。最大8系統のモニターソースを同時に選択できます。また、CLEAR ALL ボタンを押
すと、すべての選択を解除できます。

3 DIMMERフィールド
モニター信号を一時的に減衰させるディマー機能の設定を行ないます。

・ DIMMER LEVEL ノブ
ディマーがオンのときにモニター信号を減衰させる量を調整します。

・ DIMMER ONボタン
ディマー機能のオン /オフを切
す。

4 TALKBACK DIMMERフィー
TALKBACKをオンにしたとき
ないます。

・ TALKBACK DIMMER LEVE
トークバックをオンにしたとき

・ TALKBACK DIMMER ONイ
トークバックに対するディマー

5 PHONES LEVEL LINK ボタ
PHONESアウト端子の信号レ
オンにすると、PHONES OUT
フェーダーノブで調節できるよ

6 CUE INTERRUPTIONボタン
キュー信号をモニター信号に割
にすると、キュー信号がモニタ
キュー信号をモニター出力に送

7 MONO MONITORボタン
このボタンをオンにすると、モ

8 MONITOR OUTPUTボタン
モニター出力のオン /オフを切

9 MONITOR FADERフィール
モニターレベルを調節するモニ

・ MONITOR FADER LEVEL ノ
モニターフェーダーのレベルを
を使って調節が行なえます。

・ FADER ASSIGN表示
現在MONITOR FADERを割
おりです。

STEREO L/R STEREO L/R チャンネルの LR信号

MONO(C) MONOチャンネルの信号

LCR STEREO L/R ＋ MONOチャンネルの信号

OMNI 1-2 ～ 7-8 OMNI IN 端子 1～ 8の信号 (2 チャンネルごと )

PB OUT レコーダーの PLAYBACK OUT の信号

DEFINE ASSIGN フィールドで選択した信号

8

A
1

65 73

2

4
9 0

---- 割り当てなし

MASTER A MASTER A フ

MASTER A+ MASTER A 以

MASTER B MASTER B フ

MASTER B+ MASTER B 以

CUSTOM カスタムフェー

CUSTOMs 複数のカスタム
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 リファレンスマニュアル

先となるポートを指定するには、メーターフィールドの
タン (L/R/C) のいずれかを押し、PORT SELECT ポップ
ー信号の出力先を次の中から選択します (複数選択可 )。

SEボタンを押してポップアップ画面を閉じます。
L、R、Cのそれぞれに対して出力ポートを指定してください。

 L、Rの出力ポートだけを指定し、2本のスピーカーでモニターす

ートを指定しなかった場合、モニターソースとしてMONO(C) ボタ
ONOチャンネルの信号が自動的にMONITOR OUT L/R に振り

UTPUTボタンを押してオンに設定します。
が、手順5で選択した出力先へ送られます。

、OUTPUT ボタンのオン /オフに関係なく、常にモニター信号が

る場合は、Centralogic セクションのバンクセレクトキーで
出し、モニターフェーダーを操作します。

ィオネットワークへの出力チャンネル 1～ 64

OUT 端子 1～ 8

DIGITAL OUT 端子

ト 1～ 3に挿入された各 I/O カードの出力チャンネル 1～ 16
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0 MONITOR DELAYフィールド
モニターアウトの信号を遅延させるモニターディレイに関する設定を行ないます。

・ AUTO BYPASSボタン
オンにすると、キューがオンのときに、モニターディレイが自動的にバイパスされます。

・ MONITOR DELAYノブ
モニター信号の遅延時間を設定します。ノブの上にはms単位、ノブの下には現在選択されてい
るスケールの単位でディレイタイムが表示されます。ただし、スケールをmsにした場合、ノブ上
部のディレイタイム値は表示されません。
ノブを押すと、マルチファンクションノブを使って操作が行なえます。

・ MONITOR DELAY ONボタン
このボタンをオンにすると、モニター信号がMONITOR DELAYノブの設定に従って遅延しま
す。

A メーターフィールド

・ メーター
モニターの L/R/Cチャンネルの出力レベルを表示します。

・ MONITOR OUT PATCHボタン
押すと、モニター出力の L/R/Cチャンネルにパッチする出力ポートを選ぶPORT SELECT
ポップアップ画面が表示されます。

4. SOURCE SELECT フィールドのボタンを使ってモニターソースを選びます。
SOURCE SELECTフィールドでは、モニターソースを1系統だけ選択できます。ただし、
DEFINE を選んだ場合は、ASSIGNフィールドで複数のモニターソースを指定できます。
ASSIGNフィールドで選択できるモニターソースは次の表のとおりです。

NOTE
ASSIGN フィールドで選択できるモニターソースは最大 8系統です。8系統のモニターソース
を選択すると、それ以上は選択ができなくなります。先に不要なソースのボタンをオフにして
ください。

5. モニター信号 L、R、Cの出力
MONITOR OUT PATCHボ
アップ画面を表示させ、モニタ

出力ポートを選択したら、CLO
同じ要領で、MONITOR OUT 

NOTE
･ 必要ならば、MONITOR OUT
ることも可能です。
･ MONITOR OUT C の出力ポ
ンや LCRボタンを選ぶと、M
分けられます。

6. モニターを有効にするには、O
手順4で選んだモニターソース

NOTE
PHONESアウト端子からは
出力されます。

7. モニターフェーダーを操作す
STEREOキーを押して呼び

MIX 1 ～ 24 MIX チャンネル 1～ 24 の出力信号

MTRX1 ～ 8 MATRIX チャンネル 1～ 8の出力信号

STEREO ステレオ L/R チャンネルの出力信号

MONO(C) MONOチャンネルの出力信号

OMNI1-2 ～ OMNI7-8 OMNI IN 端子 1～ 8の入力信号 (2 チャンネルごと )

PB OUT レコーダーのPLAYBACK OUT の信号

DANTE1 ～ 64 オーデ

OMNI1 ～ 8 OMNI 

DIGI OUT L/R 本体の

SLOT1-1 ～ SLOT3-16 スロッ
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つのグループに分類できます。

ー信号です。このグループのキューを有効にするには、INPUT
してオンに切り替えます。

PUTチャンネル /ST IN チャンネルが割り当てられているとき
[CUE] キーを使ってこのグループのキューを有効にすることも

す。このグループのキューを有効にするには、DCAグループのい
オンに切り替えます。

ュー信号です。このグループのキューを有効にするには、アウト
の [CUE] キーを押します。

の [CUE] キー

ョンの [CUE] キー
時 )

ンの [CUE] キー
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8. トップパネルのSCENE MEMORY/MONITORセクションにあるMONITOR LEVELノブ
を回してモニターレベルを調節します。
PHONES LEVEL LINK がONの場合、ヘッドフォンでモニターしているときは、MONITOR 
LEVEL ノブとモニターフェーダーだけでなく、PHONES LEVEL ノブも使ってモニターレベル
を調節します。

9. 必要に応じて、ディマー、ディレイ、モノラル、CUE INTERRUPTIONに関する設定を行な
います。

NOTE
モニターのオン /オフ切替、モニターソース選択、ディマーのオン /オフ切替などの操作を
USER DEFINEDキーに割り当てることもできます (→ P.169)。

キュー機能を利用する

キューのグループについて
CLシリーズのキュー信号は、次の4

1 INPUT CUEグループ
インプット系チャンネルのキュ
チャンネルの [CUE] キーを押

NOTE
Centralogic セクションに IN
は、Centralogic セクションの
できます。

2 DCA CUEグループ
DCAグループのキュー信号で
ずれかの [CUE] キーを押して

3 OUTPUT CUEグループ
アウトプット系チャンネルのキ
プット系チャンネルのいずれか

INPUT チャンネル

Centralogic セクシ
(DCAグループ操作

マスターセクショ



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

ループの [CUE] キーを使って、キュー信号をモニターする方法

のCUE INTERRUPTIONをオフにしてしまうと、接続したモニ
信号が送られませんのでご注意ください。ただし、フロントパネ
らは、モニターのオン /オフ設定とは関係なく、常にキュー信号が
の設定については「モニター機能を利用する」 ( → P.98) をご参照

アのMONITORボタンを押して、MONITOR画面を表示させ

ルドでは、キューの設定状況を確認したり、キューのオン /オフ

Eポップアップ画面を表示します。

 CUEモード (選択したすべてのチャンネルをキュー) または
択したチャンネルのみをキュー) が選べます。

4

5

3
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4 そのほかのCUEグループ
タッチスクリーンに表示されるボタンを使って操作するキュー信
号です。EFFECTポップアップ画面やPREMIUMポップアップ
画面のCUEボタンやDYNAMICS1ポップアップ画面のKEY 
IN CUEボタンがオンになったときに、このグループが有効になり
ます。このグループは、対応するポップアップ画面を抜け出たとき
に、自動的に無効となります。
異なるグループどうしで、同時にキューをオンにすることはできません。通常は、後から押された
[CUE] キー( または画面内のCUE/KEY IN CUE ボタン ) の属するグループが優先され、以前に
選択されていたグループの [CUE] キーは解除されます。
ただし、CUE MODEの設定がMIX CUEモードのときに特定の順番でキュー信号のグループを
切り替えた場合、現在のキューを解除したときに、直前に選ばれていたグループの [CUE] キーの
設定状態が再現されます。
次の図は、[CUE] キーの優先順位を表
わしたものです。下から上へとグループ
を切り替えた後で、上にあるグループの
キューを解除すると、すぐ下のグループ
で直前に選ばれていた [CUE] キーの状
態が再現されます。
たとえば、OUTPUT CUEグループ→
DCA CUEグループ→ INPUT CUEグ
ループ→そのほかのCUEグループの
順にグループを切り替えた場合、[CUE]
キー(CUE/KEY IN CUEボタン ) を解
除していくことで、1つ前に選んでいた
グループの [CUE] キーの状態が順番に再現されます。

キュー機能の操作
ここでは、任意のチャンネル /DCAグ
を説明します。

NOTE
MONITOR ポップアップ画面
タースピーカーなどにキュー
ルのPHONESアウト端子か
出力されます。モニター機能
ください。

1. ファンクションアクセスエリ
ます。
MONITOR画面のCUEフィー
を切り替えたりできます。

1 CUEポップアップ表示ボタン
キューの詳細設定を行なうCU

2 CUE MODEボタン
キューモードを選びます。MIX
LAST CUEモード ( 最後に選

Centralogic セクションの [CUE] キー
(MIX チャンネル、MATRIX チャンネル操作時 )

ディスプレイ上のCUEボタン

その他のCUEグループ

INPUT CUE グループ

DCA CUE グループ

OUTPUT CUE グループ

1

2
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レベルを設定します。マルチファンクションノブを使って調節が

行ないます。

RE PAN( パンの直前 ) またはPOST PAN( パンの直後 ) から選

ターレベルを表示します。マルチファンクションノブを使って調

グループのマスターレベルを0dB( ユニティゲイン ) に設定し
。

ーに関する設定を行ないます。

を行なう位置をPFL ( フェーダーの直前 )、AFL ( フェーダーの

レベルを表示します。ノブを押すと、マルチファンクションノブ

力レベルを表示します。

ンネルにパッチする出力ポートを選ぶPORT SELECTポップ

り替えるボタンです。

示します。マルチファンクションノブを使って調節が行なえます。

種類をインジケーター( インプット：青、DCA：黄、アウトプット：

されます。
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3 INPUT/DCA/OUTPUT CUEフィールド
それぞれインプットキュー、DCAキュー、アウトプットキューの設定状態を表示します。この部
分を押すと、CUEポップアップ画面が表示されます。

4 CUE OUTPUTボタン
キューアウトのオン /オフを切り替えます。

5 CLEAR CUEボタン
キューを一括解除するボタンです。CUE MODEの設定がMIX CUEモードのときは選択されて
いるチャンネルすべてが解除されます。

2. CUEポップアップ表示ボタンまたは INPUT/DCA/OUTPUT CUEフィールドを押して、
CUEポップアップ画面を表示させます。
このポップアップ画面に含まれる項目は、次のとおりです。

1 CUE MODEボタン
キューのモードを次の2つから選択します。

・ MIX CUE
選択されたすべてのチャンネルをミックスして検聴を行ないます。

・ LAST CUE
最後に選択したチャンネルのみの検聴を行ないます。

2 INPUT CUEフィールド
インプットチャンネルのキューに関する設定を行ないます。

・ キューポイント選択ボタン
検聴を行なう位置をPFL( フェーダーの前 (INPUT DELAY直前 ))、AFL( フェーダーの直後 )、
POST PAN( パンの直後 ) の中から選びます。

NOTE
POST PANボタンをオンにすると、LCRモードに設定したインプット系チャンネルから
MONOバスへ送られる信号をモニターできなくなりますのでご注意ください。

・ PFL TRIMノブ
PFL を選択したときのモニター
行なえます。

3 DCA CUEフィールド
DCAのキューに関する設定を

・ キューポイント選択ボタン
DCAの検聴を行なう位置をP
びます。

・ DCA TRIM ノブ
DCAをキューするときのモニ
節が行なえます。

・ UNITY ボタン
オンにすると、それぞれのDCA
たときと同じ音量で検聴します

4 OUTPUT CUEフィールド
アウトプットチャンネルのキュ

・ キューポイント選択ボタン
アウトプットチャンネルの検聴
直後 )の中から選びます。

・ PFL TRIMノブ
PFL を選択したときのモニター
を使って調節が行なえます。

5 メーターフィールド

・ メーター
キューの L/R チャンネルの出

・ CUE OUT PATCHボタン
押すと、キュー出力の L/Rチャ
アップ画面が表示されます。

6 CUE OUTPUTボタン
キューアウトのオン /オフを切

7 CUE LEVEL ノブ
キューアウトの出力レベルを表

8 ACTIVE CUEインジケーター
現在モニターしているキューの
橙 ) の点灯で表示します。

9 CLEAR CUEボタン
押すと、キューが一括して解除

6

7

9

1 2 3 4 5

8
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キューアウトを有効にするには、CUE OUTPUTボタンを押し

アウト端子へは、CUE OUTPUTボタンのオン /オフに関係なく

Nをオフにしてしまうと、モニターアウトへキュー信号が送られ
さい。PHONESアウト端子にはCUE INTERRUPTION の設定に
られます。

ープの [CUE] キーを押してオンに設定します。
号が、手順5で選択した出力先やモニターに送られます。
エリアのメーターフィールドにCUEメーターが表示され、CUE

有効になっているCUEグループまたはCUEの種類の略号が表

号の意味は次のとおりです。

アップ画面のMIX/MATRIX バス選択ボタンを使用するときに、選
と、対応するMIX/MATRIX チャンネルのキューがオンになりま

択の操作を連動させたい場合は、USER SETUP ポップアップ画
[CUE] → [SEL] LINK”をオンに設定してください ( → P.168)。

Eグループ

グループ

UEグループ

PREMIUM RACK の CUE ( その他のCUEグループ )

S1 ポップアップ画面の KEY IN CUE ( その他のCUEグループ )

R INPUT/PLAYBACK OUTの CUE ( その他のCUEグループ )

ーター
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3. CUE MODEボタンを使って、チャンネルをミックスして検聴するモードか、最後に選択し
たチャンネルのみを検聴するモードかを選択します。
MIX CUEボタンと LAST CUEボタンから選びます。

NOTE
MIX CUEモードの場合、異なるCUEグループのCUEを同時にオンにすることはできません。
あとからオンにしたCUEが属するCUEグループが有効になり、そのCUEグループの信号の
みがモニター可能になります。

4. INPUT CUEフィールド、DCA CUEフィールド、OUTPUT CUEフィールドのボタンやノ
ブを使って、それぞれのCUEグループの信号の出力位置や出力レベルを設定します。
手順2の各部の説明を参考にしながら、操作を行なってください。

5. CUE信号 L、Rの出力先となるポートを指定するには、メーターフィールドのCUE 
OUTPUTボタン (L/R) のいずれかを押し、PORT SELECTポップアップ画面を表示さ
せ、キュー信号の出力先を次の中から選択します (複数選択可 )。

出力ポートを選択したら、CLOSEボタンを押してポップアップ画面を閉じます。

6. 手順5で設定したポートへの
てオンに設定します。

NOTE
モニターアウトや PHONES
CUE信号が送られます。
ただし、CUE INTERRUPTIO
なくなりますのでご注意くだ
関係なく常にキュー信号が送

7. 任意のチャンネル /DCAグル
該当するチャンネルのキュー信
また、ファンクションアクセス
の出力レベルが確認できます。
CUEメーターの上部には、現在
示されます。
CUEメーターに表示される略

NOTE
･ SENDS ON FADER ポップ
択したボタンをもう 1回押す
す ( → P.43)。
･ キューの操作とチャンネル選
面のPREFERENCEタブで“

DANTE1 ～ 64 オーディオネットワークへの出力チャンネル 1～ 64

OMNI1 ～ 8 OMNI OUT 端子 1～ 8

DIGI OUT L/R 本体のDIGITAL OUT 端子

SLOT1-1 ～ SLOT3-16 スロット 1～ 3に挿入された各 I/O カードの出力チャンネル 1～ 16

IN INPUT CU

DCA DCA CUE

OUT OUTPUT C

EFFECT EFFECT、

KEY IN DYNAMIC

REC/PB RECORDE

CUEメ
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8. モニターでCUE信号を検聴してる場合は、トップパネルのSCENE MEMORY/MONITOR
セクションにあるMONITOR LEVEL ノブを回してキュー信号のレベルを調節します。ま
た、MONITOR FADER LEVEL もあわせて調整します。
PHONES LEVEL LINK をONにして、へッドフォンでモニターしているときは、CUE LEVEL
ノブとMONITOR FADERと PHONES LEVEL ノブの3つを使ってキュー信号のレベルを調
節します。

NOTE
手順 5で設定したキューアウトポートへの LEVEL 調節は、パッチした先のOUTPUT PORT
の GAIN で調節してください。

9. キューを解除するには、現在オンになっている [CUE] キーをもう1回押します。
CUEポップアップ画面のメーターフィールドのCLEAR CUEボタンを押せば、すべてのキュー
を解除できます。

NOTE
･ ファンクションアクセスエリアのCUEメーター部分を押すと、すべてのキューが解除されま
す。
･ CUE MODEセクションでMIX CUEモードと LAST CUE モードを切り替えると、すべての
キューが解除されます。
･ USER DEFINEDキーに、CLEAR CUEボタンと同じ機能を割り当てることもできます
( → P.169)。
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を、任意のバスに送り出します。

アのMONITORボタンを押して、MONITOR画面を表示させ

Kフィールドでは、トークバックの設定状況を確認したり、トーク
たりできます。
く表示 /設定するには、手順2以降の TALKBACKポップアップ

ボタン
うTALKBACKポップアップ画面を表示します。

....................TALKBACK端子の+48Vのオン /オフ状態を表示
します。

ター...........TALKBACK端子のインプットゲイン通過後のレベル
をメーター表示します。

4 5
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トークバック /オシレーター

トークバック /オシレーターについて
トークバックとは、TALKBACK端子に接続されたマイクの信号を任意のバスに送り出す機能です。主
にオペレーターからの指示を演奏者やスタッフに伝える目的に利用します。必要ならば、I/Oデバイス
の INPUT端子や本体のOMNI IN 端子に接続されたマイクをトークバックに併用することもできま
す。
また、CLシリーズにはサイン波やピンクノイズを任意のバスに出力するオシレーターが内蔵されてお
り、外部機器のチェックや会場の特性をテストするのに利用できます。
トークバック /オシレーターの信号の流れは、次の図のとおりです。

トークバックを利用する
任意の入力用端子に入力された信号

1. ファンクションアクセスエリ
ます。
MONITOR画面の TALKBAC
バックのオン /オフを切り替え
なお、トークバックをより詳し
画面を使用します。

1 TALKBACKポップアップ表示
トークバックの詳細設定を行な

2 TALKBACK IN フィールド
・ +48Vインジケーター ........

・ TALKBACK IN レベルメー

64

CASCADE
IN

SELECT

SLOT1 1-16
SLOT2 1-16
SLOT3 1-16

TB INPUT
METER

HA

CASCADE IN

TALKBACK

INPUT
SELECT

ONDANTE IN 1-64
OMNI IN 1-8

MIX
1 2 23... 24

ST
L R

MON
O

(C)
MATRIX
1 2 7 8...

CUE
L R

+48V
+48V MASTER

+48V

AD[TALKBACK 
INPUT]

TALKBACK
INPUT

TALKBACK
LEVEL

ON

1
2

3
+
-

+48V

AD[OMNI IN]
[1-8]

OMNI IN +
-1

2

3

METER
HA

LEVEL ON

Pink Noise
Burst Noise HPF LPF

METER
OSCOSCILLATOR

Sine Wave

GAIN/TRIM

[DANTE] DANTE
INPUT

METER

DANTE 
IN

8

1

1 2 3



トークバック /オシレーター

 リファレンスマニュアル

ールド
マイクをトークバック入力として使用します。

チボタン
トをトークバックにパッチするPORT SELECT ポップアップ画
ート名がボタン内に表示されます。

るファンタム電源 (+48V) のオン /オフを切り替えます。

ゲインを調節します。押すと、マルチファンクションノブを使って

たマイクの入力レベルを表示します。

イン補正機能 ) のオン /オフを切り替えます。I/Oデバイスの入
に表示されます。

ター
るメーターです。I/Oデバイスの入力端子がパッチされていると

い場合、これらのパラメーターやメーターは非表示になります。

り替えます。

ンネル ( バス ) を選択します。

きます。

CK端子にマイクを接続し、TALKBACK GAINノブを回して
す。
イクの入力レベルは、TALKBACK IN フィールドのメーターで
K端子にファンタム電源 (+48V) を供給するには、TALKBACK 
をオンにします。
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3 INPUT TO TALKBACKフィールド
・ INPUT TO TALKBACKパッチボタン

.......................... 押すと、任意のインプットポートをトークバックにパッチする
PORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。選択した
ポート名がボタン内に表示されます。

・ +48Vインジケーター.............. 選択したポートの+48Vのオン /オフ状態を表示します。
・ ANALOG GAIN ノブ .............. 選択したポートのアナログゲインを設定します。マルチファン

クションノブを使ってゲインを調節できます。
・ HAメーター............................... HA の入力信号のレベルを表示します。

4 TALKBACK ASSIGNフィールド
現在選ばれているトークバックの出力先をインジケーターで表示します。

5 TALKBACK ONボタン
トークバックのオン /オフを切り替えます。

2. TALKBACKポップアップ表示ボタンまたはASSIGNフィールドを押して、TALKBACK
ポップアップ画面を表示させます。
このポップアップ画面では、トークバックの詳細設定が行なえます。

1 TALKBACK IN フィールド

・ +48Vボタン
TALKBACK端子に供給されるファンタム電源 (+48V) のオン /オフを切り替えます。

・ TALKBACKレベルメーター
TALKBACK端子に接続したマイクの入力レベルを表示するレベルメーターです。

2 INPUT TO TALKBACKフィ
通常の入力ポートに接続された

・ INPUT TO TALKBACKパッ
押すと、任意のインプットポー
面が表示されます。選択したポ

・ +48Vボタン
選択した入力ポートに供給され

・ ANALOG GAIN ノブ
選択した入力ポートのアナログ
操作が行なえます。

・ HAメーター
選択した入力ポートに接続され

・ GC ONボタン
ゲインコンペンセーション ( ゲ
力端子がパッチされているとき

・ ゲインコンペンセーションメー
ゲイン補正後のレベルを表示す
きに表示されます。

NOTE
入力ポートが選択されていな

3 TALKBACK ONボタン
トークバックのオン /オフを切

4 ASSIGNフィールド

・ チャンネル選択ボタン
トークバックの信号を送るチャ

・ CLEAR ALL ボタン
押すと、すべての選択を解除で

3. フロントパネルの TALKBA
マイクの入力感度を調節しま
TALKBACK端子に接続したマ
確認できます。また、TALKBAC
IN フィールドの+48Vボタン

1 2

4

3
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クノイズを任意のバスに出力します。

アのMONITORボタンを押して、MONITOR画面を表示させ

ORのフィールドでは、オシレーターの設定状況を確認したり、オ
替えたりできます。
く表示 /設定するには、手順2以降のOSCILLATORポップアッ

示ボタン
うOSCILLATORポップアップ画面を表示します。

ルド
ます。LEVELノブ横にオシレーターの出力レベルをメーター表
 MODEにて SINE WAVEが選ばれているとき、オシレーターの

ァンクションノブを使ってオシレーターのレベルを調節できま

ルド
モードを表示します。MODEボタンを押すたびにモードが切り替

5

4
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4. TALKBACK端子以外の入力用端子をトークバックの補助入力として併用するには、次の
ように操作します。

4-1. INPUT TO TALKBACKフィールドの INPUT TO TALKBACKパッチボタンを押して、
PORT SELECTポップアップ画面を表示させます。

4-2. ボタンの中から、トークバックに利用するインプットを押して点灯させます。
同時に選択できるインプットは1系統のみです。

4-3. CLOSEボタンを押して、ポップアップ画面を閉じます。
INPUT TO TALKBACKフィールドのGAIN ノブやレベルメーターを使って、接続したマ
イクの入力レベルを調節します。

NOTE
HAのゲインを +17dBと +18dB の間で変化させると、内部的に PADのオン /オフが切り替
わります。
ファンタム電源を使用中で、INPUT端子に接続されている機器のHot と Cold 間の出力イン
ピーダンスに差がある場合にはノイズが発生することがあります。

5. ASSIGNフィールドのボタンを押して、トークバックの信号の送り先となるバスを選択し
ます (複数選択可 )。

NOTE
CLEAR ALL ボタンを押せば、すべての選択を解除できます。

6. トークバックを有効にするには、TALKBACK ONボタンを押してオンにします。
TALKBACK ONボタンは、ボタンを押すごとにオン /オフが切り替わります ( ラッチ動作 )。
オンの間、TALKBACK端子と選択した INPUT端子からの信号が、送り先のバスへと出力されま
す。

NOTE
･ USER DEFINEDキーに、トークバックのオン /オフや ASSIGN の変更を割り当てることも可
能です。この場合、ラッチ動作とアンラッチ動作 ( キーを押している間だけオンになる ) を選択
できます ( → P.169)。
･ トークバックがオンのときに、トークバックディマーを使ってトークバック以外のモニターレ
ベルを下げることもできます ( → P.99)。

オシレーターを利用する
内蔵オシレーターのサイン波やピン

1. ファンクションアクセスエリ
ます。
MONITOR画面のOSCILLAT
シレーターのオン /オフを切り
なお、オシレーターをより詳し
プ画面を使用します。

1 OSCILLATORポップアップ表
オシレーターの詳細設定を行な

2 OSCILLATOR LEVEL フィー
オシレーターのレベルを調節し
示します。また、OSCILLATOR
周波数を表示します。
LEVEL ノブを押すと、マルチフ
す。

3 OSCILLATOR MODEフィー
現在選ばれているオシレーター
わります。

1

3

2
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・ LEVEL ノブ .... サイン波の出力レベルを表示します。マル
チファンクションノブを使って操作でき
ます。

・ FREQノブ ...... サイン波の周波数を表示します。マルチ
ファンクションノブを使って操作できま
す。

・ LEVEL ノブ .... ピンクノイズの出力レベルを表示します。
マルチファンクションノブを使って操作
できます。

・ HPFノブ ......... ピンクノイズを加工するHPFのカットオ
フ周波数を表示します。マルチファンク
ションノブを使って操作できます。ノブの
下にあるボタンでHPFのオン /オフを切
り替えます。

・ LPFノブ.......... ピンクノイズを加工する LPFのカットオ
フ周波数を表示します。マルチファンク
ションノブを使って操作できます。ノブの
下にあるボタンで LPFのオン /オフを切
り替えます。

F ノブ ........モード＝PINK NOISE と共通です。
出力されるノイズ部分の長さを表示します。マルチファンクショ
使って操作できます。
ノイズの間の無音部分の長さを表示します。マルチファンクショ
使って操作できます。

VAL

時間

ピンクノイズの出力

オンにする
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4 OSCILLATOR ASSIGNフィールド
現在選ばれているオシレーターの出力先 (インプットチャンネル、バス ) をインジケーターで表
示します。左側のタブで表示させるチャンネル /バスを選択します。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

5 OSCILLATOR OUTPUTボタン
オシレーター出力のオン /オフを切り替えます。

2. ポップアップボタンまたはASSIGNフィールドを押して、OSCILLATORポップアップ画
面を表示させます。
このポップアップ画面では、オシレーターの詳細設定が行なえます。

1 OSCILLATOR MODEボタン
オシレーターの動作モードを次の3つから選択します。

2 パラメーターフィールド
オシレーターのパラメーターを設定します。このセクションの内容や機能は、モードによって異な
ります。

モード＝SINE WAVE

モード＝PINK NOISE

モード＝BURST NOISE

・ LEVELノブ、HPFノブ、LP
・ WIDTH....................断続的に

ンノブを
・ INTERVAL.............ノイズと

ンノブを

SINE WAVE オシレーターがオンのときにサイン波を連続的に出力します。

PINK NOISE オシレーターがオンのときにピンクノイズを連続的に出力します。

BURST NOISE オシレーターがオンのときにピンクノイズを断続的に出力します。

21

5

4

3

INTER

WIDTH

レベル

BURST NOISE ボタンを
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3 ASSIGNセクション
オシレーターの信号を送るチャンネルを選択します。下に並んだ3つのタブで表示させるチャン
ネルの種類を選び、ボタンを押して個々のチャンネルを指定します ( 複数選択可 )。選択ありのタ
ブには、“ASSIGNED”のインジケーターが緑で点灯します。
CLEAR ALL ボタンを押せば、すべての選択を解除できます。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

4 メーターセクション
オシレーターの出力レベルを表示するメーターです。

5 OSCILLATOR OUTPUTボタン
オシレーターの出力のオン /オフを切り替えます。

3. MODEフィールド内のボタンを押して、出力したい信号の種類を選びます。

4. パラメーターフィールドのノブやボタンを使って、オシレーターのパラメーターを調節しま
す。
表示されるパラメーターは、MODEフィールドで選んだオシレーターごとに異なります。パラ
メーターフィールドに表示されたノブは、対応するマルチファンクションノブで操作します。

5. ASSIGNフィールドのボタンを押して、オシレーターの信号の送り先となるインプット
チャンネルやバスを選択します (複数選択可 )。

6. オシレーターを有効にするには、OUTPUTボタンを押してオンにします。
オシレーターの信号が、手順5で選択したインプットチャンネルやバスに送られます。もう一度
ボタンを押すと、オシレーターがオフになります。
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ーターとフェーダーを一覧表示します。

ないチャンネルは表示されません。

メーターとフェーダーを一覧表示します。
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メーター
ここでは、すべてのチャンネルの入出力レベルメーターを表示するMETER画面や、オプションのメー
ターブリッジMBCLに関する操作方法について説明します。

METER画面を操作する
METER画面を呼び出せば、すべてのチャンネルの入出力レベルを画面上に表示したり、レベルメー
ターのメーターポイント (レベルを検出する位置 ) を切り替えたりできます。

1. ファンクションアクセスエリアのMETERフィールドを押して、METER画面を表示させま
す。

INPUT METER画面
すべてのインプットチャンネルのメ

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に

OUTPUT METER画面
すべてのアウトプットチャンネルの
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ルド
を次の中から選択します。

前
ーの前 (INPUT DELAY直前 )
ーの直後

前
ーの直前
ーの直後

ト系チャンネルのメーターポイントは、オプションのメーターブ
す。

ーのピークが保持されます。オフにすると、ピークが解除されま

OINTフィールドのボタンを押して、メーターポイントを切り

ントは、インプット系チャンネルとアウトプット系チャンネルと

ルを保持させるには、PEAK HOLDボタンを押してオンにし

オフは、インプット系 /アウトプット系チャンネルの両方、および
響します。このボタンをオフにすると、それまで保持されていた
れます。

AK HOLD ボタンのオン /オフを切り替える機能を割り当てるこ
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INPUT/OUTPUTタブ
INPUT METER画面とOUTPUT METER画面を切り替えます。

フェーダーレベル /メーター表示
各チャンネルのメーターとフェーダーとレベル値を表示します。

1 チャンネル番号
チャンネルの番号を表示します。

2 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置でクリップが生じたときに点灯するインジケーターです。

3 OVERインジケーター
METERING POINT でクリップが生じたときに点灯するインジケーターです。

4 メーター
チャンネルの入力または出力レベルを表示するメーターです。

5 フェーダー
チャンネルのレベルをフェーダーの位置と、すぐ下の数値 (dB単位 ) で表示します。

NOTE
この表示部分を押すことで、該当するフェーダーバンクをCentralogic に割り当てることがで
きます。

Centralogic フェーダー表示
現在Centralogic フェーダーに展開されている各フェーダーのレベルを表示します。

METERING POINTフィー
レベルを検出するメーターポイント

■ INPUT METERの場合
・ PRE HPF ...............HPF の直
・ PRE FADER..........フェーダ
・ POST ON ..............[ON] キ

■ OUTPUT METERの場合
・ PRE EQ ..................EQ の直
・ PRE FADER..........フェーダ
・ POST ON ..............[ON] キ

NOTE
CL3/CL1 の場合、アウトプッ
リッジ (MBCL) にも影響しま

PEAK HOLDボタン
このボタンをオンにすると、各メータ
す。

2. 必要に応じて、METERING P
替えます。
レベルメーターのメーターポイ
で個別に設定できます。

3. レベルメーターのピークレベ
ます。
PEAK HOLDボタンのオン /
メーターブリッジMBCLに影
ピークレベルの表示がクリアさ

NOTE
USER DEFINED キーに、PE
とも可能です ( → P.169)。

1

4

5

2
3
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CL3/CL1でメーターブリッジMBCL ( オプション )を使用する
CL3/CL1にオプションのメーターブリッジ (MBCL) を装着すれば、CL5のメーターセクションと同
様にMIXチャンネル、MATRIX チャンネル、STEREOチャンネル、MONOチャンネル、CUEチャン
ネルの出力レベルを常に表示できます。
MBCLのメーターは、12セグメント (OVER、－ 3dB、－ 6dB、－9dB、－ 12dB、－ 15dB、
－ 18dB、－ 24dB、－ 30dB、－40dB、－ 50dB、－ 60dB) 単位で出力レベルが表示されます。
また、メーターポイント ( レベルを検出する位置 ) は次の中から選択できます。メーターポイントを変
えるには、「METER画面を操作する」 ( → P.111) をご参照ください。

・ PRE EQ..................EQ の直前
・ PRE FADER .........フェーダーの直前
・ POST ON .............. [ON] キーの直後
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ェクト /PREMIUM RACK 用のバーチャルラック以外に、I/O デ
外部ヘッドアンプ ( ヤマハ AD8HRや SB168-ES など ) をマウ
できます。
ヘッドアンプ」 ( → P.138) をご参照ください。

INSERT IN
PATCH

(OUTPUT CH)
MIX INSERT IN 1-24

STEREO INSERT IN L,R,MONO(C)
24

3

CH INSERT IN 1-72{64,48}

MATRIX INSERT IN 1-8
8

INSERT IN
PATCH

(INPUT CH)

FX1 OUT
A(L)/B(R)

FX2-8 OUT
A(L)/B(R)

PR 1-8 OUT
A(L)/B(R)

FX1-8 OUT
A(L)/B(R)

 RACK1(GEQ1)

15GEQ

 A
 B

METER RACK OUT A
METER RACK OUT B

Q2-16) (same as GEQ RACK1)

X2-8) (same as EFFECT RACK1)

CT RACK1(FX1)

FECT

 L
 R

METER RACK OUT L
METER RACK OUT R

15GEQ

 A
 B

METER RACK OUT A
METER RACK OUT B

EFFECT CUE

ndGEQ
METER RACK OUT

ndGEQ
METER RACK OUT

SLOT1 1-16
SLOT2 1-16
SLOT3 1-16

To MATRIX INSERT IN

To STEREO INSERT IN

To MIX INSERT IN

To CH INSERT IN
72

PR1 OUT
A(L)/B(R)

PR2-8 OUT
A(L)/B(R)-8 (same as PREMIUM RACK1)

IUM RACK1(PR1)

CESSOR

 L
 R

METER RACK OUT L
METER RACK OUT R

EFFECT CUE

SLOT1 1-16
SLOT2 1-16
SLOT3 1-16

GEQ1-16 
OUT
A(L)/B(R)

OMNI IN 1-8

OMNI IN 1-8
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グラフィックEQ/エフェクト /PREMIUM RACK
ここでは内蔵のグラフィックEQとエフェクト、PREMIUM RACKの操作方法について説明します。

バーチャルラックについて
CLシリーズでは、内蔵のグラフィック EQ ( 以下“GEQ”) やエフェクト /プロセッサーを使って信号
を加工できます。GEQは、31バンド ( 帯域 ) を自由に操作できる31BandGEQと、31バンドのうち
任意の15バンドを操作できる Flex15GEQの 2つのタイプが利用できます。また、エフェクトでは
54種類のエフェクトタイプが利用できます。また、アナログ回路を部品レベルで忠実に再現するVCM
テクノロジーにより、至高のアナログサウンドを実現したPREMIUM RACKでは、6種類のプロセッ
サーを利用できます。
GEQ/ エフェクト /PREMIUM RACKを利用する場合は、それぞれのバーチャルラックにGEQ/ エ
フェクト /PREMIUM RACKをマウント ( 設置 ) し、それぞれのラックの入出力を任意の信号経路に
パッチします。つまり、あたかも実際のラックにシグナルプロセッサーやエフェクターを設置し、パッチ
コードを使って配線するような感覚で操作が行なえます。GEQは 1～16の 16ラック、EFFECT
ラックは1～8の8ラック、PREMIUMラックは1～ 8の8ラックにマウントできます。
各ラックの入力と出力は、それぞれ最大2チャンネルが利用できます ( ただし、GEQの
“31BandGEQ”をラックにマウントしたときは、入力 /出力とも常に1チャンネルになります )。
バーチャルラックの信号の流れは次の図のとおりです。

NOTE
CLシリーズでは、GEQ/ エフ
バイス (Rio シリーズなど ) や
ントするためのラックが利用
詳しくは「I/Oデバイスと外部

PREMIUM 
RACK IN
PATCH

EFFECT 
RACK IN
PATCH

STEREO OUT 
L,R,MONO(C)

CH
INSERT OUT

1-72{64,48}

MIX
INSERT OUT

1-24
STEREO

INSERT OUT 
L,R,MONO(C)

MATRIX
INSERT OUT

1-8

GEQ 
RACK IN
PATCH

GEQ1 IN
A(L)/B(R)

GEQ2-16 IN 
A(L)/B(R)

FX1 IN
A(L)/B(R)

FX2-8 IN
A(L)/B(R)

GEQ

Flex

METER RACK IN
METER RACK IN

GEQ RACK2-16(GE

EFFECT RACK2-8(F

EFFE

EF

METER RACK IN
METER RACK IN

Flex

METER RACK IN
METER RACK IN

31Ba
METER RACK IN

31Ba
METER RACK IN

MATRIX OUT
1-8

MIX OUT
1-24

PR1 IN
A(L)/B(R)

PR2-8 IN
A(L)/B(R) PREMIUM RACK2

PREM

PRO

METER RACK IN
METER RACK IN
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タン
マウントするタイプを選ぶRACK MOUNTERポップアップ画面

/オフを切り替えます。オンのラックは、リコール操作の対象から

インプットにパッチする信号経路を選択するCH SELECT ポップ
タン内に選択した経路が表示されます。

/Rの 2つのボタン、Flex15GEQのときはA/Bの 2つのボタ
つのボタンだけが表示されます。

アウトプットにパッチする信号経路を選択するCH SELECTポッ
ボタン内に選択した経路が表示されます。

/Rの 2つのボタン、Flex15GEQのときはA/Bの 2つのボタ
つのボタンだけが表示されます。

TCH/OUTPUT PATCHに、その機種にないチャンネルが設定さ
きで表示されます。

。RACK MOUNTERポップアップ画面で選択したタイプに応じ
115

バーチャルラックを操作する
ここでは例として、バーチャルラックにGEQ/ エフェクトをマウントし、ラックの入出力のパッチを設
定する方法について説明します。

1. ファンクションアクセスエリアのRACKボタンを押してVIRTUAL RACKウィンドウを表
示させます。

2. VIRTUAL RACKウィンドウ上部のGEQ1-8、GEQ9-16またはEFFECTタブを押して、
GEQフィールドまたは EFFECT フィールドを表示させます。

1 ラックタブ
画面に表示させるラックの種類を選択します。GEQ 1-8、GEQ 9-16 (GEQラック )、
EFFECT ( エフェクトラック )、PREMIUM ( プレミアムラック )が選べます。

2 ラックマウントポップアップボ
このボタンを押すと、ラックに
が表示されます。

3 SAFE トグルボタン
ラックのリコールセーフのオン
除外されます。

4 INPUT PATCHボタン
このボタンを押すと、ラックの
アップ画面が表示されます。ボ

タイプがエフェクトのときは L
ン、31BandGEQのときは1

5 OUTPUT PATCHボタン
このボタンを押すと、ラックの
プアップ画面が表示されます。

タイプがエフェクトのときは L
ン、31BandGEQのときは1

NOTE
CL3/CL1 の場合、INPUT PA
れている場合は取り消し線つ

6 ラックコンテナ
ラックの設定内容を表示します
て、次のように変化します。

23 4 6 5

1

23 4 56

1
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マウントするには、そのラックに対応するラックマウントボタ

プ画面が表示されます。

します。

れたGEQ/ エフェクトを表示します。

フェクトを選ぶ各種ボタンです。それぞれのボタンの機能は、次

...........................ラックに現在マウントされているGEQ/ エフェク
トを解除して、ラックを空にします。

...........................31BandGEQをラックにマウントします。

...........................Flex15GEQをラックにマウントします。
ラックのみ ).....エフェクトをラックにマウントします。

、パッチはイン /アウトともに外れます。

プ画面で行なった変更を取り消してウィンドウを閉じます。

プ画面で行なった変更を確定してウィンドウを閉じます。

GEQ/ エフェクトを解除してウィンドウを閉じると、そのGEQ/
更はすべて破棄されますのでご注意ください。ウィンドウを閉じ
GEQ/ エフェクトをマウントすることで、復帰できます。
並ぶ空のラックを押して、RACK MOUNTER ポップアップ画面を

43 5

21
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・ 何もマウントされていない場合

押すと、ラックにマウントするGEQ/ エフェクトを選ぶRACK MOUNTERポップアップ画面
が表示されます。

・ 31BandGEQの場合

各バンドの設定、GEQのオン /オフ、入出力のレベルが表示されます。押すと、GEQの設定を変
更するGEQ EDIT ポップアップ画面が表示されます。

・ Flex15GEQの場合

A/Bのそれぞれに対し、各バンドの設定、GEQのオン /オフ、入出力のレベルが表示されます。押
すと、A/Bそれぞれに対し、GEQの設定を変更するGEQ EDIT ポップアップ画面が表示されま
す。

・ エフェクトの場合 (EFFECTラックのみ )
エフェクトタイプや入出力の数、バイパスのオン /オフおよび入出力のレベルが表示されます。押
すと、エフェクトの設定を変更するEFFECT EDIT ポップアップ画面が表示されます。

7 リンクインジケーター
31BandGEQの奇数 - 偶数番号のラック同士、または Flex15GEQの A/Bがリンクされている
ことを表わします。

3. ラックにGEQ/エフェクトを
ンを押します。
RACK MOUNTERポップアッ

1 ラック番号
選択されたラックの番号を表示

2 バーチャルラック
MODULE SELECTで選択さ

3 MODULE SELECT
ラックにマウントするGEQ/ エ
のとおりです。
・ BLANKボタン.....................

・ 31BandGEQボタン ..........
・ Flex15GEQボタン ............
・ EFFECTボタン (EFFECT

NOTE
マウントを変更した場合には

4 CANCEL ボタン
RACK MOUNTERポップアッ

5 OKボタン
RACK MOUNTERポップアッ

NOTE
･ ラックにマウントされていた
エフェクトのパラメーター変
る前であれば、ふたたび同じ
･ GEQ/EFFECT フィールドに
表示させることもできます。

7

43 5

21
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です。

トもしくはインサートインのどちらかをパッチしたら、自動的に
CKに設定されます。同時に、インサートが自動的にオンになりま
アウトもしくはインサートインから解除した場合は、自動的にもう
時にインサートが自動的にオフになります。インサートアウト /
に外部機器をインサート接続する」 ( → P.21) をご参照ください。

ックに対応するOUTPUT PATCHボタンを押します。
LECT ポップアップ画面が表示されます。必要に応じてリストを切
でください。
で出力先を選ぶと、変更を確認するダイアログが表示されます。
を押してください。

表示させないようにすることもできます ( → P.168)。
2チャンネル分の出力を設定できますが、31BandGEQを選んだと
できます。

ャンネルのカテゴリーを選択します。
......CH1-32 *1、*2

......CH33-64 *1、*2

......CH65-72 *1、*2

3

2
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4. MODULE SELECTの各種ボタンを使ってマウントする項目を選び、OKボタンを押しま
す。

5. ラックの入力元を選ぶには、そのラックに対応する INPUT PATCHボタンを押します。
ラックの入力元を選ぶCH SELECT ポップアップ画面が表示されます。必要に応じてリストを切
り替え、パッチする入力元チャンネルを選んでください。
CH SELECT ポップアップ画面で入力元を選ぶと、操作を確認するダイアログが表示されます。
操作を確定するにはOKボタンを押してください。

NOTE
･ 操作を確認するダイアログを表示させないようにすることもできます ( → P.168)。
･ 通常は 1つのラックごとに 2チャンネル分の入力が設定できます。ただし、31BandGEQを選
んだときは、1チャンネルのみ利用できます。

1 カテゴリー選択リスト
ポップアップ画面に表示するチャンネルのカテゴリーを選択します。
・ MIX/MATRIX .................................. MIX1-24、MATRIX1-8 *1、*2

・ ST/MONO........................................ STEREO L/R、MONO *1、*2

・ INSERT OUT 1-32 ....................... CH1-32 *1

・ INSERT OUT 33-64 .................... CH33-64 *1

・ INSERT OUT 65-72 .................... CH65-72 *1

・ INSERT OUT MIX/MATRIX ....... MIX1-24、MATRIX1-8
・ INSERT OUT ST/MONO............. STEREO L/R、MONO

*1. GEQ1-16 RACK では表示されません。
*2. PREMIUM3-8 RACK では表示されません。PREMIUM1-2 RACK のみ表示。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

2 チャンネル選択ボタン
入力元チャンネルを選ぶボタン

3 CLOSEボタン
ポップアップ画面を閉じます。

NOTE
GEQの場合、インサートアウ
もう一方のパッチも同じ RA
す。また、GEQをインサート
一方のパッチも解除され、同
インについては「チャンネル

6. ラックの出力先を選ぶには、ラ
ラックの出力先を選ぶCH SE
り替え、利用する出力先を選ん
CH SELECTポップアップ画面
変更を確定するにはOKボタン

NOTE
･ 操作を確認するダイアログを
･ 通常は 1つのラックごとに
きは、1チャンネルのみ利用

1 カテゴリー選択リスト
ポップアップ画面に表示するチ
・ CH1-32 ...............................
・ CH33-64 ............................
・ CH65-72 ............................

2

31

1
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ラックにマウントし、MIX/MATRIX チャンネル、STEREO/
ト / インにパッチして利用します。または、EFFECT1-8 (FX1-
ンネル、MIX/MATRIX チャンネル、STEREO/MONOチャンネ
チして利用します。各バンドのゲインは、Centralogic セクション
操作します。
ます。

。バンド幅は1/3オ
5dBで、31のすべ
。
た場合、ラックの入
す。

。バンド幅は1/3オ
5dBです。
同じ31バンドのう
作できます (15バン
れかのバンドをフ
インは調節できません )。
ラックの中に2台の Flex15GEQ ( それぞれ“A”“B”と表示され
の入出力は2チャンネルずつ利用できます。すべてのラックに
で48台のGEQを同時に使用できます。

ートする
Qをインサートして使用する方法を説明します。

」 (→P.115)の手順1～6を参考にして、ラックにGEQをマ
/出力先を設定します。
ラックでは、GEQの大まかな設定内容や入出力レベルを確認でき
したラックは、GEQ2台分 (A/B) の情報が表示されます。

合は、Flex15GEQをマウントするか、奇数 /偶数の順に番号が隣
andGEQをマウントします。このように設定しておけば、あとの操
きます。

INPUT

31BandGEQ

OUTPUT
ラック

INPUT

Flex15GEQ (B)

Flex15GEQ (A)

OUTPUT
ラック
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・ INSERT IN 1-32 ..................... CH1-32 *1

・ INSERT IN 33-64 .................. CH33-64 *1

・ INSERT IN 65-72 .................. CH65-72 *1

・ INSERT IN MIX/MATRIX..... MIX1-24、MATRIX1-8
・ INSERT IN ST/MONO .......... STEREO L/R、MONO

*1. GEQ1-16 RACK では表示されません。
*2. PREMIUM3-8 RACK では表示されません。PREMIUM1-2 RACK のみ表示。

NOTE
･ CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。
･ CL5 の設定データをCL3/CL1 で使用した場合や、CL3の設定データをCL1 で使用した場合、
その機種にないチャンネルにアサインされていると、ボタン上に取り消し線が表示されます。

2 チャンネル選択ボタン
出力先を選ぶボタンです。

3 CLOSEボタン
ポップアップ画面を閉じます。

7. ラックごとにリコールセーフのオン/オフを切り替えるには、そのラックに対応するSAFE
ボタンを押します。
リコールセーフをオンに設定したラックは、シーンをリコールしても、ラックの内容やパラメー
ターが変化しません。リコールセーフについては「リコールセーフ機能を使う」 ( → P.88) をご参
照ください。
ラックへの入出力パッチにおいては、ラックごとのリコールセーフ設定ではリコールセーフされ
ませんのでご注意ください。入力元 /出力先チャンネルでパッチをリコールセーフ設定する必要
があります。

NOTE
ラックにマウントしたGEQ/ エフェクト /プレミアムラックの種類とパラメーターの設定や
入力元 /出力先チャンネルのパッチ設定はシーンの一部として保存されます。

グラフィックEQの操作

グラフィックEQについて
CLシリーズのGEQは、GEQ1-16
MONOチャンネルのインサートアウ
8) ラックにマウントし、INPUTチャ
ルのインサートアウト /インにパッ
のフェーダーや [ON] キーを使って
GEQのタイプには次の2種類があり

■ 31BandGEQ
モノラル仕様の31バンドGEQです
クターブ刻み、ゲインの可変幅は±1
てのバンドでゲインを調節できます
31BandGEQをラックにマウントし
出力は1チャンネルずつ利用できま

■ Flex15GEQ
モノラル仕様の15バンドGEQです
クターブ刻み、ゲインの可変幅は±1
Flex15GEQでは、31BandGEQと
ち、任意の15バンドまでゲインを操
ドを使い切った後は、設定済みのいず
ラットに戻すまで、新しいバンドのゲ
Flex15GEQを選んだラックは、同じ
ます ) がマウントされるため、ラック
Flex15GEQをマウントすれば、最大

GEQをチャンネルにインサ
ここでは、選択したチャンネルにGE

1. 「バーチャルラックを操作する
ウントして、ラックの入力元
GEQフィールドに表示される
ます。Flex15GEQをマウント

NOTE
ステレオソースを利用する場
り合う 2つのラックに 31B
作で 2台の GEQをリンクで
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きは、2台のGEQをリンクさせます。
隣り合った31BandGEQ、または Flex15GEQを選んだとき
きます。このボタンをオンにすると、次のようなポップアップ画面
するにはCANCEL以外のいずれかのボタンを押してください。
目は、次のとおりです。

ラック番号、またはラック番号とA、Bのアルファベット )
してからリンクします。

してからリンクします。

てからリンクします。

画面を閉じます。
GEQフィールドにリンク状態を表すマークが表示されます。

てGEQをオンにします。
各バンドを調節します。
の「31BandGEQを操作する」または「Flex15GEQを操作する」 
。

Qフィールドのラックで確認できます。
119

2. GEQフィールドまたはEFFECTフィールドのラックの中から、GEQがマウントされたラッ
クを押します。
GEQの各種パラメーターを操作するGEQポップアップ画面が表示されます。

NOTE
31BandGEQと Flex15GEQのポップアップ画面の表示は、ほぼ共通です。ただし、Flex15GEQ
では、1つのラックにマウントした 2台のGEQ (A/B) を個別に表示して操作します。

1 ラック切り替えタブ
GEQ1～ 8、GEQ9～ 16、EFFECT1～ 8を切り替えるタブです。Flex15GEQをマウントし
たラックのタブは、xA、xBのように2つに分割されます (x はラック番号 )。

2 INPUT PATCHボタン
ラックの入力元を選ぶCH SELECT ポップアップ画面を表示させるボタンです。操作方法は、
GEQフィールドの INPUT PATCHボタンと同じです。

3 OUTPUT PATCHボタン
ラックの出力先を選ぶCH SELECT ポップアップ画面を表示させるボタンです。操作方法は、
GEQフィールドのOUTPUT PATCHボタンと同じです。

4 GEQ LINKボタン
隣り合ったGEQどうしを連動させるボタンです。
31BandGEQの場合は、奇数→偶数の順にラック番号が隣り合ったGEQどうしが連動します。
また、Flex15GEQの場合は、同じラック内のGEQ(A) と GEQ(B) が連動します。

NOTE
GEQ LINK ボタンは、リンクが可能な場合にのみ表示されます。

5 FLATボタン
現在選ばれているGEQのすべてのバンドを0dBに戻します。

6 GEQ ON/OFF ボタン
現在選ばれているGEQのオン /オフを切り替えます。

3. ステレオソースを利用すると
奇数→偶数の順にラック番号が
は、GEQ LINKボタンが使用で
が表示されます。リンクを確定
ポップアップ画面に含まれる項

1 GEQ x → yボタン (“x”、“y”は
x のパラメーターを yにコピー

2 GEQ y → xボタン
y のパラメーターを xにコピー

3 RESET BOTHボタン
両方のパラメーターを初期化し

4 CANCEL ボタン
リンクを中止してポップアップ
なお、GEQをリンクさせると、

4. GEQ ON/OFF ボタンを押し
GEQをオンにしたら、GEQの
GEQの操作方法については、次
( → P.121) をご参照ください

NOTE
GEQの入出力レベルは、GE

2 3 4 5 6

1

1

2

3

4
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の各ボタンは、次の帯域に対応しています。

選ばれた帯域のフェーダーが白く変わり、対応するCentralogic
を表示します。Centralogic セクションのフェーダーを使って操

クションがロックされた状態でも行なえます。FADER ASSIGN
すると、ロックされた状態に戻ります。

ェーダーを操作します。
ト /カットされます。

ェーダーが中央 ( フラット ) の位置にあるとき、対応する [ON]
の帯域が変更されていないことを表わします。フェーダーを少し
が点灯し、その帯域が変更されたことを表わします。なお、点灯し
せると、該当する帯域が即座にフラットに戻ります。

域を調節します。

ラックに切り替わると、Centralogic セクションのフェーダーの
ます。ただし、ふたたび同じラックを表示させたときに、自動的に
ーダーに割り当てられます。

SSIGNフィールドのボタンをオフにします。
ーダーや [ON] キーの機能が、以前の状態に戻ります。

じると、自動的に FADER ASSIGNフィールドのボタンがオフにな

dGEQの設定を、ほかのラックのGEQにコピーしたり、初期化
ップ画面上部のツールボタンを使用します。
については取扱説明書 ( 別紙 ) の「ツールボタンを使用する」をご

バンド以下の 31BandGEQのみ、Flex15GEQにコピーできます。
ラリーを使っていつでも保存 /読み込みが行なえます。

100Hz の 8バンド

315Hz の 8バンド

.00kHz の 8 バンド

.15kHz の 8 バンド

10.0kHz の 8 バンド

20.0kHz の 8 バンド
120

31BandGEQを操作する
Centralogic セクションのフェーダー1～8と [ON] キーを使って、31BandGEQを操作します。

1. 「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順1～ 6を参考にして、ラックに
31BandGEQをマウントして、ラックの入力元 /出力先を設定します。
31BandGEQがマウントされたラックでは、大まかな設定内容や入出力レベルを確認できます。

2. GEQフィールドまたはEFFECTフィールドのラックの中から、31BandGEQがマウントさ
れたラックを押します。
GEQポップアップ画面が表示されます。GEQポップアップ画面では、タブを使ってラックを切
り替えることができます。

1 EQグラフ
31BandGEQの現在の大まかな特性を表示します。

2 フェーダー
31BandGEQの各帯域のブースト /カット量を表示するフェーダーです。実際の設定値は、下の
数値ボックスで確認できます。

3 FADER ASSIGNフィールド
Centralogic セクションのフェーダーを使って操作する帯域を選ぶフィールドです。

3. GEQ ON/OFF ボタンを押して31BandGEQをオンにします。

4. FADER ASSIGNフィールドの各ボタンを押し、Centralogic セクションのフェーダーを
使って操作する帯域を選びます。

FADER ASSIGNフィールド

ボタンが押されると、画面上の
セクションのフェーダーの番号
作できるようになります。

NOTE
上記の操作は、Centralogic セ
フィールドのボタンをオフに

5. Centralogic セクションのフ
該当する周波数の帯域がブース

NOTE
Centralogic セクションのフ
キーが消灯します。これは、そ
でも上下させると、[ON] キー
た [ON] キーを押して消灯さ

6. 手順4、5を繰り返して、各帯

NOTE
ディスプレイがほかの画面や
割り当ては強制的に解除され
以前操作していた帯域がフェ

7. 操作が終わったら、FADER A
Centralogic セクションのフェ

NOTE
GEQポップアップ画面を閉
ります。

8. 現在表示されている31Ban
したりしたいときは、ポップア
これらのボタンを操作する方法
参照ください。

NOTE
･ 使用しているバンド数が 15
･ GEQの設定は、専用のライブ

1

2

3

20-100 20.0Hz ～

63-315 63.0Hz ～

200-1k 200Hz ～ 1

630-3.15k 630Hz ～ 3

2k-10k 2.00kHz ～

4k-20k 4.00kHz ～
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クリーン上の選ばれた帯域のフェーダーが白く変わり、対応する
ーダーの番号を表示します。Centralogic セクションのフェー
なります。

クションがロックされた状態でも行なえます。FADER ASSIGN
すると、ロックされた状態に戻ります。

ェーダーを操作します。
A/B) は、操作できるバンドの数がそれぞれ任意の15バンドまで

FADER ASSIGNフィールドの“AVAILABLE BANDS”の右側に
15バンドすべてを使いきると、操作したいずれかのバンドをフ
外のバンドは操作できなくなります。

せると、[ON] キーが点灯します。これは、その帯域が変更された

バンドをすばやくフラットに戻すには、Centralogic セクション
て消灯します。

15バンドを操作します。

画面に切り替わると、Centralogic セクションのフェーダーの割
す。ただし、ふたたび同じラックを表示させたときに、以前操作し
ダーに割り当てられます。

SSIGNフィールドのボタンをオフにします。
ーダーや [ON] キーの機能が、以前の状態に戻ります。

じると、自動的に FADER ASSIGNフィールドのボタンがオフにな

GEQの設定をほかのラックのGEQにコピーしたり、初期化し
プ画面上部のツールボタンを使用します。
については取扱説明書 ( 別紙 ) の「ツールボタンを使用する」をご

ラリーを使って保存 /読み込みが行なえます。
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Flex15GEQを操作する
Centralogic セクションのフェーダー1～8と [ON] キーを使って、Flex15GEQを操作します。

1. 「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順1～ 6を参考にして、ラックに
Flex15GEQをマウントして、ラックの入力元 /出力先を設定します。
Flex15GEQがマウントされたラックでは、GEQ2台分 (A/B) の情報が表示されます。

NOTE
Flex15GEQをマウントすると、1つのラックにモノラルの 31バンドGEQが 2台搭載されま
す。ただし、調節できるバンドの数は、1台につき最大 15バンドに制限されています。

2. Flex15GEQがマウントされたラックを押します。
GEQ(A) またはGEQ(B) の GEQポップアップ画面が表示されます。

画面は31バンドGEQと同じですが、“AVAILABLE BANDS”には、現在のGEQで操作できる
残りのバンド数 ( 最大 15) がリアルタイムに表示されます。
ラック切り替えタブでは、Flex15GEQをマウントしたラックのタブが、xA、xBのように2つに
分割されます (x はラック番号 )。

3. GEQ ON/OFF ボタンを押して Flex15GEQをオンにします。

4. FADER ASSIGNフィールドの各ボタンを押し、Centralogic セクションのフェーダーを
使って操作する帯域を選びます。
FADER ASSIGNフィールドの各ボタンが対応する帯域については、「31BandGEQを操作す
る」 ( → P.120) の手順 4をご参照ください。

ボタンが押されると、タッチス
Centralogic セクションのフェ
ダーを使って操作できるように

NOTE
上記の操作は、Centralogic セ
フィールドのボタンをオフに

5. Centralogic セクションのフ
Flex15GEQの 2台のGEQ (
に制限されています。
操作できる残りのバンド数は、
リアルタイムで表示されます。
ラットに戻さない限り、それ以

NOTE
･ フェーダーを少しでも上下さ
ことを表わします。
･ ブースト /カットした任意の
の対応する [ON] キーを押し

6. 手順4、5を繰り返して、最大

NOTE
ディスプレイの表示がほかの
り当てが強制的に解除されま
ていた帯域が自動的にフェー

7. 操作が終わったら、FADER A
Centralogic セクションのフェ

NOTE
GEQポップアップ画面を閉
ります。

8. 現在表示されているFlex15
たりしたいときは、ポップアッ
これらのボタンを操作する方法
参照ください。

NOTE
GEQの設定は、専用のライブ
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片方にのみ信号を割り当てた場合は、STEREOまたはMIX のど
ているときでも、モノラル入力 /ステレオ出力として処理されま
S、COMP260、COMP260S、EQUALIZER601、
。

ターン経由で利用する
ドバス、ST IN チャンネルをエフェクトリターンチャンネルとし
フェクトを使用する方法について説明します。

バスとして使用するときは、バスのタイプとして“VARI”を選択し
プット系チャンネルごとにセンドレベルを調節できます。
ステレオで使用したいときは、送り先のMIX バスをステレオに指
の設定方法については、「MIX バス /MATRIX バスの基本設定」を
。

」 (→P.115)の手順1～3を参考にして、ラックにエフェクト

ックでは、そのエフェクトで使用しているエフェクトタイプや入
過前 /通過後のレベルが確認できます。

L RETURN

R RETURN

L RETURN

R RETURN

L RETURN

R RETURN
122

内蔵エフェクトについて
CLシリーズの内蔵エフェクトは、EFFECTラック1-8にマウントし、アウトプット系チャンネルの出
力 /インプット系チャンネルの入力にパッチしたり、各チャンネルにインサートして利用します。ラッ
クにマウントしたエフェクトは、それぞれ54種類のエフェクトタイプの中から1つを選びます。
ラック1～ 8は初期状態でMIX チャンネル17～ 24からの信号が入力され、ST IN 1 ～ 8 (L/R)
に出力されています。

NOTE
エフェクトタイプによっては、ラック 1、3、5、7でのみ使用できるものがあります。

内蔵エフェクトをセンド /リターン経由で使用するには、MIXチャンネルなどの出力をエフェクトの
入力に、エフェクトの出力をインプット系チャンネルに割り当てます。この場合、該当するアウトプット
系チャンネルをエフェクトセンド用のマスターチャンネルとして、またインプット系チャンネルをエ
フェクトリターン用チャンネルとして使用します。

内蔵エフェクトの入出力を任意のチャンネル (ただし、ST IN チャンネルを除く ) のインサートアウト
/インに割り当てて、そのチャンネルにインサートすることもできます。

内蔵エフェクトのタイプには、L/Rチャンネルの入力信号を個別に処理する“STEREOタイプ”(2IN/
2OUT) と、両方のチャンネルをミックスしてから処理する“MIXタイプ”(1IN/2OUT) の 2種類があ
ります。
エフェクトの L/R入力の両方に信号経路を割り当てた場合は、STEREOまたはMIXのどちらかのエ
フェクトタイプが選ばれているかに応じて、L/Rチャンネルの処理方法が次のように異なります。

■ STEREOタイプのエフェクト

■ MIXタイプのエフェクト

また、2系統あるエフェクトの入力の
ちらかのエフェクトタイプが選ばれ
す。ただし、COMP276、COMP276
OPENDECKは例外になっています

内蔵エフェクトをセンド /リ
ここでは、MIX バスをエフェクトセン
て利用し、センド /リターン経由でエ

NOTE
･ MIX バスをエフェクトセンド
ておきます。こうすれば、イン
･ また、エフェクトへの入力を
定しておくと便利です ( バス
ご参照ください ( → P.202))

1. 「バーチャルラックを操作する
をマウントします。
エフェクトがマウントされたラ
出力の数、およびエフェクト通

O
U

T
P

U
T

 P
AT

C
H

IN
P

U
T

 P
AT

C
H

EFFECT

EFFECT

EFFECT

EFFECT

ラック 2

ラック 7

ラック 8

アウトプット系
チャンネルの出力

インプット系
チャンネルの入力

ラック 1

EFFECT任意チャンネルの
インサートアウト *

任意チャンネルの
インサートイン *

* ST IN チャンネルを除く

INPUT L EFFECT L

INPUT R EFFECT R

INPUT L

INPUT R
EFFECT

EFFECT
INPUT L
または R
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を表示させるボタンです。操作方法は、GEQフィールドの

号レベルを表示します。

る原音とエフェクト音のバランスを調節するノブです。このノブ
マルチファンクションノブを使って調節できます。

ョンノブを使って、MIX BAL. ノブを調節します。
の出力信号に含まれる原音とエフェクト音のバランスを調節する
ターは、すべてのエフェクトタイプに含まれています。
経由で利用するときは、100% ( エフェクト音のみ ) に設定しま

設定方法については、「内蔵エフェクトのパラメーターを操作す
さい。

フェクトセンドレベルを調節するには、Centralogic セク
を使って、操作したいインプット系チャンネルが含まれる
ます。
123

2. INPUT PATCH Lボタンを押してCH SELECTポップアップ画面を表示させ、ラックの入
力元としてMIXチャンネルを選びます。
CH SELECT ポップアップ画面の詳細は、「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順 5
をご参照ください。これでエフェクトの L入力に、エフェクトセンドとして利用するMIXチャン
ネルの出力が割り当てられます。
なお、ステレオソースを利用する場合は、ラックの L/R入力に、ステレオに設定したMIX チャン
ネルの L/Rを割り当ててください。

3. OUTPUT PATCH Lボタンを押してCH SELECTポップアップ画面を表示させ、ラックの
出力先として任意のST IN チャンネルの L入力を選びます。
CH SELECT ポップアップ画面の詳細は、「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順 6
をご参照ください。これでエフェクトの L出力に、エフェクトリターンチャンネルとなるST IN
チャンネルの L入力が割り当てられます。
なお、エフェクトの出力をステレオで使用するには、同じ要領でラックのR出力にも同じST IN
チャンネルのR入力を割り当てます。

NOTE
エフェクトの出力先は複数選択できます。

4. エフェクトをマウントしたラックを押します。
エフェクトの各種パラメーターを操作する、EFFECTポップアップ画面が表示されます。

1 INPUT PATCHボタン
CH SELECT ポップアップ画面を表示させるボタンです。操作方法は、GEQフィールドの
INPUTボタンと同じです。

2 OUTPUT PATCHボタン
CH SELECTポップアップ画面
OUTPUTボタンと同じです。

3 入力 /出力メーター
エフェクト通過前 /通過後の信

4 MIX BAL. ノブ
エフェクトの出力信号に含まれ
を押して選択すれば、対応する

5. 必要ならば、マルチファンクシ
MIX BAL. ノブは、エフェクト
ためのノブです。このパラメー
エフェクトをセンド /リターン
す。

NOTE
エフェクトのパラメーターの
る」 ( → P.125) をご参照くだ

6. インプット系チャンネルのエ
ションのバンクセレクトキー
OVERVIEW画面を表示させ

3

4

1

2
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を押して、CH SELECTポップアップ画面を表示させ、入力元
のインサートアウトを選びます。
の詳細は、「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順 5
ェクトの L入力に、インサートアウトが割り当てられます。

L側を押して、CH SELECTポップアップ画面を表示させ、出力
ンサートインを選びます。
の詳細は、「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順 6
ェクトの L出力に、インサートインが割り当てられます。
ャンネルにインサートする場合は、同じ要領でエフェクトのR入
サートアウト /インサートインを割り当ててください。

ンクセレクトキーを使って、エフェクトをインサートした
面を表示させます。

ールドを押して、INSERT/DIRECT OUT ポップアップ画面

ラックが選ばれていることを確認します。インサートアウト /イ
ネルに外部機器をインサート接続する」 ( → P.21) をご参照くだ

ネルの INSERT ON/OFF ボタンでオンにします。
ンを押してオンに切り替えます。この状態で、該当するチャンネル
有効になります。

アのRACKボタンを押してVIRTUAL RACKウィンドウを呼
て EFFECTフィールドを表示させます。

エフェクトのラックを押して、EFFECT ポップアップ画面を

フェクトの各種パラメーターを操作します。

フェクトパラメーターを調節します。
は、次の「内蔵エフェクトのパラメーターを操作する」をご参照く

レベルは、EFFECTポップアップ画面の右上に表示される入力 /
。
信号がOVERしないように、エフェクトセンドのマスターレベル
調節してください。

択したチャンネルのフェーダーを操作して、適切なレベルに調
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7. SENDフィールドに、エフェクトセンドとしてパッチしたMIXバスが表示されるように
SELECTED CHANNEL セクション (トップパネル )のMIX1-16、MIX17-24/
MATRIX キーを切り替えます。
SELECTED CHANNEL VIEW画面のMIX1-16、MIX17-24/MATRIX ボタンを使って、表示
するバスを切り替えることもできます。

8. 目的のMIX バスに対応する TO MIX SEND LEVEL ノブを押して選択し、マルチファンク
ションノブを回して各チャンネルからMIXバスに送られる信号のセンドレベルを設定しま
す。
この状態で、インプット系チャンネルから内蔵エフェクトに送られる信号のセンドレベルを調節
できます。同じ要領で、ほかのインプット系チャンネルからのセンドレベルも調節してください。
なお、選択されたノブをもう1回押すと、送り先のMIXバスに対応するMIX SENDポップアッ
プ画面 (8ch) が表示されます。このポップアップ画面では、各チャンネルから対応するバスに送
られる信号のオン /オフ切り替え、および送出位置 (PRE/POST) の選択が行なえます
( → P.41)。

NOTE
このとき、手順 3で選んだ ST IN チャンネルから該当するMIX バスへのセンドレベルは、必ず
－∞ dBに設定してください。このセンドレベルを上げると、エフェクトの出力を同じエフェク
トの入力に返すことになり、発振を引き起こすおそれがあります。

9. エフェクトセンドのマスターレベルを調節するには、手順2でラックの入力元に指定した
MIXチャンネルをCentralogic セクションに呼び出し、対応するフェーダーを操作しま
す。
エフェクト通過後の信号がOVERしない範囲で、なるべく高いレベルに設定してください。

NOTE
エフェクトの入出力レベルは、EFFECTポップアップ画面の右上に表示される入力 /出力メー
ターで確認できます。

10. 手順3で、ラックの出力先に選択したST INチャンネルを操作して、エフェクトリターンレ
ベルを調節します。

内蔵エフェクトをチャンネルにインサートする
ここでは、内蔵エフェクトの入出力を任意のチャンネル (ST IN チャンネルを除く ) のインサートアウ
ト /インに割り当てて、チャンネルにエフェクトをインサートする方法を説明します。

1. 「バーチャルラックを操作する」 (→P.115)の手順1～3を参考にして、ラックにエフェクト
をマウントします。
エフェクトがマウントされたラックでは、そのエフェクトで使用しているエフェクトタイプや入
出力の数、およびエフェクト通過前 /通過後のレベルが確認できます。

2. INPUT PATCHボタンのL側
としていずれかのチャンネル
CH SELECTポップアップ画面
をご参照ください。これでエフ

3. OUTPUT PATCHボタンの
先として同じチャンネルのイ
CH SELECTポップアップ画面
をご参照ください。これでエフ
なお、ステレオソースを扱うチ
力 /出力にRチャンネルのイン

4. Centralogic セクションのバ
チャンネルのOVERVIEW画

5. INSERT/DIRECT OUTフィ
を表示させます。
入出力ポートにインサートした
ンの詳しい操作方法は「チャン
さい。

6. エフェクトを挿入したチャン
オフになっているときは、ボタ
へのエフェクトのインサートが

7. ファンクションアクセスエリ
び出し、EFFECTタブを使っ

8. チャンネルにインサートした
表示させます。
このポップアップ画面では、エ

9. エフェクトタイプの選択やエ
エフェクトの操作方法について
ださい。

NOTE
･ エフェクト通過前 /通過後の
出力メーターで確認できます
･ エフェクトの入力 /出力段で
やエフェクトパラメーターを

10. 手順3でラックの出力先に選
節します。
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を表示させるボタンです。

を表示させるボタンです。

れているタイプの名称、イメージが表示されます。また、エフェクト
 OUT、または2 IN/2 OUT) が確認できます。このフィールドを
択するEFFECT TYPEポップアップ画面が表示されます。

の出力をキューモニターするボタンです。なお、このキュー機能
間だけ有効です。ほかの画面に切り替えると、キューが自動的に解

の特殊パラメーターを表示します。

状態にするボタンです。

号レベルを表示します。

ルド
イプに応じたパラメーターが表示されます。フィールド内のノブ
を対応するマルチファンクションノブで操作できます。
とで細かい単位で設定できます。

ブです。
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内蔵エフェクトのパラメーターを操作する
ここでは、エフェクトのタイプを変更したり、パラメーターを調節したりする操作について説明します。

1. 「バーチャルラックを操作する」 (→P.115)の手順1～3を参考にして、ラックにエフェクト
をマウントします。
エフェクトがマウントされたラックでは、次の情報が表示されます。

1 エフェクトタイトル /タイプ
エフェクトのタイトル、使用されているタイプの名称、イメージが表示されます。また、エフェクト
の入出力チャンネル数 (1 IN/2 OUT、または2 IN/2 OUT) が確認できます。

2 入力 /出力メーター
エフェクト通過前 /通過後の信号レベルを表示します。

2. 操作したいエフェクトがマウントされているラックを押します。
エフェクトの各種パラメーターを操作する EFFECTポップアップ画面が表示されます。
EFFECTポップアップ画面は、タブを使って EFFECT 1 から EFFECT 8 の 8種類のラックを
切り替えます。

1 INPUT PATCHボタン
CH SELECTポップアップ画面

2 OUTPUT PATCHボタン
CH SELECTポップアップ画面

3 エフェクトタイプフィールド
エフェクトのタイトル、使用さ
の入出力チャンネル数 (1 IN/2
押すと、エフェクトタイプを選

4 EFFECT CUEボタン
現在表示されているエフェクト
は、この画面が表示されている
除されます。

5 特殊パラメーターフィールド
一部のエフェクトタイプに固有

6 BYPASSボタン
エフェクトを一時的にバイパス

7 入力 /出力メーター
エフェクト通過前 /通過後の信

8 エフェクトパラメーターフィー
現在選ばれているエフェクトタ
を押すと、横一列に並んだノブ
また、ノブを押しながら回すこ

9 ラック切り替えタブ
EFFECT1～ 8を切り替えるタ

1 2

7

6

1

9

8

243 5
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プが選ばれているときに表示されます。

IDI ポートから入力されるMIDI
合わせて、そのエフェクトの
ます。

選ばれているときに表示されます。

ンプリング ) と再生を行ないま
ェクトを利用する」 
。

DYNA. またはM.BAND 
れます。

ボタンです (複数選択可 )。

が確認できます。

/SまたはComp260/Sが選

とき、ゲインリダクション量が

1

1

1 2

1
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3. エフェクトタイプを切り替えるには、エフェクトタイプフィールドを押して、EFFECT 
TYPE ポップアップ画面を表示させます。
新しいエフェクトタイプを押して選択してください。

NOTE
･ ライブラリーをリコールして、エフェクトタイプを切り替えることもできます。
･ エフェクトタイプ“HQ.PITCH”と“FREEZE”は、ラック 1、3、5、7でのみ使用できます。また、こ
れら 2種類のエフェクトタイプをコピーしても、ラック 2、4、6、8にペーストすることはでき
ません。

4. エフェクトパラメーターを操作するには、エフェクトパラメーターフィールド内のノブを押
して選択し、対応するマルチファンクションノブを回します。

NOTE
エフェクトタイプごとのパラメーターの内容については、資料編 ( → P.233) をご参照くださ
い。

5. 必要に応じて、特殊パラメーターフィールドの設定を行ないます。
一部のエフェクトタイプでは、特殊パラメーターフィールドに次のようなパラメーターが表示さ
れます。

■ TEMPO
ディレイ系、変調系のエフェクトタイ

1 MIDI CLK ボタン
このボタンをオンにすると、M
タイミングクロックのテンポに
BPMパラメーターが設定され

■ PLAY/REC
エフェクトタイプとして FREEZEが

1 PLAYボタン /RECボタン
フリーズエフェクトの録音 ( サ
す。詳しい操作は「フリーズエフ
( → P.129) をご参照ください

■ SOLO
エフェクトタイプとしてM.BAND 
COMP. が選ばれているときに表示さ

1 HIGH/MID/LOWボタン
選択した帯域のみを通過させる

2 ゲインリダクションメーター
各帯域のゲインリダクション量

■ ゲインリダクションメーター
エフェクトタイプとしてComp276
ばれているときに表示されます。

1 ゲインリダクションメーター
コンプレッサーがかかっている
表示されます。
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に応じて、ディレイエフェクトのディレイタイムや、変調系エフェ
。
ER DEFINEDキーにタップテンポ機能を割り当ててから、USER 

アのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

タンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示させま
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■ タイプ
エフェクトタイプとしてEqualizer601が選ばれているときに表示さ
れます。

1 DRIVE/CLEANボタン
効果の異なる2種類のイコライザータイプのどちらかを選択します。
DRIVEは歪みを加えてアナログらしさが強調されたドライブ感のある
音でアナログ回路の周波数特性の変化をエミュレートします。
CLEANはデジタルが得意とする歪みのないクリアな音でアナログ回路の周波数特性の変化をエ
ミュレートします。

2 FLATボタン
すべてのバンドのゲインを0dBにリセットします。

6. 現在表示されているエフェクトの出力信号をモニターしたいときは、EFFECT CUE ボタン
を押してオンにします。

NOTE
キューモードとしてMIX CUEモード ([CUE] キーがオンのチャンネルをすべてミックスして
モニターするモード ) が選ばれている場合でも、EFFECT CUE ボタンをオンにしたときは、エ
フェクトの出力信号のみを優先的にモニターできます ( それまでオンになっていた [CUE]
キーは、一時的に強制解除されます )。

7. 現在表示されているエフェクトをバイパスさせるには、BYPASSボタンを押してオンにし
ます。

8. 現在表示されているエフェクトの設定を、ほかのラックのエフェクトにコピーしたり、初期
化したりしたいときは、ポップアップ画面の上部に並ぶボタンを使用します。
これらのボタンの操作方法については取扱説明書 ( 別紙 )の「ツールボタンを使用する」をご参照
ください。

NOTE
エフェクトの設定は、専用のライブラリーを使ってストア /リコールが行なえます。

タップテンポ機能を利用する
“タップテンポ”とは、キーを叩く間隔
クトの変調速度を指定する機能です
タップ機能を利用するには、まずUS
DEFINEDキーを操作します。

1. ファンクションアクセスエリ

2. 画面左上のUSER SETUPボ
す。

2

1
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たいUSER DEFINEDキーに対応するポップアップボタンを

Pポップアップ画面が表示されます。

MPO”、PARAMETER 1の列で“CURRENT PAGE”を選択

、 / ボタンまたはマルチファンクションノブを使用します。
選んだUSER DEFINEDキーに、タップテンポ機能が割り当てら

RRENT PAGE”に設定すると、現在表示されているエフェクト
ンポ機能が利用できます。
CK x” (x ＝ 1 ～ 8) に設定すれば、タップテンポ機能を特定のエ
用できます。
ては「USER DEFINED キー」 ( → P.169) をご参照ください。

アのRACKボタンを押してVIRTUAL RACKウィンドウを呼
て EFFECTフィールドを表示させます。

ントされたラックを押します。
示されます。
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この画面には複数のページが含まれており、画面下部のタブを使ってページを切り替えます。

3. USER DEFINED KEYSタブを押して、USERDEFINED KEYSページに切り替えます。
USER DEFINED KEYSページでは、USER DEFINEDキー[1] ～ [16] に機能を割り当てます。

4. タップテンポ機能を割り当て
押します。
USER DEFINED KEY SETU

5. FUNCTIONの列で“TAP TE
し、OKボタンを押します。
それぞれの列で項目を選ぶには
OKボタンを押すと、手順4で
れます。

NOTE
･ PARAMETER 1 の列で“CU
( ラック ) に対してタップテ
･ PARAMETER 1 の列で“RA
フェクト ( ラック ) のみで使
･ USER DEFINED キーについ

6. ファンクションアクセスエリ
び出し、EFFECTタブを押し

7. 操作したいエフェクトがマウ
EFFECT ポップアップ画面が表



グラフィック EQ/ エフェクト /PREMIUM RACK

 リファレンスマニュアル

る
エフェクトタイプ“FREEZE”の操作方法について説明します。こ
ときは、画面上の操作で録音 (サンプリング )や再生が行なえま

アのRACKボタンを押してVIRTUAL RACKウィンドウを呼
て EFFECTフィールドを表示させます。

エフェクトをマウントします。

”と“HQ.PITCH”は、ラック 1/3/5/7 でのみ使用できます。

ントされたラックを押します。
示されます。

を押して EFFECT TYPEポップアップ画面を表示し、

選ばれているときは、特殊パラメーターフィールドにPLAYボ
バーが表示されます。

るかわりに、エフェクトライブラリーから、エフェクトタイプ
ともできます。

1 3 2
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8. エフェクトタイプフィールドを押して EFFECT TYPE
ポップアップ画面を表示させ、BPMパラメーターを含む
エフェクトタイプを選びます。
BPMパラメーターは、ディレイ系や変調系のエフェクトタイ
プに含まれており、ディレイタイムや変調速度が設定できま
す。

NOTE
エフェクトタイプごとのパラメーターの内容については、
資料編 ( → P.233) をご参照ください。

9. SYNCパラメーターをオンにします。

10. タップテンポ機能を割り当てたUSER DEFINEDキーを、希望するテンポに合わせて繰り
返し押します。
キーを押した間隔の平均値 (BPM) が算出され、その値がBPMパラメーターに反映されます。

NOTE
･ 平均値が 20～ 300BPMの範囲外のときは無視されます。
･ 特殊パラメーターフィールドのMIDI CLK ボタンをオンにすれば、MIDI ポートから入力される
MIDI タイミングクロックのテンポに応じてBPMパラメーターの値が変化します。

フリーズエフェクトを利用す
ここでは、簡易サンプラー機能を持つ
のエフェクトタイプが選ばれている
す。

1. ファンクションアクセスエリ
び出し、EFFECTタブを押し

2. ラック1/3/5/7 のどれかに

NOTE
エフェクトタイプ“FREEZE

3. 操作したいエフェクトがマウ
EFFECT ポップアップ画面が表

4. エフェクトタイプフィールド
“FREEZE”を選択します。
エフェクトタイプ“FREEZE”が
タン、RECボタン、プログレス

1 PLAYボタン

2 RECボタン

3 プログレスバー

NOTE
エフェクトタイプを切り替え
“FREEZE”をリコールするこ

a b c

各間隔の平均がパラメーターに入力される
(a、b、cの平均 )

1 回目の
タッピング

2回目の
タッピング

3回目の
タッピング

4回目の
タッピング
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方法は、エフェクトラックと同じです。( → P.122)
リターン経由を利用できるのは、ラック1～ 2のみです。ラック
ります。(「バーチャルラックを操作する」の手順5、手順6をご参

アのRACKボタンを押してVIRTUAL RACKウィンドウを表

上部のPREMIUMタブを押して、PREMIUM RACKフィール
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5. 録音(サンプリング)を開始するには、RECボタンを押し、続けてPLAYボタンを押します。
エフェクトに入力された信号の録音が始まります。現在の録音位置は、プログレスバーで確認でき
ます。一定時間が経過すると、自動的にそれぞれのボタンがオフになります。

NOTE
ウィンドウ内のパラメーターを操作すれば、録音時間、録音の開始方法やサンプルの再生方法
などを細かく設定できます。パラメーターについて詳しくは、資料編 ( → P.242) をご参照くだ
さい。

6. 録音したサンプルを再生するには、PLAYボタンを押します。

NOTE
録音をし直したり、エフェクトを切り替えたり、本体の電源を切ると、サンプリングされた内容
は消去されます。

プレミアムラックの操作

プレミアムラックについて
CLシリーズには、グラフィック EQと内蔵エフェクトに加えて、厳選されたビンテージアナログプロ
セッサーを忠実にエミュレートしたプロセッサーや、新開発のプロセッサー群を使える「プレミアム
ラック」があります。アナログ回路を部品レベルで忠実に再現し、さらに入念にチューニングを施した
「VCMテクノロジー」を使って、デジタル領域でアナログを凌駕する音作りを実現します。
プレミアムラックには、6種類のタイプが用意されています。

プレミアムラックを操作する
ラックの入出力のパッチを設定する
プレミアムラックにおいて、センド /
3～ 8は、インサートパッチのみにな
照ください (→ P.117))。

1. ファンクションアクセスエリ
示させます。

2. VIRTUAL RACKウィンドウ
ドを表示させます。

名前 概要

Portico 5033 RND社アナログ 5バンド EQのモデリング

Portico 5043 RND社アナログコンプレッサー /リミッターのモデリング

U76 代表的なビンテージコンプレッサー /リミッターのモデリング

Opt-2A 代表的な真空管 ( 光学式 ) コンプレッサーのモデリング

EQ-1A 代表的な真空管パッシブ型のビンテージEQのモデリング

Dynamic EQ 動的にゲインが変化して、入力レベルに合わせてカット量やブースト量をコントロールでき
る新開発の EQ
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側もしくはA側を押して、CH SELECTポップアップ画面を表
のチャンネルのインサートアウトを選びます。
の詳細は、「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順 5
セッサーの L入力に、インサートアウトが割り当てられます。

L側もしくはA側を押して、CH SELECTポップアップ画面を
ャンネルのインサートインを選びます。
の詳細は、「バーチャルラックを操作する」 ( → P.115) の手順 6
セッサーの L出力に、インサートインが割り当てられます。
ャンネルにインサートする場合は、同じ要領でプロセッサーのR
ンサートアウト /インサートインを割り当ててください。

ンクセレクトキーを使って、エフェクトをインサートした
面を表示させます。

ールドを押して、INSERT/DIRECT OUT ポップアップ画面

ラックが選ばれていることを確認します。インサートアウト /イ
ネルに外部機器をインサート接続する」 ( → P.21) をご参照くだ

ンネルの INSERT ON/OFF ボタンでオンにします。
ンを押してオンに切り替えます。この状態で、該当するチャンネル
が有効になります。

アのRACKボタンを押してVIRTUAL RACKウィンドウを呼
ってPREMIUM RACKフィールドを表示させます。

プロセッサーのラックを押して、各プレミアムラックのポップ

ロセッサーの各種パラメーターを操作します。
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3. プレミアムラックをマウントするには、そのラックに対応するRACK MOUNTボタンを押
します。
PREMIUM RACK MOUNTERポップアップ画面が表示されます。

4. MODULE SELECTの各種ボタンを使ってマウントするタイプを選び、OKボタンを押しま
す。
各プロセッサーには2種類のマウント方法があります。
・ DUAL .....................プロセッサーをモノラル2系統で使用します。
・ STEREO ................プロセッサーをステレオ1系統で使用します。

DUALボタン、STEREOボタンには、そのプレミアムラックが何U使うかが表示されています。

U76は 2U、そのほかは1U使います。2Uのプレミアムラックをマウントすると、マウントした
ラックの下のラックにはマウントできなくなります。また、偶数のラックには、2Uのラックをマ
ウントできません。

5. INPUT PATCHボタンのL
示させ、入力元としていずれか
CH SELECTポップアップ画面
をご参照ください。これでプロ

6. OUTPUT PATCHボタンの
表示させ、出力先として同じチ
CH SELECTポップアップ画面
をご参照ください。これでプロ
なお、ステレオソースを扱うチ
入力 /出力にRチャンネルのイ

7. Centralogic セクションのバ
チャンネルのOVERVIEW画

8. INSERT/DIRECT OUTフィ
を表示させます。
入出力ポートにインサートした
ンの詳しい操作方法は「チャン
さい。

9. プロセッサーを挿入したチャ
オフになっているときは、ボタ
へのプロセッサーのインサート

10. ファンクションアクセスエリ
び出し、PREMIUMタブを使

11. チャンネルにインサートした
アップ画面を表示させます。
このポップアップ画面では、プ
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おくと、現在操作できるパラメーターと、切り替えて操作できるパ
きます。
押しながら回すことで細かい単位でパラメーターを操作できま

esigns (RND) 社の 5バンドアナログ EQをエミュレートしたプ
rt Neve 氏が開発した往年の名機と評価されている「1073」から
トロール特性を持っています。また、Rupert Neve 氏がみずから
トランスフォーマーまでもVCMテクノロジーでモデリングする
音楽性の高いサウンドを実現するモデルです。その特性は、ローを
ても耳が痛くならずに必要な帯域が上がってくる独特の効きを

ます。バイパス状態でも、信号はインプット /アウトプットトラン
ります。

します。

uency ノブ
。

ノブ
調節します。

7

3
5

6
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12. パラメーターを調節します。
パラメーターの操作方法については、次の「プレミアムラックのパラメーターを操作する」をご参
照ください。

NOTE
プロセッサーの入力 /出力段で信号がOVERしないように、デジタルゲインやプロセッサーの
パラメーターを調節してください。

13. 手順6でラックの出力先に選択したチャンネルのフェーダーを操作して、適切なレベルに調
節します。

プレミアムラックのパラメーターを操作する
プレミアムラックの各ポップアップ画面には以下の項目があります。

1 ASSIST ボタン
このボタンを押すと、マルチファンクションノブで操作できるパラメーターの割り当てが画面に
表示されます。

2 LIBRARYボタン
プレミアムラックのライブラリーポップアップ画面を表示します。(各モジュールタイプごと )

3 DEFAULT ボタン
パラメーターの設定を初期値に戻します。

4 マルチファンクションノブアクセスフィールド
マルチファンクションノブに割り当てられているパラメーター名とパラメーター値を表示しま
す。
操作するパラメーターを切り替えるときは、画面内のノブを押します。

NOTE
･ ASSIST ボタンをオンにして
ラメーターとが簡単に区別で
･ マルチファンクションノブを
す。

■ Portico 5033
Portico 5033は、Rupert Neve D
ロセッサーです。5033EQは、Rupe
の歴史を受け継ぎ、独特のトーンコン
設計したインプット /アウトプット
ことにより、バイパス状態でも非常に
絞れば低域が引き締まり、ハイを上げ
持っています。

1 ALL BYPASSボタン
EQのバイパスをオン /オフし
スフォーマーとアンプ回路を通

2 TRIMノブ
エフェクトの入力ゲインを調節

3 LF/LMF/MF/HMF/HF Freq
各バンドの周波数を調節します

4 LF/LMF/MF/HMF/HF Gain
各バンドの増幅または減衰量を

1 2 3

4

1

2

8

4
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 (Feed-Forward) 回路方式と FB (Feed-Back) 回路方式とで切り
ボタンが点灯します。
ッサーでは主流の方式です。音色の変化を抑えつつ、しっかりとコ
に使用します。
プレッサーで使用されている方式です。音色に対して機器固有の
ンプレッションをかけたい場合に使用します。

ます。

るレベルを調節します。

番右まで振り切るとリミッターになります。

るアタックタイムを調節します。

ムを調節します。
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5 LMF/MF/HMF Q ノブ
各バンドのQ ( 急峻度 ) を調節します。Qの値を大きくすると、その帯域でゲインを操作する範囲
が狭くなります。

6 LMF/MF/HMF IN ボタン
LMF/MF/HMFの EQをそれぞれオン /オフします。

7 LF/HF IN ボタン
LF と HFの EQを同時にオン /オフします。

8 グラフ表示
EQの特性を視覚的に表示します。

■ Portico 5043
Portico 5043は、Portico 5033と同じくRND社のアナログコンプレッサーをエミュレートした
プロセッサーです。実機の5043 Compressor は、5033 EQにも搭載されているインプット /アウ
トプットトランスフォーマーを搭載し、アナログらしい自然な音質とかかり具合で、ハードコンプから
ナチュラルサウンドまで、ソースもドラムからボーカルまで幅広く対応します。最大の特長はゲインリ
ダクションタイプの切り替えができることです。現在主流の FF (Feed-Forward) 回路方式ゲインリダ
クションと、ビンテージコンプレッサーで使われていた FB (Feed-Back) 回路方式とを切り替えて使
用できるので、目的に応じてキャラクターの異なる音作りができます。

1 IN ボタン
コンプレッサーのバイパスをオン /オフします。バイパスのときはボタンが消灯します。ただし、
バイパス状態でも、信号はインプット /アウトプットトランスフォーマーとアンプ回路を通りま
す。

2 INPUTメーター
入力信号のレベルを表示します。
DUALの場合はひとつのメーター、STEREOの場合は、2つのメーターがそれぞれ表示されます。

3 FBボタン
ゲインリダクション方式を FF
替えます。FB回路方式のときに
FF回路方式は、現代のコンプレ
ンプレッションをかけたい場合
FB回路方式は、ビンテージコン
色づけをしつつ、スムーズなコ

4 GAIN REDUCTIONメーター
ゲインリダクション量を表示し

5 THRESHOLDノブ
コンプレッサーがかかりはじめ

6 RATIO ノブ
圧縮率を調節します。ノブを一

7 ATTACKノブ
コンプレッサーがかかりはじめ

8 RELEASEノブ
コンプレッサーのリリースタイ

9 GAINノブ
出力ゲインを調節します。

1 32 4

5 6 7 8 9
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ルの基準を － 18dBとして、その基準から+4dBまたは+8dB
Uとして表示します。
をオフにします。

ンリダクションの効き具合を調節したときは、聴感上の音量も変
Tノブで音量を調節します。

サーの代表的なビンテージモデルをエミュレートしたプロセッ
l や EL panel といった光学素子を使ったスムーズなコンプレッ
よる美しい高域の倍音により、エレガントでソフィスケイトされ

レッサーが効果しているときのゲインリダクション量を表示しま

は、出力信号レベルの基準を － 18dBとし、その基準から
0VUとして表示します。

3 4
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■ U76
U76はさまざまな場面でオールマイティーに活躍する代表的なビンテージコンプレッサーをエミュ
レートしたプロセッサーです。通常のコンプレッサーにあるスレッショルドはパラメーターとして用意
されておらず、入力ゲインと出力ゲインのバランスでコンプレッサーのかかり具合を調節するスタイル
を持っています。RATIO パラメーターの「All モード」と呼ばれる設定では、非常に強力なコンプレッ
ションサウンドになり、このモデルのキャラクターとなっています。音質は豊かな倍音を付加してアグ
レッシブなサウンドを生み出します。

1 INPUTノブ
入力レベルを調節します。また、入力が大きくなるにつれて、コンプレッサーの効き具合も強くな
ります。

2 ATTACKノブ
コンプレッサーがかかりはじめるアタックタイムを調節します。右に振り切るとアタックタイム
が最速になります。

3 RELEASEノブ
コンプレッサーのリリースタイムを調節します。右に振り切るとリリースタイムが最速になりま
す。

4 RATIO 切り替えボタン
コンプレッサーの圧縮率を5つのボタンで設定します。
数字が大きいボタンほど、圧縮率も高くなります。ALLボタンを押すとAII モードとなり、RATIO
が高くなるだけでなく、リリースも速くて鋭角的なコンプレッションとなり、歪みの多い攻撃的な
サウンドになります。

5 METER切り替えボタン
メーター表示を切り替えます。
・ GR ....................コンプレッサーが効果しているときのゲインリダクション量を表示します。

・ +4/+8 .............出力信号レベ
した値を0V

・ OFF...................メーター表示

6 OUTPUTノブ
出力レベルを調節します。
INPUTレベルを操作してゲイ
化します。このときにOUTPU

■ Opt-2A
Opt-2Aは、真空管光学式コンプレッ
サーです。レベルの制御にCdS-Cel
ションと、真空管回路の温かい歪みに
たサウンドを生み出します。

1 GAINノブ
出力レベルを調節します。

2 PEAK REDUCTIONノブ
信号の圧縮量を調節します。

3 RATIO ノブ
圧縮率を調節します。

4 METER SELECTノブ
メーター表示を切り替えます。
GAIN REDUCTIONは、コンプ
す。
OUTPUT +10、OUTPUT +4
+10dBまたは+4dBした値を

21

3 64 5

21
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定した周波数帯域の増幅量を調節します。

波数帯域の減衰量を調節します。

帯域を切り替えます。

ミュレートしたものではなく、新しく開発されたイコライザーで
を取り出すフィルターが設定されるので、入力信号のある帯域が
さくなったときだけ、EQゲインを動的に変化させ、特定の帯域に
ように EQをかけることができます。たとえば、ボーカルに対して
音や高周波数の擦過音が耳障りなレベルになったときだけその帯
なわず自然な音に仕上がります。フルバンドのDynamic EQが
材に活用できます。

替えます。

信号を、CUEバスに送信してモニターできます。このとき、グラフ
の特性が表示されます。

7B

C
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■ EQ-1A
EQ-1A はパッシブ型EQの代表といわれるビンテージEQをエミュレートしたプロセッサーです。低
域と高域の2つの帯域を、それぞれブーストとアッテネート (カット )でコントロールする独特の操作
スタイルを持っています。一般的な EQとはまったく異なる周波数特性は、このモデルならではの個性
的なキャラクターになっています。また、入出力回路や真空管による音の質感も非常に音楽的で、バラン
スのよいサウンドを生み出します。

1 IN スイッチ
プロセッサーのオン /オフを切り替えます。
オフのときは、フィルター部はバイパスしますが、インプット /アウトプットトランスフォーマー
とアンプ回路を通ります。

2 LOW FREQUENCYノブ
低域のフィルターの周波数を調節します。

3 (LOW) BOOSTノブ
LOW FREQUENCYノブで設定した周波数帯域の増幅量を調節します。

4 (LOW) ATTENノブ
LOW FREQUENCYノブで設定した周波数帯域の減衰量を調節します。

5 BAND WIDTHノブ
高域のフィルターで操作する帯域幅を設定します。
右 (Broad) 側に回すほど、幅が広くなると同時にピークレベルが下がります。ブースト側の特性
にのみ効果があります。

6 HIGH FREQUENCYノブ
高域のフィルターの周波数を調節します。ブースト側の特性にのみ効果があります。

7 (HIGH) BOOSTノブ
HIGH FREQUENCYノブで設

8 (HIGH) ATTENノブ
ATTEN SEL ノブで設定した周

9 (HIGH) ATTEN SEL ノブ
ATTENノブで減衰する周波数

■ Dynamic EQ
Dynamic EQは、特定のモデルをエ
す。サイドチェーンに EQと同じ帯域
大きくなったときにだけ、あるいは小
コンプレッサーやエキスパンダーの
ディエッサーとして使用すると、歯擦
域に EQがかかるので、元の音質を損
2系統搭載されており、さまざまな素

1 BAND ON/OFF ボタン
該当バンドのオン /オフを切り

2 SIDECHAIN CUEボタン
オンにすると、サイドチェーン
にはサイドチェーンフィルター

2 61

3 4 5 7 8 9
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4
3
1
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す。
示するリファレンスEQグラフ、動的に変化する EQの特性を表示
表示されます。

ECHAIN LISTENがオンのときは、サイドチェーンフィルターの

ダイナミック EQグラフ

リファレンス EQグラフ

サイドチェーンフィルターグラフ
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3 SIDECHAIN LISTENボタン
オンにするとダイナミクスに連動させるサイドチェーン信号を、インサートしているチャンネル
が送信されているバス (STEREOバスやMIX/MATRIX バスなど ) に出力します。このとき、グ
ラフにはサイドチェーンフィルターの特性が表示されます。

4 FILTER TYPEボタン
メインバスのイコライザーとサイドチェーンフィルターのタイプを切り替えます。メインEQと
サイドチェーンフィルターは、以下のように連動します。

5 FREQUENCYノブ
イコライザーとサイドチェーンフィルターで操作する周波数を設定します。

6 Qノブ
イコライザーとサイドチェーンフィルターのQ ( 急峻度 ) を設定します。
右に回すほどイコライザーやサイドチェーンフィルターのかかる帯域が広くなります。

7 THRESHOLDノブ
プロセッシング効果がかかりはじめるしきい値 (スレッショルド値 ) を設定します。

8 RATIO ノブ
入力信号に対するブースト /カット量の比率を設定します。
右に回すとブースト、左に回すとカットとなり、それぞれ回しきったときに最大の効果になりま
す。

9 ATTACK/RELEASEボタン
コンプレッションやブーストがかかるときのアタックタイム /リリースタイムを3種類から選
びます。
FASTはアタック速めでリリース速め、SLOWはアタック速めでリリース遅め、AUTOは帯域に
よって自動的にアタック /リリースを調節した動きになります。

0 MODEボタン
サイドチェーン信号がスレッショルド値を上回ったときに動作するか (ABOVE)、下回ったとき
に動作するか (BELOW) を設定します。

A EQ GAIN メーター
動的に変化する EQのゲインを表示します。

B THRESHOLDメーター
スレッショルドのレベルを基準として、サイドチェーン信号のレベルを表示します。

C グラフ表示
イコライザーの特性を表示しま
通常は、周波数や効き具合を表
するダイナミック EQグラフが

SIDECHAIN CUEまたはSID
特性が表示されます。

FILTER TYPE

(Low Shelf) (Bell) (Hi Shelf)

メイン EQ Low Shelf Bell Hi Shelf

サイドチェーンフィルター LPF BPF HPF
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イプにライブラリーが6種類あります。プレミアムラックの設定
ュールタイプごとのライブラリーを使用します。ライブラリーは
読み込み専用の初期化データになっています。000番以外は自由

び出すには、各プレミアムラックのポップアップ画面が表示されて
ARYボタンを押します。
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グラフィックEQ/エフェクト /プレミアムラックのライブラリー
を操作する

■ GEQライブラリー
GEQの設定をストア /リコールするには、“GEQライブラリー”を使用します。CLシリーズで使用す
るすべてのGEQは、このGEQライブラリーを参照できます。31BandGEQと Flex15GEQの 2つ
のタイプがありますが、タイプ違いでもリコールできます。ただし、Flex15GEQにおいては、使用して
いるバンド数が15バンド以下の31BandGEQのみ Flex15GEQにリコールできます。
ライブラリーからリコールできる設定数は200です。000番は読み込み専用の初期化用データ、その
ほかのライブラリー番号は自由に読み書きが行なえます。
GEQライブラリーを呼び出すには、GEQポップアップ画面が表示されているときに、画面の上部にあ
る LIBRARYボタンを押します。

NOTE
･ GEQ1 台ごとにストア /リコールが行なわれます。ラックに対して 2台分の Flex15GEQは
A/B個別にストア /リコールすることができます。
･ GEQポップアップ画面を表示させるには、GEQフィールドのラックを押します。

■ エフェクトライブラリー
エフェクトの設定をストア /リコールするには、“エフェクトライブラリー”を使用します。エフェクト
ライブラリーからリコールできる設定数は199個です。001～ 027番の設定は読み込み専用のプ
リセットで、その他のライブラリー番号は、自由に読み書きが行なえます
エフェクトライブラリーを呼び出すには、EFFECTポップアップ画面が表示されているときに、画面の
上部にある LIBRARYボタンを押します。

NOTE
エフェクトタイプとしてCOMP276、COMP276S、COMP260、COMP260S、
EQUALIZER610、OPENDECK、M.BAND DYNA.、M.BAND COMPをリコールした場合、それ
以外のエフェクトが一瞬ミュートする場合があります。

■ プレミアムラックライブラリー
プレミアムラックは、各モジュールタ
をストア /リコールするには、各モジ
000～ 100番まであり、000番は
に読み書きが行なえます。
プレミアムラックライブラリーを呼
いるときに、画面の上部にある LIBR
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NTE PATCHタブを押して、DANTE PATCHフィールドを表

含まれる項目は次のとおりです。

を表示します。
力ポートから I/Oデバイスへのパッチを設定するOUTPUT 
示されます。

オネットワークの設定を行なうDANTE SETUPポップアップ画

ン
スからコンソールに入力する64チャンネルを選ぶDANTE 
画面が表示されます。

ン
ルの出力ポートから I/Oデバイスに出力する64チャンネルを選
ップ画面のPATCH VIEW1タブが表示されます。

2

3

4
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I/O デバイスと外部ヘッドアンプ
ここでは、CLシリーズに接続する I/Oデバイスや外部ヘッドアンプの操作について説明します。
この操作の前にDANTE SETUPにてマウントする I/Oデバイスを決定してください。詳しくは
「Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスをマウントする」 ( → P.217) をご参照くださ
い。

I/O デバイスを利用する
CLシリーズは、Dante 端子に接続した I/Oデバイス (Rio シリーズなど ) を、チャンネルごとにリモー
ト操作できます。
CLシリーズと I/Oデバイスの接続については、取扱説明書 (別紙 ) の「I/O デバイスとの接続」をご参
照ください。

I/O デバイスのパッチ
Dante 端子に接続した I/OデバイスとDante オーディオネットワークとのパッチを行ないます。

1. CLシリーズと I/Oデバイスを接続します。
取扱説明書 ( 別紙 ) の「I/O デバイスとの接続」や「クイックガイド」をご参照ください。

2. ファンクションアクセスエリアのI/O DEVICEボタンを押してI/O DEVICE画面を表示さ
せます。

3. I/O DEVICE画面上部のDA
示させます。
DANTE PATCHフィールドに

1 I/O デバイスリスト
I/O デバイスの ID番号、機種名
ここを押すと、コンソールの出
PATCHポップアップ画面が表

2 DANTE SETUPボタン
このボタンを押すと、オーディ
面が表示されます。

3 DANTE INPUT PATCHボタ
このボタンを押すと、I/Oデバイ
INPUT PATCHポップアップ

4 OUTPUT PORT SETUPボタ
このボタンを押すと、コンソー
ぶOUTPUT PORTポップア

1
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る I/Oデバイス以外の製品を接続した場合、ボタン上段の表示
字―チャンネル番号 (10 進 ) となります。
設定されていない場合、下段は表示なしになります。
設定は、Audinate 社のソフトウェア「Dante Controller」で行ない
オーディオのウェブサイトをご参照ください。

す。
入力パッチの実行を確認するポップアップが表示されますの
行なわれます。

、ポート選択ボタンを押します。
面が表示されます。

デバイスを選びます。

を閉じます。

2
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4. I/O デバイスからコンソールに入力する64チャンネルを設定するには、DANTE INPUT 
PATCHボタンを押します。
DANTE INPUT PATCHポップアップ画面が表示されます。このポップアップ画面に含まれる
項目は次のとおりです。

1 LIBRARYボタン
DANTE INPUT PATCHの設定をライブラリーとしてストア /リコールします。ライブラリー
には10種類の設定を保存できます。
NOTE
･ I/O デバイスの登録状態がストアしたときと異なるデータをリコールする場合、I/Oデバイス
リストに登録されていないデバイスへのパッチは、リコールされずに現状を維持します。
･ また、UNIT ID がストアしたときと異なっている場合も、リコールはされずに現状を維持します。

2 AUTO SETUPボタン
現在の I/Oデバイスの接続状況を把握して、I/Oデバイスリストの登録順に自動的にコンソール
への入力パッチを行ないます。
押すと自動パッチの実行を確認するポップアップが表示されますので、OKを押すと実行されま
す。CANCELを押すとそのまま元の画面に戻ります。

3 ポート選択ボタン
押すと、PORT SELECTポップアップ画面が表示されます。
ボタンの上段はDante Device ID 番号 (16進 ) －チャンネル番号 (10進 )
が表示されます。
ボタンの下段は各ポートのチャンネルラベル (Dante Audio Channel Label)
の先頭の8文字が表示されます。
パッチがない場合は、上段に --- と表示され、下段は表示なしとなります。

NOTE
･ CLシリーズがサポートしてい
がDEVICE LABEL の先頭 4文
･ Dante Audio Channel Label が
･ Dante Audio Channel Label の
ます。最新の情報は、ヤマハプロ
http://proaudio.yamaha.co.jp

5. AUTO SETUPボタンを押しま
I/O デバイスからコンソールへの
で、OKを押すと自動的にパッチが

6. 個別にパッチを変更する場合は
PORT SELECTポップアップ画

1 カテゴリー選択リスト
設定したい入力ポートのある I/O

2 ポート選択ボタン
入力ポートを設定します。

3 CLOSEボタン
設定を終了してポップアップ画面

1 2

3
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たDante ポート (DANTE1-64) を選択します。

面を閉じます。

トも出力するチャンネルを設定します。

ト操作します。

タブを押して、Rio フィールドを表示させます。
は次のとおりです。

I/Oデバイスが表示されます。このボタンを押し続けると、該当す
滅します。

、バージョンを表示します。

3
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7. I/Oデバイスの出力ポートを設定するには、I/Oデバイス画面のDANTE PATCHフィール
ドにて I/O デバイスを選んで押すとOUTPUT PATCHボップアップ画面が開きます。
OUTPUT PATCHポップアップ画面が表示されます。

1 ポート選択ボタン
押すと、PORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。

8. パッチを変更する場合は、ポート選択ボタンを押します。
PORT SELECTポップアップ画面が表示されます。

1 カテゴリー選択リスト
出力したい信号が割り当てられたDante ポートを選択します。

2 ポート選択ボタン
出力したい信号が割り当てられ

3 CLOSEボタン
設定を終了してポップアップ画

9. 同様に、ほかのOUTPUTポー

Rio をリモート操作する
Dante 端子に接続したRio をリモー

1. I/O DEVICE 画面上部のRio
Rio フィールドに含まれる項目

1 表示切り替えボタン
このボタンを押すと、対応する
る I/Oデバイスの全 LEDが点

2 ID/ 機種名表示
I/O デバイスの ID番号、機種名

1

2
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ト操作するには、HA側の I/O デバイスを押します。
画面が表示されます。ここでは、CLシリーズのディスプレイに表
トップパネルのマルチファンクションノブを使って I/Oデバイス
。

タム電源のオン /オフ状態が表示されます (オン /オフの切り替
ます )。

源のオン /オフを切り替えます。

を表示します。値を調節するには、ノブを押して選択し、マルチ
使います。なお、ノブのすぐ右側にあるレベルメーターで、対応する
ます。

号レベルを一定にするゲインコンペンセーションのオン /オフを

ン
ているハイパスフィルターのオン /オフ切り替え、およびカット
。FREQUENCYノブを押して選択すると、対応するマルチファン
ます。

画面に表示するポートを切り替えます。

L OFF ボタン
のゲインコンペンセーションを一括でオン /オフするボタンです。

7

1
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3 DANTE SETUPボタン
このボタンを押すと、オーディオネットワークの設定を行なうDANTE SETUPポップアップ画
面が表示されます。

■ HA表示
I/O デバイスのHAの設定を表示します。画面を押すと、HAの詳細を設定する I/O DEVICE HA ポッ
プアップ画面が表示されます。

4 アナログGAINノブ
アナログゲインの設定値を表示します。この画面は表示のみで、値を変更することはできません。

5 +48Vインジケーター
ポートごとの+48Vファンタム電源のオン /オフ状態を表示します。

6 OVERインジケーター
入力レベルがクリップしたことを示すインジケーターです。

7 HPFインジケーター
ポートごとのハイパスフィルターのオン /オフ状態を表示します。

■ INPUT表示
I/O デバイスの INPUTを表示します。

任意のインプットチャンネルの [SEL] キーを押すと、対応するポートが点灯します。

■ OUTPUT表示
I/O デバイスのOUTPUTを表示します。画面を押すと、I/Oデバイスの出力ポートを設定する
OUTPUT PATCHポップアップ画面が表示されます。

任意のアウトプットチャンネルの [SEL] キーを押すと、対応するポートが点灯します。

2. I/O デバイスのHAをリモー
I/O DEVICE HAポップアップ
示されるノブやボタン、または
のHAをリモート操作できます

1 +48V MASTER
I/O デバイスのマスターファン
えは、I/Oデバイス本体で行ない

2 +48Vボタン
チャンネルごとのファンタム電

3 GAINノブ
I/O デバイスのHAのゲイン量
ファンクションノブ1～8を
ポートの入力レベルを確認でき

4 GCボタン
オーディオネットワーク上の信
切り替えます。

5 FREQUENCYノブ /HPFボタ
I/O デバイスのHAに内蔵され
オフ周波数の調節を行ないます
クションノブを使って調節でき

6 表示ポート切り替えタブ
I/O DEVICE HAポップアップ

7 GC ALL ONボタン /GC AL
すべてのインプットチャンネル

5

7

4

6

2

3

4

5

6
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がマウントされたラックを押すと、OUTPUT PATCHボップ

がある場合は、I/Oデバイスのパッチの手順7 ( → P.140) 以降
142

3. CLシリーズのインプットチャンネルから
I/OデバイスのHAをリモート操作する
には、Centralogic セクションのバンク
セレクトキーを使って、HAを操作したい
チャンネルを含むOVERVIEW画面を表
示させます。

4. I/OデバイスのHAを操作したいチャンネルのGAIN/PATCHフィールドを押して、GAIN/
PATCHポップアップ画面を表示させます。

5. 操作が終わったら×マークを押して画面を閉じます。

6. OUTPUT側の I/O デバイス
アップ画面が開きます。

出力ポートの設定を行なう必要
と同様に設定をします。

GAIN/PATCH
フィールド
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すとOUTPUT PATCHボップアップ画面が開きます。

がある場合は、I/Oデバイスのパッチの手順7 ( → P.140) 以降
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AMPをリモート操作する
Dante 端子に接続したAMPをリモート操作します。

1. I/O DEVICE 画面上部のAMPタブを押して、AMPフィールドを表示させます。
AMPフィールドに含まれる項目は次のとおりです。

1 表示切り替えボタン
このボタンを押すと、対応する I/Oデバイスが表示されます。

2 ID/ 機種名表示
I/O デバイスの ID番号、機種名、バージョンを表示します。

3 DANTE SETUPボタン
このボタンを押すと、オーディオネットワークの設定を行なうDANTE SETUPポップアップ画
面が表示されます。

2. 表示された I/O デバイスを押

出力ポートの設定を行なう必要
と同様に設定をします。

1 2

3
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AD8HR 1

NAI48-ES

AD8HR 2

AD8HR 3

MY16- 
ES64

 OUT A 端子

 OUT A 端子

DIGITAL 
OUT A 端子

HA REMOTE 端子

HA REMOTE 1 端子

HA REMOTE 2 端子

6台まで

オーディオ信号

リモート信号

HA REMOTE 2 端子

HA REMOTE 2 端子

HA REMOTE 1 端子

HA REMOTE 1 端子
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外部ヘッドアンプを利用する
スロット経由のヘッドアンプコントロールに対応した I/Oカード (MY16-ES64など ) を CL シリー
ズのスロットに装着すれば、外部ヘッドアンプ ( ヤマハSB168-ES や AD8HR) のファンタム電源
(+48V) のオン /オフ、ゲイン、HPFなどのパラメーターをCLシリーズからリモートコントロールで
きます。
I/Oカードの設定については、I/Oカードの取扱説明書をご参照ください。

CLシリーズとAD8HRの接続
CLシリーズを使用してAD8HRをリモート操作するには、まず EtherSound カードMY16-ES64
を CLシリーズのスロット1に装着して、イーサネットケーブルでNAI48-ESと接続します。次に、
NAI48-ES の HA REMOTE端子とAD8HRのHA REMOTE 1 端子をRS422 D-sub9ピンの
ケーブルを使って接続します。この接続によりCLシリーズからAD8HRのリモート操作ができます。
AD8HRに入力されたオーディオ信号をCLシリーズに送るには、AD8HRのDIGITAL OUT A ( ま
たはB) と NAI48-ESの AES/EBU端子をD-sub25ピン AES/EBUケーブルを使って接続しま
す。NAI48-ES から CLシリーズへはMY16-ES64経由で信号が送受信されます。
また、“デイジーチェーン”と呼ばれる接続方法を使って、複数のAD8HRを同時にリモート操作するこ
ともできます。これを行なうには、AD8HRのHA REMOTE 2 端子を、2台目のAD8HRのHA 
REMOTE 1 端子に接続します。NAI48-ESを使った場合、最大6台のAD8HRを接続できます。この
ときAD8HRのオーディオ信号をCLシリーズに入力するには、CLシリーズのスロットが1つに対
して16チャンネルまでの入力のため、CLシリーズにMY16-EX を 2枚装着して、MY16-ES64と
イーサネットケーブルで接続します。

CL5

MY16-
EX

MY16-
EX

DIGITAL

DIGITAL
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ドやEtherSound ネットワークのセットアップについては、
照ください。

MY16- 
EX

オーディオ信号

リモート信号
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CLシリーズとSB168-ESの接続
CLシリーズを使用してSB168-ES をリモート操作するには、EtherSound カードMY16-ES64を
CLシリーズのスロット1に装着して、イーサネットケーブルでSB168-ES と接続します。この接続
により、CLシリーズからSB168-ESをリモート操作できるようになります。
また、複数のSB168-ES をデイジーチェーン接続またはリング接続して、CLシリーズのスロットに
拡張カードMY16-EX を 2枚装着することにより、最大3台のSB168-ES を同時にリモート操作
することもできます。

NOTE
リモート操作をする情報は、CLシリーズのSLOT1 からのみ送受信できます。

■ デイジーチェーン接続

■ リング接続

NOTE
MY16-ES64/MY16-EX カー
SB168-ES 取扱説明書をご参

SB168-ES

SB168-ES

SB168-ES

MY16-
ES64

MY16-
EX

MY16- 
EX

CL5

OUT

オーディオ信号

リモート信号

IN

OUT

IN

IN

OUT

SB168-ES

SB168-ES

SB168-ES

CL5

MY16-
ES64

MY16-
EX

OUT

IN

OUT

IN

IN

OUT

OUT
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含まれる項目は、次のとおりです。

示するフィールドです。

Aの情報を表示します。ID番号は、接続された機器から順に、1か
ます。また、マスターファンタム電源のオン /オフ状態も確認で

をマウントする最大6つのラックです。外部HAがマウントされ
AIN設定、ファンタム電源やHPFのオン /オフ ) が表示されま
に対応する EXTERNAL HAポップアップ画面が表示されます。

ECTポップアップボタン
Aが、どの入力ポートに接続されているかを設定する
ECTポップアップ画面を呼び出します。

S用とAD8HR用に切り替えます。接続されている機器に応じて

3 4

6
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外部ヘッドアンプをリモート操作する
MY16-ES64やNAI48-ES などを使用して接続した外部ヘッドアンプ (以下“外部HA”) を、CLシ
リーズでリモート操作します。

1. CLシリーズと外部HAを接続します。
「外部ヘッドアンプを利用する」 ( → P.144) や、外部HAの取扱説明書をご参照ください。

2. ファンクションアクセスエリアのI/O DEVICEボタンを押してI/O DEVICEウィンドウを
表示させます。

3. I/O DEVICEウィンドウ上部のEXTERNAL HAタブを押して、EXTERNAL HAフィール
ドを表示させます。

EXTERNAL HAフィールドに

1 EXTERNAL HAフィールド
接続された外部HAの状態を表

2 ID/ 機種名 /+48V Master
ラックにマウントされた外部H
ら6まで自動的に割り当てられ
きます。

3 バーチャルラック
リモート操作が可能な外部HA
ているときは、その設定内容 (G
す。ラックを押すと、そのラック

4 EXTERNAL HA PORT SEL
ラックにマウントされた外部H
EXTERNAL HA PORT SEL

5 VIEW切り替えボタン
バーチャルラックをSB168-E
切り替えてください。

2

1

5
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には、操作したい外部HAがマウントされたラックを押します。
画面が表示されます。ここでは、CLシリーズのディスプレイに表
トップパネルのノブを使用して外部HAをリモート操作できま

は、マスターファンタム電源のオン /オフ状態が表示されます
HA本体で行ないます )。

源のオン /オフを切り替えます。

す。値を調節するには、ノブを押して選択し、マルチファンクショ
、ノブのすぐ右側にあるレベルメーターで、対応するポートの入力

ン
パスフィルターのオン /オフ切り替え、およびカットオフ周波数
NCYノブを押して選択すると、対応するマルチファンクションノ

画面に表示するラックを切り替えます。

きは、設定は新しく接続されたAD8HRの状態になります。
プ画面では、AD8HRがつながっていなくても、これらのノブやボ
定をしてシーンにSTOREすれば AD8HRがない状態で作成して

ジを表示することはできません。また、EtherSound パラメーター
。この場合は、AVS-ESMonitor を使用してください。

1
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6 COMM PORT切り替えボタン
スロットに接続された外部ヘッドアンプを使用するときに、リモート操作するかどうかを設定し
ます。操作するときは、“SLOT1”を選びます。

4. COMM PORT切り替えボタンの“SLOT1”を押します。
コントロール可能な外部HAがバーチャルラックに表示されます。

5. 外部HAの入力ポートを設定するには、ラックに対応する EXTERNAL HA PORT 
SELECT ポップアップボタンを押します。
EXTERNAL HA PORT SELECT ポップアップ画面が表示されます。このポップアップ画面に
含まれる項目は次のとおりです。

1 PORT SELECTボタン
外部HAが接続されている入力ポートを設定します。

6. PORT SELECT ボタンを使って、外部HAのオーディオ出力を接続した入力ポートを指定
します。
設定が終わったら、CLOSEボタンを押してポップアップ画面を閉じてください。

NOTE
外部HAが CLシリーズのスロットに接続されている場合、必ず手動で適切な入力ポートを設
定してください。間違った設定にすると、インプット系チャンネルに入力ポートをパッチする
ときに、外部HAが正しく認識されません。

7. 外部HAをリモート操作する
EXTERNAL HAポップアップ
示されるノブやボタン、または
す。

1 +48V MASTER
外部HAが接続されている場合
(オン /オフの切り替えは、外部

2 +48Vボタン
チャンネルごとのファンタム電

3 GAINノブ
外部HAのゲイン量を表示しま
ンノブ1～8を使います。なお
レベルを確認できます。

4 FREQUENCYノブ /HPFボタ
外部HAに内蔵されているハイ
の調節を行ないます。FREQUE
ブを使って調節できます。

5 ラック切り替えタブ
EXTERNAL HAポップアップ

NOTE
･ 新たに AD8HRをつないだと
EXTERNAL HAポップアッ
タンは表示されますので、設
おくことができます。
･ SB168-ES のエラーメッセー
を設定することもできません

1

2

3

5

4
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8. CLシリーズのインプットチャンネル
から外部HAをリモート操作するに
は、バンクセレクトキーを使って、HA
を操作したいチャンネルを含む
OVERVIEW画面を表示させます。

9. 外部HAを操作したいチャンネルのGAIN/PATCHフィールドを押して、GAIN/PATCH
ポップアップ画面を表示させます。

10. 入力ポートポップアップボタンを押して、外部HAが割り当てられた入力ポートを選びます。
このように設定すれば、外部HAを I/O デバイスや本体のHAと同様に使用できます。GAIN/
PATCHポップアップ画面については「HA ( ヘッドアンプ ) を設定する」 ( → P.30) をご参照く
ださい。

GAIN/PATCHフィールド
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セージの種類、使用するMIDI ポート、MIDI チャンネルなどを選

アのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

を押して、MIDI/GPI ポップアップ画面を表示させます。
まれており、画面下部のタブを使ってページを切り替えます。
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MIDI
ここでは、外部からCLシリーズにMIDI メッセージを送ってCLシリーズのパラメーターを操作した
り、逆にCLシリーズの操作に応じてMIDI メッセージを外部に出力したりする方法について説明しま
す。

CLシリーズのMIDI について
CLシリーズでは、MIDI を使って以下の操作が行なえます。

■ プログラムチェンジの送受信
CLシリーズ上で特定のイベント (シーン /エフェクトライブラリーのリコール操作 ) を実行したとき
に、対応するナンバーのプログラムチェンジメッセージを外部機器に送信できます。また、外部機器から
プログラムチェンジメッセージを受信したときに、対応するイベントを実行できます。

■ コントロールチェンジの送受信
CLシリーズで特定のイベント ( フェーダー/ノブ、キーの操作 ) を実行したときに、対応するコント
ロールチェンジメッセージを外部機器に送信できます。また外部機器からコントロールチェンジメッ
セージを受信したときに、対応するイベントを実行できます。この機能を利用すれば、フェーダーやキー
の操作をMIDI シーケンサーなどの外部機器に記録しておき、あとからそれを再生できます。

■ パラメーターチェンジ (SysEx) の送受信
CLシリーズで特定のイベント ( フェーダー/ノブ、キーの操作、システム設定やユーザー設定の変更 )
を実行したときに、“パラメーターチェンジ”と呼ばれるSysEx ( システムエクスクルーシブ )メッ
セージを外部機器に送信できます。また外部機器からパラメーターチェンジを受信したときに、対応す
るイベントを実行できます。
CLシリーズの操作をMIDI シーケンサーなどの外部機器に記録 /再生したり、システム設定やユー
ザー設定を変更したときに、もう1台のCLシリーズを同期させる目的に利用できます。

NOTE
MIDI メッセージの送受信に使用するポートは、リアパネルのMIDI IN/OUT端子、スロット 1
に装着された I/O カードの中から選択できます。選択したポートは、上記のすべての機能に共
通です。

MIDI の基本設定
CLシリーズが送受信するMIDI メッ
択します。

1. ファンクションアクセスエリ

2. 画面中央のMIDI/GPI ボタン
この画面には複数のページが含
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タンがオンのときは、シングルモードですべてのMIDI チャンネル
グラムチェンジを受信します。シングルモードの送信、マルチモー
受信に対しては無効です。
タンがオンのときは、シングルモードでバンクセレクトメッセー
用するプログラムチェンジのグループを切り替える機能 )の送受
きます。

ルド
ッセージの送受信のオン /オフを切り替えます。
ロールチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
ロールチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
ロールチェンジのエコー出力 ( 外部から受信したコントロール
ジをそのまま出力する機能 )のオン /オフを切り替えます。

フィールド
モードを選択します。
タンがオンのときは、CLシリーズの各種ミックスパラメーターを
IDI チャンネルのNRPNとして送受信します (NRPNモード )。
タンがオンのときは、CLシリーズの各種ミックスパラメーターを
IDI チャンネルのコントロールチェンジとして送受信します
Eモード )。

ールド
るSysEx メッセージ (CLシリーズのパラメーター変更に使用す
送受信のオン /オフを切り替えます。
ーターチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
ーターチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
ーターチェンジのエコー出力 ( 外部から受信したパラメーター
ジをそのまま出力する機能 )のオン /オフを切り替えます。

ド
コー出力 ( 外部から受信したその他のメッセージをそのまま出力
替えます。
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3. MIDI SETUPタブを押して、MIDI SETUPページに切り替えます。
MIDI SETUPページでは、送受信するMIDI メッセージの種類や使用するポートなどを選択でき
ます。このページに含まれる項目は、次のとおりです。

1 PORT/CHフィールド
MIDI の送受信を行なう端子の選択とMIDI チャンネルの設定を行ないます。
・ Tx PORT/Tx CH....押すと、それぞれMIDI メッセージを送信するポートと送信するMIDI

チャンネルを選択するポップアップ画面が表示されます。
・ Rx PORT/Rx CH ...押すと、それぞれMIDI メッセージを受信するポートと受信するMIDI

チャンネルを選択するポップアップ画面が表示されます。

2 PROGRAM CHANGEフィールド
MIDI プログラムチェンジメッセージの送受信のオン /オフを切り替えます。
・ Tx ...............................プログラムチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
・ Rx ...............................プログラムチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
・ ECHO ........................プログラムチェンジのエコー出力 ( 外部から受信したプログラムチェン

ジをそのまま送信する機能 ) のオン /オフを切り替えます。

3 PROGRAM CHANGE MODEフィールド
プログラムチェンジの送受信方法を選択します。
・ SINGLE.....................このボタンがオンのときは、単一のMIDI チャンネルのプログラムチェン

ジのみを送受信します ( シングルモード )。
・ MULTI .......................このボタンがオンのときは、複数のMIDI チャンネルのプログラムチェン

ジを送受信します (マルチモード )。

・ OMNI......................... このボ
のプロ
ドの送

・ BANK........................ このボ
ジ (使
信がで

4 CONTROL CHANGEフィー
MIDI コントロールチェンジメ
・ Tx............................... コント
・ Rx .............................. コント
・ ECHO........................ コント

チェン

5 CONTROL CHANGE MODE
コントロールチェンジの送受信
・ NRPNボタン ........... このボ

単一M
・ TABLEボタン ......... このボ

単一M
(TABL

6 PARAMETER CHANGEフィ
パラメーターチェンジと呼ばれ
る特殊なMIDI メッセージ ) の
・ Tx............................... パラメ
・ Rx .............................. パラメ
・ ECHO........................ パラメ

チェン

7 OTHER COMMANDフィール
その他のMIDI メッセージのエ
する機能 ) のオン /オフを切り

1

2

4

6

7

3

5
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は受信を行なうチャンネルを設定するには、チャンネル選択
す。
UPポップアップ画面が表示されます。この画面の操作方法は、送
、次の項目が含まれます。

受信するチャンネルをCH1～ CH16から選択します。

を使用します。OKボタンを押すと、選んだチャンネルが確定し、
面が閉じます。

ネルを押すか、いずれかのマルチファンクションノブを回して、
できます。
信するときは、ここで指定したチャンネル番号をデバイスナン
するための番号 ) として利用します。

信のオン /オフを選択します。

法については、次の「プログラムチェンジでシーン /ライブラ
をご参照ください。
方法については、「コントロールチェンジでパラメーターを操作
ださい。
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4. 各種MIDIメッセージの送信または受信を行なうポートを設定するには、送信(Tx)または受
信 (Rx) のポート選択ポップアップボタンを押します。
ポート選択用のMIDI SETUPポップアップ画面が表示されます。この画面の操作方法は、送信
(Tx) / 受信 (Rx) とも共通で、次の各項目が含まれます。

1 TERMINALフィールド
MIDI メッセージの送信または受信を行なうポートを選びます。
選択できる項目は次のとおりです。

2 PORT NO. フィールド
TERMINALフィールドでSLOT1を選択した場合は、このフィールドでポート番号1～8を選
択します ( 使用できるポートの数は、装着されているカードによって異なります )。現在使用でき
るカードはポート1でのみ有効です。

5. ポートの種類とポート番号を設定します。
項目を選ぶには、 / ボタンを使用します。OKボタンを押すと、選んだポートが確定し、MIDI 
SETUPポップアップ画面が閉じます。

NOTE
フィールド内の目的のポート名を押すか、フィールドを押して選択項目をハイライト表示させ
てからいずれかのマルチファンクションノブを回して、ポートを選ぶこともできます。

6. MIDI メッセージの送信また
ポップアップボタンを押しま
チャンネル選択用のMIDI SET
信 (Tx) / 受信 (Rx) とも共通で

1 CHフィールド
MIDI メッセージを送信または

7. チャンネルを選択します。
項目を選ぶには、 / ボタン
MIDI SETUPポップアップ画

NOTE
･ フィールド内の目的のチャン
チャンネルを選択することも
･ パラメーターチェンジを送受
バー( 送受信する機器を特定

8. MIDI メッセージごとに送受

NOTE
･ プログラムチェンジの操作方
リーのリコールを操作する」
･ コントロールチェンジの操作
する」 ( → P.155) をご参照く

NONE ポートを使用しません。

MIDI リアパネルのMIDI IN (Rx)、OUT (Tx) 端子

SLOT1 リアパネルのスロット 1に装着されたシリアル通信をサポートするカード

1 2 1
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次のとおりです。

ルド
受信のオン /オフを切り替えます。MIDI SETUPページの
ョンと連動しています。
、リスト内に登録されたイベントを実行したときに対応するプロ
ジを送信します。
、プログラムチェンジを受信したときに対応するイベントを実行

、外部から受信したプログラムチェンジをそのまま出力します。

E フィールド
ードを選択します。MIDI SETUPページのPROGRAM 
と連動しています。

チェンジナンバーごとに、割り当てられているイベント ( シーンや
を表示するリストです。リストに表示される項目は、次のとおりで

されているときは、プログラムチェンジを送受信するMIDI チャン
6) を表わします。プログラムチェンジの送受信モードがシングル
ANKボタンがオンのときには、表示が“BANK”に変わり、この欄
クナンバーに相当します。
プログラムナンバーを表わします。

5

6

2
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プログラムチェンジでシーン /ライブラリーのリコールを操作する
CLシリーズでは、プログラムチェンジのナンバーごとに特定のイベント ( シーンのリコール /エフェ
クトライブラリーのリコール ) を割り当てて、CLシリーズ上で実行したときに、対応するナンバーのプ
ログラムチェンジメッセージを外部機器に送信できます。また、外部機器からプログラムチェンジメッ
セージを受信したときに、対応するイベントを実行できます。

1. CLシリーズと外部機器を接続します。
次の図は、MIDI IN/OUT端子を使ってMIDI メッセージの送受信を行なう場合の例です。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

3. 画面中央のMIDI/GPI ボタンを押して、MIDI/GPI ポップアップ画面を表示させます。

4. MIDI SETUPタブを押して、MIDI SETUPページに切り替え、「MIDI の基本設定」 
( → P.149) を参考にプログラムチェンジを送受信するポートとMIDI チャンネルを選択
します。

5. PROGRAM CHANGEタブを押して、PROGRAM CHANGEページに切り替えます。
PROGRAM CHANGEページでは、プログラムチェンジの送受信方法や、プログラムナンバーご
とに割り当てるイベント ( シーンのリコール /エフェクトライブラリーのリコール )を設定しま
す。

このページに含まれる項目は、

1 PROGRAM CHANGEフィー
MIDI プログラムチェンジの送
PROGRAM CHANGEセクシ
・ Tx......................オンのときは

グラムチェン
・ Rx .....................オンのときは

します。
・ ECHO...............オンのときは

2 PROGRAM CHANGE MOD
プログラムチェンジの送受信モ
CHANGE MODEセクション

3 リスト
MIDI チャンネル /プログラム
ライブラリーのリコール操作 )
す。
・ CH/BANK ......“CH”と表示

ネル (1～ 1
モードで、B
の番号がバン

・ NO. ...................1 ～ 128の

CL5

MIDI OUTMIDI IN MIDI OUTMIDI IN

外部機器

1

4

3
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K ( バンクナンバー) に変わり、バンクセレクト ( コントロール
ムチェンジメッセージを送受信できます。1つのMIDI チャンネ
操作したいときに便利です。
ト→プログラムチェンジの順で受信すると、リスト内の対応する
ンバーに割り当てられたイベントを実行します。
ントを実行すると、そのイベントが割り当てられたバンクナン
応するバンクセレクト＋プログラムチェンジメッセージがTx
スト内に同一イベントが複数登録されているときは、最も小さい
ンバーが送信されます )。

定は、マルチモードでは無効です。
、適切なMIDI チャンネルのプログラムチェンジのみを受信した
クナンバーが有効となります。
、OMNI ボタンを同時にオンにすることもできます。この場合は、
バンクセレクト＋プログラムチェンジメッセージを受信します。

ールドの各ボタンを使用して、送受信のオン /オフやエコー出

は、次のとおりです。
ラムチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
ラムチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
たプログラムチェンジを、送信MIDI ポートからエコー出力するか
を選択します。
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・ PROGRAM CHANGE EVENT
...................それぞれのチャンネル (バンクナンバー) / プログラムナンバーに割り当てら

れたイベントの種類 /番号 /タイトルを表示します。個々のイベントの表示部
分を押すと、割り当てるイベントを選択するMIDI PROGRAM CHANGE
ポップアップ画面が表示されます。

4 スクロールノブ
押すと、マルチファンクションノブを使って、リストを上下にスクロールできます。

5 CLEAR ALL ボタン
押すと、リスト内のすべてのイベントが消去されます。

6 INITIALIZE ALL ボタン
押すと、リスト内のイベントの割り当てが初期状態に戻ります。

6. PROGRAM CHANGE MODEフィールドの各ボタンを使用して、プログラムチェンジの
送受信モードを選択します。
プログラムチェンジの送受信モードは、次の2種類から1つを選択できます。

・ マルチモード (MULTI ボタンがオンのとき )
すべてのMIDI チャンネルのプログラムチェンジを送受信します (MIDI SETUPページで設定し
た送受信チャンネルは無効になります )。
プログラムチェンジを受信すると、リスト内の対応するMIDI チャンネル /プログラムナンバー
に割り当てられたイベントを実行します。
CLシリーズで特定のイベントを実行すると、リスト内の対応するMIDI チャンネル /プログラム
ナンバーのプログラムチェンジが送信されます。

・ シングルモード (SINGLE ボタンがオンのとき )
MIDI SETUPページで設定された送信 (Tx) / 受信 (Rx) チャンネルのプログラムチェンジのみ
を送受信します。
Rxチャンネルのプログラムチェンジを受信すると、リスト内の該当するチャンネルの対応する
プログラムナンバーに割り当てられたイベントを実行します。
CLシリーズで特定のイベントを実行したときは、リスト内の Tx チャンネルの中から、対応する
プログラムナンバーのプログラムチェンジメッセージが送信されます ( 同一イベントが同じチャ
ンネルの複数のプログラムナンバーに登録されているときは、最も小さいプログラムナンバーが
送信されます )。
なお、シングルモードでOMNI ボタン /BANKボタンをオンにすると、動作が次のように変化し
ます。

・ OMNI ボタンがオンのとき
すべてのMIDI チャンネルのプログラムチェンジを受信します。ただし、どのMIDI チャンネルを
受信した場合でも、Rxチャンネルの対応するプログラムナンバーに割り当てられているイベン
トが実行されます。なお、プログラムチェンジの送信に関しては、OMNI ボタンをオンにしても動
作は変わりません。

・ BANKボタンがオンのとき
リスト内のCHの表示がBAN
チェンジ#0、#32) ＋プログラ
ルで128を越えるイベントを
Rxチャンネルのバンクセレク
バンクナンバー/プログラムナ
また、CLシリーズで特定のイベ
バー/プログラムナンバーに対
チャンネルで送信されます ( リ
バンクナンバー/プログラムナ

NOTE
･ OMNI、BANKの各ボタンの設
･ BANKボタンがオンのときに
ときは、最後に選ばれたバン
･ BANKボタンがオンのときに
すべてのMIDI チャンネルの

7. PROGRAM CHANGEフィ
力の設定を行ないます。
このフィールドに含まれる項目
・ Txボタン .................. プログ
・ Rxボタン.................. プログ
・ ECHOボタン ........... 受信し

どうか
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り当てるイベントの種類を選び、SCENE以外の場合は
を使ってリコールするラック番号を選び、LIBRARY 
E フィールドを使ってリコールの対象となるシーン /ライブ

を使用します。OKボタンを押すと、変更が確定してMIDI 
アップ画面が閉じます。

トやシーン /ライブラリーを押しても選択できます。
項目をハイライト表示させれば、いずれかのマルチファンクショ
ーン /ライブラリーを選択できます。

ナンバーにもイベントを割り当てます。
定のイベントを実行したときに、対応するプログラムチェンジ
グラムチェンジ ) メッセージが外部機器に送信されます。
I チャンネルのプログラムチェンジ (またはバンクセレクト＋プ
と、対応するMIDI チャンネル (またはバンクナンバー)のプログ
イベントが実行されます。

、プログラムナンバーへの割り当てをすべて消去できます。また、
うと、プログラムナンバーへの割り当てを初期状態に戻せます。
ントの割り当ては、シーンではなくシステム全体の設定として保

トが Tx チャンネルの複数のプログラムナンバーに割り当てられ
グラムナンバーだけが送信されます (BANKボタンがオンのとき
ーの最も小さいプログラムナンバーだけが送信されます )。
が複数のMIDI チャンネル /複数のプログラムナンバーに割り当
ンネルごとに最も小さいプログラムナンバーだけが送信されま
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8. プログラムナンバーごとのイベントの割り当てを変更するには、リスト内の該当するイベン
トを押します。
MIDI PROGRAM CHANGEポップアップ画面が表示されます。この画面では、プログラムナン
バーに割り当てるイベントを設定します。このポップアップ画面に含まれる項目は、次のとおりで
す。

1 TYPEフィールド
イベントの種類を選択します。
選択できる項目は、次の表のとおりです。

2 DESTINATIONフィールド
ライブラリーをリコールするラックを選択します。TYPEフィールドで EFFECTまたは
PREMIUM RACKを選んだときは、ラック番号が表示されます。SCENEのときは --- と表示さ
れ、このフィールドの選択はありません。

3 LIBRARY NUMBER/LIBRARY NAMEフィールド
リコールするシーン /ライブラリーを選択します。
TYPEフィールドでSCENEまたは EFFECTを選んだときは LIBRARY NUMBERと
LIBRARY NAMEが、PREMIUM RACKを選んだときは LIBRARY NUMBERがそれぞれ表示
されます。

9. TYPEフィールドを使って割
DESTINATIONフィールド
NUMBER/LIBRARY NAM
ラリー番号を選びます。
項目を選ぶには、 / ボタン
PROGRAM CHANGEポップ

NOTE
･ フィールド内の目的のイベン
･ 各フィールドを押して、選択
ンノブを回してイベントやシ

10. 同じ要領で、ほかのプログラム
この状態で、CLシリーズ上で特
(またはバンクセレクト＋プロ
また、外部機器から有効なMID
ログラムチェンジ )を受信する
ラムナンバーに割り当てられた

NOTE
･ CLEAR ALL ボタンを使うと
INITIALIZE ALL ボタンを使
･ プログラムナンバーへのイベ
存されます。
･ シングルモードで同じイベン
ている場合、最も小さいプロ
は、最も小さいバンクナンバ
･ マルチモードで同じイベント
てられている場合、MIDI チャ
す。NO ASSIGN 割り当てなし

SCENE シーンメモリーをリコールする操作

EFFECT エフェクトライブラリーをリコールする操作

PREMIUM RACK プレミアムラックライブラリーをリコールする操作

1 2 3
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ルド
のオン /オフを切り替えたり、エコー出力させるかどうかの設定
ージのCONTROL CHANGEフィールドと連動しています。

フィールド
モードを選択します。MIDI SETUPページのCONTROL 
と連動しています。

り当てられたイベント ( フェーダー/ノブの操作、[ON] キーのオ
するリストです。
ナンバーを表わします。使用できるコントロールナンバーは、1
95、102～ 119です。
NT
ントロールナンバーに割り当てられたイベントの種類を表示 /
各イベントを押すと、コントロールナンバーへの割り当てを変更
ONTROL CHANGEポップアップ画面が表示されます。

のイベントの割り当てがすべて消去されます。

のイベントの割り当てが初期状態に戻ります。

るノブです。マルチファンクションノブで操作できます。

4

5

2
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コントロールチェンジでパラメーターを操作する
CLシリーズでは、MIDI コントロールチェンジメッセージを使って、特定のイベント ( フェーダー/ノ
ブの操作、[ON] キーのオン /オフ切り替えなど )を制御できます。フェーダーやキーの操作をMIDI
シーケンサーなどの外部機器に記録しておき、あとからそれを再生するといった目的に利用できます。
コントロールチェンジを使ってイベントを操作するには、次の2つの方法があります。

■ コントロールチェンジを使う
一般的なコントロールチェンジ (コントロールナンバー1～ 31、33～ 95、102～ 119) を使用す
る方法です。それぞれのコントロールナンバーに割り当てるイベントは自由に指定できます。

■ NRPN (Non Registered Parameter Number) を使う
NRPNと呼ばれる特殊なメッセージを使用する方法です。
NRPNでは、コントロールナンバー99と98のコントロールチェンジを使って、それぞれパラメー
ター番号のMSB ( 最上位番号 )と LSB ( 最下位番号 ) を指定し、その直後に送られるコントロール
#6 ( または #6と #38) のコントロールチェンジを使ってパラメーターの値を変更します。
なお、それぞれのMSBと LSBの組み合わせに割り当てられているイベントはあらかじめ定義されて
おり、変更はできません。

NOTE
NRPNに割り当てられているイベントの内容については、資料編 ( → P.250) をご参照くださ
い。

1. CLシリーズと外部機器を接続します。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

3. 画面中央のMIDI/GPI ボタンを押して、MIDI/GPI ポップアップ画面を表示させます。

4. MIDI SETUPタブを押して、MIDI SETUPページに切り替え、「MIDI の基本設定」 
( → P.149) を参考に、コントロールチェンジを送受信するポートとMIDI チャンネルを選
択します。

5. CONTROL CHANGEタブを押して、CONTROL CHANGEページに切り替えます。
CONTROL CHANGEページでは、コントロールチェンジの送受信方法や、コントロールナン
バーごとに割り当てるイベント (フェーダー/ノブの操作、[ON] キーのオン /オフ切り替えなど )
を設定できます。このページに含まれる項目は、次のとおりです。

1 CONTROL CHANGEフィー
コントロールチェンジの送受信
を行ないます。MIDI SETUPペ

2 CONTROL CHANGE MODE
コントロールチェンジの送受信
CHANGE MODEフィールド

3 リスト
コントロールナンバーごとに割
ン /オフ切り替えなど ) を表示
・ NO. ...................コントロール

～31、33～
・ CONTROL CHANGE EVE

....................それぞれのコ
選択します。
する、MIDI C

4 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、リスト内

5 INITIALIZE ALL ボタン
このボタンを押すと、リスト内

6 スクロールノブ
リストの表示をスクロールさせ

1

6

3
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て、イベントの種類を設定します。

ズ共通です。
ないパラメーターを設定すると、「Cannot Assign!」と表示されま

信モードがNRPNモードに設定されている場合、この画面の設定

当てできるイベントの内容については、資料編 ( → P.248) をご参

ETER1フィールド→PARAMETER2フィールドの順に操
種類を選びます。
使用します。OKボタンを押すと、変更が確定してMIDI 
ップ画面が閉じます。

トを押して、選択することもできます。
目をハイライト表示させれば、いずれかのマルチファンクショ
べます。

ルナンバーにもイベントを割り当てます。
定のパラメーターを操作したときに、コントロールチェンジメッ
。また、外部機器から有効なMIDI チャンネルのコントロール
トロールナンバーに割り当てられたパラメーターが変化します。

コントロールナンバーへの割り当てをすべて消去できます。ま
うと、コントロールナンバーへの割り当てを初期状態に戻せま

ベントの割り当ては、シーンとしてではなく、システム全体の設
156

6. CONTROL CHANGE MODEフィールドの各ボタンを使用して、コントロールチェンジの
送受信モードを選択します。
コントロールチェンジの送受信モードは、次の2つの中から選択できます。

・ NRPNモード (NRPNボタンがオンのとき )
CL シリーズの各種ミックスパラメーターを単一MIDI チャンネルのNRPNとして送受信しま
す。このモードを選んだときは、リスト内の割り当ては無効となります。

・ TABLEモード (TABLE ボタンがオンのとき )
リスト内の割り当てに従って、CLシリーズの各種ミックスパラメーターを単一MIDI チャンネル
のコントロールチェンジとして送受信します。

NOTE
コントロールチェンジの送受信を行なうチャンネルは、MIDI SETUP ページのPORT/CH
フィールドで設定します ( → P.150)。

7. CONTROL CHANGEフィールドの各ボタンを使用して、送受信のオン/オフやエコー出力
の設定を行ないます。
各ボタンの機能は、次のとおりです。
・ Txボタン...................コントロールチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
・ Rxボタン ..................コントロールチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
・ ECHOボタン............受信したコントロールチェンジを、送信MIDI ポートからエコー出力する

かどうかを選択します。

8. コントロールナンバーごとのイベントの割り当てを変更するには、該当するイベントを押し
ます。
MIDI CONTROL CHANGEポップアップ画面が表示されます。この画面では、コントロールナン
バーに割り当てるイベントを設定します。画面に含まれる項目は、次のとおりです。

1 MODEフィールド
イベントの種類を選択します。

2 PARAMETER1/2フィールド
MODEフィールドと組み合わせ

NOTE
･ 表示されるリストはCLシリー
CL3/CL1 の場合、その機種に
す。
･ コントロールチェンジの送受
は無効です。
･ コントロールチェンジに割り
照ください。

9. MODEフィールド→PARAM
作して、割り当てるイベントの
項目を選ぶには、 / ボタンを
CONTROL CHANGEポップア

NOTE
･ フィールド内の目的のイベン
･ 各フィールドを押して、選択項
ンノブを回してイベントを選

10. 同じ要領で、ほかのコントロー
この状態で、CLシリーズ上で特
セージが外部機器に送信されます
チェンジを受信すると、そのコン

NOTE
･ CLEAR ALL ボタンを使うと、
た、INITIALIZE ALL ボタンを使
す。
･ コントロールナンバーへのイ
定として保存されます。

1 2
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パラメーターチェンジでパラメーターを操作する
CLシリーズでは、コントロールチェンジやNRPNのかわりに、“パラメーターチェンジ”と呼ばれる
SysEx メッセージを使って、特定のイベント (フェーダー/ノブの操作、[ON] キーのオン /オフ切り
替え、システム設定やユーザー設定の変更など ) を制御できます。
送受信できるパラメーターチェンジについては、資料編にある「MIDI データフォーマット」 
( → P.264) をご参照ください。

1. CLシリーズと外部機器を接続します。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押してSETUP画面を呼び出します。

3. 画面中央のMIDI/GPI ボタンを押して、MIDI/GPI ポップアップ画面を表示させます。

4. MIDI SETUPタブを押して、MIDI SETUPページに切り替え、「MIDI の基本設定」 
( → P.149) を参考に、パラメーターチェンジを送受信するポートとMIDI チャンネル (デ
バイスナンバー)を選択します。

NOTE
･ パラメーターチェンジは、送受信する機器を特定するために、“デバイスナンバー”と呼ばれる
番号が付加されます。デバイスナンバーには、MIDI SETUP ページで設定された送信 (Tx) チャ
ンネルと、受信 (Rx) チャンネルを使用します。
･ 送信されるパラメーターチェンジに含まれるデバイスナンバーと、受信するCLシリーズのデ
バイスナンバーが一致していないと、メッセージは無視されますので、ご注意ください。
･ パラメーターチェンジとコントロールチェンジの送受信を同時にオンにすると、MIDI ポートに
大量のデータが集中することになり、オーバーフローなどの原因となりますので、避けてくだ
さい。

5. PARAMETER CHANGEフィールドのTxボタン/Rxボタンを使って、パラメーターチェ
ンジの送受信をオンに設定します。
この状態で、CLシリーズ上で特定のパラメーターを操作したときに、対応するパラメーターチェ
ンジが送信されます。また、外部機器から有効なパラメーターチェンジを受信すると、そのパラ
メーターチェンジに割り当てられたパラメーターが変化します。
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なります。

ードが設定されていませんので、誰でも管理者権限でログインし
ーザーの操作を制限したい場合は、必ず管理者パスワードを設定

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

ED
レン
セッ
集

ユーザーレベル
の編集

パスワード
設定

コメント
編集

ユーザー認証キー

新規作成 上書き保存

定と
を
)

◎
( 管理者は常にすべ
て操作可能なため
編集不可・ゲスト
用設定を編集可能 )

○ ー ○ ー

○ ○ ○ ○ ○

×
(閲覧のみ可能 )

○ ○ ー
○

( ユーザーレベル
以外の設定のみ )

×
( 閲覧のみ可能 )

ー ○ ー ー
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ユーザー設定 (セキュリティー)
ここでは、ユーザーごとに操作できるパラメーターを制限するユーザーレベル設定、コンソールの操作
を一時的に禁止するコンソールロック、操作環境をカスタマイズするプリファレンス設定、USBメモ
リーのセーブ /ロード操作について説明します。

ユーザーレベル設定
ユーザーレベルを設定することにより、操作できるパラメーターをユーザーごとに制限したり、USER 
DEFINEDキーやプリファレンス設定をユーザーごとに切り替えたりできます。ユーザーごとの設定は
「ユーザー認証キー」として本体に保存したり、USBメモリーにまとめて記憶しておいて、簡単にユー
ザーを切り替えできます。たとえば、以下のような場合に便利です。

・ 不用意な誤操作を防止できます。
・ 外部のエンジニア ( ゲストエンジニア )が操作できる範囲を制限できます。
・ 複数のオペレーターが交代で操作する場合などに、出力設定をロックするなどして、誤操作を
防止できます。

・ オペレーターごとに好みの設定に簡単に切り替えられます。

ユーザーの種類とユーザー認証キー
ユーザーの種類には、次の3つがあります。CLシリーズを操作するには、いずれかのユーザーでログイ
ンします。

・ 管理者 (Administrator) ......... CL シリーズの管理者で、すべての機能を使用できます。管理者
設定は本体内に1つだけ保存されます。ほかのユーザーのユー
ザー認証キーを作成できます。また、他のユーザーがロックし
たコンソールであっても、管理者は、管理者パスワードでロッ
クを解除できます。

・ ゲスト (Guest) ............管理者 (Administrator) が許可した範囲でのみ操作できます。ゲスト
設定は本体内に1つだけ保存されます。また、他のユーザーがロックし
たコンソールであっても、管理者は、管理者パスワードでロックを解除
できます。

・ ユーザー(User)............管理者 (Administrator) が許可した範囲でのみ操作できます。ユー
ザー設定は本体やUSBメモリーにユーザー認証キーとして保存され、
任意のユーザー名で複数保存できます ( 本体には10個まで )。
パワーユーザー(Power User) 権限がある場合は、ユーザーレベルを
設定したユーザー認証キーを作成したり編集したりできます。

ユーザーにはそれぞれのユーザーの情報が設定されていて、ログインするとそれらの設定が有効になり
ます。ユーザー設定には次のような情報が含まれます。

ユーザーごとの権限は、以下のように

管理者パスワードの設定
工場出荷時の状態では、管理者パスワ
てすべての操作ができます。ほかのユ
してください。

1. ファンクションアクセスエリ

・ パスワード ( ゲストは除く )
・ ユーザーレベル (管理者は除く )
・ プリファレンス設定
・ USER DEFINEDキー

・ USER DEFINEDノブ
・ アサイナブルエンコーダー
・ CUSTOM FADER BANK
・ MASTER FADER

ログイン中のユーザー

USER DEFIN
キーやプリファ
スなどユーザー
トアップの編

管理者

◎
( 管理者用設
ゲスト用設定
編集可能

ユーザー

パワーユーザー ○

通常ユーザー
(パワーユーザー権
限のないユーザー )

○

ゲスト ○
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USBメモリーに保存します。ユーザー認証キーの作成は、管理者
ザー(Power User) だけが行なえます。ユーザーレベルは作成時に
USER SETUPの設定 ( プリファレンスやUSER DEFINED
ユーザーの設定がそのまま引き継がれます。

リーに作成する場合は、USBメモリーをUSB端子に挿入しま

ま手順2に進みます。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

を押します。
159

2. PASSWORD CHANGEボタンを押します。
パスワードを入力するためのキーボードウィンドウが表示されます。

3. NEW PASSWORDフィールドにパスワードを入力したあと、確認のためにRE-ENTER 
PASSWORDフィールドにも同じパスワードを入力して、OKボタンを押します。
パスワードは最大8文字です。入力した2つのパスワードが一致すると、管理者パスワードが設
定されます。
パスワードの入力方法は取扱説明書 ( 別紙 )の「名前を付ける」をご参照ください。

ユーザー認証キーの作成
ユーザー認証キーを作成して、本体や
(Administrator) およびパワーユー
設定しますが、ユーザーレベル以外の
キーなど )は、現在ログインしている

1. ユーザー認証キーをUSBメモ
す。
本体に保存する場合は、そのま

2. ファンクションアクセスエリ

3. CREATE USER KEYボタン
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ード、パワーユーザー属性のオン/オフ、各種ユーザー権限を設
押します。
面が表示されます。

ー認証キーを作成する場合は、CREATE TO INTERNAL 
ンを押して保存先を選びます。
きます。

は、CREATE TO USB STORAGEフィールドのボタンを押

名は現在のユーザー名に、作成先はルートディレクトリーに保存

す。
た場所にユーザー認証キーが作成されます。
160

CREATE USER KEYポップアップ画面が表示されます。

1 USER NAME
ユーザー名を最大8文字で設定 /表示します。ここを押すと、ユーザー名を入力するためのキー
ボードウィンドウが表示されます。

2 COMMENT
ユーザーに関するコメントを最大32文字で設定 /表示します。ここを押すと、コメントを入力す
るためのキーボードウィンドウが表示されます。

3 PASSWORD
パスワードを最大8文字で設定します。ここを押すと、パスワードを入力するためのキーボード
ウィンドウが表示されます。

4 POWER USER
パワーユーザー権限を与えるかどうかを設定します。

5 ACCESS PERMISSION
ユーザーが操作できる範囲を設定します。各項目について詳しくは、P.166をご参照ください。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

4. ユーザー名、コメント、パスワ
定したら、CREATEボタンを
CREATE KEYポップアップ画

5. 本体の内部メモリーにユーザ
STORAGEフィールドのボタ
本体には10個のキーを保存で

6. USBメモリーに作成する場合
します。

NOTE
ユーザー認証キーのファイル
されます。

7. CREATE TOボタンを押しま
手順5または手順6で指定し

1

2 3 4

5
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GIN ポップアップ画面を表示させます。

を押して、LOGIN ボタンを押します。
いない場合は、そのままログインされます。パスワードが設定され
力するキーボードウィンドウが表示されます。

タンを押します。
画面下部に“Wrong Password!”のメッセージが表示されます。
161

ログイン
CLシリーズを操作するには、管理者、ゲスト、またはユーザーのどれかでログインします。
管理者とゲストのユーザー設定は本体に保存されていますが、ユーザーでログインするときは、本体の
内部メモリーに保存されたキーを選ぶか、ユーザー認証キーが保存されたUSBメモリーを挿入する必
要があります。USBメモリーのユーザー認証キーを使った場合、ログイン後にUSBメモリーを抜いて
も、ログインしたユーザーのままになります。

NOTE
電源を入れ直した場合、基本的には最後に電源を切ったときのログイン状態で起動します。パ
スワードが設定されているユーザーの場合はパスワードを入力する必要がありますが、入力を
キャンセルした場合は強制的にゲストでログインします。

■ 管理者でログインする

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. ログインボタンを押して、LO

3. ADMINISTRATORのボタン
管理者パスワードが設定されて
ている場合は、パスワードを入

4. パスワードを入力してOKボ
パスワードが正しくない場合は



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

ザー認証キーを使って、ユーザーでログインします。USBメモ
成したユーザー認証キーを使ってログインすることもできます。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

GINウィンドウを表示させます。

STORAGEフィールドからログインしたいユーザーのユー
ADボタンを押します。
162

■ ゲストでログインする

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. ログインボタンを押して、LOGIN ウィンドウを表示させます。

3. GUESTのボタンを押して LOGIN ボタンを押します。

■ ユーザーでログインする
本体やUSBメモリーに保存したユー
リーを使うと、別のCLシリーズで作

本体のユーザー認証キーの場合

1. ファンクションアクセスエリ

2. ログインボタンを押して、LO

3. LOAD FROM INTERNAL 
ザー認証キーを選択して LO



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

GIN ウィンドウを表示させます。

GEフィールドの (LOAD .CLU FILE)ポップアップボタンを

が表示され、USBメモリーに保存されているファイルおよび
。ユーザー認証キーのファイルの拡張子は「.CLU」です。
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パスワードが設定されていない場合は、そのままログインされます。パスワードが設定されている
場合は、パスワードを入力するキーボードウィンドウが表示されます。

4. パスワードを入力してOKボタンを押します。
パスワードが正しくない場合は画面下部に”Wrong Password!”のメッセージが表示されます。

USBメモリーのユーザー認証キーの場合

1. USBメモリーをUSB端子に挿入します。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

3. ログインボタンを押して、LO

4. LOAD FROM USB STORA
押します。
SAVE/LOADポップアップ画面
ディレクトリーが表示されます



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

ードを変更します。管理者のパスワードは、変更後すぐに反映され
反映しますが、変更してもそのままログアウトすると無効になる
証キーに上書き保存させる必要があります。ゲストにパスワード

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

タンを押します。
ーボードウィンドウが表示されます。

、OKボタンを押します。
、新しいパスワードを入力するためのキーボードウィンドウが表

ドに新しいパスワードを入力したあと、確認のためにRE-
ールドにも同じパスワードを入力して、OKボタンを押します。
致すると、新しいパスワードが設定されます。
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5. マルチファンクションノブを回して、ログインしたいユーザーのユーザー認証キーを選択し
ます。
USBメモリーからのロード方法について詳しくは、「USBメモリーからファイルをロードする」 
( → P.178) をご参照ください。

6. LOADボタンを押します。
パスワードが設定されていない場合は、そのままログインされます。パスワードが設定されている
場合は、パスワードを入力するキーボードウィンドウが表示されます。

NOTE
･ 別のCLシリーズで作成したユーザー認証キーを選択した場合は、使用するCLシリーズの管
理者パスワードを入力するキーボードウィンドウが表示されます ( 管理者パスワードが同じ場
合は表示されません )。正しい管理者パスワードを入力すると、選択したユーザーのパスワード
を入力するキーボードウィンドウが表示されます。
･ ユーザー認証キーを保存しなおすと、次回からは管理者パスワードの確認が行なわれません。
ユーザー認証キーの保存しなおしについては、「ユーザー認証キーの編集」 ( → P.165) をご参照
ください。

7. パスワードを入力してOKボタンを押します。
パスワードが正しくない場合は画面下部に“Wrong Password!”のメッセージが表示されます。

パスワードの変更
ログインしているユーザーのパスワ
ます。ユーザーのパスワードもすぐに
ので、ログアウトする前にユーザー認
はありません。

1. ファンクションアクセスエリ

2. PASSWORD CHANGEボ
パスワードを入力するためのキ

3. 現在のパスワードを入力して
正しいパスワードを入力すると
示されます。

4. NEW PASSWORDフィール
ENTER PASSWORDフィ
入力した2つのパスワードが一



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

が表示されます。

VE TOボタンを押します。

存を確認するダイアログが表示されますので、OKボタンを押
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ユーザー認証キーの編集
ユーザーでログインしている場合、ログインしているユーザーのプリファレンス設定、USER 
DEFINEDキー、USER DEFINEDノブ、アサイナブルエンコーダー、カスタムフェーダーバンク、マス
ターフェーダー、コメントやパスワードを編集して、ユーザー認証キーに保存できます。パワーユーザー
でログインしている場合は、さらにユーザーレベルも変更できます。

1. ユーザーでログインして、プリファレンス設定 (→ P.168)、USER DEFINEDキー
(→ P.169)、USER DEFINEDノブ (→ P.171)、アサイナブルエンコーダー
(→ P.172)、カスタムフェーダーバンク (→ P.173)、マスターフェーダー(→ P.174)
を編集します。
パワーユーザーでログインしている場合は、ユーザーレベルも変更できます。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

3. SAVE KEYボタンを押します。

SAVE KEYポップアップ画面

4. 保存先のボタンを押して、SA

5. ユーザー認証キーの上書き保
します。



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

て、USER SETUPポップアップ画面を表示させます。

、USER LEVEL ページの表示に切り替えます。
は、USER LEVEL for GUESTページに切り替えてゲストのユー
。
次のとおりです。

トプット系チャンネル、DCAグループについて、チャンネルごと
。現在選択されているチャンネルが設定の対象となります。
選択中のチャンネルの設定が表示されます。設定の対象チャンネル
ァンクションアクセスエリアの選択チャンネルを押して選択し

って、表示されるボタンの種類が異なります。
...... [HA]、[PROCESSING]、[FADER/ON]
...... [WITH SEND]、[PROCESSING]、[FADER/ON]
...... [PROCESSING]、[FADER/ON]
...... [DCA MASTER]、[DCA GROUP ASSIGN]

......そのチャンネルにパッチされたHA ( ヘッドアンプ )に対する
操作を制限します。

8

2

6

7

5
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ユーザーレベルの変更
ユーザーレベルを表示 /変更します。

・ 管理者の場合 ........................管理者自身に設定はありませんが、ゲストの設定を変更できます。
・ ゲストの場合 ........................ゲスト自身の設定を表示できます。変更はできません。
・ 通常のユーザーの場合.........ユーザー自身の設定を表示できます。変更はできません。
・ パワーユーザーの場合.........ユーザー自身の設定を変更できます。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. USER SETUPボタンを押し

3. USER LEVEL タブを押して
管理者でログインしている場合
ザーレベルを表示 /変更します
このページに含まれる項目は、

1 CH OPERATION
インプット系チャンネル、アウ
に操作できる範囲を設定します
CH OPERATIONの下部には
はパネルの [SEL] キーまたはフ
ます。
選択チャンネル /グループによ
INPUTチャンネル ..................
MIX/MATRIX チャンネル .....
STEREO/MONOチャンネル
DCAグループ ..........................

・ HA .........................................

3

4

1



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

ファイルに対して、どの設定を反映させるかを指定します。ユー
ル、プリファレンスやUSER DEFINEDキーなどの各種設定
されます。その他のデータは“ALL”ファイルに保存されます。
dministrator) やゲスト (Guest) の USER SETUP設定も含ま

ンスやUSER DEFINEDキー設定など )
OR SETUP ( システムセットアップおよびモニターセットアップ )

きる範囲を設定します。
ー)
)

きる範囲を設定します。
セットアップ )

ン
/ クリアします。

て、ユーザーレベルを設定します。

プ画面を閉じ、ファンクションアクセスエリアのSETUPボ
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・ PROCESSING ......................... そのチャンネルの信号処理全般のパラメーター( フェーダー、
チャンネルのON/OFF、センドレベルなどは除く ) の操作を
制限します。

・ FADER/ON............................... そのチャンネルのフェーダー、チャンネルのON/OFF、センド
レベルなどの操作を制限します。

・ WITH SEND ............................. そのチャンネルへのセンドパラメーター操作を制限します。
(From MIX、From MATRIX)

・ DCA MASTER......................... その DCAグループのフェーダー、ON/OFF、ICON/COLOR/
NAMEの操作を制限します。

・ DCA GROUP ASSIGN ......... その DCAグループへのアサインの変更操作を制限します。
・ SET BY SEL............................. このボタンがオンの場合は、パネル上の該当するチャンネルの

[SEL] キーを押すことで、そのチャンネルの操作権限をまとめ
て設定 /解除します。

2 CURRENT SCENE
カレントのシーンメモリーに対して操作できる範囲を設定します。
・ INPUT PATCH/INPUT NAME ................インプット系チャンネルのパッチや名前に対する

操作を制限します。
・ OUTPUT PATCH/OUTPUT NAME .......アウトプット系チャンネルのパッチや名前に対す

る操作を制限します。
・ BUS SETUP..................................................バスのセットアップに対する操作を制限します。
・ GEQ RACK/EFFECT RACK/PREMIUM RACK

.................................各ラックに対する操作を制限します。このエリア
を押すと表示されるRACK USER LEVEL ポップ
アップ画面で設定します。
ただし、ディレイ系、変調系エフェクトで表示され
るMIDI CLK ボタンおよび、FREEZEで表示され
るPLAY/RECボタンは制限されません。

・ MUTE GROUP ASSIGN/MUTE GROUP MASTER
.................................ミュートグループアサインやミュートグループマ

スターに対する操作を制限します。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

3 SCENE LIST
シーンメモリーに対して操作できる範囲を設定します。
・ STORE/SORT ( ストア /ソート操作 )
・ RECALL ( リコール操作 )

4 LIBRARY LIST
各種ライブラリーに対して操作できる範囲を設定します。
・ STORE/CLEAR ( ストア /クリア操作 )
・ RECALL ( リコール操作 )

5 FILE LOAD
USBメモリーからロードする
ザー認証キーにはユーザーレベ
(USER SETUP設定 ) が保存
“ALL”ファイルには、管理者 (A
れます。
・ USER SETUP ( プリファレ
・ SYSTEM SETUP/MONIT
・ CURRENT SCENE
・ SCENE LIST
・ LIBRARY LIST

6 MONITOR SETUP
モニターセットアップの操作で
・ OSCILLATOR ( オシレータ
・ TALKBACK ( トークバック

7 SYSTEM SETUP
システムセットアップの操作で
・ MIXER SETUP ( ミキサー
・ OUTPUT PORT
・ MIDI/GPI

8 SET ALL/CLEAR ALL ボタ
設定できる項目のすべてを許可

4. 許可する項目のボタンを押し

5. 設定が終わったら、ポップアッ
タンを押します。



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

ウトプットパッチを変更するときに、確認のメッセージが表示され

TION
パッチされたインプット /アウトプットパッチを変更するときに、
す。

DER画面で、日本語を表示したい場合は JAを選択してください。
のではありません。)

ド
しないかを選択します。

ィオの入出力にエラーが起きたときに、エラーメッセージを表示し

エラーが起きたときに、エラーメッセージを表示します。

機能を選択します。

フェーダーを操作したときに、そのチャンネルを選択状態にする
 ( インプットチャンネル )と OUTPUT ( アウトプットチャンネ

状態を連動させるかどうかを設定します。LINKボタンがオンの
チャンネルが選択されます。

INK
ンネルの選択を連動させるかどうかを設定します。INPUT ( イン
 ( アウトプットチャンネル )、CUSTOM ( カスタムフェーダーバ

応するフェーダーバンクを選んだときに、そのバンクで最後に選
EL] キーが点灯します。

T BY [SEL]
ャンネルに接続されている I/Oデバイスのポートの確認
用するかどうかを設定します。
キーを押すと該当チャンネルの INPUT PATCH/OUTPUT 
デバイスのポートのシグナルインジケーターが点滅します。

KNOB(S) PRESSED
画面を表示させ、パネル上のSELECTED CHANNEL セクショ

ポップアップ画面 (1CH) を表示させるかどうかを選択します。オ
ポップアップ画面 (1CH) が開きます (または閉じます )。
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プリファレンス設定
ポップアップの表示やSELキーの連動のON/OFF などの操作環境に関する設定を、ユーザーの好み
に合わせて以下のように設定します。ログインしているユーザーの設定を変更しますが、管理者でログ
インしている場合は、ゲストの設定も変更できます。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. USER SETUPボタンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示させます。

3. PREFERENCEタブを押して、PREFERENCEページに切り替えます。
管理者でログインしている場合は、画面右下の FOR GUESTボタンをオンにして、
PREFERENCE for Guest 画面に切り替えてゲストのプリファレンス設定を行なうこともでき
ます。
このページに含まれる項目は、次のとおりです。

1 STORE/RECALLフィールド
ストア /リコール操作に関するオプション機能のオン /オフを選択します。

・ STORE CONFIRMATION
・ RECALL CONFIRMATION
オンにすると、それぞれストア /リコール操作を行なうときに、確認のメッセージが表示されま
す。

2 PATCHフィールド
パッチ操作に関するオプション機能のオン /オフを選択します。

・ PATCH CONFIRMATION
オンにすると、インプット /ア
ます。

・ STEAL PATCH CONFIRMA
オンにすると、すでにポートが
確認のメッセージが表示されま

3 LOCALE SETUPフィールド
SAVE/LOAD画面やRECOR
(HELPの言語を選択できるも

4 ERROR MESSAGEフィール
エラーメッセージを表示するか

・ DIGITAL I/O ERROR
オンにすると、デジタルオーデ
ます。

・ MIDI I/O ERROR
オンにすると、MIDI の送受信に

5 PANEL OPERATION
パネル操作に関するオプション

・ AUTO CHANNEL SELECT
あるチャンネルの [ON] キーや
かどうかを設定します。INPUT
ル ) を個別に設定できます。

・ [CUE] ▶ [SEL] LINK
キュー操作にチャンネルの選択
ときは、キュー操作を行なった

・ [FADER BANK] ▶ [SEL] L
フェーダーバンクの選択にチャ
プットチャンネル )、OUTPUT
ンク )を個別に設定できます。
LINKボタンをオンにすると、対
択したチャンネルが選ばれ、[S

・ IDENTIFY I/O DEVICE POR
[SEL] キーを使って該当するチ
(IDENTIFY) を行なう機能を使
オンにすると、パネルの [SEL]
PATCHに設定されている I/O

・ POPUP APPEARS WHEN 
SELECTED CHANNEL VIEW
ンにあるノブを押したときに、
ンにすると、ノブを押すたびに

1

2

3

4

5



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

EYSセクションにあるUSER DEFINEDキーに機能を割り当て
明します。
ーザーのUSER DEFINEDキーを設定しますが、管理者でログイ
EFINEDキーも設定できます。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

て、USER SETUPポップアップ画面を表示します。

ブを押して、USER DEFINED KEYSページに切り替えます。
は、画面右下の FOR GUESTボタンをオンにして、USER 
画面に切り替えてゲストのUSER DEFINEDキーを設定すること

EDキー[1] ～ [16] に対応した16個のボタンがあり、それぞれ
ラメーターがボタンの右に表示されます。何も割り当てられてい
ます。
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NOTE
SENDと PANのノブを押したときは、8CHのポップアップ画面が開きます。

・ GAIN KNOB FUNCTION
パネル上のSELECTED CHANNELセクションのGAIN ノブを操作したときの動作を選択しま
す。ANALOG GAIN ではHAのアナログゲイン、DIGITAL GAIN ではミキサーのデジタルゲイ
ンを操作できます。

・ SCENE UP/DOWN
SCENEポップアップ画面でSCENE MEMORY [INC]/[DEC] キーを押したときの動作を選択
します。
“SCENE +1/ － 1”では、シーン番号が1つずつ上下します (キーの上下とシーン番号の増減が
一致します )。
“LIST UP/DOWN”では、リスト自体が上下します (キーの上下とリストがスクロールする方向
が一致します )。

・ LIST ORDER
シーンメモリーや各種ライブラリーの画面に表示されるリストの順番を選択します。
“NORMAL”では番号の小さい順、“REVERSE”では番号の大きい順に表示します。

・ NAME DISPLAY
パネル上のネームディスプレイに表示される内容を選択します。
“NAME ONLY”ではチャンネルネームのみ、“FULL FUNCTION”ではノブのアサイン情報、
フェーダーのレベル値も合わせて表示します。

4. 画面の各ボタンを使って、プリファレンス設定を行ないます。

5. 設定が終わったら、ポップアップ画面を閉じ、ファンクションアクセスエリアのSETUPボ
タンを押します。

USER DEFINEDキー
トップパネルのUSER DEFINED K
ておき、その機能を実行する方法を説
割り当て操作はログインしているユ
ンしている場合はゲストのUSER D

1. ファンクションアクセスエリ

2. USER SETUPボタンを押し

3. USER DEFINED KEYSタ
管理者でログインしている場合
DEFINED KEYS for Guest
もできます。
パネル上にあるUSER DEFIN
に割り当てられている機能やパ
ないボタンには“----”と表示され



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

ATE機能 (ALTERNATE FUNCTION) を割り当てると、そのキー
ELセクションのノブを操作してパラメーターのオン /オフ切り

USER DEFINEDキーを押した状態 ( オンの状態 )を

UNLATCHが選択できます。
EDキーを押しているときのみALTERNATEモードがオンにな
ATEモードのオン /オフになり、USER DEFINEDキーを押した
す。

RVIEW画面と SELECTED CHANNEL VIEW画面の切り替えや
でオフになります。
ファンクションアクセスエリアのユーザー名に ALT が表示され

変わるノブとその動作は以下のとおりです。

できます。USER SETUPポップアップ画面のPREFERENCE
ONで [DIGITAL GAIN] を選択している場合は、HAのアナログゲ

/POSTを切り替えられます。
オフが切り替わります。

ン /オフが切り替わります。

/オフが切り替わります。

/オフが切り替わります。

は、SELECTED CHANNEL セクションの上記以外のノブの機能
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4. 機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するボタンを押します。
USER DEFINED KEY SETUPウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、USER 
DEFINEDキーに割り当てるファンクションとパラメーターを選択します。

NOTE
表示されるリストはCLシリーズ共通です。
CL3/CL1 の場合、その機種にないパラメーターを設定すると、“Cannot Assign!”と表示されま
す。

5. FUNCTIONフィールドが枠で囲まれていることを確認し、フィールド下部にある / ボ
タンやパネル上のマルチファンクションノブを使って、割り当てたいファンクションを選択
します。
割り当てできるファンクションやそのパラメーターについては、「USER DEFINEDキーに割り
当て可能な機能」 ( → P.259) をご参照ください。

6. 選択したファンクションにパラメーターがある場合は、PARAMETER 1または2フィール
ドを押して枠を移動し、同様にパラメーター1および2を選択します。

7. OKボタンを押して、USER DEFINED KEY SETUPウィンドウを閉じます。

8. 同様に、ほかのUSER DEFINEDキーにも機能を割り当てます。

9. 割り当てた機能を実行するには、パネル上の対応するUSER DEFINED [1]～[16]キーを
押します。

ALTERNATE機能を使う
USER DEFINEDキーにALTERN
を押したままSELECTED CHANN
替えなどができます。
ALTERNATE機能が割り当てられた
ALTERNATEモードといいます。

ALTERNATE機能では LATCHと
UNLATCHにするとUSER DEFIN
ります。LATCHにするとALTERN
ままにしなくても機能を利用できま

NOTE
･ ALTERNATEモードはOVE
ポップアップ画面の表示など
･ ALTERNATEモードのとき、
ます。

ALTERNATEモードのときに動作が

・ [GAIN] ノブ
回すとデジタルゲイン値を調整
ページのHA KNOB FUNCTI
イン値を調整できます。

・ [MIX/MATRIX] ノブ
回すと該当するセンドのPRE
押すと該当するセンドのオン /

・ [HPF] ノブ
押すとハイパスフィルターのオ

・ [DYNAMICS 1] ノブ
押すとDYNAMICS 1 のオン

・ [DYNAMICS 2] ノブ
押すとDYNAMICS 2 のオン

NOTE
ALTERNATEモードのときに
は無効になります。
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EFINEDノブに対応するボタンを押します。
Pウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、USER 
ンクションとパラメーターを選択します。

ズ共通です。
いパラメーターを設定すると、“Cannot Assign!”と表示されます。

囲まれていることを確認し、フィールド下部にある / ボ
クションノブを使って、割り当てたいファンクションを選択

そのパラメーターについては、「USER DEFINEDノブに割り
ご参照ください。

メーターがある場合は、PARAMETER 1または2フィール
パラメーター1および2を選択します。

EFINED KNOB SETUPウィンドウを閉じます。

EDノブにも機能を割り当てます。

、パネル上の対応するUSER DEFINED [1]～[4]ノブを操

て
設定で TOUCH AND TURN機能が割り当て
FINEDノブのどれかに割り当てられていると
いノブを押して、USER DEFINEDノブです

きるノブにピンク色の枠が表示されます。
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USER DEFINEDノブ
トップパネルのUSER DEFINED KNOBSセクションにあるUSER DEFINEDノブに機能を割り当
てておき、その機能を実行する方法を説明します。
割り当て操作はログインしているユーザーのUSER DEFINEDノブを設定しますが、管理者でログイ
ンしている場合はゲストのUSER DEFINEDノブも設定できます。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. USER SETUPボタンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示します。

3. USER DEFINED KNOBSタブを押して、USER DEFINED KNOBSページに切り替えま
す。
管理者でログインしている場合は、画面右下の FOR GUESTボタンをオンにして、USER 
DEFINED KNOBS for Guest 画面に切り替えてゲストのUSER DEFINEDノブを設定するこ
ともできます。
パネル上にあるUSER DEFINEDノブ [1] ～ [4] に対応した4個のボタンがあり、それぞれに
割り当てられている機能やパラメーターがボタンの右に表示されます。何も割り当てられていな
いボタンには“----”と表示されます。

4. 機能を割り当てたいUSER D
USER DEFINED KNOB SETU
DEFINEDノブに割り当てるファ

NOTE
表示されるリストはCLシリー
CL3/CL1 の場合、その機種にな

5. FUNCTIONフィールドが枠で
タンやパネル上のマルチファン
します。
割り当てできるファンクションや
当て可能な機能」 ( → P.262) を

6. 選択したファンクションにパラ
ドを押して枠を移動し、同様に

7. OKボタンを押して、USER D

8. 同様に、ほかのUSER DEFIN

9. 割り当てた機能を実行するには
作します。

TOUCH AND TURNについ
USER DEFINED [4] ノブには、初期
られています。この機能がUSER DE
きは、タッチスクリーン内で操作した
ぐに操作できます。
このときタッチスクリーン内の操作で
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フィールドのボタンを押します。
ETUPポップアップ画面が表示されます。

ボタンやパネル上のマルチファンクションノブを使って、割り
択します。
やそのパラメーターについては、「ASSIGNABLE ENCORDER
.263) をご参照ください。

ENDが選ばれています。SELECTED SENDが選ばれているとき
エリアの SENDS ON FADERで選択されているMIX/MATRIX
ます。

NABLE ENCODER SETUPウィンドウを閉じます。

/ASSIGN] キーを押して、ASSIGNを選

SSIGN] キーが1つなので、すべてのGAIN/
括で切り替わります。
Cブロック /マスターフェーダー(右側 ) と
SIGN] キーの切り替えができます。

ルチファンクションノブはディスプレイの操
象とはなりません。

AIN/PAN/ASSIGNノブを操作します。
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アサイナブルエンコーダー
各チャンネルのフェーダーストリップにあるGAIN/PAN/ASSIGNノブに任意の機能を割り当てて
操作できます。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. USER SETUPボタンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示します。

3. USER DEFINED KNOBSタブを押して、USER DEFINED KNOBSページに切り替えま
す。
管理者でログインしている場合は、画面右下の FOR GUESTボタンをオンにして、USER 
DEFINED KNOBS and ASSIGNABLE ENCODER for Guest 画面に切り替えてゲストのア
サイナブルノブを設定することもできます。

4. ASSIGNABLE ENCODER
ASSIGNABLE ENCODER S

5. フィールド下部にある /
当てたいファンクションを選
割り当てできるファンクション
に割り当て可能な機能」 ( → P

NOTE
初期設定では SELECTED S
は、ファンクションアクセス
チャンネルへのセンドになり

6. OKボタンを押して、ASSIG

7. トップパネルの [GAIN/PAN
びます。
CL3/CL1は、[GAIN/PAN/A
PAN/ASSIGNノブの機能が一
CL5は、Aブロック (左側 ) と
で、それぞれ [GAIN/PAN/AS

NOTE
Centralogic セクションのマ
作をするため、この設定の対

8. 各フェーダーストリップのG
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のフェーダーで操作するチャンネルを設定するときに押します。

とフェーダーをトップパネルの配置で表示します。
変わります。
)、B、C、MASTER
)、B、MASTER
、B、MASTER

択します。このボタンで選択した状態で、トップパネルのSEL
がカスタムフェーダーバンクに登録されます。

プボタン
たチャンネルを変更するチャンネルセレクトポップアップ画面を

定を、アサインなしにするボタンです。押すと確認画面が出て、
NCEL を押すと、何も変更せずに元の画面に戻ります。

ムフェーダーバンクに登録したいチャンネルがあるフェー
します。

ーバンクのバンク選択ボタンを押し

ルドで、設定したいフェーダー番号を

ダー番号に設定したいチャンネルの

プボタンに、選択したチャンネルの名前が表示されます。
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カスタムフェーダーバンク
トップパネル上のフェーダーに展開される組み合わせを、フェーダーバンクと呼びます。
フェーダーバンクには、インプット系チャンネル、アウトプット系チャンネルのほかに、チャンネルの種
類に関係なく組み合わせられるカスタムフェーダーバンクがあります。ここでは、カスタムフェーダー
バンクを設定する手順について説明します。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. USER SETUPボタンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示します。

3. CUSTOM FADERタブを押して、CUSTOM FADER BANK/MASTER FADERページ
に切り替えます。
管理者でログインしている場合は、画面右下の FOR GUESTボタンをオンにして、CUSTOM 
FADER BANK/MASTER FADER for Guest 画面に切り替えてゲストのカスタムフェーダー
バンクを設定することもできます。
このページに含まれる項目は、次のとおりです。

1 CUSTOM FADER BANKフィールド

・ バンク選択ボタン
チャンネルの組み合わせを設定するカスタムフェーダーバンクを選びます。
設定できるカスタムフェーダーバンクは機種によって異なります。
CL5： A1、A2、B1、C1、C2、C3、C4、C5、C6
CL3： A1、A2、A3、B1、B2
CL1： A1、B1、B2、B3、B4

2 MASTER FADERフィールド

・ MASTERボタン
マスターフェーダーセクション

3 ブロックインジケーター
設定対象になっているブロック
機種によって表示される内容が
CL5： A ( フェーダーは16本
CL3： A ( フェーダーは16本
CL1： A ( フェーダーは8本 )

4 フェーダー選択ボタン
設定対象となるフェーダーを選
キーを押すと、そのチャンネル

5 チャンネルセレクトポップアッ
CHANNEL ASSIGNに設定し
開きます。

6 CLEAR ALL ボタン
設定中のフェーダーバンクの設
OKを押すと実行されます。CA

4. バンクセレクトキーで、カスタ
ダーをトップパネルに呼び出

5. 設定したいカスタムフェーダ
ます。

6. CHANNEL ASSIGNフィー
押します。

7. トップパネル上で、そのフェー
SEL キーを押します。

チャンネルセレクトポップアッ

1

2

6

4

3

5
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つのフェーダーで操作するチャンネルの設定を変更できます。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

て、USER SETUPポップアップ画面を表示します。

して、CUSTOM FADER BANK/MASTER FADERページ

は、画面右下の FOR GUESTボタンをオンにして、CUSTOM 
DER for Guest 画面に切り替えてゲストのマスターフェーダー
。

。
ドにマスターセクションのチャンネルアサインが表示されます。
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8. 手順4-7 を繰り返して、ほかのフェーダーにもチャンネルを設定します。

9. 必要に応じて、チャンネルセレクトポップアップボタンを押してチャンネルを選択します。

左側のリストから選択したいチャンネルのグループを選び、右側のボタンでチャンネルを選びま
す。
選び終わったらCLOSEボタンを押します。

マスターフェーダー
マスターフェーダーセクションの2

1. ファンクションアクセスエリ

2. USER SETUPボタンを押し

3. CUSTOM FADERタブを押
に切り替えます。
管理者でログインしている場合
FADER BANK/MASTER FA
設定を変更することもできます

4. MASTERボタンを押します
CHANNEL ASSIGNフィール
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ールの操作を禁止できます。意図せず操作子に触れたり、オペレー
作されたりしないように、パネルやタッチスクリーン上の操作子に
定します。
スワードが設定されている場合は、そのパスワードを使ってロック

取扱説明書 ( 別紙 )「本体を工場出荷時の状態に初期化する」をご覧

ることはできません。
DI や CL Editor などによる外部機器からのコントロールに対して

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

押します。
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5. 変更したいフェーダー(AまたはB)のチャンネルセレクトポップアップボタンを押してチャ
ンネルを選択します。

左側のリストから選択したいチャンネルのグループを選び、右側のボタンでチャンネルを選びま
す。選び終わったらCLOSEボタンを押します。

コンソールロック
誤操作を防ぐために、一時的にコンソ
ターが休憩している間に第三者に操
触っても一切操作できないように設
現在ログインしているユーザーにパ
します。

NOTE
･ パスワードを忘れた場合は、
ください。
･ ゲストはパスワードを設定す
･ コンソールロック中でもMI
は、通常通り動作します。

コンソールをロックする

1. ファンクションアクセスエリ

2. CONSOLE LOCKボタンを
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押します。
ユーザーでログインしている場合は、ロックが解除されます。
ーザーでログインしている場合は、パスワードを入力するための
れます。

たは管理者のパスワードを入力して、OKボタンを押します。
面に戻り、操作子が操作できるようになります。

像を指定する
されている場合は、CONSOLE LOCK画面にその画像ファイル

/LOADポップアップ画面で指定してUSBメモリーからロード
からのロード手順については、「USBメモリーからファイルを
ださい。

クセルの BMPファイルで、16/24/32 ビットのものが読み込め
表示します。
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パスワードが設定されているユーザーでログインしている場合は、パスワードを入力するための
キーボードウィンドウが表示されます。

3. ログインしているユーザーのパスワードを入力して、OKボタンを押します。
CONSOLE LOCK画面が表示されてコンソールロックが有効になり、MONITOR LEVEL ノブ
を除くすべての操作子が操作できなくなります。

コンソールロックを解除する

1. CONSOLE LOCKの画面を
パスワードが設定されていない
パスワードが設定されているユ
キーボードウィンドウが表示さ

2. ログインしているユーザーま
ロックが解除されてSETUP画

CONSOLE LOCK画面の画
USBメモリーに画像ファイルが保存
を表示できます。
表示させたい画像ファイルは、SAVE
しておいてください。USBメモリー
ロードする」 ( → P.178) をご参照く

NOTE
画像ファイルは 800×600 ピ
ますが、16ビットに変換して
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て、SAVE/LOADポップアップ画面を表示させます。

アイコンを押して、ディレクトリーを移動します。
、PATHフィールドにある矢印ボタンを押します。

るキーボードウィンドウが表示されます。

して、SAVEボタンを押します。
PROCESSINGポップアップ画面が閉じたら、ファイルの保存

フォルダーに同じファイル名で保存する場合、上書き保存の確認

できます。
できます。ただし、ドライブ名、パス名、ファイル名の合計で 256
で、ファイル名の長さによってはファイルが保存できない場合が
画面下部に表示されたときは、ファイル名を短くして保存しなお
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設定データをUSBメモリーにセーブ /ロードする
ディスプレイ右側面のUSB端子に市販のUSBメモリーを挿入して、CLシリーズ内部の設定データ
およびユーザー認証キーをUSBメモリーにセーブする方法、USBメモリーからロードする方法につ
いて説明します。

NOTE
･ USBフラッシュメモリーのみ動作保証しています。
･ USBメモリーの容量は、32GBまで動作確認済みです ( ただし、すべてのUSBメモリーの動作
を保証するものではありません )。サポートしているフォーマット形式は、FAT16/FAT32 で
す。また、フォーマットした場合、4GB以上のメモリーは FAT32 に、2GB以下のメモリーは
FAT16 にフォーマットされます。

注記
セーブ /ロード /デリートなどデータのアクセス中は、ACCESSインジケーターがファンク
ションアクセスエリアに表示されます。このときはUSB端子を抜いたり、CLシリーズの電源
を切ったりしないでください。記憶メディアのデータが壊れたりするおそれがあります。

CLの内部データをUSBメモリーにセーブする
CLシリーズのすべての内部データを一括してUSBメモリーに設定ファイルとしてセーブします。保
存されたファイルの拡張子は“.CLF”になります。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. SAVE/LOADボタンを押し

3. 必要ならば、ディレクトリーの
一つ上の階層に移動する場合は

4. SAVEボタンを押します。
ファイル名とコメントを入力す

5. ファイル名やコメントを入力
書き込みの進行状況を表示する
が完了です。

NOTE
･ 上書き保存する、または同じ
メッセージが表示されます。
･ コメントは 32文字まで入力
･ ファイル名は 8文字以上入力
文字までが制限となりますの
あります。このエラー表示が
してください。
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開始されます。
PROCESSINGポップアップ画面が閉じたら、ファイルのロー
ルした場合も、途中までのデータは読み込まれます。
ELの設定により、読み込まない設定もあります。

たファイルを編集する
ァイルやディレクトリーを並び替え、ファイル名 /コメントの編
け )などの編集操作を行なう方法を説明します。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

て、SAVE/LOADポップアップ画面を表示させます。
ディレクトリーがリスト表示されます。

、バッファーメモリー( 一時保管用のメモリー) に保管するボタン

ファイルをペーストする (貼り付ける ) ボタンです。

リ－を削除するボタンです。

レクトリーでない場合は削除できません。“Directory Not Empty!”

2 3 4 6

A B
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USBメモリーからファイルをロードする
USBメモリーにセーブされたCL設定ファイル (拡張子 .CLF) を CLシリーズにロードします。
同様の手順で、設定ファイルだけでなく、以下のファイルをロードすることもできます。

注記
ロードするデータによっては、ロード直後に信号が出力される設定になる場合がありますの
で、CLシリーズに接続されている機器の電源をオフしたりボリュームをしぼるなどしてCLシ
リーズから信号が出力しても問題ない状態でロードしてください。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

2. SAVE/LOADボタンを押して、SAVE/LOADポップアップ画面を表示させます。

3. ファイルリストに表示されたファイルを押す、またはパネル上のマルチファンクションノブ
を回して、ロードしたいファイルを選択します。
ファイルリストの反転した列は、操作対象として選ばれていることを表わしています。

4. CL設定ファイル(拡張子.CLF)に保存されているDANTE SETUPとI/Oデバイスに関する
設定を本体に反映する場合は、WITH DANTE SETUP AND I/O DEVICE ボタンを押して
オンにします。

5. LOADボタンを押すと確認のダイアログが表示されます。

6. OKボタンを押すとロードが
読み込みの進行状況を表示する
ドが完了です。途中でキャンセ
ロードするときのUSER LEV

USBメモリーにセーブされ
ここでは、USBメモリー内にあるフ
集、コピー( 複製 )、ペースト ( 貼り付

■ ファイルの編集について

1. ファンクションアクセスエリ

2. SAVE/LOADボタンを押し
保存されているファイルやサブ

1 COPYボタン
ファイルをコピー( 複製 ) して
です。

2 PASTEボタン
バッファーメモリーに保管した

3 DELETE ボタン
選択したファイル /ディレクト

NOTE
ディレクトリーは、空のディ
と表示されます。

拡張子 タイプ ファイルの内容

.CLF ALL CL シリーズの内部設定ファイル

.CLU KEY CL シリーズのユーザー認証キー

.XML XML ヘルプ表示用XMLファイル

.TXT TEXT ヘルプ表示用テキストファイル

.BMP BMP CONSOLE LOCK 画面に表示させる画像ファイル (256 色以上の非圧縮
Bitmap 形式 )

15
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ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

 I/O DEVICE ボタン
ロードしたときにDANTE SETUPと I/O デバイスに関する設定

DARY PORT と CONSOLE ID の設定は、WITH DANTE SETUP 
オンになっていても変更されません。

目をご参照ください。

名 /コメント変更

ァイルリスト上部にある“FILE NAME”、“COMMENT”、
TIME STAMP”のいずれかのタイトルを押します。
に並び替えが実行されます。

ット順に並び替えます。

ト順に並び替えます。

で並び替えます。

。

リストの並び方 ( 昇順または降順 ) を変更できます。

たいときは、各ファイルのFILE NAME欄またはCOMMENT
ドウを表示させます。

して、RENAMEボタンまたはSETボタンを押します。

2 3 4 5
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4 MAKE DIR ボタン
新しいディレクトリーを作成するボタンです。

5 PATH
現在のディレクトリー(カレントディレクトリー) 名を表示します。矢印ボタンを押すと一つ上の
階層に移動します。カレントディレクトリーが一番上の階層の場合は、矢印ボタンがグレーアウト
します。

6 VOLUME NAME/FREE SIZE
USBメモリーのボリューム名と空き容量を表示します。
USBメモリーが書き込み禁止の場合は、VOLUME NAME欄にプロテクトマークが表示されま
す。

7 ファイルリスト
USBメモリーに保存されているファイルを表示します。
反転した列は、操作対象として選ばれていることを表わしています。
ファイルリストには以下の項目が含まれます。それぞれの項目名を押すとその項目名がオレンジ
色に変わり、リストが文字列でソートされます。押すごとにソート順が昇順と降順に切り替わりま
す。
・ FILE NAME...........ファイル名またはディレクトリー名と、そのタイプを示すアイコンが表示

されます。
・ COMMENT ...........CL シリーズのファイルに入れたコメントが表示されます。
・ READ ONLY ........ライトプロテクトのかかったファイルには錠前マークが表示されます。こ

の部分を押すと、プロテクトの有効 /無効が切り替わります。
・ TYPE ......................CL シリーズの内部設定を保存したファイルはALL、ユーザー認証キーは

KEY、ヘルプファイルはXML、Bitmap 画像ファイルはBMP、MP3ファ
イルはMP3、ディレクトリーは [DIR] と表示されます。

・ TIME STAMP.......ファイルの「更新日時」が表示されます。

8 ファイル選択ノブ
ファイルリストに表示されたファイルを選ぶノブです。このノブは、マルチファンクションノブで
操作します。

9 SAVEボタン
CL シリーズの内部設定を一括して保存します ( → P.177)。

0 LOADボタン
選択しているCLシリーズ設定ファイルをロードします (→ P.178)。

A CREATE USER KEYボタン
ユーザー認証キーを作成します ( → P.158)。

B FORMATボタン
USBメモリーを初期化します ( → P.180)。

C WITH DANTE SETUP AND
オフにすると、設定ファイルを
を除外してロードします。

NOTE
DANTE SETUP の SECON
AND I/O DEVICE ボタンが

3. 各種編集操作を行ないます。
詳しい操作方法は、以下の各項

■ ファイルの並び替えとファイル

1. ファイルを並び替えるには、フ
“READ ONLY”、“TYPE”、“
押した場所に応じて、次のよう

1 FILE NAME
ファイル名の数字 /アルファベ

2 COMMENT
コメントの数字 /アルファベッ

3 READ ONLY
ライトプロテクトのオン /オフ

4 TYPE
ファイルタイプで並び替えます

5 TIME STAMP
更新日時の順に並び替えます。

NOTE
同じ場所を繰り返し押せば、

2. ファイル名/コメントを編集し
欄を押して、キーボードウィン

3. ファイル名 /コメントを入力

1



ユーザー設定 ( セキュリティー )

 リファレンスマニュアル

マットする
。
2に、2GB以下のUSBメモリーは FAT16にフォーマットされ

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

て、SAVE/LOADポップアップ画面を表示させます。

。
を入力するキーボードウィンドウが表示されます。

RMATボタンを押します。
ログが表示されます。

、OKボタンを押します。
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4. プロテクトの有効 /無効を切り替えるには、ファイルのREAD ONLY欄を押します。
ライトプロテクトのかかったファイルにはプロテクトマークが表示され、上書きが行なえなくな
ります。

NOTE
ライトプロテクトがかかったファイルは、ファイル名 /コメントを変更できません。

■ ファイルをコピー/ペーストする
任意のファイルをバッファーメモリーにコピーし、別のファイル名を付けてペースト ( 貼り付け ) しま
す。

1. マルチファンクションノブを回してコピー元のファイルを選び、COPYボタンを押します。
ファイルリストの反転した列は、操作対象として選ばれていることを表わしています。

2. 必要ならば、ディレクトリーのアイコンを押して、ディレクトリーを移動します。
一つ上の階層に移動する場合は、PATHフィールドにある矢印ボタンを押します。

3. PASTEボタンを押します。
ファイル名を入力するキーボードウィンドウが表示されます。

4. ファイル名を入力してPASTEボタンを押します。

NOTE
存在しているファイル名でのペーストはできません。

■ ファイルを削除する

1. マルチファンクションノブを回して削除したいファイルを選び、DELETEボタンを押します。
削除操作を確認するダイアログが表示されます。

2. 削除を実行するには、OKボタンを押します。

NOTE
プロテクトされたファイルは削除できません。

■ ディレクトリーを作成する

1. 必要に応じて、ディレクトリーのアイコンを押して、ディレクトリーを移動します。
一つ上の階層に移動する場合は、PATHフィールドにある矢印ボタンを押します。

2. MAKE DIR ボタンを押します。
ディレクトリー名を入力するためのキーボードウィンドウが表示されます。

3. 作成したいディレクトリー名を入力してMAKEボタンを押します。

NOTE
存在しているディレクトリー名での作成はできません。

USBメモリーをフォー
USBメモリーをフォーマットします
4GB以上のUSBメモリーは FAT3
ます。

1. ファンクションアクセスエリ

2. SAVE/LOADボタンを押し

3. FORMATボタンを押します
フォーマット後のボリューム名

4. ボリューム名を入力して FO
フォーマットを確認するダイア

5. フォーマットを実行するには



レコーダー

 リファレンスマニュアル

ャンネルを割り当てる
力にチャンネルをパッチします。入力には任意のアウトプット系
のダイレクト出力、出力には任意のインプット系チャンネルを

アのRECORDERボタンを押して、RECORDER画面を表示

を押します。
コーダーの入出力への信号の割り当て、および録音 /再生の操作

ップボタン (L/R)
トの L/Rチャンネルにパッチする信号を選択するCH SELECT
す。

ブ
ルを設定します。

タン
入力信号を試聴できます。

ボタンと同時にオンにすることはできません。

8 7 6 5
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レコーダー
ここではレコーダーの機能や操作方法について説明します。

USBメモリーレコーダーについて
CLシリーズには、簡単な操作で内部信号をUSBメモリーに録音したり、USBメモリーに保存された
オーディオファイルを再生したりするUSBメモリーレコーダー機能が搭載されています。
録音時のファイルフォーマットはMP3 (MPEG-1 Audio Layer-3) に対応しています。また、再生時に
はMP3以外に、WMA (Windows Media Audio)、AAC (MPEG-4 AAC) の各ファイルも再生できま
す。ただし、DRM (Digital Rights Management) には対応しておりません。
USBメモリーレコーダーを使えば、STEREOバスやMIXバスなどの出力をUSBメモリーに録音し
たり、USBメモリー上に保存されたBGMや効果音を任意のインプット系チャンネルに割り当てて再
生したりできます。

■ USBメモリーレコーダーの信号の流れ

* CL3: INPUT1-64、CL1: INPUT1-48

NOTE
･ 録音と再生は同時に行なえません。
･ 録音中の信号を INPUTチャンネルに入力することはできません。

レコーダーの入出力にチ
USBメモリーレコーダーの入力 /出
チャンネルまたは INPUTチャンネル
パッチできます。

1. ファンクションアクセスエリ
させます。

2. 画面の右上にあるUSBタブ
この画面では、USBメモリーレ
を行ないます。

1 RECORDER INPUTポップア
押すと、レコーダーのインプッ
ポップアップ画面が表示されま

2 RECORDER INPUT GAIN ノ
レコーダーへの入力信号のレベ

3 RECORDER INPUT CUEボ
オンにすると、レコーダーへの

NOTE
PLAYBACK OUTPUT CUE

MIX1-24

MATRIX1-8

STEREO L/R

MONO

INPUT1-72* 
DIRECT OUT

RECORDER
INPUT

PLAYBACK
OUT INPUT1-72*

ST IN 1L1R-8L8R

L

R

L

R

USBメモリー
レコーダー

1 2 3 4



レコーダー

 リファレンスマニュアル

Oチャンネル LとMONO(C) チャンネルのミックス
OチャンネルRとMONO(C) チャンネルのミックス
チャンネル
チャンネル1～72のダイレクト出力

ないチャンネルは表示されません。

ル選択ボタンを使って、USBメモリーレコーダーの入力に
します。
パッチされている場合、パッチの切り替えを確認するダイアログ
OKボタンを押してください。

SEボタンを押します。

もチャンネルを割り当てます。

、常にステレオで録音 /再生が行なわれます。モノラルで左右同じ
のインプットに同じチャンネルを割り当ててください。

出力にチャンネルを割り当てるには、PLAYBACK OUTポッ
を押します。
が表示されます。

2
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4 RECORDER INPUTメーター
レコーダーへの入力信号のレベルを表示します。

5 PLAYBACK OUTポップアップボタン (L/R)
押すと、プレイバック ( 再生 ) のアウトプットの L/Rチャンネルにパッチする信号を選択する
CH SELECT ポップアップ画面が表示されます。

6 PLAYBACK OUT GAIN ノブ
レコーダーのプレイバックの出力信号のレベルを設定します。

7 PLAYBACK OUT CUEボタン
オンにすると、レコーダーのプレイバックの出力信号を試聴できます。

NOTE
RECORDER INPUT CUE ボタンと同時にオンにすることはできません。

8 PLAYBACK OUTメーター
レコーダーのプレイバックの出力信号のレベルを表示します。

3. レコーダーの入力にチャンネルを割り当てるには、RECORDER INPUTポップアップボタ
ンの LまたはRを押します。
CH SELECT ポップアップ画面が表示されます。

1 カテゴリーリスト
チャンネルの種類を選びます。

2 チャンネル選択ボタン
USBメモリーレコーダーの入力にパッチするチャンネルを選びます。
・ MIX1～ 24 ...........MIX チャンネル1～ 24
・ MTRX1～ 8 .........MATRIX チャンネル1～ 8
・ ST L/R ...................STEREOチャンネル L/R

・ ST L+C ..................STERE
・ ST R+C ..................STERE
・ MONO.....................MONO
・ CH1～ 72 .............INPUT

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に

4. カテゴリーリストとチャンネ
パッチするチャンネルを選択
すでにいずれかのチャンネルが
が表示されます。ダイアログの

5. 割り当てが終わったら、CLO
RECORDER画面に戻ります。

6. 同じ要領で、もう片方の入力に

NOTE
USBメモリーレコーダーは
信号を録音する場合は、両方

7. レコーダーのプレイバックの
プアップボタンの LまたはR
CH SELECTポップアップ画面

1 カテゴリーリスト
チャンネルの種類を選びます。

2

1

1



レコーダー

 リファレンスマニュアル

る
スプレイ右側のUSB端子に装着されたUSBメモリーにオー
ます。

アのRECORDERボタンを押して、RECORDER画面を表示

を押します。

ック番号、タイトル、アーティスト名を表示します。再生中録音中
す。

経過時間、録音中は録音経過時間を表示します。

34A 5 6

C
B

録音中
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2 チャンネル選択ボタン
USBメモリーレコーダーのプレイバックの出力にパッチするチャンネルを次の中から選びま
す。
・ CH1～72 .............................................. INPUTチャンネル1～ 72
・ STIN 1L/1R～ STIN 8L/8R............. ST IN チャンネル1～ 8の L/R

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

8. カテゴリーリストとチャンネル選択ボタンを使って、USBメモリーレコーダーの出力に
パッチするチャンネルを選択します。
すでにほかの信号が割り当てられているチャンネルを選んだ場合、パッチの切り替えを確認する
ダイアログが表示されます。ダイアログのOKボタンを押してください。

NOTE
レコーダーのプレイバックの出力は、複数のチャンネルにパッチできます。

9. 割り当てが終わったら、CLOSEボタンを押します。
RECORDER画面に戻ります。

10. 同じ要領で、もう片方の出力にもチャンネルを割り当てます。

USBメモリーに録音す
任意の出力チャンネルの信号を、ディ
ディオファイル (MP3) として録音し

1. ファンクションアクセスエリ
させます。

2. 画面の右上にあるUSBタブ

■ TRANSPORTフィールド
ソングの録音 /再生を操作します。

1 カレントソング
現在選ばれているソングのトラ
は、次のように表示が変わりま

2 経過時間表示
再生中はカレントソングの再生

1
2

0987

再生中



レコーダー

 リファレンスマニュアル

を設定します。

レントソングのみ再生します。
の再生終了後に、リスト内のPLAYチェックの入った次のソング

り返し再生します。SINGLE ボタンがオンの場合は、カレントソン
LEボタンがオフの場合は、リスト内のPLAYチェックの入った
返し再生します。
ます。SINGLE ボタンがオンの場合は、カレントソングを1回だけ
タンがオフの場合は、リスト内のPLAYチェックの入ったソング
生後停止します。

メモリーをUSB端子に装着します。
ルドで確認できます。USBメモリーをUSB端子に装着すると、
クトリーにYPEフォルダー、さらにYPEフォルダー内に
作成されます。
は、上記のSONGSフォルダー、またはその下の階層のフォル
ォルダーに保存されます。

出力にチャンネルを割り当てておきます (→ P.181)。

ソング
( オーディオファイル )

ONGSフォルダー

ルダー
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3 残り時間表示
再生中はカレントソングの残り時間を表示します。

4 カレントソングのフォーマット
カレントソング ( 再生中のファイル )のファイルフォーマットとビットレート情報を表示しま
す。

5 REC RATEボタン
録音時の録音レートを切り替えます。

6 表示切り替えボタン
ソングリストの下部にRECORDER INPUT/PLAYBACK OUTフィールドを表示させるかど
うかを切り替えます。

7 REWボタン
再生ポイントをカレントソングの先頭に移動します。すでに先頭位置にある場合は、PLAY
チェックの入った1つ前のソングの先頭に移動します。
カレントソングの先頭位置ではないときに、このボタンを2秒以上押し続けたときは、巻き戻し
を行ないます。
再生中にこのボタンを操作すると、ボタンを離したときの位置から再生を再開します。

8 STOPボタン
再生 /録音 /録音待機のモードから停止モードに移行します。

9 PLAY/PAUSEボタン
以下のようにモードを切り替えます。
停止モード→再生モードに移行し、カレントソングの先頭から再生開始。
再生モード→再生一時停止モード
再生一時停止モード→再生モードに移行し、一時停止しているポイントから再生開始。
録音待機モード→録音モード
録音モード→録音一時停止モード
録音一時停止モード→録音モードに移行し、一時停止しているポイントから録音再開。

0 FF ボタン
再生ポイントを次のPLAYチェックの入ったソングの先頭に移動します。
このボタンを2秒以上押し続けたときは、早送りを行ないます。
再生中にこのボタンを操作すると、ボタンを離したときの位置から再生を再開します。

A RECボタン
録音待機モードに移行します。
PLAY/PAUSE ( ) ボタンの一時停止が点灯します。

NOTE
個々のボタンの機能を、USER DEFINEDキーに割り当てることもできます (→ P.169)。

■ PLAY MODEフィールド
カレントソングの再生終了時の動作

B SINGLE ボタン
このボタンがオンのときは、カ
オフのときは、カレントソング
を再生します。

C REPEATボタン
このボタンがオンのときは、繰
グのみを繰り返し再生し、SING
ソングすべてをリスト順に繰り
オフのときは、1回だけ再生し
再生し停止します。SINGLE ボ
すべてを1回ずつリスト順に再

3. 十分な空き容量のあるUSB
空き容量は、FREE SIZE フィー
USBメモリーのルートディレ
SONGSフォルダーが自動的に
録音操作で作成されるファイル
ダーのうち現在選ばれているフ

■ USBメモリーの階層

4. USBメモリーレコーダーの入

S

YPE フォ

ルートディレクトリー



レコーダー

 リファレンスマニュアル

ディオファイルを再生する
ィオファイルを再生します。CLシリーズ本体で録音されたファ
Bメモリーにコピーしたファイルも再生できます。
MP3 (MPEG-1 Audio Layer-3)、WMA (Windows Media 
3 種類で、サンプリングレートは44.1kHz/48kHz、ビットレー

たUSBメモリーをUSB端子に装着します。

るには、YPEフォルダーの中の SONGSフォルダー、またはそれ
ルダーにオーディオファイルを保存してください。ほかのフォル
していないフォーマットのファイルは認識できません。

アのRECORDERボタンを押して、RECORDER画面を表示

いるフォルダーに保存された、再生可能なオーディオファイルお
リスト中央の青い背景の列が、操作の対象として選ばれているソン
ています。

9

A
0
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5. レコーダーに録音する信号がモニターできるように、レコーダーの入力にパッチしたチャン
ネルのフェーダーを上げます。
レコーダーへの入力信号レベルは、RECORDER画面のRECORDER INPUTフィールドのレベ
ルメーターで確認できます。必要ならば、RECORDER INPUTフィールドのGAIN ノブを使って
レコーダーへの入力レベルを調節します。

NOTE
･ 録音中の信号はレコーダーの出力端子 (PLAYBACK OUT) からは出力されません。
･ GAIN ノブを操作しても、該当するアウトプット系チャンネルからほかのポートに出力される
信号のレベルには影響しません。

6. 画面右下のREC RATEフィールドを押して、録音するオーディオファイルのビットレート
を選びます。
96kbps、128kbps、192kbs が選択できます。ビットレートが大きくなるほど音質が向上しま
すが、データサイズも大きくなります。

NOTE
オーディオファイルのサンプリングレートは、CLシリーズが現在動作しているワードクロッ
クのレートが自動的に選ばれます。

7. REC ( ● ) ボタンを押します。
REC ( ● ) ボタンとPLAY/PAUSE ( ) ボタンのPAUSE ( ) が点灯します。また、カレン
トソング表示部分に“----RECORDING----”と表示されます。

8. 録音を開始するには、PLAY/PAUSE ( ) ボタンを押します。
録音中は、REC ( ● ) ボタンとPLAY/PAUSE ( ) ボタンのPLAY ( ) が点灯します。また、
録音経過時間が確認できます。

9. 録音を終了するには、STOP ( ■ ) ボタンを押します。
USBメモリーにオーディオファイルが保存されます。

NOTE
･ 初期状態のとき、録音したオーディオファイルは YPEフォルダーの中のSONGSフォルダー
に保存されます。また、SONGSフォルダーより下の階層のフォルダーを指定することもできま
す。
･ 録音したファイルには、初期設定のタイトルとファイル名が付けられます。これらはあとで修
正できます。

10. 録音内容を確認するには、次のように操作します。
10-1. 録音したオーディオファイルを選択し、PLAY/PAUSE ( ) ボタンを押します。

手順4で選択したインプット系チャンネルを経由して、録音内容が再生されます。
PLAYBACK OUTフィールドのCUEボタンをオンにして確認することもできます。

10-2. 再生を終了するには、STOP ( ■ ) ボタンを押します。

USBメモリー上のオー
USBメモリー上に保存されたオーデ
イル以外に、コンピューターからUS
再生可能なファイルフォーマットは
Audio) と AAC (MPEG-4 AAC) の
トは 64kbps から 320kbps です。

1. オーディオファイルを保存し

NOTE
オーディオファイルを再生す
より下の階層に作成したフォ
ダーにあるファイルや、対応

2. ファンクションアクセスエリ
させます。

1 タイトルリスト
USBメモリー上の選択されて
よびフォルダーのリストです。
グファイル /フォルダーを示し

6 7 8

3 15

2

4
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替えると、そのフォルダーが自動的に録音先として選ばれます。
Eフォルダーの中の SONGSフォルダー、またはそれより下の階
。
ァイル名は最長 64文字 ( 半角 ) です。それより長いファイル名の
正しく再生されないことがあります。
できる楽曲数は、最大 300曲です。サブディレクトリーは最大 64

使うか、ファイル名を押して、目的のファイルを選択します。

して、再生モードを選択します。
す。

選んだときは、再生したい曲のPLAYチェックを押します。
ックマークのついているファイルが再生の対象になります。

ンを押します。
まります。

は、サンプリングレートが 44.1kHz または 48kHz のオーディオ

ドクロックのレートと再生するオーディオファイルのサンプリン
SRC ( サンプリングレートコンバーター) 機能により自動的に
生できます。
は、停止操作を行なうまで再生し続けます。

( ■ ) ボタンを押します。

モード

現在選択されている曲を、停止操作を行なうまで繰り返し再生します。

現在選択されている曲を 1回だけ再生して停止します。

現在選択されている曲からタイトルリストの最後の曲まで連続再生し
たあとで 1曲めに戻り、停止操作を行なうまで繰り返し再生します。

現在選択されている曲からタイトルリストの最後の曲まで連続再生し
て、停止します。
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2 状態表示
再生中、一時停止中のマークをタイトルリストの左端に表示します。
：再生中、 ：一時停止中

3 トラック番号
タイトルリスト内のファイル番号を表示します。

4 サブディレクトリー
下の階層のフォルダーがある場合は、トラック番号の位置にフォルダーアイコンが表示されます。
フォルダーアイコン部分を押すと、下の階層に移動できます。

5 PLAYチェック
複数ソングを連続再生するときに、再生するかどうかをソングごとに設定します。

6 SELECTノブ
マルチファンクションノブでカレントソングを切り替えます (タイトルリストを上下にスクロー
ルします )。

7 NOW PLAYINGボタン
このボタンをオンにすると、現在再生されているソングが、常にリスト内で選択された状態
( 青い背景 ) になります。

8 MOVE UP/MOVE DOWNボタン
選択されているソングのリスト内の順番を入れ替えます。

9 表示切り替えボタン
リスト内のSONG TITLE 表示と FILE NAME表示を切り替えるボタンです。

0 SAVE LIST ボタン
現在のタイトルリスト内の順番、PLAYチェックの有無をプレイリストとして保存します。

A RELOADボタン
最後に保存したプレイリストを読み込みます。プレイリストの編集を取り消して以前の状態に戻
したいときに使用します。

3. 画面内のディレクトリー移動ボタンやNo.フィールドのフォルダーアイコンを使って、目的
のファイルを含むフォルダーの内容をリストに表示させます。
USBメモリー内のディレクトリーが表示される場合は、次のようになります。

・ 上階層表示 ..............押すと、現在より1つ上のディレクトリーに移動します。

・ サブディレクトリー................... 押すと、そのサブディレクトリーに移動します。

NOTE
･ この操作でフォルダーを切り
･ 選択できるフォルダーは、YP
層のフォルダーに限られます
･ CLシリーズで認識できるフ
場合は、希望するファイルが
･ 1 つのディレクトリーで管理
個まで管理できます。

4. マルチファンクションノブを

5. PLAY MODEのボタンを押
次の4つのパターンから選びま

6. 手順5で連続再生のモードを
連続再生を行なうときは、チェ

7. PLAY/PAUSE ( ) ボタ
手順4で選択した曲の再生が始

NOTE
･ USBメモリーレコーダーで
ファイルを再生できます。
･ CLシリーズが動作するワー
グレートが異なっていても、
レートが変換され、正常に再
･ REPEAT ボタンがオンの場合

8. 再生を停止するには、STOP 

SINGLE ボタン REPEAT ボタン

オン オン

オン オフ

オフ オン

オフ オフ
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タン
ィールドに表示する項目 (ソングタイトルまたはファイル名 )を

ォルダーアイコンやディレクトリー移動ボタンを使って、目的
の内容をリストに表示させます。

変更したいときはSONG TITLE/FILE NAME EDIT ボタン、
ときはARTIST EDIT ボタンを押します。
面が表示されます。

表示できない文字が含まれている場合、□に変換されて表示され

ト名の編集は、MP3フォーマットのオーディオファイルのみ行な

名を変更します。
/ アーティスト名とも1バイトコードで最大128文字 (2バイ
入力用フィールドに表示しきれない場合は、横にスクロールしま

ップ画面を閉じます。

 TITLE/FILE NAME SORTボタン、ARTIST SORTボタン、
ボタンを使って、タイトルリストの順番を変更します。
るには、次のボタンを使用します。

ORTボタン
リストが、タイトル /ファイル名の数字→アルファベットの順に並
たびに昇順と降順が入れ替わります。

リストが、アーティスト名の数字→アルファベットの順に並び替え
昇順と降順が入れ替わります。

タン
タイトルリストで選ばれているファイルのトラック番号が、1つ上

リストの順番や、再生するかどうかの情報 (PLAYチェック )をプ
ーに保存します。USBメモリーを抜いたり、電源を切ったりして
したい場合はこの操作を行ないます。
、階層移動時には保存するかどうかの確認ダイアログが表示され
187

タイトルリストを編集する
タイトルリストに表示されるオーディオファイルの順番を入れ替えたり、タイトルやアーティスト名を
変更したりします。

1. オーディオファイルを含むUSBメモリーをUSB端子に装着します。

2. ファンクションアクセスエリアのRECORDERボタンを押して、RECORDER画面(USBタ
ブ ) を表示させます。

1 SONG TITLE/FILE NAME EDIT ボタン
リスト上で選択されている曲のタイトルを編集します。ファイル名はここでは編集できません。

2 ARTIST EDIT ボタン
リスト上で選択されている曲のアーティスト名を編集します。

3 SONG TITLE/FILE NAME SORTボタン
タイトルまたはファイル名の数字 /アルファベット順に沿って、リストを並び替えます。

4 ARTIST SORTボタン
アーティスト名の数字 /アルファベット順に沿って、リストを並び替えます。

5 SAVE LIST ボタン
現在のタイトルリストの順番、PLAYチェックの有無を、USBメモリーにプレイリストとして保
存します。

6 SONG TITLE/FILE NAMEボ
SONG TITLE/FILE NAMEフ
選択します。

3. 画面内のNo.フィールドのフ
のファイルを含むフォルダー

4. タイトルリストのタイトルを
アーティスト名を変更したい
文字を編集するポップアップ画

NOTE
･ タイトルやアーティスト名に
ます。
･ タイトルの編集やアーティス
えます。

5. タイトルまたはアーティスト
入力可能な文字数は、タイトル
トコードでは64文字 )です。
す。

6. OKボタンを押して、ポップア

7. 必要ならば、画面内のSONG
MOVE UP/MOVE DOWN
タイトルリストの順番を変更す

・ SONG TITLE/FILE NAME S
このボタンを押すと、タイトル
び替えられます。ボタンを押す

・ ARTIST SORTボタン
このボタンを押すと、タイトル
られます。ボタンを押すたびに

・ MOVE UP/MOVE DOWNボ
これらのボタンを押すと、現在
または下に移動します。

・ SAVE LIST ボタン
このボタンを押すと、タイトル
レイリストとしてUSBメモリ
もタイトルリストの状態を保持
フォルダーごとに記憶するため
ます。

3 4

2

5

6

1
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16チャンネルをDVSにパッチしたときのDante 

とマルチトラック再生時とで、CLシリーズのDANTE INPUT 
ります。それぞれの設定をDANTE INPUT PATCH LIBRARY
簡単に切り替えできます。

ロジェクトを作成すると、DVSで設定されたチャンネル数分の
ック名に対して、CLシリーズの各チャンネル名とカラー情報が
れます。
行ないます。
テムで、ドライバーとしてDVSもしくはDANTE-ACCEL を選

しい設定については、それぞれのソフトウェアのマニュアルをご
188

Nuendo Live との連携
CLシリーズには、Steinberg 社のDAWソフトウェアNuendo Live との連携機能があります。
「コンピューターのDAWで録音 /再生する」 ( → P.25) にある機材とソフトウェアに加えて、CLシ
リーズとNuendo Live との連携機能を実現するソフトウェア「CL Extension」をコンピューターにイ
ンストールすることで、CLシリーズからNuendo Live を操作して、マルチトラックレコーディングな
どを簡単に行なえます。
ここでは、CLシリーズからNuendo Live を操作する方法を説明します。

プロジェクトの準備
「コンピューターのDAWで録音 /再生する」 ( → P.25) のとおり、下記の設定を行ないます。

1. Dante Virtual Soundcard またはDante Accelerator の設定
Dante Virtual Soundcard (DVS) もしくはDante Accelerator (DANTE-ACCEL) を使用で
きるように、オーディオフォーマットの設定、ネットワークの設定、ASIO ドライバーの設定など
を行ないます。

2. Dante Controller での設定
Dante Controller では、I/O デバイスとDVSとのパッチと、DVSと CLシリーズのパッチを行
ないます。I/Oデバイスからの信号を、DVSの各入力ポートに割り当てます。CLシリーズから
パッチを行なうことも可能です。

NOTE
I/O デバイスからの信号をCLシリーズのチャンネルに立ち上げる設定は、別途行なっておき
ます。( → P.138)

下記の例は、I/Oデバイスの1～
Controller の設定です。

この場合、マルチトラック録音時
PATCHを切り替える必要があ
( → P.139) に保存しておくと、

3. Nuendo Live の設定
Nuendo Live を起動して新規プ
トラックが自動で作成され、トラ
チャンネル数分だけ自動で設定さ
Nuendo Live では下記の設定を
・ 設定ボタン→オーディオシス
択する

NOTE
それぞれのソフトウェアの詳
参照ください。
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在の位置情報を表示します。右端のボタンを押すと、時間表示

ン
初に戻します。

ボタン
ーに戻ります。

ーに進めます。

後に進めます。

オフします。

します。

。

します。

するボタンです。
ケーションを移動し、全トラックを録音状態にして録音を開始
ルをロックします。録音は時間をさかのぼって記録されます。

す。
まうのを防ぎます。

ラベルを表示します。

トにマーカーを追加します。

カーを作成するかしないかを設定します。オンのときはボタン

R DEFINEDキーでも操作できます。( → P.169)
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プロジェクトに録音する

1. ファンクションアクセスエリアのRECORDERボタンを押してRECORDER画面を表示さ
せます。

2. 画面の右上にあるNuendo Live タブを押します。
Nuendo Live 画面が表示されます。

画面に表示されている項目は次のとおりです。

1 Nuendo メーター表示フィールド
Nuendo Live のチャンネルレベルを表示します。

2 PEAK CLEARボタン
ピークホールドで表示されているピークレベルをクリアします。

3 マーカーリストフィールド
Nuendo Live の現在のプロジェクトに記録されているマーカーの情報をリスト表示します。
マーカーは、画面内のリストを押して選択できるほか、マルチファンクションノブを使っても選択
できます。

4 Nuendo Live SETUPボタン
コンソールがNuendo Live と連携するために通信するデバイスを指定します。( → P.190)

5 DANTE INPUT PATCHボタン
押すとDANTE INPUT PATCH画面 ( → P.139) が表示されます。

6 ロケーション情報表示
Nuendo Live のプロジェクトの現
の形式を切り替えできます。

7 GO TO PROJECT STARTボタ
ロケーションをプロジェクトの最

8 GO TO PREVIOUS MARKER
ロケーションをひとつ前のマーカ

9 GO TO NEXT MARKERボタン
ロケーションをひとつ先のマーカ

0 GO TO PROJECT ENDボタン
ロケーションをプロジェクトの最

A CYCLEボタン
プロジェクトのリピートをオン /

B STOPボタン
プロジェクトの再生 /録音を停止

C PLAYボタン
プロジェクトの再生を開始します

D RECORDボタン
プロジェクトの録音を開始 /終了

E EASY RECORDINGボタン
すぐに全トラックでの録音を開始
押すと、最後に録音された位置にロ
し、レコードパネルを表示してパネ
( 初期設定：10秒 )

F レコードロックボタン
録音状態の保持をオン /オフしま
録音中に、誤って録音を停止してし

G DVS情報表示
選択されているDVSのデバイス

H ADD MARKERボタン
現在のロケーションで、プロジェク

I RECALL LINK ボタン
シーンリコールをしたときにマー
が点灯します。

NOTE
トランスポートの機能は、USE

1

6

3

2

4

5
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とき
る I/Oデバイスのリストから選択する場合は、DVSボタンを押
示させます。

クにある I/Oデバイスのリストが表示されます。
用してするDVSを選びます。

作して、切り替えるDVSを選択します。
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3. EASY RECORDINGボタンを押して録音を開始します。

4. 録音が終了したらレコードロックボタンを押したあとにSTOPボタンを押します。

DVSまたはDANTE-ACCELを指定する

1. Nuendo Live 画面で、NUENDO Live SETUPボタンを押します。
NUENDO LIVE SETUPボップアップ画面が表示されます。

NOTE
･ CL の CONSOLE ID を #1 以外に設定した場合でも、NUENDO Live SETUP 画面でDVSまた
はDANTE-ACCEL を指定できます。
･ ただし、複数のCLから、同一のDVSや DANTE-ACCEL を選ばないようにしてください。

1 設定方法選択ボタン
DVSやDANTE-ACCELを指定する方法を次の中から選びます。
・ NO ASSIGN ............................. 設定しない
・ DVS ............................................ デバイスリストからDVSを選択して設定する
・ SPECIFIED IP ADDRESS ... DANTE-ACCEL を使用する場合に、PCの IPアドレスを指定

して設定する

■ 設定方法選択ボタン＝DVSの
Dante オーディオネットワークにあ
して、DEVICE LIST フィールドを表

画面には次の項目が含まれます。

1 DEVICE LIST
Dante オーディオネットワー
リストから、Nuendo Live で使

2 DEVICE LIST 選択ノブ
マルチファンクションノブで操

1

1

2
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ウェアのバージョンによってはリダンダンシーネットワークに
ェブサイトで、DANTE-ACCEL(Dante Accelerator) のファーム
トワークに対応しているバージョンかどうかをご確認ください。
jp/

を押して、NUENDO LIVE SETUPポップアップ画面を閉じま
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■ 設定方法選択ボタン＝SPECIFIED IP ADDRESSのとき
DANTE-ACCELを使用する場合は、SPECIFIED IP ADDRESSフィールドでPCの IP アドレスを
指定します。DANTE-ACCEL の IP アドレスとCL Extension が使用する IPアドレスが異なるので、
手動で IP アドレスを指定する必要があります。

画面には次の項目が含まれます。

1 IP ADDRESSノブ
マルチファンクションノブで操作して、IP アドレスを指定します。

NOTE
･ IP アドレスは、Nuendo Live を実行する PCの IP アドレスを指定してください。
･ その PCのアドレスは、169.254.0.0 ～ 169.254.255.255 の範囲で、サブネットマスクは
255.255.0.0 としてください。
･ DANTE-ACCEL を装着している PCでは、DANTE-ACCEL の Dante ポートの他に PCの
Ethernet ポートも同じネットワークに接続する必要があります。
以下の図をご参照ください。

NOTE
DANTE-ACCEL は、ファーム
対応していません。下記のウ
ウェアがリダンダンシーネッ
http://proaudio.yamaha.co.

2. 設定が終わったらOKボタン
す。

1

PC SW
(Primary)

SW
(Secondary)

Ethernet

DANTE-ACCEL P
S

CL Dante

P
S
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マルチトラックのプロジェクトを再生する

1. Nuendo Live 画面で、DANTE INPUT PATCHボタンを押します。

2. DANTE1～DANTE64の任意のポートに、Nuendo Liveからの信号を割り当てます。たと
えば、DANTE1の PORT SELECTボタンを押します。
PORT SELECTポップアップ画面が表示されます。

3. 左のリストから、Nuendo Liveで使用しているDVSを選び、DANTE1に割り当てるポート
を選びます。

4. 画面上部にある＋ボタンを押してDANTE2に切り替え、同様にDVSのポートを割り当てて
いきます。

5. 設定が終わったら、CLOSEボタンを押して画面を終了します。

6. DANTE INPUT PATCH画面の右上にある×マークを押して画面を閉じます。

NOTE
DANTE INPUT PATCHの設定をライブラリーに保存しておくと、CLシリーズ上での設定を簡
単に切り替えできます。( → P.139)

7. Nuendo Live 画面のSTARTボタンを押します。

8. 各チャンネルを操作して音を出します。

9. 再生を終了するにはSTOPボタンを押します。
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プファイルを押す、またはパネル上のマルチファンクショ
ルプファイル (拡張子 .xml) を選択します。

イアログが表示されます。

します。

ファイルをロードする

rosoft Windows シリーズに付属の「メモ帳」などを用い
(拡張子 .txt) を作成し、USBメモリーに保存しておきま

標準でUTF-8 として認識されます。ただし、ファイルの先頭
-1] という行を追加しておくと、その文字コードとして認識さ
ストエディターでファイルを保存するときに、適切な文字コー

ァイル (文字コード /言語 ) は、以下のとおりです。
述したテキストファイル (英語、ドイツ語、フランス語、スペイ

たテキストファイル ( 日本語 )
で記述したテキストファイル

024KByte です。

SETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

AVE/LOADポップアップ画面を表示させます。

ストファイルを押す、またはパネル上のマルチファンク
いテキストファイルを選択します。

イアログが表示されます。

します。
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ヘルプ機能
ヤマハから提供されているヘルプファイルを表示したり、ユーザーが作成した任意のテキストファイル
を表示したりできます。
* ヤマハ以外の第三者が制作したヘルプファイルを使用した結果生じた損害については、一切責任を
負いかねますのでご了承ください。

USBメモリーからヘルプファイルをロードする
NOTE
ヘルプファイルは本体メモリーに 1言語だけ保存されます。一度ロードすれば、電源を切って
もヘルプファイルは本体メモリに保持されます。
電源再起動後、初めてHELP ボタンを押してヘルプファイルを表示する際は、本体メモリから
の読み込みに時間を要します。なお、レコーダーの録音再生を含むUSBメモリのアクセス中
は、本体メモリからの読み込みができませんのでHELPを表示できません。
一度読み込みが完了すれば、その後HELPボタンを押せば、瞬時にヘルプファイルが表示され
ます。

1. ヤマハから提供されているヘルプファイル(拡張子.xml)を、あらかじめUSBメモリーに保
存しておきます。ヘルプファイルの最新情報については、ヤマハプロオーディオウェブサイ
トをご参照ください。
http://proaudio.yamaha.co.jp/

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

3. SAVE/LOADボタンを押して、SAVE/LOADポップアップ画面を表示させます。

4. ファイルリストに表示されたヘル
ンノブを回して、ロードしたいヘ

5. LOADボタンを押すと、確認のダ

6. OKボタンを押して、ロードを開始

USBメモリーからテキスト

1. 市販のテキストエディターやMic
て、あらかじめテキストファイル
す。
テキストファイルの文字コードは、
に [Shift_JIS] または [ISO-8859
せることができます。お使いのテキ
ドを指定して保存してください。
ヘルプ機能で表示できるテキストフ
・ ISO-8859-1 の文字コードで記
ン語など )

・ Shift_JIS の文字コードで記述し
・ 上記言語をUTF-8 の文字コード

テキストファイルの最大サイズは1

2. ファンクションアクセスエリアの

3. SAVE/LOADボタンを押して、S

4. ファイルリストに表示されたテキ
ションノブを回して、ロードした

5. LOADボタンを押すと、確認のダ

6. OKボタンを押して、ロードを開始
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を使ってヘルプを直接呼び出す

らヘルプファイルをロードしておきます。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を呼び出します。

タンを押して、USER SETUPポップアップ画面を表示させま
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ヘルプを表示する

1. あらかじめUSBメモリーからヘルプファイルまたはテキストファイルをロードしておきま
す。

2. ファンクションアクセスエリアの (ヘルプ)ボタンを押してHELPポップアップ画面
を表示させます。

3. マルチファンクションノブ1～2を回すと、左側の目次エリアをスクロールできます。マルチ
ファンクションノブ3～ 8を回すと、右側のメインエリアをスクロールできます。

4. 文章内リンク (アンダーラインの箇所 )を押すと、そのリンク先にスクロールします。
また、ウィンドウリンク (→マークとアンダーラインの箇所 )を押すと、HELPポップアップ画面
を閉じ、該当するウィンドウを開きます。

5. 必要に応じて、ツールバーの各ボタンを使ってもスクロールできます。
・  ボタン............現在の表示位置よりも前の章にスクロールします。

・  ボタン............リンクを押した履歴のうち、一つ前の履歴へ戻ります。

・  ボタン............リンクを押した履歴のうち、一つ後の履歴へ進みます。

6. ファンクションアクセスエリアの (ヘルプ)ボタンまたはHELPポップアップ画面の
×マークを押して、ウィンドウを閉じます。

USER DEFINEDキー

1. あらかじめUSBメモリーか

2. ファンクションアクセスエリ

3. 画面左上のUSER SETUPボ
す。
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HELPポップアップ画面を呼び出す場合

ER DEFINEDキーを押すと、HELPポップアップ画面が表示さ

ER DEFINEDキーをもう一度押すと、ウィンドウが閉じます。

直接呼び出す場合

ER DEFINEDキーを押しながら、機能の概要を知りたいパネ
たは回します )。
R DEFINEDキーを押している間は、フェーダー以外のパネル上の

場合は、HELPポップアップ画面が表示されて自動的に該当項

明がある場合は、手順9を繰り返すことで順に説明を表示できま

ER DEFINEDキーをもう一度押すと、ウィンドウが閉じます。

ヘルプを直接呼び出す場合

ER DEFINEDキーを押しながら、機能の概要を知りたい画面

R DEFINEDキーを押している間は、画面上のボタンやタブは機能

合は、HELPポップアップ画面が表示されて自動的に該当項目

明がある場合は、HELPポップアップ画面を閉じたあと、手順9
示できます。

ER DEFINEDキーをもう一度押すと、ウィンドウが閉じます。
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4. USER DEFINED KEYSタブを押して、USER DEFINED KEYSページに切り替えます。

5. ヘルプ機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するボタンを押します。

6. FUNCTIONの列で「HELP」を選択し、OKボタンを押します。

7. USER DEFINEDキーへの機能の割り当てが終わったら、×マークを押してUSER 
DEFINED KEYSページを閉じます。

8. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を閉じます。

■ USER DEFINEDキーのみで

9. ヘルプ機能を割り当てたUS
れます。

10. ヘルプ機能を割り当てたUS

■ パネル操作子に対するヘルプを

9. ヘルプ機能を割り当てたUS
ル上の操作子を押します (ま
ヘルプ機能を割り当てたUSE
操作子は機能しません。

10. 該当する操作子の説明がある
目へスクロールします。
一つの操作子に対して複数の説
す。

11. ヘルプ機能を割り当てたUS

■ LCD画面上の操作子に対する

9. ヘルプ機能を割り当てたUS
上の操作子を押します。
ヘルプ機能を割り当てたUSE
しません。

10. 該当するヘルプが存在する場
へスクロールします。
一つの操作子に対して複数の説
を繰り返すことで順に説明を表

11. ヘルプ機能を割り当てたUS
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ン
うボタンです。押すと、SAVE KEYポップアップ画面が表示され

ブ /ロードを行ないます。

アップボタン
ーを作成するCREATE USER KEYポップアップ画面が表示され

タン
ソールファイルなどのセーブ /ロードを行なうSAVE/LOAD
す。

行ないます。

のオン /オフを切り替えます。このボタンがオフのとき、OMNI 端
ACK IN の +48Vボタンをオンにしても、ファンタム電源は供給

) などの外部ラックの入力においては、この +48V MASTER の設定
ラックに +48V MASTER のスイッチがありますのでその設定で

アップボタン
やスロットごとの各種設定を行なうWORD CLOCK/SLOTポッ

ン
ッチ設定を行なうCASCADEポップアップ画面が表示されます。

ボタン
定を行なうOUTPUT PORTポップアップ画面が表示されます。

ットアップを行なうMIDI/GPI ポップアップ画面が表示されま

クの設定 ( コンソール ID、SECONDARY PORTの機能設定、
テンシー設定、I/O DEVICE 画面でコントロールする機器の選択 )
プアップが表示されます。
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そのほかの機能
ここでは、CLシリーズのそのほかの機能について説明します。

SETUP画面について
CLシリーズ全体に関する各種設定は、SETUP画面で行ないます。SETUP画面を呼び出すには、ファ
ンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押します。画面に含まれる項目は、次のとおりです。

■ CURRENT USERフィールド
ユーザーに関する各種設定を行ないます。

1 USER SETUPポップアップボタン
押すと、ユーザーごとの各種設定を行なうUSER SETUPポップアップ画面が表示されます。

2 CURRENT USERポップアップボタン
押すと、ログインするユーザーを切り替える LOG IN ポップアップ画面が表示されます。

3 COMMENT EDIT ポップアップボタン
押すと、コメントを入力するUSER COMMENT EDIT ポップアップ画面が表示されます。

4 PASSWORD CHANGEポップアップボタン
押すと、パスワードを変更するPASSWORD CHANGEポップアップ画面が表示されます。

5 SAVE KEYポップアップボタ
ユーザー認証キーの保存を行な
ます。(→ P.165)

■ STORAGEフィールド
ユーザー認証キーの新規作成やセー

6 CREATE USER KEYポップ
押すと、新規のユーザー認証キ
ます。

7 SAVE/LOADポップアップボ
押すと、ユーザー認証キー、コン
ポップアップ画面が表示されま

■ SYSTEM SETUPフィールド
コンソール全体に関する各種設定を

8 +48V MASTERボタン
コンソールの+48Vマスター
子入力のチャンネルやTALKB
されません。

NOTE
DANTE 入力 (I/O デバイス
は影響しません。それぞれの
動作します。

9 WORD CLOCK/SLOTポップ
押すと、ワードクロックの設定
プアップ画面が表示されます。

0 CASCADEポップアップボタ
押すと、カスケード接続時のパ

A OUTPUT PORTポップアップ
押すと、出力ポートに関する設

B MIDI/GPI ポップアップボタン
押すと、MIDI や GPI に関するセ
す。

C DANTE SETUPボタン
押すと、オーディオネットワー
オーディオのビット深度、レイ
を行なうDANTE SETUPポッ

1 6 72 543

8

E

F

9

C

A

0

G

D

B
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Sフィールド
します。

設定を保存するバンクを選択します。バンクA/Bのそれぞれに設
てバンクを切り替えることができます。

のコントラストを調節します。

の輝度を調節します。

ノブ
ネームディスプレイの輝度バランスを調節します。

す。

します。

の輝度を調節します。
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■ BUS SETUPフィールド
バスに関する設定を行ないます。

D BUS SETUPポップアップボタン
押すと、MIX バス /MATRIX バスに関する設定を行なうBUS SETUPポップアップ画面が表示
されます。

■ DATE/TIMEポップアップボタン
押すと、日付と時刻を設定するDATE/TIME ポップアップ画面が表示されます。

■ NETWORKポップアップボタン
押すと、ネットワークのアドレスを設定するNETWORKポップアップ画面が表示されます。

■ インジケーターフィールド
コンソールの各種情報を表示します。

E BATTERYインジケーター
内蔵バッテリーの状態を表示します。

NOTE
バッテリーが消耗してくると LOWまたはNOと表示されます。その場合は、すぐにお買い上げ
の販売店または取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されているヤマハ修理ご相談センターにバッ
クアップバッテリーの交換をご依頼ください。

F POWER SUPPLYインジケーター
現在稼働している電源が、内蔵 (INT) か PW800 (EXT) のどちらかを表示します。

G バージョンインジケーター
メインCPU、サブCPU、Dante モジュールのバージョンを表示します。

■ CONSOLE LOCKボタン
コンソールロックを実行するボタンです。パスワードが設定されているときにこのボタンを押すと、
AUTHORIZATIONポップアップ画面が表示され、正しいパスワードを入力するとコンソールロック
が実行されます。
パスワードがない状態でこのボタンを押すと、ただちにコンソロールロックが実行されます。

■ CONTRAST/BRIGHTNES
LEDの明るさやコントラストを設定

H BANK A/BANK B ボタン
ブライトネス /コントラストの
定を保存しておき、必要に応じ

I CONTRAST NAMEノブ
チャンネルネームディスプレイ

J BRIGHTNESS NAMEノブ
チャンネルネームディスプレイ

BRIGHTNESS CH COLOR
チャンネルカラーとチャンネル

BRIGHTNESS SCREENノブ
ディスプレイの輝度を調節しま

BRIGHTNESS PANELノブ
パネル上の LEDの輝度を調節

BRIGHTNESS LAMPノブ
LAMP端子に接続されたランプ
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PフィールドにあるWORD CLOCK/SLOT SETUPボタンを
OT SETUPポップアップ画面を表示させます。
の各項目が含まれます。

フィールド

ックの周波数 (44.1kHz または48kHz) を表示します。同期が外
LOCK”と表示されます。

ーションでプルアップ処理または
いる場合、インジケーターが現わ
-0.1%”、“+4.0%”、“4.1667%”と

るクロックソースを次の中から選択します。

ク ( サンプリング周波数48kHz、44.1kHz) をクロックソースと

WORD CLOCK IN 端子から供給されるワードクロックをク
。

3
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ワードクロック /スロットの設定
“ワードクロック”とは、オーディオ信号をデジタル処理するタイミングの基になるクロックのことで
す。デジタルオーディオ信号を送受信するときは、相互の機器を同一のワードクロックに同期させる必
要があります。同期がずれた状態でデジタルオーディオ信号をやりとりすると、仮にサンプリング周波
数が同じであってもデータが正しく送受信できなかったり、信号にノイズが乗ったりします。
具体的には、まず基準となるワードクロックを送信する機器 ( ワードクロックマスター)を決め、残りの
機器 ( ワードクロックスレーブ ) は、そのワードクロックに同期するように設定します。
CLシリーズをワードクロックスレーブとして使用し、外部から供給されるワードクロックに同期させ
るには、クロックソース ( ワードクロックが供給されるポート ) を指定する必要があります。
ここでは、CLシリーズが動作するクロックソースの選択方法を説明します。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

2. 画面中央のSYSTEM SETU
押して、WORD CLOCK/SL
このポップアップ画面には、次

■ MASTER CLOCK SELECT

1 マスタークロック周波数表示
現在選ばれているマスタークロ
れている場合はこの位置に“UN

NOTE
DANTE Controller アプリケ
プルダウン処理が設定されて
れ、周波数の増減が“-4.0%”、“
パーセントで表示されます。

2 マスタークロック選択ボタン
マスタークロックとして使用す

・ INT 48k
・ INT 44.1k
CLシリーズ本体の内蔵クロッ
して使用します。

・ WORD CLOCK IN
コンソールのリアパネルにある
ロックソースとして使用します

1

2
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ロットの各種設定を行ないます。

の種類を表示します。未装着の場合は“----”と表示されます。

バーター) 機能のあるMYカード (MY8-AE96S) が装着されて
/オフを切り替えます。そのほかのカードが装着されている場
は何も表示されません。

のサブステータスを検出できるカードが装着されている場合、
表示します。その他のカードが装着されている場合、またはカー
されます。

のサブステータスを検出できるカードが装着されている場合、
示します。その他のカードが装着されている場合、またはカード
れます。

フィールドでクロックソースを選択します。

アップ画面を閉じるには、右上の×マークを押します。

ァンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押します。

3
2
4

199

・ DANTE 48k
・ DANTE 44.1k
コンソールのリアパネルにあるDante 端子から供給されるワードクロックをクロックソースと
して使用します。

・ SLOT 1 ～ 3
コンソールのスロットに装着されたデジタル I/Oカード経由で供給されるワードクロックをク
ロックソースとして使用します。ワードクロックは、スロットごとに2チャンネル単位で選択で
きます。

3 クロックステータス表示
クロックソースごとに、マスタークロックへの同期状態 ( ステータス ) を示します。表示内容は次
のとおりです。

・ LOCK ( 水色 )
選択したクロックソースと同期したクロックが入力されていることを示します。該当する端子 /
スロットに外部機器が接続されている場合は、その機器とCLシリーズとの間で正常な入出力が
行なわれています。なお、サンプリング周波数が近接している場合、非同期であってもこのステー
タスを示すことがあります。

・ LOCK、BUT NOT SYNC'ED ( 黄色 )
有効なクロックが入力されていますが、選択したクロックソースとは同期していません。該当する
端子に外部機器が接続されている場合、その機器とCLシリーズとの間では、正常な入出力が行な
えません。

・ SRC ON ( 緑色 )
SLOT 1 ～ 3だけに適用される特別なステータスです。該当するチャンネルのSRC ( サンプリ
ングレートコンバーター) が有効となっていることを示します。このため、たとえ非同期であって
も、CLシリーズとの間で正常な入出力が行なわれています。

・ UNLOCK ( 赤色 )
有効なクロックが入力されていません。該当する端子に外部機器が接続されている場合、その機器
とCLシリーズとの間では、正常な入出力を行なえません。

・ UNKNOWN ( 黒色 )
外部機器が接続されていない、有効なクロック入力がないなどの理由で、クロックの状態を検出で
きないことを示しています。その端子 /スロットを選択することはできますが、有効な接続が確立
されるまで、正常な同期は行なえません。
クロックソースとして選択したポートのインジケーターが水色に変わり、MASTER CLOCK 
SELECT フィールド左上にクロックの周波数が表示されれば、CLシリーズが新しいマスターク
ロックで正常に動作していることが分かります。

NOTE
･ 選択したクロックのインジケーターが水色にならない場合は、外部機器と正しく接続されてい
るかどうか、また、外部機器がクロック情報を送信できるように設定されているかどうかをご
確認ください。
･ ワードクロックの設定を変更したときに、出力端子からノイズが発生することがあります。ス
ピーカーを保護するために、ワードクロックの設定を変更するときは、必ずパワーアンプのボ
リュームを絞ってください。
･ SRCがオンのチャンネルをクロックソースとして選択しようとすると、サンプリングレートコ
ンバーターを解除する旨を警告するメッセージが表示されます。

■ SLOT SETUPフィールド
コンソールのリアパネルにあるMYス

1 カード名
スロットに装着されているカード

2 SRCボタン
SRC ( サンプリングレートコン
いるスロットで、SRC機能のオン
合、またはカードが未装着の場合

3 FREQUENCY表示
AES/EBUカードなど、入力信号
入力信号のサンプリング周波数を
ドが未装着の場合は“----”と表示

4 EMPHASIS STATUS表示
AES/EBUカードなど、入力信号
入力信号のエンファシス情報を表
が未装着の場合は“----”と表示さ

3. MASTER CLOCK SELECT

4. WORD CLOCK/SLOT ポップ
SETUP画面に戻ります。

5. SETUP画面を閉じるには、フ

1
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ーズの操作

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

YSTEM SETUPフィールドのCASCADEボタンを押して、
面を表示させます。
出力ポートを選択します。この画面は、CASCADE IN PATCH
TCHページに分かれています。ページの表示を切り替えるには、

ブを押して、CASCADE OUT PATCHページを表示させます。
力するスロット /出力ポートを選択します。

(CASCADE OUT PATCHセクション )
、STEREO L/R、MONO、CUE L/R のバスごとに、カスケード接
択するボタンです。押すと、ポートを選択するPORT SELECT
す。

ン
接続するときに、キュー操作だけをリンクさせるか、シーンのスト
すべての操作をリンクさせるかどうかを選択します。

接続し、キュー操作やシーンのストア /リコール操作などをリン
送受信に使用する通信ポートを選択します。

3

1

2
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カスケード接続を利用する
複数のCLシリーズ、またはCLシリーズと外部ミキサー(ヤマハPM5Dなど ) をカスケード接続す
ることで、バスを共通化できます。たとえば外部ミキサーを使ってインプットの数を追加したい場合な
どに便利です。
ここでは、2台のCLシリーズをカスケード接続する場合を例に挙げ、その接続方法や操作方法につい
て説明します。

カスケード接続について
2台の CLシリーズをカスケード接続する場合は、お互いのスロットにデジタル I/Oカードを装着し、
送り側 (カスケードスレーブ )の出力ポートと受け側 ( カスケードマスター) の入力ポートを接続しま
す。
次の図は、カスケードスレーブのCLシリーズとカスケードマスターのCLシリーズに、8チャンネル
のデジタル I/Oカードを3枚ずつ装着し、送り側のDIGITAL OUT端子と受け側のDIGITAL IN 端子
を接続した場合の例です。

この例では、MIX バス 1～ 24、MATRIX バス1～8、STEREOバス (L/R)、MONO(C) バス、CUE
バス (L/R) のうち、最大24本のバスを共通化し、ミックスされた信号をカスケードマスターのCLシ
リーズから出力できます。(16チャンネルのデジタル I/Oカードを3枚使えば、すべてのバスを共有化
できます。)
どのバスをどのスロット /チャンネルに割り当てるかは、それぞれのCLシリーズで指定する必要があ
ります。以下、カスケードスレーブとカスケードマスターに分けて操作方法を説明します。

NOTE
･ PM5Dとカスケード接続する場合は、PM5D側のCASCADE IN PORT SELECT をスロットに
切り替えることで、CLシリーズをカスケードスレーブとして使うこともできます。ただし、音
声信号のカスケードのみでコントロール信号のリンクはできません。
･ AD/DA カードを使ってアナログミキサーとカスケード接続することもできます。
･ カスケード接続できる台数に制限はありませんが、カスケードマスターからの台数に従って、
カスケードスレーブでの信号の遅延が大きくなります。

カスケードスレーブCLシリ

1. ファンクションアクセスエリ

2. SETUP画面の中央にあるS
CASCADEポップアップ画
カスケード接続時に使用する入
ページとCASCADE OUT PA
画面下のタブを押します。

3. CASCADE OUT PATCHタ
この画面では、各種のバスを出

1 ポート選択ポップアップボタン
MIX 1 ～ 24、MATRIX 1 ～ 8
続時に使用する出力ポートを選
ポップアップ画面が表示されま

2 CASCADE LINK MODEボタ
CLシリーズ同士をカスケード
ア /リコールなどリンク可能な

3 CASCADE COMM PORT
CLシリーズ同士をカスケード
クさせるときに、リンク情報の

CL BCL A

DIGITAL 
OUT

DIGITAL 
IN

A+B の音声信号Aの音声信号

: デジタル I/O カード

( カスケードスレーブ ) ( カスケードマスター)
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し、2台のCLシリーズでパラメーターやイベントをリンクさ
す。

RTフィールドを操作して、カスケードリンク用のコントロール
を選択します。
おりです。
作なし
ートを使用
を使用

ール信号とMIDI メッセージとで同じポートを共有することはで
ージの送受信用に指定されているポートを選択した場合、以前の
認するダイアログが表示されます。

Eボタンを操作して、リンクさせる項目を選択します。
おりです。

ラメーターやイベントがリンクします。
無効
CUEまたは LAST CUE)
ネル /アウトプット系チャンネルのキューポイントの設定

ラメーターやイベント ( キュー関連のパラメーターを含みます )

ーターとイベント ( 上記参照 )
作

R画面 )の操作
プレイのブライトネス (SETUP画面 )の操作
グループの操作

面を閉じるには、CLOSEボタンを押します。
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4. ポートを割り当てたいバスのポート選択ポップアップボタンを押します。
PORT SELECTポップアップ画面が表示されます。

このポップアップ画面には、次の各項目が含まれます。

1 カテゴリー選択リスト
画面に表示させるポート ( スロット1～ 3) を選択します。

2 ポート選択ボタン
指定したスロットの中から、パッチするポートを選択します。

5. カテゴリー選択リスト /ポート選択ボタンを使って希望するスロット /出力ポートを選び、
CLOSEボタンを押します。
選択したバスに、ポートが割り当てられます。

6. 手順4/5を繰り返して、他のバスにもポートを割り当てます。

NOTE
同じ出力ポートを複数のバスに割り当てることはできません。すでに何らかの信号経路が割り
当てられていたポートを選ぶと、以前の割り当てが解除されます。

7. カスケードリンク機能を利用
せるには、次のように操作しま

7-1. CASCADE COMM PO
信号を送受信するポート
選択可能な項目は次のと
・ NONE...........リンク動
・ MIDI..............MIDI ポ
・ SLOT1.........SLOT1

NOTE
カスケードリンクのコントロ
きません。すでにMIDI メッセ
設定を解除してもいいかを確

7-2. CASCADE LINK MOD
選択可能な項目は、次のと

・ OFF
リンク動作なし。

・ CUE
以下のキューに関するパ
・ 各種キューの有効 /
・ キューモード (MIX 
・ インプット系チャン

・ ALL
リンク可能なすべてのパ
が連動します。
・ キュー関連のパラメ
・ シーンのリコール操
・ シーンのストア操作
・ DIMMER (MONITO
・ パネル LEDとディス
・ マスターのミュート

8. CASCADEポップアップ画

2

1
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スの基本設定
の基本設定 ( ステレオ /モノラルの切り替え、インプット系チャ
ポイントなど )を変更する方法について説明します。
の一部として保存されます。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

るBUS SETUPボタンを押して、BUS SETUPポップアップ

面では、MIX バス /MATRIX バスの各種設定を行ないます。

選択します。STEREO ( ステレオ信号 ) またはMONOx2 ( モノ
ます。

択ボタン (MIX バスのみ )
フェーダーを選択したときのセンドポイントを選択します。各ボ
のとおりです。

バスタイプ プリフェーダーのセンドポイント

EQの直前

フェーダーの直前

---

4 1 43

MIX BUS 17-24/MATRIX BUS ページ
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カスケードマスターCLシリーズの操作

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

2. SETUP画面の中央にあるSYSTEM SETUPフィールドのCASCADEボタンを押して、
CASCADEポップアップ画面を表示させます。

3. CASCADE IN PATCHタブを押して、CASCADE IN PATCHページを表示させます。

4. ポートを割り当てたいバスのポート選択ポップアップボタンを押します。
PORT SELECTポップアップ画面が表示されます。

5. カテゴリー選択リスト /ポート選択ボタンを使って希望するスロット /入力ポートを選び、
CLOSEボタンを押します。
選択したバスに、ポートが割り当てられます。

6. 手順4/5を繰り返して、ほかのバスにもポートを割り当てます。
必要ならば、同じ入力ポートを複数のバスに割り当てることもできます。

7. 2台のCLシリーズどうしで特定のパラメーターやイベントをリンクさせるには、次のよう
に操作します。

7-1. CASCADE COMM PORTフィールドを操作して、カスケードリンク用のコントロール
信号を送受信するポートを選択します。
選択可能な項目は、CASCADE OUT PATCHポップアップ画面と共通です (→ P.200)。

NOTE
カスケードリンクのコントロール信号とMIDI メッセージとで同じポートを共有することはで
きません。すでにMIDI メッセージの送受信用に指定されているポートを選択した場合、以前の
設定を解除してもいいかを確認するダイアログが表示されます。

7-2. CASCADE LINK MODEボタンを操作して、リンクさせる項目を選択します。
選択可能な項目は、CASCADE OUT PATCHポップアップ画面と共通です (→ P.200)。

8. CASCADEポップアップ画面を閉じるには、CLOSEボタンを押します。
この状態で、カスケードスレーブ側のバスの信号が、スロットを通じてカスケードマスター側のバ
スに送られ、両方のバスを合わせた信号がカスケードマスターから出力されます。また、カスケー
ドリンク機能が有効なときは、どちらか一方のCLシリーズで特定の操作やパラメーター変更を
行なったときに、もう一方のCLシリーズが連動します。

MIXバス /MATRIXバ
ここでは、MIX バスやMATRIX バス
ンネルから信号を送るときのセンド
以下の操作で設定した内容は、シーン

1. ファンクションアクセスエリ

2. SETUP画面の中央右側にあ
画面を表示させます。
BUS SETUPポップアップ画

1 シグナルタイプ切り替えボタン
2バスごとに信号の処理方法を
ラル信号×2系統 ) が選択でき

2 バスタイプ /センドポイント選
2バスごとにバスタイプとプリ
タンに対応する設定内容は、次

ボタン

VARI [PRE EQ] VARI

VARI [PRE FADER] VARI

FIXED FIXED

1 2

MIX 1-16 ページ
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ン /オフを切り替える

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

48V MASTERフィールドで、ONボタンもしくはOFFボタン

NI 端子入力のチャンネルやTALKBACK IN の +48Vボタンを
は供給されません。

) などの外部ラックの入力においては、この +48V MASTER の設定
ラックに +48V MASTER のスイッチがありますのでそちらの設
203

3 センドポイント選択ボタン (MATRIX バスのみ )
インプットチャンネルからのプリフェーダーのセンドポイントを選択します。各ボタンに対応す
る設定内容は、次のとおりです。

4 PAN LINK ボタン
このボタンは、隣り合う2つのバスがステレオに設定され、バスタイプがVARI の設定になって
いるときのみ表示されます。ボタンがオンのときは、インプットチャンネルから該当する2つの
バスの送られる信号のパンが、STEREOバスのパンと連動します。

3. MIX1-16 タブ、MIX17-24/MATRIX タブを使って、設定変更したいバスを画面に表示さ
せます。

4. SIGNAL TYPEフィールドのボタンを使って、バスごとにSTEREO (奇数/偶数番号の順に
並んだ2つのバス単位で主要パラメーターを連動させる )、またはMONOx2 ( モノラル
×2チャンネルとして使用する )を選択します。

5. PRE FADER SEND POINT/BUS TYPEフィールドのボタンを使って、インプット系
チャンネルから信号が送られる位置を選択します。
MIX バスの場合は、このフィールドでバスの種類 (VARI または FIXED) も切り替えできます。

6. 必要に応じて、PAN LINK フィールドのボタンのオン /オフを設定します。
PAN LINKフィールドでは、SIGNAL TYPEが STEREOで、VARI の設定になっているイン
プット系チャンネルからステレオのバスに信号を送るときの定位を、INPUT TO ST PANノブ
の設定に連動させるかどうかを設定します。

・ PAN LINK ボタンがオンの場合
送り先のバスがステレオのときに、各画面のインプット系チャンネルのSEND LEVEL ノブの位
置に現われるPANノブが、INPUT TO ST PANノブに連動します。

・ PAN LINK ボタンがオフの場合
各画面のインプット系チャンネルのSEND LEVELノブの位置に現われるPANノブは、INPUT 
TO ST PANノブとは連動せず、個別に操作できます。

ファンタム電源全体のオ

1. ファンクションアクセスエリ

2. SETUP画面の中央にある+
を押します。
このボタンがオフのときは、OM
オンにしても、ファンタム電源

NOTE
DANTE 入力 (I/O デバイス
は影響しません。それぞれの
定で動作します。

ボタン プリフェーダーのセンドポイント

PRE EQ EQ の直前

PRE FADER フェーダーの直前
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る
よび日付 /時刻の表示方法を選びます。
ーン保存時のタイムスタンプに影響します。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

TE/TIMEボタンを押して、DATE/TIMEポップアップ画面を

る項目は、次のとおりです。

ト )
法を選択します。

DEボタンを何度か押し、日付と時刻の表示方法を選びます。
ます。

暦年 )
暦年 )
/ 日 )

で表示 )
M 11時、PM 0 ～ PM 11時で表示 )

クションノブ1～6を使って現在の日付と時刻を設定します。

を押します。
し、ポップアップ画面が閉じます。OKボタンのかわりに
クを押すと、変更が破棄されてポップアップ画面が閉じます。
204

タッチスクリーン /LED/ ネーム表示 /ランプの輝度を設定する
タッチスクリーン、トップパネル上の LEDとネーム表示、リアパネルの LAMP端子に接続されたラン
プの輝度を設定します。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

2. SETUP画面の下段右側にあるフィールドで、BANK AまたはBANK Bボタンを押します。
輝度の設定は、バンクA/Bの 2種類を保存しておき、必要に応じてすばやく切り替えることがで
きます。

3. マルチファンクションノブを使って、以下のパラメーターを設定します。

CONTRASTフィールド
・ NAME.....................トップパネル上のチャンネルネームディスプレイの文字のコントラストを

設定します。

BRIGHTNESSフィールド
・ NAME.....................トップパネル上のチャンネルネームディスプレイの明るさを設定しま

す。CH COLORの明るさも同時に変わります。ネームディスプレイの明る
さを設定後、CH COLORの明るさを調整したい場合は、CH COLORノブ
で設定します。

・ CH COLOR ...........トップパネル上のチャンネルカラーの明るさを設定します。チャンネル
ネームディスプレイの明るさを変えずに、チャンネルカラーの明るさだけ
を相対的に設定できます。

・ SCREEN ................タッチスクリーンの明るさを設定します。
輝度を2以下に設定したときは、画面が完全に見えなくならないように、
次回電源をオンにしたときに、輝度2で起動します。

・ PANEL ...................トップパネル上の LEDの明るさを設定します。CL3/CL1にオプション
のメーターブリッジMBCLが装着されている場合は、メーターブリッジの
LEDの輝度も変わります。

NOTE
AD8HRが接続されている場合は、AD8HRの LED輝度も変わります。

・ LAMP .....................リアパネルの LAMP端子に接続されたランプの明るさを設定します。

4. 必要ならば、バンクA/Bを切り替え、もう一方のバンクについても同じように設定します。
これ以降は、BANK A/BANK B ボタンを切り替えることで、タッチスクリーン /LCD/ ネーム表
示 /ランプの輝度を一括して変更できます。また、USER DEFINEDキーにこのパラメーターを
割り当てておけば、キーを押すたびにバンクA/Bを切り替えることもできます。

内蔵時計の日時を合わせ
本体に内蔵された時計の日時設定、お
ここで設定した日付と時刻は、シ

1. ファンクションアクセスエリ

2. SETUP画面の中央にあるDA
表示させます。

このポップアップ画面に含まれ

1) DATE ( 日付 )
内蔵時計の日付を設定します。

2) TIME ( 時刻 )
内蔵時計の時刻を設定します。

3) FORMAT ( 表示フォーマッ
内蔵時計の日付 /時刻の表示方

3. FORMATフィールドのMO
表示方法は次の中から選択でき

・ 日付
MM/DD/YYYY ( 月 / 日 / 西
DD/MM/YYYY ( 日 / 月 / 西
YYYY/MM/DD ( 西暦年 /月

・ 時刻
24-Hour ( 時間を0～23時
12-Hour ( 時間をAM 0～ A

4. トップパネルのマルチファン

5. 設定が終わったらOKボタン
変更した日時や表示方法が確定
CANCELボタンまたは×マー
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、トップパネルのマルチファンクションノブを使ってアドレス

を1対 1で接続する場合は、次の初期設定値に合わせることをお
スとゲートウェイアドレスは、ネットワーク上の他の機器の IP
定してください。
.168.0.128など
.168.0.1 など
.255.255.0 など

法は、CL Editor のインストールガイドをご参照ください。

を押します。
ダイアログが表示されます。

押します。
プ画面が閉じます。設定の変更を中止する場合は、OKボタンの代
ます。

ーズ本体の電源を入れなおす必要があります。

ます。
205

ネットワークアドレスを設定する
CLシリーズのNETWORK端子を使ってコンピューターと接続するときに必要となるネットワーク
アドレスを設定します。

NOTE
アドミニストレーターのみネットワークの設定変更を行なえます。

1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

2. SETUP画面の中央にあるNETWORKボタンを押して、NETWORKポップアップ画面を表
示させます。

1 IP ADDRESS
インターネットや LAN内で、個々の装置を識別するアドレスを設定します。

2 GATEWAY ADDRESS
ネットワーク内部で、媒体やプロトコルが異なるデータを相互変換する機器 ( ゲートウェイ ) を
特定するアドレスを設定します。

3 SUBNET MASK
ネットワークで使用する IPアドレスのうち、ネットワークを識別するネットワークアドレスに何
ビットを使用するかを定義します。

4 MAC ADDRESS
ネットワーク内でホストを識別するために設定されるMAC (Media Access Control) アドレ
スを表示します。このアドレスは表示のみで、変更はできません。

NOTE
CL シリーズのNETWORK端子は、100BASE-TX ( 通信速度：最大 100Mbps) または
10BASE-T ( 通信速度：最大 10Mbps) で通信します。

3. 画面内のノブを押して選択し
を設定してください。
CLシリーズとコンピューター
すすめします。ただし、IPアドレ
アドレスと重複しないように設
IP アドレス： 192
ゲートウェイアドレス： 192
サブネットマスク： 255

LANに接続する場合の設定方

4. 設定が終わったらOKボタン
設定を変更した場合は確認する

5. 設定する場合はOKボタンを
変更箇所が確定し、ポップアッ
わりにCANCEL ボタンを押し

NOTE
変更を反映するには、CLシリ

6. CLシリーズ本体を再起動し

1

2

3

4
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ンを押します。

押さないでください。

が表示されますので、EXIT ボタンを押します。

続きほかのメニューを選択することもできます。
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本体を工場出荷時の状態に初期化する
本体の内蔵メモリーにエラーが起きたとき、またはパスワードを忘れてしまったために操作できなく
なったときは、次の操作で内蔵メモリーを初期化できます。

注記
内蔵メモリーを初期化すると、それまでメモリー内に保存されていた内容が失われます。

以下の操作は慎重に行なってください。

1. パネル上のSCENE MEMORY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
オープニング画面に続いて、次の起動メニュー画面が表示されます。

2. 希望する初期化方法に応じて、次のどちらかのボタンを押します。

・ INITIALIZE ALL MEMORIES
シーンメモリーやライブラリーを含む、すべてのメモリーを工場出荷時の状態に戻します。

・ INITIALIZE CURRENT MEMORIES
シーンメモリーやライブラリーを除くメモリーを工場出荷時の状態に戻します。

3. 初期化を確認するダイアログが表示されますので、INITIALIZE ボタンを押します。
もう一度操作を確認するダイアログが表示されます。

4. 確認ダイアログ内のOKボタ
初期化が開始されます。

NOTE
初期化が終わるまでボタンを

5. 初期化が完了したメッセージ
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き
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ATIONボタンを押します。
OUCH SCREEN CALIBRATION MODE画面が表示されます。

TIONボタンを押してキャリブレーション画面に切り替えられな
 [INC]/[DEC] キーを押して TOUCH SCREEN CALIBRATION を
てスタートできます。

す。

押します。

回表示されますので、その位置に合わせて押します。

は、通常操作する位置および姿勢で十字カーソルを押してくださ

続きほかのメニューを選択することもできます。
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タッチスクリーンの検知位置を調整する (キャリブレーション機能 )
LCD表示とタッチスクリーンの位置補正をします。

1. パネル上のSCENE MEMORY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
オープニング画面に続いて、次の起動メニュー画面が表示されます。

2. TOUCH SCREEN CALIBR
タッチスクリーンを調整するT

NOTE
TOUCH SCREEN CALIBRA
いときは、SCENE MEMORY
選択し、[STORE] キーを押し

3. STARTボタンを押します。
確認のダイアログが表示されま

4. ダイアログ内のOKボタンを

5. 画面内に十字カーソルが計3

NOTE
検知位置を正確に調整するに
い。

6. EXIT ボタンを押します。
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

タンを押します。
 CALIBRATION MODE画面が表示されます。
セクション、Centralogic セクション、マスターセクションの
キャリブレーションを行ないます。本体起動時にフェーダー設定に
ウィンドウが表示されます。

レーションするフェーダーを指定します。
されたフェーダーは、あらかじめ選択されています。

。

押します。

について、以下の順番でフェーダーが目標位置に動きます。
業で調整します。

、[NEXT] ボタンを押します。
ります。
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フェーダーを調整する (キャリブレーション機能 )
使用環境によっては、モーターフェーダーの挙動にずれが生じる場合があります。この挙動のずれは、
キャリブレーション機能を使って調整できます。

NOTE
入力ゲインの調整やタッチスクリーンの検知位置の調整については、リファレンスマニュアル
をご参照ください。

1. パネル上のSCENE MEMORY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
オープニング画面に続いて、次の起動メニュー画面が表示されます。

2. FADER CALIBRATIONボ
フェーダーを調整する FADER
指定したチャンネルストリップ
フェーダーに対して、半自動で
問題が検出された場合も、この

3. [SEL] キーを押してキャリブ
起動時のチェックで問題が検出

4. STARTボタンを押します。
確認ダイアログが表示されます

5. ダイアログ内のOKボタンを

6. 指定したすべてのフェーダー
フェーダー位置のずれを手作
1 －∞ dB ( 下突き当て )
2 － 20dB
3 0dB
4 +10dB( 上突き当て )

7. フェーダー位置を合わせたら
処理が次のフェーダー位置に移
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る (キャリブレーション機能 )
整できます。

RY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
の起動メニュー画面が表示されます。

から調整したい対象を選び、ボタンを押します。

対象は次の3つがあります。
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8. 手順6～ 7の操作を繰り返して、1～4のフェーダー位置について設定します。
位置合わせが終わると、モーターのキャリブレーションが自動的に始まります。

9. キャリブレーションが終了して、RESTARTボタンが表示されなかったら、APPLYボタン
を押します。
内部メモリーにキャリブレーション設定が保存されます。RESTARTボタンが表示された場合
は、キャリブレーションに失敗しています。RESTARTボタンを押し、もう一度キャリブレーショ
ンを実行してください。

10. EXIT ボタンを押します。
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択することもできます。

入出力ゲインを微調整す
必要に応じて、入出力のゲインを微調

1. パネル上のSCENE MEMO
オープニング画面に続いて、次

2. MODE SELECTフィールド
各設定画面が表示されます。
アナログ入出力のゲイン調整の
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ポートの微調整 )
ドウを表示して、指定したSLOTの出力ポートのゲインを

て選択し、マルチファンクションノブで値を調整します。
LL ボタンを押すと、画面内設定がすべて0dBになります。
ます。

続きほかのメニューを選択できます。
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・ INPUT PORT TRIM ( アナログ入力ゲインの微調整 )
INPUT PORT TRIM ウィンドウを表示して、指定したアナログ入力ポートのゲインを0.1dB単
位で微調整します。

・ OUTPUT PORT TRIM ( 出力ポートの微調整 )
OUTPUT PORT TRIMウィンドウを表示して、指定した出力ポートのゲインを0.01dB単位で
微調整します。

・ SLOT OUTPUT TRIM ( 出力
SLOT OUTPUT TRIMウィン
0.01dB単位で微調整します。

3. ディスプレイ内のノブを押し
各設定画面上にあるRESET A
工場出荷時も0dBとなってい

4. EXIT ボタンを押します。
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き



そのほかの機能
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RATIONボタンを押します。
HANNEL COLOR CALIBRATION MODE画面が表示されま

ないチャンネルは表示されません。

いインジケーターを、パネル上の [SEL] キーで選びます。

す。複数選択できません。

、調整したい色を選びます。
ジケーターが、選んだ色になります。画面上では、現在選ばれてい
れます。

ほかのインジケーターと見比べながら、マルチファンクション
調整します。
ルドに表示されているRGB値が変わります。
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チャンネルカラーを調整する (キャリブレーション機能 )
必要に応じて、チャンネルカラーの発色を調整できます。

1. パネル上のSCENE MEMORY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
オープニング画面に続いて、次の起動メニュー画面が表示されます。

2. CHANNEL COLOR CALIB
チャンネルカラーを調整するC
す。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種に

3. チャンネルカラーを調整した

NOTE
選択できるのはひとつだけで

4. 画面のカラーボタンを押して
すべてのチャンネルカラーイン
るカラーボタンが白い枠で囲ま

5. [SEL]キーが点灯していない
ノブの右側3つを使って色を
RGB ADJUSTMENTフィー



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

プレイの輝度を調整する
スプレイの輝度を調整できます。

RY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
の起動メニュー画面が表示されます。

RATIONボタンを押します。
HANNEL COLOR CALIBRATION MODE画面が表示されます。

の [CUE] キーまたは [ON] キーを押します。
り、[ON] キーを押すと輝度が下がります。

APPLYボタンを押して、変更を確定します。

続きほかのメニューを選択できます。
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6. 調整が終わったら、画面右側のAPPLYボタンを押して、変更を確定します。

NOTE
APPLY ボタンは、RGB値を変更したときだけ表示されます。

7. すべてのチャンネルカラーインジケーターを工場出荷時の状態に戻すときは、RESET ALL
ボタンを押します。

8. EXIT ボタンを押します。
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択できます。

チャンネルネームディス
必要に応じて、チャンネルネームディ

1. パネル上のSCENE MEMO
オープニング画面に続いて、次

2. CHANNEL COLOR CALIB
チャンネルカラーを調整するC

3. 輝度を調整したいチャンネル
[CUE] キーを押すと輝度が上が

4. 調整が終わったら、画面右側の

5. EXIT ボタンを押します。
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

トワークの設定
te 端子と接続する I/OデバイスのDante オーディオネットワー
。ここではDante オーディオネットワークの設定について説明し

クのSETUPを行なう

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

ドにあるDANTE SETUPボタンを押して、DANTE SETUP
ます。
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チャンネルネームディスプレイの濃淡コントラストを調整する
必要に応じて、チャンネルネームディスプレイの濃淡コントラストを調整できます。

1. パネル上のSCENE MEMORY [STORE] キーを押しながら、電源を入れます。
オープニング画面に続いて、次の起動メニュー画面が表示されます。

2. CHANNEL COLOR CALIBRATIONボタンを押します。
チャンネルカラーを調整するCHANNEL COLOR CALIBRATION MODE画面が表示されま
す。

3. パネル上の[SEL]キーを押しながら、Centralogicセクションにあるチャンネル1のマルチ
ファンクションノブを回します。
左に回すと全チャンネルのコントラストが薄くなり、右に回すと全チャンネルのコントラストが
濃くなります。

4. 他とコントラストが異なるチャンネルを調整する場合、該当チャンネルの[SEL]キーを押し
ながら [CUE] キーまたは [ON] キーを押します。
[CUE] キーを押すとコントラストが濃くなり、[ON] キーを押すとコントラストが薄くなります。

5. 調整が終わったら、画面右側のAPPLYボタンを押して、変更を確定します。

NOTE
APPLY ボタンは、値を変更したときだけ表示されます。

6. EXIT ボタンを押します。
通常モードで起動します。

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択できます。

Dante オーディオネッ
CLシリーズ本体、および本体のDan
ク設定は、CLシリーズで行ないます
ます。

Dante オーディオネットワー

1. ファンクションアクセスエリ

2. 画面中央のDANTEフィール
ポップアップ画面を表示させ
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クのレイテンシーを0.25ms/0.5ms/1.0ms/5.0msから選択

ンシーの設定は変わります。詳しくは「Dante オーディオネット
る」 ( → P.215) をご参照ください。

ン
Dante のパッチをするときに使用する選択ボタンです。
れているときは、DANTE INPUT PATCHや DANTE 
ーズから変更できます。
ンが選ばれているときは、DANTEのパッチを操作できません。
LシリーズのDANTE PATCH BY選択ボタンの状態にかかわら
ます。

BIT/LATENCY/W.CLOCK) は、CONSOLE ID が #1に設定された
れます。
タンのDANTE CONTROLLERボタンが選ばれているとき、Dante
ようとすると、画面の下部に“This Operation is Not Allowed.”と
す。
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3. DANTE SETUPポップアップ画面下部のSETUPタブを押して、SETUPフィールドを表
示させます。

画面には次の項目が含まれます。

1 CONSOLE ID 選択ボタン
CL シリーズ本体の IDを設定します。
5台以上を接続する場合、IDを付与しない本体では、OFFボタンを押して IDをオフにできます。

2 SECONDARY PORT選択ボタン
Dante オーディオネットワークの接続方法を選択します。

3 CANCELボタン
CONSOLE ID や SECONDARY PORTを変更する途中に、ボタンを押して設定を無効にします。

4 APPLYボタン
CONSOLE ID や SECONDARY PORTを変更した場合に、ボタンを押して設定を有効にします。

5 BIT 選択ボタン
オーディオのビットレートを24ビットと32ビットから選択します。

NOTE
24bit： Rio などとデータを送受信するときに使用します。通常、CLシリーズのシステムではこ
の設定で使用します。
32bit： 25bit 以上でデータが送受信される場合 ( カスケード、ゲインコンペンセーション使用
時 ) に有利ですが、データ通信量は 24bit 時よりも 20～ 30%ほど増加します。

6 LATENCY選択ボタン
Dante オーディオネットワー
します。
接続方法や規模によってレイテ
ワークのレイテンシーを設定す

7 DANTE PATCH BY選択ボタ
Dante Controller を使用して
THIS CONSOLEボタンが選ば
OUTPUT PATCHを CLシリ
DANTE CONTROLLERボタ
ネットワーク上にあるほかのC
ず、これらのボタンを操作でき

NOTE
･ I/O デバイスと共通の設定 (
CL シリーズのものが反映さ
･ DANTE PATCH BY 選択ボ
のパッチや関連情報を変更し
いうメッセージが表示されま

3 4

1 2

7 6

5
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クのレイテンシーを設定する
受信される信号のレイテンシー設定は、接続方法や規模によって
CLシリーズに接続されたDante 対応機器の接続状況によるレイ
。

イテンシー設定は、そのネットワークのホップ数に依存します。
最も遠くに接続された機器までを直列に考えたとき、間にあるス

に、CLシリーズや I/Oデバイスの各機器にも内蔵されています。
イテンシーの目安がわかります。ホップ数による一般的なレイテ
。

は、ホップ数が少なくてもレイテンシーを大きく設定する必要が

テンシー設定が原因かどうかを切り分けるために 5.0ms を選んで

レイテンシー (ms)

0.25

0.5

1.0

5.0

3

2

1

3 ホップ＝ 0.25ms
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CONSOLE ID と SECONDARY PORTを切り替える

1. SETUPフィールドにてCONSOLE ID と SECONDARY PORT を選択します。
切り替えたボタンは赤く表示されます。

2. APPLYボタンを押します。
CONSOLE ID と SECONDARY PORTの切り替えを確認するボップアップ画面が表示されます。

3. 切り替えを実行するにはOKボタンを押します。
設定を切り替えるためにネットワークオーディオモジュールがリブートします。
Dante オーディオネットワーク設定が適用されると、切り替えたボタン表示が戻ります。

NOTE
･ SECONDARY PORT を変更する場合には、CLシリーズと I/Oデバイスの間の結線方法も変更
が必要です。たとえば、REDUNDANTに設定したときの結線のままDAISY CHAIN に変更する
と、音声のやりとりができなくなります。設定を変更する前に、まずケーブルを抜いておくよう
にしてください。
･ CONSOLE ID と SECONDARY PORT の設定は、CLを初期化しても変更されません。

Dante オーディオネットワー
Dante オーディオネットワークを送
適切な設定が変わります。ここでは、
テンシー設定の考え方を説明します

■ スイッチとホップ数の関係
Dante オーディオネットワークのレ
ホップ数は、マスターとなる機器から
イッチの数を表わします。
スイッチは、スイッチングハブのほか
このホップ数によって、設定できるレ
ンシー設定の目安は次のとおりです

NOTE
･ ネットワークの状況によって
ある場合もあります。
･ 問題が発生した場合は、レイ
確認します。

■ 接続例とレイテンシー設定
ディジーチェーン接続
シンプルな64イン48アウト

ホップ数

3 まで

5まで

10 まで

11 以上 ( または問題発生時 )

3

2

1

3 ホップ =0.25ms
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トを共用

規模 )

3

2

2

3

4

1

4 ホップ =0.5ms
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ディジーチェーン接続
FOH/ モニターで64イン48アウトを共用

リダンダンシー接続
シンプルな64イン48アウト

リダンダンシー接続
FOH/ モニターで64イン48アウ

ディジーチェーン接続
256チャンネルHAリモート (最大

4

2

1 1

3

3

2

4 ホップ =0.5ms 3 ホップ =0.25ms

3

4

1 2

4 ホップ =0.5ms

4

1

4 ホップ =0.5ms

9

8

7

6

5

4

3

2

1

9 ホップ =1.0ms
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クにある I/Oデバイスをマウントする
る複数の I/Oデバイスの中から、どの機器を使うかを選択してマ
対して最大24台マウントできます。

プ画面下部のDEVICE MOUNTタブを押して、DEVICE 
せます。

。

ある I/Oデバイスのマウントをすべて解除します。

クにある I/Oデバイスのリスト表示を、最新の状態に更新します。

プアップ画面が表示されます。
が表示されます。
数が表示されます。
上段に --- と表示され、下段は表示なしとなります。

1 2

3
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リダンダンシー接続
256チャンネルHAリモート ( 最大規模 ) を 2台のコンソールで共用

Dante オーディオネットワー
Dante オーディオネットワークにあ
ウントします。1台のCLシリーズに

1. DANTE SETUPポップアッ
MOUNTフィールドを表示さ

画面には次の項目が含まれます

1 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、リストに

2 REFRESHボタン
Dante オーディオネットワー

3 I/O デバイス選択ボタン
押すと、DEVICE SELECTポッ
ボタンの上段はデバイスラベル
ボタンの下段は製品名と入出力
マウントされていない場合は、

4

5

3

2
1

5 ホップ =0.5ms
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E LIST のとき
る I/Oデバイスのリストから選択してマウントする場合は、
VICE LIST フィールドを表示させます。

クにある I/Oデバイスのリストが表示されます。
デバイスを選びます。

作して、マウントする I/Oデバイスを選択します。

作して、Dante オーディオネットワークの入出力数を設定しま
サポートしている I/Oデバイスの場合は、入出力数が自動的に入り

3
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2. I/O デバイス選択ボタンを押して、DEVICE SELECTポップアップ画面を表示させます。

1 設定方法選択ボタン
I/O デバイスをマウントする方法を次の中から選びます。
・ NO ASSIGN ............................. マウントしない
・ DEVICE LIST ........................... デバイスリストから選択してマウントする
・ SUPPORTED DEVICE .......... サポートデバイスから選択してマウントする
・ DVS ............................................ デバイスラベルを入力してマウントする (DVS専用 )
・ MANUAL................................... デバイスラベルを入力してマウントする

■ 設定方法選択ボタン＝DEVIC
Dante オーディオネットワークにあ
DEVICE LIST ボタンを押して、DE

画面には次の項目が含まれます。

1 DEVICE LIST
Dante オーディオネットワー
リストから、マウントする I/O

2 DEVICE LIST 選択ノブ
マルチファンクションノブで操

3 INPUT/OUTPUTノブ
マルチファンクションノブで操
す。選んだのがCLシリーズが
ます。

1

1

2
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、I/OデバイスのUNIT ID を「1」に設定します。
、ID は機器どうしで重ならないように割り振ります。
なればRio シリーズや、他の種類の機種と同じ ID を振ることは
スの入出力ポート画面の表示はUNIT ID で表示される為、区別付
け重ならないように設定してください。
T ID、デバイスラベルを変更できない機器 (Dante-MY16-AUD
を SUPPORTED  DEVICE として使用できるようにするには、
スラベルを変更する必要があります。
-ACCEL は、デバイスラベルを以下のように付けることで
て認識します。
##-Audinate-DANTE-MY16******
Yamaha-DANTE-ACCEL*******
）の 16進数 3桁（000～ FFF）
文字 又は小文字 )、数字、-( ハイフン ) が使用可 )
する場合、Rio シリーズの START UP MODEは“REFRESH”とし
ます。
、システム内の REMOTE HA ASSIGN で“WITH RECALL”を設定
時にミュートが解除されるのでより安全に使用できます。
ズ自身がバックアップしている設定で動作開始しミュートも解除
力される場合があります。
io シリーズのHAを制御できます。
続する場合は、複数のCLで分担してHAの制御を行うように設
のない Rio シリーズに対しては REMOTE HA ASSIGN に登録せ
RESUME”で使用してください。
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■ 設定方法選択ボタン＝SUPPORTED DEVICEのとき
CLシリーズがサポートしている I/Oデバイスから選択してマウントする場合は、SUPPORTED 
DEVICE ボタンを押して、SUPPORTED DEVICE フィールドを表示させます。Dante オーディオ
ネットワークに接続していなくても設定できます。

画面には次の項目が含まれます。

1 DEVICE TYPE
CL シリーズがサポートしている I/Oデバイスのタイプがリスト表示されます。
リストから、マウントする I/Oデバイスのタイプを選びます。

2 DEVICE TYPE選択ノブ
マルチファンクションノブで操作して、マウントする I/Oデバイスのタイプを選択します。

3 I/O デバイス表示
選択した I/Oデバイスが表示されます。
上段は I/Oデバイスのフロントパネルが表示されます。
下段は製品名と入出力数が表示されます。

4 UNIT ID ノブ
マルチファンクションノブで操作して、UNIT ID を設定します。
インジケーターにはUNIT ID が表示されます。

NOTE
･ I/O デバイスが 1台の場合は
･ 接続する機器が複数ある場合
･ Rio シリーズ以外は、機種が異
できます。ただし、I/O デバイ
きにくくなるので、できるだ
･ パネル、設定画面等からUNI
カード、DANTE-ACCEL 等 )
Dante Controller からデバイ
･ Dante-MY16-AUD、DANTE
SUPPORTED DEVICE とし
　Dante-MY16-AUD： Y#
　DANTE-ACCEL： Y###-
　#は 0～ 9、A～ F（大文字
　*は任意の文字 ( 英字 ( 大
･ Rio シリーズをCLから制御
て使用することをおすすめし
“REFRESH”に設定した場合
したCLとの同期が完了した
“RESUME”では、Rio シリー
するので、予期せぬ音声が出
･ 1 台の CLでは最大 8台の R
9台以上のRio シリーズを接
定するか、HAを制御する必要
ずに、START UP MODEは“

1

2

3

4
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る複数のHAデバイスの中から、どの機器を使うかを選択してマ
対して最大8台マウントできます。

プ画面下部のREMOTE HAタブを押して、REMOTE HA

。

あるHAデバイスのマウントをすべて解除します。

ク上にあるHAデバイスのリスト表示を、最新の状態に更新しま

Tポップアップ画面が表示されます。
が表示されます。
数が表示されます。
上段に --- と表示され、下段は表示なしとなります。

13 2
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■ 設定方法選択ボタン＝DVSのとき

■ 設定方法選択ボタン＝MANUALのとき
I/O デバイスのデバイスラベルを入力してマウントする場合は、DVS/MANUALボタンを押して、
DVS/MANUAL フィールドを表示させます。

画面には次の項目が含まれます。

1 DEVICE LABEL
キーボードを使用して入力した I/Oデバイスのデバイスラベルが表示されます。

2 INPUT/OUTPUTノブ
マルチファンクションノブで操作して、Dante オーディオネットワークの入出力数を設定しま
す。

3 デバイスラベル入力用キーボード
I/O デバイスのデバイスラベルを入力するキーボードです。

NOTE
･ I/O デバイスがDVSの場合は、DVSボタンを押してマウントしてください。
･ 入力したデバイスラベルが自動認識された場合は、INPUT/OUTPUT ノブの設定は無視されて
規定の入出力数が設定されます。

3. マウントするI/Oデバイスを選択したらOKボタンを押して、DEVICE SELECTポップアッ
プ画面を閉じます。

REMOTE HAを設定する
Dante オーディオネットワークにあ
ウントします。1台のCLシリーズに

1. DANTE SETUPポップアッ
フィールドを表示させます。

画面には次の項目が含まれます

1 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、リストに

2 REFRESHボタン
Dante オーディオネットワー
す。

3 HAデバイス選択ボタン
押すと、REMOTE HA SELEC
ボタンの上段はデバイスラベル
ボタンの下段は製品名と入出力
マウントされていない場合は、

1

3

2
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ース )を使う
(General Purpose Interface) の入出力端子として利用できま
ートと5系統のGPI OUTポートが利用できます。たとえば、外
ズ内部のパラメーターやシーンの切り替えを操作したり、逆にCL
えに応じて外部機器にコントロール信号を送信したりできます。
にコントロール信号を送信する方法については、「シーンリコール
信号を出力する (GPI OUT)」 ( → P.93) をご参照ください。

、外部からCLシリーズのパラメーターを操作します。たとえば、
のトークバックのオン /オフ切り替えやタップテンポ機能などを
きます。

部機器を接続します。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。
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2. HAデバイス選択ボタンを押して、REMOTE HA SELECTポップアップ画面を表示させます。

画面には次の項目が含まれます。

1 DEVICE LIST
Dante オーディオネットワークにあるHAデバイスのリストが表示されます。

2 with RECALLボタン
このボタンがオンの場合、CLシリーズを起動したときとシーンリコールを行なったときに、CL
シリーズに保持されている情報を HAデバイスに反映します。

3 DEVICE LIST 選択ノブ
マルチファンクションノブで操作して、マウントする HA デバイスを選択します。

NOTE
･ 複数のCLシリーズでHAデバイスを共有する場合に、他のCLシリーズで既に設定されてい
るときはwith RECALL を設定しないでください。
･ with RECALL を設定していないCLシリーズからもHAデバイスの操作はできます。

3. マウントするHAデバイスを選択したらOKボタンを押して、REMOTE HA SELECTポッ
プアップ画面を閉じます。
with RECALL ボタンを押して設定を変更した場合は、確認するダイアログが表示されます。

設定する場合はOKボタンを押します。

GPI ( 汎用インターフェ
リアパネルにあるGPI 端子は、GPI 
す。この端子では、5系統のGPI IN ポ
部スイッチなどを使ってCLシリー
シリーズ側の操作やシーンの切り替
シーンの切り替えに応じて外部機器
に連動して外部機器にコントロール

GPI IN を使う
GPI 端子のGPI IN ポートを利用して
外部スイッチを使ってCLシリーズ
操作したり、シーンを切り替えたりで

1. CLシリーズのGPI 端子に外

2. ファンクションアクセスエリ

1

3

2
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ター
る電圧の状態を表示します。

ます。
クティブ ) オン /オフ切り替え式のパラメーターを操作する場合
ッチが接地したときにアクティブになります。
クティブ ) オン /オフ切り替え式のパラメーターを操作する場合
ッチがオープンされたとき、またはハイレベルの電圧が入力された
クティブになります

ボタン
アップ画面が表示されます。
ファンクション名やパラメーター名が表示されています。

ODEを設定します。
て、ポートごとにローアクティブ /ハイアクティブを選択します。
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3. MIDI/GPI ボタンを押します。
MIDI SETUP画面が表示されます。

4. GPI タブを押します。
GPI ページが表示されます。

1 GPI IN ステータスインジケー
GPI IN ポートに入力されてい

2 POLARITY MODE選択ボタン
GPI IN ポートの極性を選択し

...................( ローア
は、スイ

...................( ハイア
は、スイ
ときにア

3 GPI IN SETUPポップアップ
押すと、GPI IN SETUPポップ
ボタンには、現在設定している

5. ポートごとにPOLARITY M
使用する外部機器の仕様に従っ

1

2

3
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利用して、CLシリーズの本体操作で外部機器を操作します。

部機器を接続します。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

。
。

ーター
れている電圧の状態を表示します。

します。
クティブ )GPI OUT ポートがアクティブのときに接地します。

クティブ )GPI OUT ポートがアクティブのときにオープンになり

43

1

2
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6. 操作したい機能やパラメーターを設定するには、GPI IN SETUPポップアップボタンを押
します。
GPI IN SETUPポップアップ画面が表示されます。

NOTE
選択できる項目は、USER DEFINED キーと同じです。

7. 各フィールドで機能やパラメーターを選択します。

NOTE
･ ラッチ動作では、外部スイッチからのトリガーが入力されるたびに、アクティブ /非アクティ
ブが切り替わります。この場合、外部スイッチにはノンロックタイプをおすすめします。
･ アンラッチ動作では、外部スイッチからの信号がハイレベルまたはローレベルの間だけ、アク
ティブに切り替わります。この場合、外部スイッチは使用目的によりノンロックタイプまたは
ロックタイプをお使いください。

8. 設定が終わったらOKボタンを押します。
GPI 画面に戻ります。

9. 手順5から手順8を繰り返して、ほかのポートについても同様に機能やパラメーターを設定
します。

NOTE
GPI 画面の設定は、すべてのシーンに共通です。また、SETUPデータとして保存できます。

GPI OUTを使う
GPI OUT端子のGPI OUTポートを

1. CLシリーズのGPI 端子に外

2. ファンクションアクセスエリ

3. MIDI/GPI ボタンを押します
MIDI/GPI 画面が表示されます

4. GPI タブを押します。
GPI ページが表示されます。

1 GPI OUTステータスインジケ
各GPI OUTポートから出力さ

2 POLARITY MODE選択ボタン
GPI OUTポートの極性を選択

...................( ローア

...................( ハイア
ます。
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ーターを選択します。

を押します。

て、ほかのポートについても同様に機能やパラメーターを設定

フェーダーの操作に連動させる場合は、FADER STARTを設定し

部機器を接続します。

アのSETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させます。

。
。

224

3 GPI OUT SETUPポップアップボタン
押すと、GPI OUT SETUPポップアップ画面が表示されます。
ボタンには、現在設定しているファンクション名やパラメーター名が表示されています。

4 TESTボタン
オンにしている間、対応するGPI OUTポートがアクティブになり、コントロール信号が出力され
ます。

5. ポートごとにPOLARITY MODEを設定します。
使用する外部機器の仕様に従って、ポートごとにローアクティブ /ハイアクティブを選択します。

6. 機能やパラメーターを設定するには、GPI OUT SETUPポップアップボタンを押します。

設定できる機能は次のとおりです。

7. 各フィールドで機能やパラメ

8. 設定が終わったらOKボタン

9. 手順5から手順8を繰り返し
します。

FADER STARTを使う
GPI OUTポートに接続した機器を、
ます。

1. CLシリーズのGPI 端子に外

2. ファンクションアクセスエリ

3. MIDI/GPI ボタンを押します
MIDI/GPI 画面が表示されます

ファンクション パラメーター CLシリーズの操作

NO ASSIGN --- 割り当てなし

CUE ACTIVE CUE ON 選択チャンネルの [CUE] キーがオン

DCA ONLY DCAの [CUE] キーがオン

INPUT ONLY インプット系チャンネルの [CUE] キーがオン

OUTPUT ONLY アウトプット系チャンネルの [CUE] キーがオン

GPI IN ACTIVE IND. PORT 1 ～ PORT 5 GPI IN ポート 1～ 5に割り当てられた機能がアクティ
ブ

POWER ON --- CL シリーズの電源がオン

USER DEF. 
KEY ACTIVE IND.

USER DEFINED KEY 1 ～
USER DEFINED KEY 16

USER DEFINEDキーに割り当てられた機能がアク
ティブ



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

E ノブ
境目となるレベルを設定します。UPSTROKEはそのレベルを超
そのレベルを下回ったときにトリガー信号が出力されます。
ER TALLYを選択しているときは、UPSTROKEと
号が出力されるレベルの範囲を設定します。マルチファンクショ

Eノブで設定する THRESHOLD値は、各チャンネル (フェーダー)、
共通です。ただし、GPI OUT PORT ごとににチャンネル (フェー

しているときはUPSTROKE の設定値のみ、MODEを FADER 
WNSTROKEの設定値のみ有効となります。MODEを FADER 
PSTROKE/DOWNSTROKE 両方の設定値が有効となります。

力するトリガーとなるフェーダー操作のモードを選択します。
次のとおりです。

ーが操作されても信号は出力されません。

ーが、UPSTROKEで設定したレベル (－ 138.0dB～
を超えたときに、250msec の長さのトリガー信号を出力しま

ーが、DOWNSTROKEで設定したレベル ( －∞ dB～ 9.95dB)
c の長さのトリガー信号を出力します。

ーが、UPSTROKEで設定したレベル (－ 138.0dB～
を超えたときに、トリガー信号を出力します。この信号は、フェー
定したレベル ( －∞ dB～ 9.95dB) に到達するまで ( または、そ
ガーを受けるまで )保持されます。
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4. FADER STARTタブを押して、FADER START ページを表示させます。
表示される項目は次のとおりです。

1 CLEAR ALL ボタン
すべての選択を解除します。

2 OUTPUT DESTINATIONフィールド

・ GPI OUT1～ GPI OUT5ボタン
設定するGPI OUTポートを選びます。

3 フェーダー表示
選択されたフェーダーを表示します。本体パネルの [SEL] キーでフェーダーを選択します。

NOTE
CL3/CL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

4 THRESHOLDフィールド

・ UPSTROKE/DOWNSTROK
トリガー信号を出力するときの
えたとき、DOWNSTROKEは
フェーダーモードとして FAD
DOWNSTROKEでトリガー信
ンノブで操作できます。

NOTE
･ UPSTROKE/DOWNSTROK
各 GPI OUT PORT に対して
ダー) は選択できます。
･ MODEを FADER START に
STOPにしているときはDO
TALLY にしているときは、U

5 MODEフィールド
GPI OUTポートから信号を出
選択できるフェーダーモードは

・ NO ASSIGN
選択したチャンネルのフェーダ

・ FADER START
選択したチャンネルのフェーダ
10.0dB) 未満から、そのレベル
す。

・ FADER STOP
選択したチャンネルのフェーダ
まで到達したときに、250mse

・ FADER TALLY
選択したチャンネルのフェーダ
10.0dB) 未満からそのレベル
ダーがDOWNSTROKEで設
のGPI OUTポートが別のトリ

3

2

5

4

1
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次の図は、それぞれのフェーダーモードでフェーダーを操作したときに、GPI OUTポートからの出力
信号がどのように変化するかを表わしたものです。THRESHOLDフィールドのUPSTROKEは
ー60.00、DOWNSTROKEは－∞の設定の場合です (この図はGPI OUTポートのPOLARITY と
して を選択した場合です。POLARITY が の場合は、出力信号の極性が逆になります )。

NOTE
ハイレベルのとき、ポートの出力信号としてはオープンになります。受信側でハイレベルが必
要な場合は、+5V電源ピンから取ってください。ただし、その場合は流せる電流値に制限があり
ます。詳しくは取扱説明書 ( 別紙 ) のコントロール I/O 規格をご参照ください。

5. GPI OUTポートごとに、外部機器を連動させるチャンネルと動作を設定します。

6. 設定が終わったら、画面右上の×マークを押して FADER MODE画面を閉じます。

FADER
START

FADER
TALLY

FADER
STOP

250 msec

250 msec
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21 A. G. Stroke 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –3.5 dB –2.0 dB 0.0 dB +2.0 dB

F 300 Hz 750 Hz 2.00 kHz 3.55 kHz

Q — 9.0 4.5 —

22 A. G. Arpeg. 1

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

G –0.5 dB 0.0 dB 0.0 dB +2.0 dB

F 224 Hz 1.00 kHz 4.00 kHz 6.70 kHz

Q — 4.5 4.5 0.125

23 A. G. Arpeg. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G 0.0 dB –5.5 dB 0.0 dB +4.0 dB

F 180 Hz 355 Hz 4.00 kHz 4.25 kHz

Q — 7.0 4.5 —

24 Brass Sec.

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –2.0 dB –1.0 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 90.0 Hz 850 Hz 2.12 kHz 4.50 kHz

Q 2.8 2.0 0.70 7.0

25 Male Vocal 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –0.5 dB 0.0 dB +2.0 dB +3.5 dB

F 190 Hz 1.00 kHz 2.00 kHz 6.70 kHz

Q 0.11 4.5 0.56 0.11

26 Male Vocal 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.0 dB –5.0 dB –2.5 dB +4.0 dB

F 170 Hz 236 Hz 2.65 kHz 6.70 kHz

Q 0.11 10.0 5.6 —

27 Female Vo. 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –1.0 dB +1.0 dB +1.5 dB +2.0 dB

F 118 Hz 400 Hz 2.65 kHz 6.00 kHz

Q 0.18 0.45 0.56 0.14

28 Female Vo. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –7.0 dB +1.5 dB +1.5 dB +2.5 dB

F 112 Hz 335 Hz 2.00 kHz 6.70 kHz

Q — 0.16 0.20 —

29 Chorus & Harmo

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –2.0 dB –1.0 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 90.0 Hz 850 Hz 2.12 kHz 4.50 kHz

Q 2.8 2.0 0.70 7.0

30 Total EQ 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –0.5 dB 0.0 dB +3.0 dB +6.5 dB

F 95.0 Hz 950 Hz 2.12 kHz 16.0 kHz

Q 7.0 2.2 5.6 —

31 Total EQ 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +4.0 dB +1.5 dB +2.0 dB +6.0 dB

F 95.0 Hz 750 Hz 1.80 kHz 18.0 kHz

Q 7.0 2.8 5.6 —

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH
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EQライブラリーリスト

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH

01 Bass Drum 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.5 dB –3.5 dB 0.0 dB +4.0 dB

F 100 Hz 265 Hz 1.06 kHz 5.30 kHz

Q 1.25 10.0 0.90 —

02 Bass Drum 2

PEAKING PEAKING PEAKING LPF

G +8.0 dB –7.0 dB +6.0 dB ON

F 80.0 Hz 400 Hz 2.50 kHz 12.5 kHz

Q 1.4 4.5 2.2 —

03 Snare Drum 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –0.5 dB 0.0 dB +3.0 dB +4.5 dB

F 132 Hz 1.00 kHz 3.15 kHz 5.00 kHz

Q 1.25 4.5 0.11 —

04 Snare Drum 2

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

G +1.5 dB –8.5 dB +2.5 dB +4.0 dB

F 180 Hz 335 Hz 2.36 kHz 4.00 kHz

Q — 10.0 0.70 0.10

05 Tom-tom 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G +2.0 dB –7.5 dB +2.0 dB +1.0 dB

F 212 Hz 670 Hz 4.50 kHz 6.30 kHz

Q 1.4 10.0 1.25 0.28

06 Cymbal

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –2.0 dB 0.0 dB 0.0 dB +3.0 dB

F 106 Hz 425 Hz 1.06 kHz 13.2 kHz

Q — 8.0 0.90 —

07 High Hat

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –4.0 dB –2.5 dB +1.0 dB +0.5 dB

F 95.0 Hz 425 Hz 2.80 kHz 7.50 kHz

Q — 0.50 1.0 —

08 Percussion

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –4.5 dB 0.0 dB +2.0 dB 0.0 dB

F 100 Hz 400 Hz 2.80 kHz 17.0 kHz

Q — 4.5 0.56 —

09 E. Bass 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –7.5 dB +4.5 dB +2.5 dB 0.0 dB

F 35.5 Hz 112 Hz 2.00 kHz 4.00 kHz

Q — 5.0 4.5 —

10 E. Bass 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.0 dB 0.0 dB +2.5 dB +0.5 dB

F 112 Hz 112 Hz 2.24 kHz 4.00 kHz

Q 0.10 5.0 6.3 —

11 Syn. Bass 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.5 dB +8.5 dB 0.0 dB 0.0 dB

F 85.0 Hz 950 Hz 4.00 kHz 12.5 kHz

Q 0.10 8.0 4.5 —

12 Syn. Bass 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.5 dB 0.0 dB +1.5 dB 0.0 dB

F 125 Hz 180 Hz 1.12 kHz 12.5 kHz

Q 1.6 8.0 2.2 —

13 Piano 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –6.0 dB 0.0 dB +2.0 dB +4.0 dB

F 95.0 Hz 950 Hz 3.15 kHz 7.50 kHz

Q — 8.0 0.90 —

14 Piano 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.5 dB –8.5 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 224 Hz 600 Hz 3.15 kHz 5.30 kHz

Q 5.6 10.0 0.70 —

15 E. G. Clean

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.0 dB –5.5 dB +0.5 dB +2.5 dB

F 265 Hz 400 Hz 1.32 kHz 4.50 kHz

Q 0.18 10.0 6.3 —

16 E. G. Crunch 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G +4.5 dB 0.0 dB +4.0 dB +2.0 dB

F 140 Hz 1.00 kHz 1.90 kHz 5.60 kHz

Q 8.0 4.5 0.63 9.0

17 E. G. Crunch 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.5 dB +1.5 dB +2.5 dB 0.0 dB

F 125 Hz 450 Hz 3.35 kHz 19.0 kHz

Q 8.0 0.40 0.16 —

18 E. G. Dist. 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G +5.0 dB 0.0 dB +3.5 dB 0.0 dB

F 355 Hz 950 Hz 3.35 kHz 12.5 kHz

Q — 9.0 10.0 —

19 E. G. Dist. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G +6.0 dB –8.5 dB +4.5 dB +4.0 dB

F 315 Hz 1.06 kHz 4.25 kHz 12.5 kHz

Q — 10.0 4.0 —

20 A. G. Stroke 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –2.0 dB 0.0 dB +1.0 dB +4.0 dB

F 106 Hz 1.00 kHz 1.90 kHz 5.30 kHz

Q 0.90 4.5 3.5 —

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH
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10 A. Dr. BD COMPRESSOR

Threshold (dB) –24
Ratio (   :1) 3
Attack (ms) 9
Out gain (dB) 5.5
Knee 2
Release (ms) 58

11 A. Dr. BD COMPANDER-H

Threshold (dB) –11
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 1
Out gain (dB) –1.5
Width (dB) 7
Release (ms) 192

12 A. Dr. SN COMPRESSOR

Threshold (dB) –17
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 8
Out gain (dB) 3.5
Knee 2
Release (ms) 12

13 A. Dr. SN EXPANDER

Threshold (dB) –23
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 0
Out gain (dB) 0.5
Knee 2
Release (ms) 151

14 A. Dr. SN COMPANDER-S

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 11
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 10
Release (ms) 128

15 A. Dr. Tom EXPANDER

Threshold (dB) –20
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 2
Out gain (dB) 5.0
Knee 2
Release (ms) 749

16 A. Dr. OverTop COMPANDER-S

Threshold (dB) –24
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 38
Out gain (dB) –3.5
Width (dB) 54
Release (ms) 842

17 E. B. Finger COMPRESSOR

Threshold (dB) –12
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 15
Out gain (dB) 4.5
Knee 2
Release (ms) 470

# Title Type Parameter Value
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32 Total EQ 3

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G +1.5 dB +0.5 dB +2.0 dB +4.0 dB

F 67.0 Hz 850 Hz 1.90 kHz 15.0 kHz

Q — 0.28 0.70 —

33 Bass Drum 3

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G +3.5 dB –10.0 dB +3.5 dB 0.0 dB

F 118 Hz 315 Hz 4.25 kHz 20.0 kHz

Q 2.0 10.0 0.40 0.40

34 Snare Drum 3

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

G 0.0 dB +2.0 dB +3.5 dB 0.0 dB

F 224 Hz 560 Hz 4.25 kHz 4.00 kHz

Q — 4.5 2.8 0.10

35 Tom-tom 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –9.0 dB +1.5 dB +2.0 dB 0.0 dB

F 90.0 Hz 212 Hz 5.30 kHz 17.0 kHz

Q — 4.5 1.25 —

36 Piano 3

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +4.5 dB –13.0 dB +4.5 dB +2.5 dB

F 100 Hz 475 Hz 2.36 kHz 10.0 kHz

Q 8.0 10.0 9.0 —

37 Piano Low

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –5.5 dB +1.5 dB +6.0 dB 0.0 dB

F 190 Hz 400 Hz 6.70 kHz 12.5 kHz

Q 10.0 6.3 2.2 —

38 Piano High

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –5.5 dB +1.5 dB +5.0 dB +3.0 dB

F 190 Hz 400 Hz 6.70 kHz 5.60 kHz

Q 10.0 6.3 2.2 0.10

39 Fine-EQ Cass

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –1.5 dB 0.0 dB +1.0 dB +3.0 dB

F 75.0 Hz 1.00 kHz 4.00 kHz 12.5 kHz

Q — 4.5 1.8 —

40 Narrator

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –4.0 dB –1.0 dB +2.0 dB 0.0 dB

F 106 Hz 710 Hz 2.50 kHz 10.0 kHz

Q 4.0 7.0 0.63 —

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH
# Title Type Parameter Value

1 Gate GATE

Threshold (dB) –26
Range (dB) –56
Attack (ms) 0
Hold (ms) 2.56
Decay (ms) 331

2 Ducking DUCKING

Threshold (dB) –19
Range (dB) –22
Attack (ms) 93
Hold (ms) 1.20 S
Decay (ms) 6.32 S

3 A. Dr. BD GATE

Threshold (dB) –11
Range (dB) –53
Attack (ms) 0
Hold (ms) 1.93
Decay (ms) 400

4 A. Dr. SN GATE

Threshold (dB) –8
Range (dB) –23
Attack (ms) 1
Hold (ms) 0.63
Decay (ms) 238

5 De-Esser DE-ESSER

Threshold (dB) –8
Frequency (kHz) 2.00
Type HPF
Q 1.6

6 Comp COMPRESSOR

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 30
Out gain (dB) 0.0
Knee 2
Release (ms) 250

7 Expand EXPANDER

Threshold (dB) –23
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 1
Out gain (dB) 3.5
Knee 2
Release (ms) 70

8 Compander (H) COMPANDER-H

Threshold (dB) –10
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 1
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 6
Release (ms) 250

9 Compander (S) COMPANDER-S

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 4
Attack (ms) 25
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 24
Release (ms) 180
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 fs=44.1kHz の場合

34 Solo Vocal2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 26
Out gain (dB) 1.5
Knee 3
Release (ms) 331

35 Chorus COMPRESSOR

Threshold (dB) –9
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 39
Out gain (dB) 2.5
Knee 2
Release (ms) 226

36 Click Erase EXPANDER

Threshold (dB) –33
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 1
Out gain (dB) 2.0
Knee 2
Release (ms) 284

37 Announcer COMPANDER-H

Threshold (dB) –14
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 1
Out gain (dB) –2.5
Width (dB) 18
Release (ms) 180

38 Limiter1 COMPANDER-S

Threshold (dB) –9
Ratio (   :1) 3
Attack (ms) 20
Out gain (dB) –3.0
Width (dB) 90
Release (ms) 3.90 s

39 Limiter2 COMPRESSOR

Threshold (dB) 0
Ratio (   :1) ∞
Attack (ms) 0
Out gain (dB) 0.0
Knee hard
Release (ms) 319

40 Total Comp1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 94
Out gain (dB) 2.5
Knee hard
Release (ms) 447

41 Total Comp2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –16
Ratio (   :1) 6
Attack (ms) 11
Out gain (dB) 6.0
Knee 1
Release (ms) 180

# Title Type Parameter Value
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18 E. B. Slap COMPRESSOR

Threshold (dB) –12
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 6
Out gain (dB) 4.0
Knee hard
Release (ms) 133

19 Syn. Bass COMPRESSOR

Threshold (dB) –10
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 9
Out gain (dB) 3.0
Knee hard
Release (ms) 250

20 Piano1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –9
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 17
Out gain (dB) 1.0
Knee hard
Release (ms) 238

21 Piano2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 7
Out gain (dB) 6.0
Knee 2
Release (ms) 174

22 E. Guitar COMPRESSOR

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 7
Out gain (dB) 2.5
Knee 4
Release (ms) 261

23 A. Guitar COMPRESSOR

Threshold (dB) –10
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 5
Out gain (dB) 1.5
Knee 2
Release (ms) 238

24 Strings1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –11
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 33
Out gain (dB) 1.5
Knee 2
Release (ms) 749

25 Strings2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –12
Ratio (   :1) 1.5
Attack (ms) 93
Out gain (dB) 1.5
Knee 4
Release (ms) 1.35 S

# Title Type Parameter Value

26 Strings3 COMPRESSOR

Threshold (dB) –17
Ratio (   :1) 1.5
Attack (ms) 76
Out gain (dB) 2.5
Knee 2
Release (ms) 186

27 BrassSection COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 18
Out gain (dB) 4.0
Knee 1
Release (ms) 226

28 Syn. Pad COMPRESSOR

Threshold (dB) –13
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 58
Out gain (dB) 2.0
Knee 1
Release (ms) 238

29 SamplingPerc COMPANDER-S

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 8
Out gain (dB) –2.5
Width (dB) 18
Release (ms) 238

30 Sampling BD COMPRESSOR

Threshold (dB) –14
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 2
Out gain (dB) 3.5
Knee 4
Release (ms) 35

31 Sampling SN COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 4
Attack (ms) 8
Out gain (dB) 8.0
Knee hard
Release (ms) 354

32 Hip Comp COMPANDER-S

Threshold (dB) –23
Ratio (   :1) 20
Attack (ms) 15
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 15
Release (ms) 163

33 Solo Vocal1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –20
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 31
Out gain (dB) 2.0
Knee 1
Release (ms) 342

# Title Type Parameter Value
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LD) より大きい信号が入力された場合、出力を一定の値 (RANGE)

くするようなときに使用すると効果的です。

範囲 説明
) ダッキングの効果がかかる境界のレベルです。

) ダッキングの効果がかかっているときの減衰量で
す。
入力信号が THRESHOLDを超えてから、RANGE
で設定した減衰量に到達するまでの時間です。

 2.13 sec
.96 sec (160 points)

入力信号が THRESHOLDを下回った後にふたたび
元のレベルに戻り始めるまでの待ち時間です。

.0 sec
 sec (160 points)

入力信号がHOLD の待ち時間を経たあと、ダッキン
グの効果がなくなるまでの時間です。設定値は、レ
ベルが 6dB 変化するのに要する時間で表現されま
す。

時間 時間

入
力
レ
ベ
ル

出
力
レ
ベ
ル

・ 時系列特性

SHOLD
RANGE

入力信号 出力信号

ATTACK DECAY
HOLD
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ダイナミクスパラメーター
インプットチャンネルにはDYNAMICSセクション1、DYNAMICSセクション2があります。
アウトプットチャンネルにはDYNAMICSセクション1があります。

インプットチャンネルのDYNAMICSセクション1には以下の4つのタイプがあります。
ゲート (GATE)、ダッキング (DUCKING)、コンプレッサー(COMPRESSOR)、
エキスパンダー(EXPANDER)

インプットチャンネルのDYNAMICSセクション2には以下の4つのタイプがあります。
コンプレッサー(COMPRESSOR)、コンパンダーハード (COMPANDER-H)、
コンパンダーソフト (COMPANDER-S)、ディエッサー(DE-ESSER)

アウトプットチャンネルのDYNAMICSセクション1は以下の4つのタイプがあります。
コンプレッサー(COMPRESSOR)、エキスパンダー(EXPANDER)、
コンパンダーハード (COMPANDER-H)、コンパンダーソフト (COMPANDER-S)

■ ゲート (GATE)
スレッショルドレベル (THRESHOLD) より小さい信号が入力された場合、出力を一定の値 (RANGE)
で小さくします。

■ ダッキング (DUCKING)
スレッショルドレベル (THRESHO
で小さくします。
KEYIN ソースによって、BGMを小さ

パラメーター 設定範囲 説明
THRESHOLD (dB) –72 to 0 (73 points) ゲートの効果がかかる境界のレベルです。
RANGE (dB) –∞, –69 to 0 (71 points) ゲートの効果がかかっているときの減衰量です。

ATTACK (ms) 0–120 (121 points) 入力信号が THRESHOLD を超えてから、ゲートが
開くまでの時間です。

HOLD (ms) 44.1kHz: 0.02 ms – 2.13 sec
48kHz: 0.02 ms – 1.96 sec (160 points)

入力信号が THRESHOLD を下回った後にゲートが
閉じ始めるまでの待ち時間です。

DECAY (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46.0 sec
48kHz: 5 ms – 42.3 sec (160 points)

入力信号がHOLDの待ち時間を経たあと、ゲートが
閉じるまでの時間です。設定値は、レベルが 6dB 変
化するのに要する時間で表現されます。

入力レベル 時間 時間

出
力
レ
ベ
ル

入
力
レ
ベ
ル

出
力
レ
ベ
ル

・ 入出力特性 ・ 時系列特性

RANGE

THRESHOLD

THRESHOLD
RANGE

入力信号 出力信号

ATTACK DECAY
HOLD

パラメーター 設定
THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points

RANGE (dB) –70 to 0 (71 points

ATTACK (ms) 0–120 (121 points)

HOLD (ms) 44.1kHz: 0.02 ms –
48kHz: 0.02 ms – 1

DECAY (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46
48kHz: 5 ms – 42.3

入力レベル

出
力
レ
ベ
ル

・ 入出力特性

RANGE

THRESHOLD

THRE
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)
LD) より小さい信号が入力された場合、一定の比率 (RATIO) で出

範囲 説明
) エキスパンダーの効果がかかる境界のレベルです。
1.5:1, 1.7:1, 2.0:1, 
4.0:1, 5.0:1, 6.0:1, 
:1 (16 points)

エキスパンダーの効果の量を示します。

入力信号が THRESHOLDを超えてから、エキスパ
ンダーの効果がなくなるまでの時間です。

.0 sec
 sec (160 points)

入力信号が THESHOLD 以下に下がった後、エキス
パンダーの効果が最大に達するまでの時間です。設
定値は、レベルが 6dB 変化するのに要する時間で表
現されます。

oints) 出力レベルを調整します。

) スレッショルドレベルでの折れ曲がりの鋭さです。
値が増えるほど緩やかになります。

時間 時間

入
力
レ
ベ
ル

出
力
レ
ベ
ル

・ 時系列特性
(RATIO= ∞：1の場合 )

SHOLD

入力信号 出力信号

ATTACK RELEASE
231

■ コンプレッサー(COMPRESSOR)
スレッショルドレベル (THRESHOLD) より大きい信号が入力された場合、一定の比率 (RATIO) で出
力レベルを小さくします。
また、RATIO が ∞ :1 のときはスレッショルドレベル以上の信号が出力されるのを防ぐので、リミッ
ターとも呼ばれます。

■ エキスパンダー(EXPANDER
スレッショルドレベル (THRESHO
力レベルを小さくします。

パラメーター 設定範囲 説明
THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points) コンプレッサーの効果がかかる境界のレベルです。

RATIO
1.0:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2.0:1, 
2.5:1, 3.0:1, 3.5:1, 4.0:1, 5.0:1, 6.0:1, 
8.0:1, 10:1, 20:1, ∞:1 (16 points)

コンプレッサーの効果の量を示します。

ATTACK (ms) 0–120 (121 points) 入力信号が THRESHOLD を超えてから、コンプ
レッサーの効果が最大に達するまでの時間です。

RELEASE (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46.0 sec
48kHz: 5 ms – 42.3 sec (160 points)

入力信号が THESHOLD 以下に下がった後、コンプ
レッサーの効果がなくなるまでの時間です。設定値
は、レベルが 6dB 変化するのに要する時間で表現さ
れます。

OUT GAIN (dB) 0.0 to +18.0 (181 points) 出力レベルを調整します。

KNEE Hard, 1–5 (6 points) スレッショルドレベルでの折れ曲がりの鋭さです。
値が増えるほど緩やかになります。

入力レベル 時間 時間

出
力
レ
ベ
ル

入
力
レ
ベ
ル

出
力
レ
ベ
ル

・ 入出力特性
(KNEE= hard、
OUT GAIN= 0.0dB)

・ 時系列特性
(RATIO= ∞：1の場合 )

RATIO

THRESHOLD

THRESHOLD

入力信号 出力信号

ATTACK RELEASE

パラメーター 設定
THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points

RATIO
1.0:1, 1.1:1, 1.3:1, 
2.5:1, 3.0:1, 3.5:1, 
8.0:1, 10:1, 20:1, ∞

ATTACK (ms) 0–120 (121 points)

RELEASE (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46
48kHz: 5 ms – 42.3

OUT GAIN (dB) 0.0 to +18.0 (181 p

KNEE Hard, 1–5 (6 points

入力レベル

出
力
レ
ベ
ル

・ 入出力特性
(KNEE= hard、
OUT GAIN= 0.0dB)

RATIO

THRESHOLD

THRE
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エフェクトの効果

度で豊かな残響の音質、なめらかな減衰、原音を生かすひろがりと奥行き
った特長を持つリバーブアルゴリズムです。音場や目的に合わせてREV-X 
L、REV-X ROOM、REV-X PLATE の 3種類を選択できます。

サートホールをシミュレートしたゲートのかかったリバーブです。

での響きをシミュレートしたリバーブです。

カル用を意識したゲートのかかったリバーブです。

エコーをシミュレートしたゲートのかかったリバーブです。

レオリバーブです。

も初期反射音 (ER) のみを取り出したエフェクトです。

トリバーブの初期反射音です。

転させたゲートリバーブの初期反射音です。

プルなモノディレイです。

プルなステレオディレイです。

ュレーション付きのシンプルなリピートディレイです。

ップ ( 左、センター、右 ) のディレイです。

レオディレイに左右のフィードバックを交差させたものです。

ラス

ンジャー

ラスよりも複雑でリッチな変調効果が得られるヤマハ独自のエフェクトで

の位相シフトを使ったステレオフェイザーです。

レベルに応じてディレイタイムの動くフランジです。

レベルに応じてフェイズシフトポイントの動くフェイザーです。

した効果の得られるモノラルピッチシフター

レオのピッチシフター

モロ

トパン

タリースピーカーのシミュレーションです。

グモジュレーター

ルターを変調させたエフェクトです。

レベルに応じて周波数の動くフィルターです。

ERBと CHORUSをパラレル接続した複合エフェクトです。

ERBと CHORUSをシリーズ接続した複合エフェクトです。

ERBと FLANGEをパラレル接続した複合エフェクトです。

ERBと FLANGEをシリーズ接続した複合エフェクトです。

ERBと SYMPHONIC をパラレル接続した複合エフェクトです。

ERBと SYMPHONIC をシリーズ接続した複合エフェクトです。

ERBと AUTO PANをシリーズ接続した複合エフェクトです。

AYと EARLY REF. をパラレル接続した複合エフェクトです。

AYと EARLY REF. をシリーズ接続した複合エフェクトです。
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■ コンパンダーハード (COMPANDER-H)、コンパンダーソフト (COMPANDER-S)
コンプレッサー、エキスパンダー、リミッタ－を組み合わせた動作をします。

以下の3つの境界レベルがあります。
1 0dB以上 ........................................... リミッタ－として動作します。
2 THRESHOLD以上 ......................... コンプレッサーとして動作します。
3 THRESHOLD+WIDTH以下 ........ エキスパンダーとして動作します。

COMP.(H) ではエキスパンダーのRATIO が 5:1、COMP.(S) ではエキスパンダーのRATIO が
1.5:1 に固定されています。WIDTHを最大に設定すると、エキスパンダーの効果がなくなります。ま
た、コンプレッサーのKNEEは 2に固定されています。

* RATIO、THRESHOLDの値に応じてゲインが自動的に調整され、最大 18dB 上がります。
* OUT GAIN を調節して、自動的に上がったゲインを下げることもできます。

■ ディエッサー(DE-ESSER)
ボーカルに含まれる歯擦音などの高域の子音成分のみを検出し、圧縮する動作を行ないます。

エフェクトタイプリスト

パラメーター 設定範囲 説明
THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points) コンプレッサーの効果がかかる境界のレベルです。

RATIO
1.0:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2.0:1, 
2.5:1, 3.0:1, 3.5:1, 4.0:1, 5.0:1, 6.0:1, 
8.0:1, 10:1, 20:1 (15 points)

コンプレッサーの効果の量を示します。

ATTACK (ms) 0–120 (121 points) 入力信号が 3つの各境界レベルを超えたとき、設定
レベルに到達するまでの時間です。

RELEASE (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46.0 sec
48kHz: 5 ms – 42.3 sec (160 points)

入力信号が 3つの各境界レベルを下回ったとき、設
定レベルに到達するまでの時間です。設定値は、レ
ベルが 6dB 変化するのに要する時間で表現されま
す。

OUT GAIN (dB) –18.0 to 0.0 (181 points) 出力レベルを調整します。

WIDTH (dB) 1–90 (90 points)

コンプレッサーの効果の境界レベル (THRESHOLD)
と、エキスパンダーの効果の境界レベルの幅です。
THRESHOLD+WIDTH 以下のレベルにエキスパン
ダーの効果がかかります。

パラメーター 設定範囲 説明
THRESHOLD –54 to 0 (55 points) ディエッサーの効果がかかる境界のレベルです。
FREQUENCY 1kHz–12.5kHz (45 points) 高域検出に用いるフィルターのカットオフ周波数です。
TYPE HPF, BPF 帯域検出をするフィルターの種類です。
Q 10.0–0.10 (41 points) TYPE が BPF のときの、フィルターのQ ( 急峻度 ) です。

0dB
入力レベル

出
力
レ
ベ
ル

WIDTH

THRESHOLD

タイトル タイプ
REV-X Hall REV-X HALL

高密
とい
HAL

REV-X Room REV-X ROOM

REV-X Plate REV-X PLATE

Reverb Hall REVERB HALL コン
Reverb Room REVERB ROOM 部屋
Reverb Stage REVERB STAGE ボー
Reverb Plate REVERB PLATE 鉄板
Stereo Reverb ST REVERB ステ
Early Ref. EARLY REF. 残響
Gate Reverb GATE REVERB ゲー
Reverse Gate REVERSE GATE 逆回
Mono Delay MONO DELAY シン
Stereo Delay STEREO DELAY シン
Mod.Delay MOD.DELAY モジ
Delay LCR DELAY LCR 3- タ
Echo ECHO ステ
Chorus CHORUS コー
Flange FLANGE フラ

Symphonic SYMPHONIC コー
す。

Phaser PHASER 16 段
Dyna.Flange DYNA.FLANGE 入力
Dyna.Phaser DYNA.PHASER 入力
HQ. Pitch HQ.PITCH 安定
Dual Pitch DUAL PITCH ステ
Tremolo TREMOLO トレ
Auto Pan AUTO PAN オー
Rotary ROTARY ロー
Ring Mod. RING MOD. リン
Mod.Filter MOD.FILTER フィ
Dyna.Filter DYNA.FILTER 入力
Rev+Chorus REV+CHORUS REV
RevChorus REVCHORUS REV
Rev+Flange REV+FLANGE REV
RevFlange REVFLANGE REV
Rev+Sympho. REV+SYMPHO. REV
RevSympho. REVSYMPHO. REV
RevPan REVPAN REV
Delay+Er. DELAY+ER. DEL
DelayEr. DELAYER. DEL
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M, REV-X PLATE
ブアルゴリズムです。高密度で豊かな残響の音質、なめらかな減
いった特長を持ちます。音場や目的に合わせてREV-X HALL、
3種類を選択できます。

 ROOM, REVERB STAGE, REVERB PLATE
ム、ステージ、プレートリバーブのシミュレーションです。

Description

、ROOM SIZE=28 の場合の値です。エフェクトタイプとROOM SIZE の値

リバーブの残響の長さです。

リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。
リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
リバーブの低域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
LO. RATIO の基準になる周波数です。
リバーブ音の左右のひろがりです。
空間の広さです。
ゲートが閉じる速さです。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。

ローパスフィルターのカットオフ周波数です。

Description

リバーブの残響の長さです。
リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。
リバーブの高域成分の残響時間をREV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
リバーブの低域成分の残響時間をREV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
リバーブ音の左右のひろがりです。
リバーブの密度です。
初期反射音 (ER) からリバーブまでの遅延時間です。
初期反射音とリバーブの音量バランスです。
(0%：リバーブのみ、100%：ERのみ )
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
ゲートのスレッショルドレベルです。
ゲートが開くのにかかる時間です。

02 ms ～ 1.96s (fs= 48 kHz)

ゲートが閉じ始めるまでの時間です。

 ms ～ 42.3s (fs= 48 kHz)

ゲートが閉じる速さです。
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エフェクトパラメーター

■ REV-X HALL, REV-X ROO
2 IN/2 OUTの新規開発したリバー
衰、原音を生かすひろがりと奥行きと
REV-X ROOM、REV-X PLATEの

■ REVERB HALL, REVERB
1 IN/2 OUTのゲ－ト付ホール、ルー

Delay+Rev DELAY+REV DELAY と REVERB をパラレル接続した複合エフェクトです。
DelayRev DELAYREV DELAY と REVERB をシリーズ接続した複合エフェクトです。
DistDelay DISTDELAY DISTORTION と DELAY をシリーズ接続した複合エフェクトです。
Multi Filter MULTI FILTER 3 バンドのパラレルフィルターです。(24dB/ オクターブ )
Freeze FREEZE 簡易サンプラーです。
Distortion DISTORTION ディストーション
Amp Simulate AMP SIMULATE ギターアンプをシミュレートしたエフェクトです。

Comp276 COMP276 レコーディングスタジオで定番として求められるアナログコンプレッサーの特
性をエミュレートしたコンプレッサーです。

Comp276S COMP276S COMP276 のステレオモデルです。

Comp260 COMP260 ライブ SRの定番として求められる 1970 年代半ばのコンプレッサー /リミッ
ターの特性をエミュレートしたコンプレッサーです。

Comp260S COMP260S COMP260 のステレオモデルです。

Equalizer601 EQUALIZER601 1970 年代のアナログイコライザーの特性をエミュレートしたイコライザーで
す。ドライブ感などを得ることができます。

OpenDeck OPENDECK
音声デッキ、再生デッキの 2台のオープンリールテープレコーダーによって生
み出されるテープコンプレッションをエミュレートしたテープサーチュレー
ションです。

M.Band Dyna. M.BAND DYNA. マルチバンドのダイナミクスプロセッサーです。
M.Band Comp M.BAND COMP マルチバンドのコンプレッサーです。

タイトル タイプ エフェクトの効果

Parameter Range

REV TIME 0.28–27.94 s *1

*1. エフェクトタイプがREV-X HALL で
によって、設定範囲は異なります。

INI. DLY 0.0–120.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0 

LO. RATIO 0.1–1.4

LO.FREQ 22.0 Hz–18.0 kHz

DIFF. 0–10 

ROOM SIZE 0–28

DECAY 0–53

HPF THRU, 22.0 Hz–8.00 kHz

LPF 1.00 kHz–18.0 kHz, 
THRU

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

LO. RATIO 0.1–2.4

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

E/R DLY 0.0–100.0 ms

E/R BAL. 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

GATE LVL OFF, –60 to 0 dB

ATTACK 0–120 ms

HOLD *1

*1. 0.02 ms ～ 2.13s (fs= 44.1 kHz)、0.

DECAY *2

*2. 6.0 ms ～ 46.0s (fs= 44.1 kHz)、5.0
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E GATE
フレクションとリバースゲート付アーリーリフレクションです。

トディレイです。

オディレイです。

Description

初期反射音 (ER) のパターンのタイプです。
部屋の大きさ、つまり反射音の間隔を表わします。
反射音の減衰のしかたを表わします。(0：dead、10：live)
初期反射音がでるまでの遅延時間です。
反射音の左右のひろがりです。
反射音の密度です。
フィードバックの高域成分の量です。
反射音の本数です。
フィードバックの量です。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。

Description

ディレイタイムです。
フィードバックの量です。
フィードバックの高域成分の量です。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOからDELAY を換算するための値です。

Description

L チャンネルのディレイタイムです。
Rチャンネルのディレイタイムです。
Lチャンネルのフィードバックの量です。
Rチャンネルのフィードバックの量です。
フィードバックの高域成分の量です。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOからDELAY L を換算するための値です。

TEMPOからDELAY R を換算するための値です。
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■ STEREO REVERB
2 IN/2 OUTのステレオリバーブです。

■ EARLY REF.
1 IN/2 OUTのアーリーリフレクションです。

■ GATE REVERB, REVERS
1 IN/2 OUTのゲート付アーリーリ

■ MONO DELAY
1 IN/2 OUTのベーシックなリピー

■ STEREO DELAY
2 IN/2 OUTのベーシックなステレ

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s リバーブの残響の長さです。
REV TYPE Hall, Room, Stage, Plate リバーブのタイプです。
INI. DLY 0.0–100.0 ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。

HI. RATIO 0.1–1.0 リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

LO. RATIO 0.1–2.4 リバーブの低域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

DIFF. 0–10 リバーブのディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
DENSITY 0–100% リバーブの密度です。

E/R BAL. 0–100% 初期反射音とリバーブの音量バランスです。
(0%：REVERB のみ、100%：ER のみ )

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。

Parameter Range Description

TYPE S-Hall, L-Hall, Random, 
Revers, Plate, Spring 初期反射音 (ER) のパターンのタイプです。

ROOMSIZE 0.1–20.0 部屋の大きさ、つまり反射音の間隔を表わします。
LIVENESS 0–10 反射音の減衰のしかたを表わします。(0：dead、10：live)
INI. DLY 0.0–500.0 ms 初期反射音がでるまでの遅延時間です。
DIFF. 0–10 反射音の左右のひろがりです。
DENSITY 0–100% 反射音の密度です。
ER NUM. 1–19 反射音の本数です。
FB GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
HI. RATIO 0.1–1.0 フィードバックの高域成分の量です。
HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。

Parameter Range

TYPE Type-A, Type-B

ROOMSIZE 0.1–20.0

LIVENESS 0–10

INI. DLY 0.0–500.0 ms

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

HI. RATIO 0.1–1.0

ER NUM. 1–19

FB GAIN –99 to +99%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

Parameter Range

DELAY 0.0–2730.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

Parameter Range

DELAY L 0.0–1350.0 ms

DELAY R 0.0–1350.0 ms

FB. G L –99 to +99%

FB. G R –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1
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クル－プ付きステレオディレイです。

です。

Description

L チャンネルのディレイタイムです。
Rチャンネルのディレイタイムです。
Lチャンネルのフィードバックディレイタイムです。
Rチャンネルのフィードバックディレイタイムです。
Lチャンネルのフィードバック量です。
Rチャンネルのフィードバック量です。
L ch の出力から R ch にフィードバックする量です。
R ch の出力から L ch にフィードバックする量です。
フィードバックの高域成分の量です。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOからDELAY L を換算するための値です。

TEMPOからDELAY R を換算するための値です。
TEMPOから FB.D L を換算するための値です。
TEMPOから FB.D R を換算するための値です。

Description

モジュレーションのスピードです。
アンプリチュードモジュレーションの深さです。
ピッチモジュレーションの深さです。
モジュレーションのディレイタイムです。
モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

ローシェルビングフィルター周波数です。
ローシェルビングフィルターゲインです。
EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数です。
EQ ( ピーキングタイプ ) ゲインです。
EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数幅です。
ハイシェルビングフィルタ－周波数です。
ハイシェルビングフィルタ－ゲインです。
235

■ MOD. DELAY
1IN/2 OUTのモジュレ－ション付きのベーシックなリピートディレイです。

■ DELAY LCR
1 IN/2 OUTの 3タップディレイです。

■ ECHO
2 IN/2 OUTのクロスフィ－ドバッ

■ CHORUS
2 IN/2 OUTのコーラスエフェクト

Parameter Range Description

DELAY 0.0–2725.0 ms ディレイタイムです。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
HI. RATIO 0.1–1.0 フィードバックの高域成分の量です。
FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
WAVE Sine/Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
DLY.NOTE *1

*1. ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOから DELAY を換算するための値です。

MOD.NOTE *2

*2.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Parameter Range Description

DELAY L 0.0–2730.0 ms L チャンネルのディレイタイムです。
DELAY C 0.0–2730.0 ms センターチャンネルのディレイタイムです。
DELAY R 0.0–2730.0 ms R チャンネルのディレイタイム です。
FB. DLY 0.0–2730.0 ms フィードバックのディレイタイムです。
LEVEL L –100 to +100% L チャンネルのレベルです。
LEVEL C –100 to +100% センターチャンネルのレベルです。
LEVEL R –100 to +100% R チャンネルのレベルです。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
HI. RATIO 0.1–1.0 フィードバックの高域成分の量です。
HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE L *1

*1. ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOから DELAY L を換算するための値です。
NOTE C *1 TEMPOから DELAY C を換算するための値です。
NOTE R *1 TEMPOから DELAY R を換算するための値です。
NOTE FB *1 TEMPOから FB.DLY を換算するための値です。

Parameter Range

DELAY L 0.0–1350.0 ms

DELAY R 0.0–1350.0 ms

FB.DLY L 0.0–1350.0 ms

FB.DLY R 0.0–1350.0 ms

FB. G L –99 to +99%

FB. G R –99 to +99%

LR FBG –99 to +99%

RL FBG –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1

NOTE FBL *1

NOTE FBR *1

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

AM DEPTH 0–100%

PM DEPTH 0–100%

MOD. DLY 0.0–500.0 ms

WAVE Sine, Tri

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

EQ F 100 Hz–8.00 kHz

EQ G –12.0 to +12.0 dB

EQ Q 10.0–0.10

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB
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クトです。

ジャーです。

Description

モジュレーションのスピードです。
モジュレーションの深さです。
フィードバックの量です。
フェイズシフトのかかる周波数のオフセットです。
左右モジュレーションのフェイズバランスです。
フェイズシフトの段数です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

ローシェルビングフィルター周波数です。
ローシェルビングフィルターゲインです。
ハイシェルビングフィルタ－周波数です。
ハイシェルビングフィルタ－ゲインです。

Description

変調用の入力ソースを選びます。(INPUT：入力信号、MIDI：MIDI ノート
オンメッセージ )
入力感度です。
入力に応じて共鳴周波数の動く方向です。

 ms ～ 42.3s (fs= 48 kHz)

共鳴周波数の動く速さです。

ディレイタイムのオフセット量です。
フィードバックの量です。
ローシェルビングフィルターの周波数です。
ローシェルビングフィルターのゲイン量です。
EQ ( ピーキングタイプ ) の周波数です。
EQ ( ピーキングタイプ ) のゲイン量です。
EQ ( ピーキングタイプ ) の周波数幅です。
ハイシェルビングフィルタ－の周波数です。
ハイシェルビングフィルタ－のゲイン量です。
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■ FLANGE
2 IN/2 OUTのフランジエフェクトです。

■ SYMPHONIC
2 IN/2 OUTのシンフォニックエフェクトです。

■ PHASER
2 IN/2 OUTの 16ステージエフェ

■ DYNA.FLANGE
2 IN/2 OUTのダイナミックフラン

Parameter Range Description

FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
MOD. DLY 0.0–500.0 ms モジュレーションのディレイタイムです。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。
LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz ローシェルビングフィルター周波数です。
LSH G –12.0 to +12.0 dB ローシェルビングフィルターゲインです。
EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数です。
EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ ( ピーキングタイプ ) ゲインです。
EQ Q 10.0–0.10 EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数幅です。
HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz ハイシェルビングフィルタ－周波数です。
HSH G –12.0 to +12.0 dB ハイシェルビングフィルタ－ゲインです。

Parameter Range Description

FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
MOD. DLY 0.0–500.0 ms モジュレーションのディレイタイムです。
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。
LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz ローシェルビングフィルター周波数です。
LSH G –12.0 to +12.0 dB ローシェルビングフィルターゲインです。
EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数です。
EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ ( ピーキングタイプ ) ゲインです。
EQ Q 10.0–0.10 EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数幅です。
HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz ハイシェルビングフィルタ－周波数です。
HSH G –12.0 to +12.0 dB ハイシェルビングフィルタ－ゲインです。

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

FB. GAIN –99 to +99%

OFFSET 0–100

PHASE 0.00–354.38 degrees

STAGE 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB

Parameter Range

SOURCE INPUT, MIDI

SENSE 0–100

DIR. UP, DOWN

DECAY *1

*1. 6.0 ms ～ 46.0s (fs= 44.1 kHz)、5.0

OFFSET 0–100

FB.GAIN –99 to +99%

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

EQ F 100 Hz–8.00 kHz

EQ G –12.0 to +12.0 dB

EQ Q 10.0–0.10

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB
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。

です。

Description

チャンネル 1の変化量 ( 半音単位 ) です。
チャンネル 1の微調整 (1 セント単位 ) です。
チャンネル 1のレベルです。
チャンネル 1のパンです。
チャンネル 1のディレイタイムです。
チャンネル 1のフィードバックの量です。
ピッチチェンジの精度です。
チャンネル 2の変化量 ( 半音単位 ) です。
チャンネル 2の微調整 (1 セント単位 ) です。
チャンネル 2のレベルです。
チャンネル 2のパンです。
チャンネル 2のディレイタイムです。
チャンネル 2のフィードバックの量です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOからチャンネル 1のディレイを換算するための値です。

TEMPOからチャンネル 2のディレイを換算するための値です。

Description

モジュレーションのスピードです。
モジュレーションの深さです。
モジュレーションの波形です。
(Sine：正弦波、Tri：三角波、Square：矩形波 )
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

ローシェルビングフィルターの周波数です。
ローシェルビングフィルターのゲイン量です。
EQ ( ピーキングタイプ ) の周波数です。
EQ ( ピーキングタイプ ) のゲイン量です。
EQ ( ピーキングタイプ ) の周波数幅です。
ハイシェルビングフィルタ－の周波数です。
ハイシェルビングフィルタ－のゲイン量です。
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■ DYNA.PHASER
2 IN/2 OUTのダイナミックフェーザーです。

■ HQ.PITCH
1 IN/2 OUTの高品質ピッチシフターです。

■ DUAL PITCH
2 IN/2 OUTのピッチシフターです

■ TREMOLO
2 IN/2 OUTのトレモロエフェクト

Parameter Range Description

SOURCE INPUT, MIDI 変調用の入力ソースを選びます。
(INPUT：入力信号、MIDI：MIDI ノートオンメッセージ )

SENSE 0–100 入力感度です。
DIR. UP, DOWN 入力に応じてフェイズシフトの周波数の動く方向です。
DECAY *1

*1. 6.0 ms ～ 46.0s (fs= 44.1 kHz)、5.0 ms ～ 42.3s (fs= 48 kHz)

フェイズシフトの周波数の動く速さです。
OFFSET 0–100 フェイズシフトのかかる周波数のオフセットです。
FB.GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
STAGE 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16 フェイズシフトの段数です。
LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz ローシェルビングフィルターの周波数です。
LSH G –12.0 to +12.0 dB ローシェルビングフィルターのゲイン量です。
HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz ハイシェルビングフィルタ－の周波数です。
HSH G –12.0 to +12.0 dB ハイシェルビングフィルタ－のゲイン量です。

Parameter Range Description

PITCH –12 to +12 semitones ピッチチェンジの変化量 ( 半音単位 ) です。
FINE –50 to +50 cents ピッチチェンジの微調整 (1 セント単位 ) です。
DELAY 0.0–1000.0 ms ピッチチェンジのディレイタイムです。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
MODE 1–10 ピッチチェンジの精度です。
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1. ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOから DELAY を換算するための値です。

Parameter Range

PITCH 1 –24 to +24 semitones

FINE 1 –50 to +50 cents

LEVEL 1 –100 to +100%

PAN 1 L63 to R63

DELAY 1 0.0–1000.0 ms

FB. G 1 –99 to +99%

MODE 1–10

PITCH 2 –24 to +24 semitones

FINE 2 –50 to +50 cents

LEVEL 2 –100 to +100%

PAN 2 L63 to R63

DELAY 2 0.0–1000.0 ms

FB. G 2 –99 to +99%

SYNC OFF/ON

NOTE 1 *1

*1.

NOTE 2 *1

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

WAVE Sine, Tri, Square

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

EQ F 100 Hz–8.00 kHz

EQ G –12.0 to +12.0 dB

EQ Q 10.0–0.10

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB
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です。

ルターです。

ーです。

Description

調に使うソースを選択します。(OSC：発振器、SELF：入力自身で変
します。このときは以下のパラメ－タ－はすべて無効になります。)
ング変調に使う発振器の周波数です。
SC FREQ を変化させる周期を設定します。
SC FREQ の変化幅を設定します。
ンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

EMPOから FM FREQ を換算するための値です。

Description

ジュレーションのスピードです。
ジュレーションの深さです。
FOの左右の位相差です。
ィルターのタイプです。(LPF：ローパスフィルター、HPF：ハイパス
ィルター、BPF：バンドパスフィルター )
ィルターの周波数のオフセットです。
ィルターのレゾナンスです。
力レベルです。
ンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

EMPOから FREQ. を換算するための値です。

Description

調用の入力ソースを選びます。
INPUT：入力信号、MIDI：MIDI ノートオンメッセージ )
力感度です。
力に応じてフィルターの周波数の動く方向です。

～ 42.3s (fs=48kHz)

ィルターの周波数の動く速さです。

ィルターのタイプです。(LPF：ローパスフィルター、HPF：ハイパス
ィルター、BPF：バンドパスフィルター )
ィルターの周波数のオフセットです。
ィルターのレゾナンスです。
力レベルです。
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■ AUTOPAN
2 IN/2 OUTのオートパンエフェクトです。

■ ROTARY
1 IN/2 OUTのロータリースピーカーシミュレーターです。

■ RING MOD.
2 IN/2 OUTのリングモジュレーター

■ MOD.FILTER
2 IN/2 OUTのモジュレーションフィ

■ DYNA.FILTER
2 IN/2 OUTのダイナミックフィルタ

Parameter Range Description

FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
DIR. *1

*1. LR, LR, LR, Turn L, Turn R

パンニング効果の方向です。

WAVE Sine, Tri, Square モジュレーションの波形です。
(Sine：正弦波、Tri：三角波、Square：矩形波 )

SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *2

*2.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。
LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz ローシェルビングフィルター周波数です。
LSH G –12.0 to +12.0 dB ローシェルビングフィルターゲインです。
EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数です。
EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ ( ピーキングタイプ ) ゲインです。
EQ Q 10.0–0.10 EQ ( ピーキングタイプ ) 周波数幅です。
HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz ハイシェルビングフィルタ－周波数です。
HSH G –12.0 to +12.0 dB ハイシェルビングフィルタ－ゲインです。

Parameter Range Description

ROTATE STOP, START STOP：停止、START：回転

SPEED SLOW, FAST
回転の速さの切り替えです。
SLOW：SLOWパラメーターで設定した速度で回転します。
FAST：FAST パラメーターで設定した速度で回転します。

SLOW 0.05–10.00 Hz SPEED=SLOWのときの回転速度を設定します。
FAST 0.05–10.00 Hz SPEED=FAST のときの回転速度を設定します。
DRIVE 0–100 ディストーションの深さです。
ACCEL 0–10 設定速度までに到達する速さが変化します。
LOW 0–100 低域成分のレベルです。
HIGH 0–100 高域成分のレベルです。

Parameter Range

SOURCE OSC, SELF 変
調

OSC FREQ 0.0–5000.0 Hz リ
FM FREQ. 0.05–40.00 Hz O
FM DEPTH 0–100% O
SYNC OFF/ON テ
FM NOTE *1

*1.

T

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz モ
DEPTH 0–100% モ
PHASE 0.00–354.38 degrees L

TYPE LPF, HPF, BPF フ
フ

OFFSET 0–100 フ
RESO. 0–20 フ
LEVEL 0–100 出
SYNC OFF/ON テ
NOTE *1

*1.

T

Parameter Range

SOURCE INPUT, MIDI 変
(

SENSE 0–100 入
DIR. UP, DOWN 入
DECAY *1

*1. 6.0ms ～ 46.0s (fs=44.1kHz)、5.0ms

フ

TYPE LPF, HPF, BPF フ
フ

OFFSET 0–100 フ
RESO. 0–20 フ
LEVEL 0–100 出
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リバ－ブ、フランジャーエフェクトです。

リバ－ブ、フランジャーエフェクトです。

Description

リバーブの残響の長さです。
リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。
リバーブの高域成分の残響時間をREV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
リバーブの密度です。
REVERB と FLANGEのバランスです。
(0%：REVERB のみ、100%：FLANGEのみ )
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
モジュレーションのスピードです。
モジュレーションの深さです。
モジュレーションのディレイタイムです。
フィードバックの量です。
モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Description

リバーブの残響の長さです。
リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。
リバーブの高域成分の残響時間をREV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
リバーブの密度です。
REVERB と FLANGEのかかった REVERB のバランスです。
100%で REVERB のみになります。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
モジュレーションのスピードです。
モジュレーションの深さです。
モジュレーションのディレイタイムです。
フィードバックの量です。
モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。
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■ REV+CHORUS
1 IN/2 OUTのパラレル接続されたリバ－ブ、コ－ラスエフェクトです。

■ REVCHORUS
1 IN/2 OUTのシリーズ接続されたリバ－ブ、コ－ラスエフェクトです。

■ REV+FLANGE
1 IN/2 OUTのパラレル接続された

■ REVFLANGE
1 IN/2 OUTのシリーズ接続された

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s リバーブの残響の長さです。
INI. DLY 0.0–500.0 ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。

HI. RATIO 0.1–1.0 リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

DIFF. 0–10 ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
DENSITY 0–100% リバーブの密度です。

REV/CHO 0–100% REVERB と CHORUSのバランスです。
(0%：REVERB のみ、100%：CHORUS のみ )

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
AM DEPTH 0–100% アンプリチュードモジュレーションの深さです。
PM DEPTH 0–100% ピッチモジュレーションの深さです。
MOD. DLY 0.0–500.0 ms モジュレーションのディレイタイムです。
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s リバーブの残響の長さです。
INI. DLY 0.0–500.0 ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。

HI. RATIO 0.1–1.0 リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

DIFF. 0–10 ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
DENSITY 0–100% リバーブの密度です。

REV.BAL 0–100% REVERB と CHORUSのかかった REVERB のバランスです。
100%で REVERB のみになります。

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
AM DEPTH 0–100% アンプリチュードモジュレーションの深さです。
PM DEPTH 0–100% ピッチモジュレーションの深さです。
MOD. DLY 0.0–500.0 ms モジュレーションのディレイタイムです。
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

REV/FLG 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

MOD. DLY 0.0–500.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

WAVE Sine, Tri

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

REV.BAL 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

MOD. DLY 0.0–500.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

WAVE Sine, Tri

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.
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リバ－ブ、オートパンエフェクトです。

ディレイ、アーリーリフレクションエフェクトです。

Description

リバーブの残響の長さです。
リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。
リバーブの高域成分の残響時間をREV TIMEに対する比率で表わしていま
す。
ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
リバーブの密度です。
REVERB と AUTO PAN のかかった REVERB のバランスです。
100%で REVERB のみになります。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
モジュレーションのスピードです。
モジュレーションの深さです。

パンニング効果の方向です。

モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波、Square：矩形波 )
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Description

L チャンネルのディレイタイムです。
Rチャンネルのディレイタイムです。
フィードバックのディレイタイムです。
フィードバックの量です。
フィードバックの高域成分の量です。
DELAY と ERのバランスです。(0%：DELAY のみ、100%：ER のみ )
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。

初期反射音 (ER) のパターンのタイプです。

部屋の大きさ、つまり反射音の間隔を表わします。
反射音の減衰のしかたを表わします。(0：dead、10：live)
初期反射音がでるまでの遅延時間です。
ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
反射音の密度です。
反射音の本数です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOからDELAY L を換算するための値です。

TEMPOからDELAY R を換算するための値です。
TEMPOから FB.DLY を換算するための値です。
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■ REV+SYMPHO.
1 IN/2 OUTのパラレル接続されたリバ－ブ、シンフォニックエフェクトです。

■ REVSYMPHO.
1 IN/2 OUTのシリーズ接続されたリバ－ブ、シンフォニックエフェクトです。

■ REVPAN
1 IN/2 OUTのシリーズ接続された

■ DELAY+ER.
1 IN/2 OUTのパラレル接続された

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s リバーブの残響の長さです。
INI. DLY 0.0–500.0 ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。

HI. RATIO 0.1–1.0 リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

DIFF. 0–10 ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
DENSITY 0–100% リバーブの密度です。

REV/SYM 0–100% REVERB と SYMPHONIC のバランスです。
(0%：REVERB、100%：SYMPHONIC)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
MOD. DLY 0.0–500.0 ms モジュレーションのディレイタイムです。
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s リバーブの残響の長さです。
INI. DLY 0.0–500.0 ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。

HI. RATIO 0.1–1.0 リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

DIFF. 0–10 ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
DENSITY 0–100% リバーブの密度です。

REV.BAL 0–100% REVERB と SYMPHONIC のかかったREVERB のバランスです。
100%で REVERB のみになります。

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
MOD. DLY 0.0–500.0 ms モジュレーションのディレイタイムです。
WAVE Sine, Tri モジュレーションの波形です。(Sine：正弦波、Tri：三角波 )
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE *1

*1.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

REV.BAL 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

DIR. *1

*1. LR, LR, LR, Turn L, Turn R

WAVE Sine, Tri, Square

SYNC OFF/ON

NOTE *2

*2.

Parameter Range

DELAY L 0.0–1000.0 ms

DELAY R 0.0–1000.0 ms

FB. DLY 0.0–1000.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

DLY/ER 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

TYPE S-Hall, L-Hall, Random, 
Revers, Plate, Spring

ROOMSIZE 0.1–20.0

LIVENESS 0–10

INI. DLY 0.0–500.0 ms

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

ER NUM. 1–19

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

NOTE R *1

NOTE FB *1
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ディレイ /リバーブエフェクトです。

ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
リバーブの密度です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

TEMPOからDELAY L を換算するための値です。

TEMPOからDELAY R を換算するための値です。
TEMPOから FB.DLY を換算するための値です。

ただし最大値は TEMPOの設定によります。

Description

L チャンネルのディレイタイムです。
Rチャンネルのディレイタイムです。
フィードバックのディレイタイムです。
フィードバックの量です。
フィードバックの高域成分の量です。
DELAY と REVERB のかかったDELAY バランスです。
100%で DELAY のみになります。
ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
リバーブの残響の長さです。
リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。
リバーブの高域成分の残響時間をREV TIME に対する比率で表わしてい
ます。
ディフュ－ジョン ( ひろがり ) です。
リバーブの密度です。
テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。

ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOからDELAY L を換算するための値です。

TEMPOからDELAY R を換算するための値です。
TEMPOから FB.DLY を換算するための値です。

Description
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■ DELAYER.
1 IN/2 OUTのシリーズ接続されたディレイ、アーリーリフレクションエフェクトです。

■ DELAY+REV
1 IN/2 OUTのパラレル接続されたディレイ /リバーブエフェクトです。

■ DELAYREV
1 IN/2 OUTのシリーズ接続された

*1. ただし最大値は TEMPOの設定によります。

Parameter Range Description

DELAY L 0.0–1000.0 ms L チャンネルのディレイタイムです。
DELAY R 0.0–1000.0 ms R チャンネルのディレイタイムです。
FB. DLY 0.0–1000.0 ms フィードバックのディレイタイムです。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
HI. RATIO 0.1–1.0 フィードバックの高域成分の量です。

DLY.BAL 0–100% DELAY と ERのかかったDELAY のバランスです。
100%で DELAY のみになります。

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。

TYPE S-Hall, L-Hall, Random, 
Revers, Plate, Spring 初期反射音 (ER) のパターンのタイプです。

ROOMSIZE 0.1–20.0 部屋の大きさ、つまり反射音の間隔を表わします。
LIVENESS 0–10 反射音の減衰のしかたを表わします。(0：dead、10：live)
INI. DLY 0.0–500.0 ms 初期反射音がでるまでの遅延時間です。
DIFF. 0–10 ディフュ－ジョン (ひろがり ) です。
DENSITY 0–100% 反射音の密度です。
ER NUM. 1–19 反射音の本数です。
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
NOTE L *1

*1. ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOから DELAY L を換算するための値です。
NOTE R *1 TEMPOから DELAY R を換算するための値です。
NOTE FB *1 TEMPOから FB.DLY を換算するための値です。

Parameter Range Description

DELAY L 0.0–1000.0 ms L チャンネルのディレイタイムです。
DELAY R 0.0–1000.0 ms R チャンネルのディレイタイムです。
FB. DLY 0.0–1000.0 ms フィードバックのディレイタイムです。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
DELAY HI 0.1–1.0 フィードバックの高域成分の量です。

DLY/REV 0–100% DELAY と REVERB のバランスです。
(0%：DELAY のみ、100%：REVERB のみ )

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz ハイパスフィルターのカットオフ周波数です。
LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU ローパスフィルターのカットオフ周波数です。
REV TIME 0.3–99.0 s リバーブの残響の長さです。
INI. DLY 0.0–500.0 ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間です。

REV HI 0.1–1.0 リバーブの高域成分の残響時間を REV TIME に対する比率で表わしてい
ます。

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

NOTE R *1

NOTE FB *1

*1.

Parameter Range

DELAY L 0.0–1000.0 ms

DELAY R 0.0–1000.0 ms

FB. DLY 0.0–1000.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

DELAY HI 0.1–1.0

DLY.BAL 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

REV HI 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1

NOTE FB *1

Parameter Range



資料編

 リファレンスマニュアル

ーです。

フェクトです。

Description

録音のモードを設定します。MANUAL では [REC]、[PLAY] ボタンで録
音を始めます。INPUTでは [REC] ボタンで録音待機、入力信号をトリ
ガーに録音を開始します。
トリガーのかかる時間と録音が開始される時間差を設定します。
+値ではトリガーを受けたあとに録音が始まり、－値ではトリガーを受け
る前に録音が始まります。
再生のモードを設定します。MOMENT は [PLAY] ボタンを押している間
再生、CONT では [PLAY] ボタンを押すと、LOOP NUMパラメーターで
設定した回数だけ繰り返し再生、INPUT ではその動作を入力信号でス
タートさせます。 
入力トリガーのレベルを設定します。
次のトリガーが受けられるまでにかかる時間を設定します。

.0 ms ～ 5458.3 ms (fs= 48 kHz)

再生を開始するポイントをms 単位で設定します。

再生を終了するポイントをms 単位で設定します。
ループポイントをms単位で設定します。

ループする回数を設定します。

再生ピッチの変化量を半音単位で設定します。
再生ピッチの微調整を 1セント単位で設定します。
MIDI ノートオンメッセージで [PLAY] ボタンがトリガーされます。

再生を開始するポイントを sample 単位で設定します。

再生を終了するポイントを sample 単位で設定します。

ループポイントを sample 単位で設定します。

Description

ディストーションのタイプを選択します。

ディストーションの深さです。
マスターレベルのコントロールです。
トーンコントロールです。
ノイズゲートの効きです。
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■ DISTDELAY
1 IN/2 OUTのシリーズ接続されたディストーション /ディレイエフェクトです。

■ MULTI FILTER
2 IN/2 OUTの 3バンドマルチフィルター(24dB/oct.) です。

■ FREEZE
1 IN/2 OUTのベーシックサンプラ

■ DISTORTION
1 IN/2 OUTのディストーションエ

Parameter Range Description

DST TYPE DST1, DST2, OVD1, 
OVD2, CRUNCH ディストーションのタイプを選択します。

DRIVE 0–100 ディストーションの深さです。
MASTER 0–100 マスターレベルのコントロールです。
TONE –10 to +10 トーンコントロールです。
N. GATE 0–20 ノイズゲートの効きです。
SYNC OFF/ON テンポパラメ－タ－同期のオン /オフです。
DLY.NOTE *1

*1. ただし最大値は TEMPOの設定によります。

TEMPOから DELAY を換算するための値です。

MOD.NOTE *2

*2.

TEMPOから FREQ. を換算するための値です。
DELAY 0.0–2725.0 ms ディレイの量です。
FB. GAIN –99 to +99% フィードバックの量です。
HI. RATIO 0.1–1.0 フィードバックの高域成分の量です。
FREQ. 0.05–40.00 Hz モジュレーションのスピードです。
DEPTH 0–100% モジュレーションの深さです。
DLY.BAL 0–100% ディレイの量です。

Parameter Range Description

TYPE 1 LPF, HPF, BPF フィルター 1のタイプを設定します。
FREQ. 1 28.0 Hz–16.0 kHz フィルター 1の周波数を設定します。
LEVEL 1 0–100 フィルター 1のレベルを設定します。
RESO. 1 0–20 フィルター 1のレゾナンスを設定します。
TYPE 2 LPF, HPF, BPF フィルター 2のタイプを設定します。
FREQ. 2 28.0 Hz–16.0 kHz フィルター 2の周波数を設定します。
LEVEL 2 0–100 フィルター 2のレベルを設定します。
RESO. 2 0–20 フィルター 2のレゾナンスを設定します。
TYPE 3 LPF, HPF, BPF フィルター 3のタイプを設定します。
FREQ. 3 28.0 Hz–16.0 kHz フィルター 3の周波数を設定します。
LEVEL 3 0–100 フィルター 3のレベルを設定します。
RESO. 3 0–20 フィルター 3のレゾナンスを設定します。

Parameter Range

REC MODE MANUAL, INPUT

REC DLY –1000 to +1000 ms

PLY MODE MOMENT, CONTI., 
INPUT

TRG LVL –60 to 0 dB

TRG MASK 0–1000 ms

START *1

*1. 0.0 ～ 5941.0 ms (fs= 44.1 kHz)、0

END *1

LOOP *1

LOOP 
NUM 0–100

PITCH –12 to +12 semitones

FINE –50 to +50 cents

MIDI TRG OFF, C1–C6, ALL

START 
[SAMPLE] 0–131000

END 
[SAMPLE] 0–131000

LOOP 
[SAMPLE] 0–131000

Parameter Range

DST TYPE DST1, DST2, OVD1, 
OVD2, CRUNCH

DRIVE 0–100

MASTER 0–100

TONE –10 to +10

N. GATE 0–20
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て求められるアナログコンプレッサーの特性をエミュレートして
のある音が得られます。L/Rチャンネルのパラメーターを連動し

1970年代半ばのコンプレッサー/リミッターの特性をエミュ
チャンネルを独立してコントロールできます。また、ステレオリ
ーを連動させることもできます。

1970年代半ばのコンプレッサー/リミッターの特性をエミュ
パラメーターを連動してコントロールできます。

Description

インプットレベルを調節します。
アウトプットゲインを調節します。
コンプレッサーのレシオです。
コンプレッサーのアタックタイムです。
コンプレッサーのリリースタイムです。
コンプレッサーがかかっているときのアウトプットゲインの低下を自動
的に補正します。
コンプレッサーのサイドチェインのHPF をオンにすると、低域へのコン
プレッサーのかかりが弱くなり、低域の出力が強調されます。

Description

CHのコンプレッサーのスレッショルドです。
CH1のコンプレッサーのニーです。
CH1のコンプレッサーのアタックタイムです。
CH1のコンプレッサーのリリースタイムです。
CH1のコンプレッサーのレシオです。
CH1のアウトプットゲインを調節します。
CH2のコンプレッサーのスレッショルドです。
CH2のコンプレッサーのニーです。
CH2のコンプレッサーのアタックタイムです。
CH2のコンプレッサーのリリースタイムです。
CH2のコンプレッサーのレシオです。
CH2のアウトプットゲインを調節します。
CH1と CH2 をステレオリンクさせます。THRE.、KNEE、ATTACK、
RELEASE、RATIO パラメーターがリンクし、OUTPUT はリンクしませ
ん。

Description

コンプレッサーのスレッショルドです。
コンプレッサーのニーです。
コンプレッサーのアタックタイムです。
コンプレッサーのリリースタイムです。
コンプレッサーのレシオです。
アウトプットゲインを調節します。
243

■ AMP SIMULATE
1 IN/2 OUTのギターアンプシミュレーターです。

■ COMP276
レコーディングスタジオで定番として求められるアナログコンプレッサーの特性をエミュレートして
います。ドラムやベース向きの太く芯のある音が得られます。モノラルの2つのチャンネルを独立して
コントロールできます。

■ COMP276S
レコーディングスタジオで定番とし
います。ドラムやベース向きの太く芯
てコントロールできます。

■ COMP260
ライブSRで定番として求められる
レートしています。モノラルの2つの
ンクによって、いくつかのパラメータ

■ COMP260S
ライブSRで定番として求められる
レートしています。L/Rチャンネルの

Parameter Range Description

AMP TYPE *1

*1. STK-M1、STK-M2、THRASH、MIDBST、CMB-PG、CMB-VR、CMB-DX、CMB-TW、MINI、FLAT

アンプのタイプを選択します。

DST TYPE DST1, DST2, OVD1, 
OVD2, CRUNCH ディストーションのタイプを選択します。

DRIVE 0–100 ディストーションの深さです。
MASTER 0–100 マスターレベルのコントロールです。
BASS 0–100 低域成分のトーンコントロールです。
MIDDLE 0–100 中域成分のトーンコントロールです。
TREBLE 0–100 高域成分のトーンコントロールです。
N. GATE 0–20 ノイズゲートの効きです。
CAB DEP 0–100% スピーカーシミュレーションの深さです。
EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ ( ピーキングタイプ ) の周波数です。
EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ ( ピーキングタイプ ) のゲインです。
EQ Q 10.0–0.10 EQ ( ピーキングタイプ ) の周波数幅です。

Parameter Range Description

INPUT 1 –180 to 0 dB CH1 のインプットレベルを調節します。
OUTPUT 1 –180 to 0 dB CH1 のアウトプットゲインを調節します。
RATIO 1 2:1, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1 CH1 のコンプレッサーのレシオです。
ATTACK 1 0.022–50.4 ms CH1 のコンプレッサーのアタックタイムです。
RELEASE1 10.88–544.22 ms CH1 のコンプレッサーのリリースタイムです。

MAKE UP1 OFF, ON CH1 のコンプレッサーがかかっているときのアウトプットゲインの低下
を自動的に補正します。

SIDEHPF1 OFF, ON CH1 のコンプレッサーのサイドチェインのHPFをオンにすると、低域
へのコンプレッサーのかかりが弱くなり、低域の出力が強調されます。

INPUT 2 –180 to 0 dB CH2 のインプットレベルを調節します。
OUTPUT 2 –180 to 0 dB CH2 のアウトプットゲインを調節します。
RATIO 2 2:1, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1 CH2 のコンプレッサーのレシオです。
ATTACK 2 0.022–50.4 ms CH2 のコンプレッサーのアタックタイムです。
RELEASE2 10.88–544.22 ms CH2 のコンプレッサーのリリースタイムです。

MAKE UP2 OFF, ON CH2 のコンプレッサーがかかっているときのアウトプットゲインの低下
を自動的に補正します。

SIDEHPF2 OFF, ON CH2 のコンプレッサーのサイドチェインのHPFをオンにすると、低域
へのコンプレッサーのかかりが弱くなり、低域の出力が強調されます。

Parameter Range

INPUT –180 to 0 dB

OUTPUT –180 to 0 dB

RATIO 1:2, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1

ATTACK 0.022–50.4 ms

RELEASE 10.88–544.22 ms

MAKE UP OFF, ON

SIDE HPF OFF, ON

Parameter Range

THRE.1 –60 to 0.0 dB

KNEE1 SOFT, MEDIUM, HARD

ATTACK1 0.01–80.0 ms

RELEASE1 6.2–999 ms

RATIO1 1.0–500, ∞

OUTPUT1 –20 to 40 dB

THRE.2 –60 to 0.0 dB

KNEE2 SOFT, MEDIUM, HARD

ATTACK2 0.01–80.0 ms

RELEASE2 6.2–999 ms

RATIO2 1.0–500, ∞

OUTPUT2 –20 to 40 dB

ST LINK OFF, ON

Parameter Range

THRE. –60 to 0.0 dB

KNEE SOFT, MEDIUM, HARD

ATTACK 0.01–80.0 ms

RELEASE 6.2–999 ms

RATIO 1.0–500, ∞

OUTPUT –20 to 40 dB
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プンリールテープレコーダーによって生み出されるテープコン
ます。デッキの種類、テープの質やテープの速度など、さまざまな組
。

クプロセッサーです。各帯域にソロとゲインリダクションメー

Description

録音デッキのタイプを選択します。

録音デッキの入力レベルを調節します。レベルを上げていくとテープコ
ンプレッションが起こり、ダイナミックレンジが狭くなったり、音が歪
んだりします。
録音デッキの高域のゲインを調節します。
録音デッキのバイアスを調節します。

再生デッキのタイプを選択します。

再生デッキの出力レベルを調節します。
再生デッキの高域のゲインを調節します。
再生デッキの低域のゲインを調節します。
REC LVL を動かしたときに、REPR LVL が連動して、一定のアウトプッ
トレベルを保つようになります。アウトプットレベルを変えずに歪み量
を変化させることができます。
テープの速度を選択します。
テープの種類を選択します。

Description

ロー /ミッドのクロスオーバー周波数です。
ミッド /ハイのクロスオーバー周波数です。
フィルタースロープです。
低域のゲインです。
中域のゲインです。
高域のゲインです。
全帯域のゲインです。
設定レベル以上の出力が出ないよう制限します。
コンプレッサーのスレッショルドです。
コンプレッサーの比率です。
コンプレッサーのアタックタイムです。

コンプレッサーのリリースタイムです。

コンプレッサーのニーです。
コンプレッサーをバイパスします。
エキスパンダーのスレッショルドです。
エキスパンダーの比率です。
エキスパンダーのリリースタイムです。
エキスパンダーをバイパスします。
リミッターのスレッショルドです。
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■ EQUALIZER601
1970年代のアナログイコライザーの特性をエミュレートしています。アナログ回路特有の歪みを再
現することによって、ドライブ感などを得ることができます。

■ OPENDECK
録音デッキ、再生デッキの2台のオー
プレッションをエミュレートしてい
み合わせによって音質が変化します

■ M.BAND DYNA.
2 IN/2 OUTの 3バンドダイナミッ
ターが付いています。

Parameter Range Description

LO TYPE HPF-2/1, LSH-1/2 EQ1のタイプです。
LO F 16.0 Hz to 20.0 kHz EQ1のカットオフ周波数です。
LO G –18.0 to +18.0 dB EQ1のゲインです。
MID1 Q 0.50–16.0 EQ2の Qです。
MID1 F 16.0 Hz to 20.0 kHz EQ2の中心周波数です。
MID1 G –18.0 to +18.0 dB EQ2のゲインです。
MID2 Q 0.50–16.0 EQ3の Qです。
MID2 F 16.0 Hz to 20.0 kHz EQ3の中心周波数です。
MID2 G –18.0 to +18.0 dB EQ3のゲインです。
INPUT –18.0 to +18.0 dB インプットゲインです。
OUTPUT –18.0 to +18.0 dB アウトプットゲインです。
MID3 Q 0.50–16.0 EQ4の Qです。
MID3 F 16.0 Hz to 20.0 kHz EQ4の中心周波数です。
MID3 G –18.0 to +18.0 dB EQ4のゲインです。
MID4 Q 0.50–16.0 EQ5の Qです。
MID4 F 16.0 Hz to 20.0 kHz EQ5の中心周波数です。
MID4 G –18.0 to +18.0 dB EQ5のゲインです。
HI TYPE LPF-2/1, HSH-1/2 EQ6のタイプです。
HI F 16.0 Hz to 20.0 kHz *1

*1. 16.0 Hz to 20.0 kHz (LPF-1, LPF-2), 1.0 kHz to 20.0 kHz (HSH-1, HSH-2)

EQ6 のカットオフ周波数です。
HI G –18.0 to +18.0 dB EQ6のゲインです。
LO SW OFF, ON EQ1のオン /オフを切り替えます。
MID1 SW OFF, ON EQ2のオン /オフを切り替えます。
MID2 SW OFF, ON EQ3のオン /オフを切り替えます。
MID3 SW OFF, ON EQ4のオン /オフを切り替えます。
MID4 SW OFF, ON EQ5のオン /オフを切り替えます。
HI SW OFF, ON EQ6のオン /オフを切り替えます。

TYPE CLEAN, DRIVE

イコライザータイプを選択します。
CLEANはデジタルが得意とする歪みのないクリアな音でアナログ回路の
周波数特性の変化をエミュレートします。DRIVE は歪みを加えてアナロ
グらしさが強調されたドライブ感のある音でアナログ回路の周波数特性
の変化をエミュレートします。

Parameter Range

REC DEC Swss70, Swss78, Swss85, 
Amer70

REC LVL –96.0 to +18.0 dB

REC HI –6.0 to +6.0 dB

REC BIAS –1.00 to +1.00

REPR DEC Swss70, Swss78, Swss85, 
Amer70

REPR LVL –96.0 to +18.0 dB

REPR HI –6.0 to +6.0 dB

REPR LO –6.0 to +6.0 dB

MAKE UP Off, On

TP SPEED 15ips, 30ips

TP KIND Old, New

Parameter Range

L-M XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz

M-H XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz

SLOPE –6 dB, –12 dB

LOW GAIN –12.0 dB to +12.0 dB

MID GAIN –12.0 dB to +12.0 dB

HI. GAIN –12.0 dB to +12.0 dB

TOTAL –72.0 dB to +12.0 dB

CEILING –6.0 dB to 0.0 dB, OFF

CMP.THRE –24.0 dB to 0.0 dB

CMP.RAT 1:1 to 20:1

CMP.ATK 0–120 ms

CMP.REL *1

CMP.KNEE 0–5

CMP.BYP OFF/ON

EXP.THRE –54.0 dB to –24.0 dB

EXP.RAT 1:1 to 5:1

EXP.REL *1

EXP.BYP OFF/ON

LIM.THRE –12.0 dB to 0.0 dB
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ッサーパラメーター

デリングです。

ミッターのモデリングです。

Description

EQのバイパスをオン /オフします。バイパス状態でも、信号はイン
プット /アウトプットトランスフォーマーとアンプ回路を通ります。
インプットゲインです。
LF の中心周波数です。
LF のゲインです。
LMFのオン /オフを切り替えます。
LMFの Q です。
LMFの中心周波数です。
LMFのゲインです。
MFのオン /オフを切り替えます。
MFの Qです。
MFの中心周波数です。
MFのゲインです。
HMFのオン /オフを切り替えます。
HMFの Qです。
HMFの中心周波数です。
HMFのゲインです。
LF/HF のオン / オフを切り替えます。
HFの中心周波数です。
HFのゲインです。

Description

コンプレッサーのバイパスをオン /オフします。バイパスのときはボタ
ンが消灯します。ただし、バイパス状態でも、信号はインプット /アウ
トプットトランスフォーマーとアンプ回路を通ります。
Feed-Forward 方式と Feed-Back 方式を切り替えます。
スレッショルドレベルです。
コンプレッションレシオです。
アタックタイムです。
リリースタイムです。
出力レベルです。
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■ M.BAND COMP
2 IN/2 OUTの 3バンドコンプレッサーです。各帯域にソロとゲインリダクションメーターが付いて
います。

プレミアムラックプロセ

■ Portico5033
RND社アナログ5バンド EQのモ

■ Portico5043
RND社アナログコンプレッサー/リ

LIM.ATK 0–120 ms リミッターのアタックタイムです。
LIM.REL *1 リミッターのリリースタイムです。
LIM.KNEE 0–5 リミッターのニーです。
LIM.BYP OFF/ON リミッターをバイパスします。

PRESENCE –10 to +10
+ 値では高域のスレッショルドは低くなり、低域のスレッショルドは高
くなります。－値では反対になります。0に設定時は高中低域とも同じ
影響を受けます。

LOOKUP 0.0–100.0 ms ルックアップディレイです。
MAKE UP OFF/ON 自動で出力レベルを調整します。

*1. 6.0 ms ～ 46.0s (fs= 44.1 kHz)、5.0 ms ～ 42.3s (fs= 48 kHz)

Parameter Range Description

L-M XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz ロー /ミッドのクロスオーバー周波数です。
M-H XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz ミッド /ハイのクロスオーバー周波数です。
SLOPE –6 dB, –12 dB フィルタースロープです。
LOW GAIN –12.0 dB to +12.0 dB 低域のゲインです。
MID GAIN –12.0 dB to +12.0 dB 中域のゲインです。
HI. GAIN –12.0 dB to +12.0 dB 高域のゲインです。
TOTAL –72.0 dB to +12.0 dB 全帯域のゲインです。
CEILING –6.0 dB to 0.0dB, OFF 設定レベル以上の出力が出ないよう制限します。
LOW THRE –54.0 dB to 0.0 dB 低域のコンプレッサーのスレッショルドです。
LOW RAT 1:1 to 20:1 低域のコンプレッサーの比率です。
LOW ATK 0–120 ms 低域のコンプレッサーのアタックタイムです。
LOW REL *1

*1. 6.0ms ～ 46.0s (fs=44.1kHz)、5.0ms ～ 42.3s (fs=48kHz)

低域のコンプレッサーのリリースタイムです。
LOW KNEE 0–5 低域のコンプレッサーのニーです。
LOW BYP OFF/ON 低域のコンプレッサーをバイパスします。
MID THRE –54.0 dB to 0.0 dB 中域のコンプレッサーのスレッショルドです。
MID RAT 1:1 to 20:1 中域のコンプレッサーの比率です。
MID ATK 0–120 ms 中域のコンプレッサーのアタックタイムです。
MID REL *1 中域のコンプレッサーのリリースタイムです。
MID KNEE 0–5 中域のコンプレッサーのニーです。
MID BYP OFF/ON 中域のコンプレッサーをバイパスします。
HI. THRE –54.0 dB to 0.0 dB 高域のコンプレッサーのスレッショルドです。
HI. RAT 1:1 to 20:1 高域のコンプレッサーの比率です。
HI. ATK 0–120 ms 高域のコンプレッサーのアタックタイムです。
HI. RAT *1 高域のコンプレッサーのリリースタイムです。
HI. KNEE 0–5 高域のコンプレッサーのニーです。
HI. BYP OFF/ON 高域のコンプレッサーをバイパスします。
LOOKUP 0.0–100.0 ms ルックアップディレイです。
MAKE UP OFF/ON 自動で出力レベルを調整します。

Parameter Range Description

Parameter Range

ALL BYPASS OFF, ON

TRIM –12.0 to 12.0 dB

LF FREQ 30.00 to 300.0 Hz

LF GAIN –12.0 to 12.0 dB

LMF IN OFF, ON

LMF Q 0.70 to 5.00

LMF FREQ 50.00 to 400.0 Hz

LMF GAIN –12.0 to 12.0 dB

MF IN OFF, ON

MF Q 0.70 to 5.00

MF FREQ 330.0 to 2500 Hz

MF GAIN –12.0 to 12.0 dB

HMF IN OFF, ON

HMF Q 0.70 to 5.00

HMF FREQ 1.80k to 16.0k Hz

HMF GAIN –12.0 to 12.0 dB

LF/HF IN OFF, ON

HF FREQ 2.50k to 25.0k Hz

HF GAIN –12.0 to 12.0 dB

Parameter Range

IN OFF, ON

FB OFF, ON

THRESHOLD –50.0 to 0.0 dB

RATIO 1.10 : 1 to 28.9 : 1, LIMIT

ATTACK 20 to 75 ms

RELEASE 100 ms to 2.50 sec

GAIN –6.0 to 20.0 dB
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に変化し、コンプレッサーやエキスパンダーのように EQのカット
る、新開発のイコライザーです。
e Description

該当バンドのオン /オフです。
オンにすると、ダイナミクスを連動させるサイドチェーン信
号を、CUE バスに送信してモニターします。
オンにするとダイナミクスに連動させるサイドチェーン信号
を、インサートしているチャンネルが送信されているバス
(STEREOバスやMIX/MATRIX バスなど ) に出力します。

 Hi Shelf イコライザーとサイドチェーンフィルターのタイプを切り替
えます。

z イコライザーとサイドチェーンフィルターで操作する周波数
です。
イコライザーとサイドチェーンフィルターのQです。

B プロセッシング効果がかかりはじめるしきい値 ( スレッショル
ド値 ) です。

0 入力信号に対するブースト /カット量の比率を設定します。
サイドチェーン信号がスレッショルド値を上回ったときに動
作するか (ABOVE)、下回ったときに動作するか (BELOW) を
設定します。

TO コンプレッションやブーストがかかるときのアタックタイム /
リリースタイムです。
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■ U76
さまざまな場面でオールマイティーに活躍する代表的なビンテージコンプレッサー/リミッターのモ
デリングです。

■ Opt-2A
真空管光学式コンプレッサーの代表的なビンテージモデルをエミュレートしたプロセッサーです。

■ EQ-1A
パッシブ型EQの代表といわれるビンテージEQをエミュレートしたプロセッサーです。

■ Dynamic EQ
入力信号に応じて EQゲインが動的
量やブースト量をコントロールでき

Parameter Range Description

INPUT –96.0 to 0.0 dB 入力レベルです。
OUTPUT –96.0 to 0.0 dB 出力レベルです。

ATTACK 5.50 to 0.10 ms コンプレッサーのアタックタイムです。右いっぱいに回すと最も速くな
ります。

RELEASE 1100.0 to 56.4 ms コンプレッサーのリリースタイムです。右いっぱいに回すと最も速くな
ります。

RATIO ALL, 4, 8, 12, 20 コンプレッションレシオを切り替えます。ALL を押すと強力にかかりま
す。

METER OFF, +4, +8, GR メーター表示の切り替えです。

Parameter Range Description

GAIN –56.0 dB to 40.0 dB 出力レベルです。
PEAK REDUCTION –48.0 dB to 48.0 dB ゲインリダクション量です。
RATIO 2.00 to 10.00 コンプレッションレシオです。

METER SELECT
OUTPUT+10, 
GAIN REDUCTION, 
OUTPUT+4

メーター表示の切り替えです。

Parameter Range Description

LOW FREQUENCY 20, 30, 60, 100 Hz 低域のフィルターの周波数帯域です。
(LOW) BOOST 0.0 to 10.0 低域のフィルターの増幅量です。
(LOW) ATTEN 0.0 to 10.0 低域のフィルターの減衰量です。
HIGH FREQUENCY 3k, 4k, 5k, 8k, 10k, 12k, 16k Hz 高域のフィルターの周波数帯域です。
(HIGH) BOOST 0.0 to 10.0 高域のフィルターの増幅量です。
(HIGH) BAND WIDTH 0.0 to 10.0 高域のフィルターの帯域幅です。
(HIGH) ATTEN SEL 5k, 10k, 20k Hz 高域のフィルターで減衰させる周波数帯域です。
(HIGH) ATTEN 0.0 to 10.0 高域のフィルターの減衰量です。

IN OFF, ON
オン /オフです。オフのときは、フィルター部はバイ
パスしますが、インプット /アウトプットトランス
フォーマーとアンプ回路を通ります。

Parameter Rang

BAND ON/OFF OFF, ON

SIDECHAIN CUE OFF, ON

SIDECHAIN LISTEN OFF, ON

FILTER TYPE Low Shelf, Bell,

FREQUENCY 20.0 to 20.0k H

Q 15.0 to 0.50

THRESHOLD –80.0 to 10.0 d

RATIO ∞ : 1 to 1 : 1.5

MODE BELOW, ABOVE

ATTACK/RELEASE FAST, SLOW, AU
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ーターと違って、以下のような特徴があります。

ア /リコールされない (シーンにはストア /リコールできます )
ール時の TEMPOの値が異なる場合があります。たとえば次のよ

=120 → TEMPOを 60に変更： TEMPO=60 → 
O=60
伴ってDELAY ( または FREQ.) が再設定されます。しかしここで
と、エフェクトのストア時とリコール時で聴こえ方が変わってし
フェクトが変わってしまわないようにするため、エフェクトのリ
わってしまっていても、DELAY ( または FREQ.) の値は更新しま

れます。

= 1/16

= 3/8

= 1/12

= 1/2 = 3/4

= 3/32 = 1/8

= 1/1 = 2/1

= 1/6
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エフェクトとテンポの同期
CLシリーズの一部のエフェクトでは、効果をテンポに同期させることができます。同期させることが
できるのは、ディレイ系、変調系の2種類のエフェクトです。ディレイ系のエフェクトでは、テンポに合
わせてディレイタイムが変化します。変調系のエフェクトでは、テンポに合わせて変調信号の周波数が
変化します。

テンポ同期に関するパラメーター
テンポ同期には、次の5つのパラメーターが関係します。

1) SYNC　2) NOTE　3) TEMPO　4) DELAY　5) FREQ.
SYNC: ...............................テンポ同期ON/OFF のスイッチです。
NOTEと TEMPO: ...........テンポ同期の基準になるパラメーターです。
DELAYと FREQ.: ...........DELAYはディレイタイムを表す値、FREQ. は変調信号の周波数を表

す値です。エフェクト音の変化に直接影響を与えます。DELAYはディ
レイ系エフェクトのときだけ、FREQ. は変調系エフェクトのときだけ
関係します。

各パラメーターの関係
テンポ同期は、TEMPOとNOTEからDELAY ( または FREQ.) の値 *a を算出します。

SYNCをONにする
NOTEを変更する→DELAY ( または FREQ.) が設定される
このとき、DELAY ( または FREQ.) の値は次の式で計算されます。

DELAY ( または FREQ.) = NOTE x 4 x (60/TEMPO)

TEMPOを変更する→DELAY ( または FREQ.) が設定される
このとき、DELAY ( または FREQ.) の値は次の式で計算されます。

DELAY = NOTE x 4 x (60/TEMPO) sec
FREQ. = (TEMPO/60) / (NOTE x 4) Hz

例1：SYNC=ON、DELAY=250 ms、TEMPO=120で、NOTEを 8分音符から4分音符に
変更した場合
DELAY = 変更後のNOTE x 4 x (60/TEMPO)

= (1/4) x 4 x (60/120)
= 0.5 (sec)
= 500 ms

となり、DELAYは 250 msから 500 msに変化します。
例2：SYNC=ON、DELAY=250 ms、NOTE=8分音符で、TEMPOを120から121に変更

した場合
DELAY = NOTE x 4 x (60/ 変更後の TEMPO)

= (1/8) x 4 x (60/121)
= 0.2479 (sec)
= 247.9 (ms)

となり、TEMPOは 250 msから 247.9 ms に変化します。
*a 計算結果には近似値が適用されます。

TEMPOパラメーターの特徴
TEMPOパラメーターは他のパラメ
・ すべてのエフェクトで共通の値
・ エフェクトライブラリーにはスト
このため、エフェクトストア時とリコ
うな場合です。

エフェクトをストア： TEMPO
エフェクトをリコール： TEMP

通常 TEMPOを変更すると、それに
DELAY ( または FREQ.) を変更する
まいます。ストア時とリコール時でエ
コール時にストア時と TEMPOが変
せん。

＊NOTEは以下の値で計算さ

= 1/48

= 3/16

= 1/24

= 1/4
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INT – MATRIX 8 POINT

MIX 1–MIX 24

 – MATRIX 8 ON

VEL H – MATRIX 8 LEVEL H

VEL L – MATRIX 8 LEVEL L

PAN – MATRIX 7/8 PAN

INT – MATRIX 8 POINT

STEREO L–MONO(C)

 – MATRIX 8 ON

VEL H – MATRIX 8 LEVEL H

VEL L – MATRIX 8 LEVEL L

PAN – MATRIX 7/8 PAN

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

EQ

IN

EQ

AIN

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R 

MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

EQ

IN

EQ

AIN

Parameter 1 Parameter 2
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コントロールチェンジにアサインできるパラメーターリスト
Mode Parameter 1 Parameter 2

NO ASSIGN — 0

FADER H

INPUT CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

OUTPUT
MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

FADER L

INPUT CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

OUTPUT
MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

CH ON

INPUT CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

OUTPUT
MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

PHASE INPUT CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

INSERT

INPUT CH 1–CH 72*1

OUTPUT
MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

DIRECT OUT ON CH 1–CH 72*1

PAN/BALANCE INPUT CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

BALANCE OUTPUT
MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–STEREO R

TO STEREO ON CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

TO MONO ON CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

LCR
ON CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R
MIX 1–MIX 24CSR

MIX/MATRIX SEND

MIX 1 ON – MIX24 ON

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

MATRIX 1 ON – MATRIX 8 ON

MIX 1 POINT – MIX 24 POINT

MATRIX 1 POINT – MATRIX 8 POINT

MIX 1 LEVEL H – MIX 24 LEVEL H

MIX 1 LEVEL L – MIX 24 LEVEL L

MATRIX 1 LEVEL H – MATRIX 8 LEVEL H

MATRIX 1 LEVEL L – MATRIX 8 LEVEL L

MIX 1/2 PAN – MIX 23/24 PAN

MATRIX1/2 PAN – MATRIX7/8 PAN

MIX TO STEREO

TO STEREO ON

MIX 1–MIX 24TO MONO ON

PAN

MIX TO MATRIX

MATRIX 1 PO

MATRIX 1 ON

MATRIX 1 LE

MATRIX 1 LE

MATRIX 1/2 

STEREO TO MATRIX

MATRIX 1 PO

MATRIX 1 ON

MATRIX 1 LE

MATRIX 1 LE

MATRIX 1/2 

INPUT EQ

ON

LOW Q

LOW FREQ

LOW GAIN

LOW MID Q

LOW MID FR

LOW MID GA

HIGH MID Q

HIGH MID FR

HIGH MID G

HIGH Q

HIGH FREQ

HIGH GAIN

LPF ON

LOW TYPE

HIGH TYPE

INPUT ATT INPUT

INPUT HPF
ON

FREQ

OUTPUT EQ

ON

LOW Q

LOW FREQ

LOW GAIN

LOW MID Q

LOW MID FR

LOW MID GA

HIGH MID Q

HIGH MID FR

HIGH MID G

HIGH Q

HIGH FREQ

HIGH GAIN

LOW TYPE

HIGH TYPE

LOW HPF ON

HIGH LPF ON

Mode
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Rack1–16
AIN A 31

AIN B 31

Rack1–8
 PARAM 64 L

Rack1–8
 PARAM 64 L

DCA 1–DCA 16

MASTER 1–MASTER 8

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R
MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)
GEQ RACK 1A–16B
EFFECT RACK 1A–8B
PREMIUM RACK 1A–8B
DCA 1–DCA16

Parameter 1 Parameter 2
249

OUTPUT ATT OUTPUT
MIX1-MIX24
MATRIX1-MATRIX8
STEREO L-MONO(C)

INPUT DYNAMICS1

ON

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

ATTACK

THRESHOLD

RANGE

HOLD H

HOLD L

DECAY/RELEASE H

DECAY/RELEASE L

RATIO

KNEE/WIDTH

GAIN H

GAIN L

INPUT DYNAMICS2

ON

CH 1–CH 72*1

STIN1L–STIN8R

ATTACK

THRESHOLD

RELEASE H

RELEASE L

RATIO

GAIN H

GAIN L

KNEE/WIDTH

FILTER FREQ

OUTPUT DYNAMICS1

ON

MIX 1–MIX 24
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

ATTACK

THRESHOLD

RELEASE H

RELEASE L

RATIO

GAIN H

GAIN L

KNEE/WIDTH

EFFECT

BYPASS

Rack1–8MIX BALANCE

PARAM 1 H – PARAM 32 L

Mode Parameter 1 Parameter 2

GEQ

ON A

ON B

GAIN A 1 – G

GAIN B 1 – G

PREMIUM RACK A
BYPASS

PARAM 1 H –

PREMIUM RACK B
BYPASS

PARAM 1 H –

DCA

ON

FADER H

FADER L

MUTE MASTER ON

RECALL SAFE ON

*1. CL3: CH1-CH64, CL1: CH1-CH48

Mode
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INPUT57-64 EQ
LOW TYPE 11EA 11F1
HIGH TYPE 11F2 11F9

INPUT57-64 HPF FREQ 11FA 1201

INPUT57-64 to MIX1/2-
7/8 PAN

MIX1/2 1202 1209
MIX3/4 120A 1211
MIX5/6 1212 1219
MIX7/8 121A 1221

INPUT57-64 to 
MATRIX5/6, 7/8 PAN

MATRIX5/6 1222 1229
MATRIX7/8 122A 1231

INPUT57-64 to STEREO ON 1232 1239
INPUT57-64 RECALL 
SAFE ON 123A 1241

INPUT57-64 to MONO ON 1242 1249

INPUT49-64 
DYNAMICS1

RATIO 124A 1259
KNEE/WIDTH 125A 1269
GAIN 126A 1279

INPUT49-64 
DYNAMICS2

reserved 127A 1289
FILTER FREQ 128A 1299

INPUT65-72, STIN5-8 
RECALL SAFE ON 129A 12A9

EQ INPUT, MIX1-20, 
MATRIX, STEREO LR

ON 1304 1381
LOW Q 1382 13FF
LOW FREQ 1400 147D
LOW GAIN 147E 14FB
LOW MID Q 14FC 1579
LOW MID FREQ 157A 15F7
LOW MID GAIN 15F8 1675
HIGH MID Q 1676 16F3
HIGH MID FREQ 16F4 1771
HIGH MID GAIN 1772 17EF
HIGH Q 17F0 186D
HIGH FREQ 186E 18EB
HIGH GAIN 18EC 1969
ATT 196A 19C1
HPF ON 19E8 1A65
LPF ON 1A66 1AE3

INPUT DYNAMICS1

ON 1AE4 1B3B
ATTACK 1B44 1B9B
THRESHOLD 1BA4 1BFB
RANGE 1C04 1C5B
HOLD 1C64 1CBB
DECAY/RELEASE 1CC4 1D1B

INPUT DYNAMICS2 ON 1D24 1DA1

MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR DYNAMICS1

ATTACK 1DA2 1E1F
THRESHOLD 1E20 1E9D
RELEASE 1E9E 1F1B
RATIO 1F1C 1F99
GAIN 1F9A 2017
KNEE/WIDTH 2018 2095

PAN/BALANCE INPUT 2096 20ED

Parameter From (HEX) To (HEX)
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NRPNパラメーターアサインリスト
Parameter From (HEX) To (HEX)

FADER
INPUT 0000 0057
MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR 0060 007D

INPUT to MIX9-16 LEVEL

MIX9 SEND 007E 00D5
MIX10 SEND 00DE 0135
MIX11 SEND 013E 0195
MIX12 SEND 019E 01F5
MIX13 SEND 01FE 0255
MIX14 SEND 025E 02B5
MIX15 SEND 02BE 0315
MIX16 SEND 031E 0375

INPUT to MATRIX1-4 
LEVEL

MATRIX1 SEND 037E 03D5
MATRIX2 SEND 03DE 0435
MATRIX3 SEND 043E 0495
MATRIX4 SEND 049E 04F5

MIX1-20, STEREO LR to 
MATRIX LEVEL

MATRIX1 SEND 04FE 0513
MATRIX2 SEND 0514 0529
MATRIX3 SEND 052A 053F
MATRIX4 SEND 0540 0555
MATRIX5 SEND 0556 056B
MATRIX6 SEND 056C 0581
MATRIX7 SEND 0582 0597
MATRIX8 SEND 0598 05AD

ON
INPUT 05B6 060D
MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR 0616 0633

INPUT to MIX9-16 ON

MIX9 SEND 0634 068B
MIX10 SEND 0694 06EB
MIX11 SEND 06F4 074B
MIX12 SEND 0754 07AB
MIX13 SEND 07B4 080B
MIX14 SEND 0814 086B
MIX15 SEND 0874 08CB
MIX16 SEND 08D4 092B

INPUT to MATRIX1-4 ON

MATRIX1 SEND 0934 098B
MATRIX2 SEND 0994 09EB
MATRIX3 SEND 09F4 0A4B
MATRIX4 SEND 0A54 0AAB

MIX1-20, STEREO LR to 
MATRIX ON

MATRIX1 SEND 0AB4 0AC9
MATRIX2 SEND 0ACA 0ADF
MATRIX3 SEND 0AE0 0AF5
MATRIX4 SEND 0AF6 0B0B
MATRIX5 SEND 0B0C 0B21
MATRIX6 SEND 0B22 0B37
MATRIX7 SEND 0B38 0B4D
MATRIX8 SEND 0B4E 0B63

MIX1-8 to STEREO ON MIX TO ST 0B64 0B6B
PHASE INPUT 0B6C 0BC3

INSERT ON
INPUT 0BCC 0C13
MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR 0C2C 0C49

INPUT to MIX9-16 PRE/
POST

MIX9 SEND 0C4A 0CA1
MIX10 SEND 0CAA 0D01
MIX11 SEND 0D0A 0D61
MIX12 SEND 0D6A 0DC1
MIX13 SEND 0DCA 0E21
MIX14 SEND 0E2A 0E81
MIX15 SEND 0E8A 0EE1
MIX16 SEND 0EEA 0F41

INPUT to MATRIX1-4 
PRE/POST

MATRIX1 SEND 0F4A 0FA1
MATRIX2 SEND 0FAA 1001
MATRIX3 SEND 100A 1061
MATRIX4 SEND 106A 10C1

INPUT57-64 to MIX1-8 
LEVEL

MIX1 SEND 10CA 10D1
MIX2 SEND 10D2 10D9
MIX3 SEND 10DA 10E1
MIX4 SEND 10E2 10E9
MIX5 SEND 10EA 10F1
MIX6 SEND 10F2 10F9
MIX7 SEND 10FA 1101
MIX8 SEND 1102 1109

INPUT57-64 to 
MATRIX5-8 LEVEL

MATRIX5 SEND 110A 1111
MATRIX6 SEND 1112 1119
MATRIX7 SEND 111A 1121
MATRIX8 SEND 1122 1129

INPUT57-64 to MIX1-8 
ON

MIX1 SEND 112A 1131
MIX2 SEND 1132 1139
MIX3 SEND 113A 1141
MIX4 SEND 1142 1149
MIX5 SEND 114A 1151
MIX6 SEND 1152 1159
MIX7 SEND 115A 1161
MIX8 SEND 1162 1169

INPUT57-64 to 
MATRIX5-8 ON

MATRIX5 SEND 116A 1171
MATRIX6 SEND 1172 1179
MATRIX7 SEND 117A 1181
MATRIX8 SEND 1182 1189

INPUT57-64 to MIX1-8 
PRE/POST

MIX1 SEND 118A 1191
MIX2 SEND 1192 1199
MIX3 SEND 119A 11A1
MIX4 SEND 11A2 11A9
MIX5 SEND 11AA 11B1
MIX6 SEND 11B2 11B9
MIX7 SEND 11BA 11C1
MIX8 SEND 11C2 11C9

INPUT57-64 to 
MATRIX5-8 PRE/POST

MATRIX5 SEND 11CA 11D1
MATRIX6 SEND 11D2 11D9
MATRIX7 SEND 11DA 11E1
MATRIX8 SEND 11E2 11E9

Parameter From (HEX) To (HEX)
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GEQ RACK1A-3B

ON 27C4 27C9
GAIN1 27CA 27CF
GAIN2 27D0 27D5
GAIN3 27D6 27DB
GAIN4 27DC 27E1
GAIN5 27E2 27E7
GAIN6 27E8 27ED
GAIN7 27EE 27F3
GAIN8 27F4 27F9
GAIN9 27FA 27FF
GAIN10 2800 2805
GAIN11 2806 280B
GAIN12 280C 2811
GAIN13 2812 2817
GAIN14 2818 281D
GAIN15 281E 2823
GAIN16 2824 2829
GAIN17 282A 282F
GAIN18 2830 2835
GAIN19 2836 283B
GAIN20 283C 2841
GAIN21 2842 2847
GAIN22 2848 284D
GAIN23 284E 2853
GAIN24 2854 2859
GAIN25 285A 285F
GAIN26 2860 2865
GAIN27 2866 286B
GAIN28 286C 2871
GAIN29 2872 2877
GAIN30 2878 287D
GAIN31 287E 2883

FADER MIX21-24, MONO 28E4 28E8

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1-8 LEVEL

MIX1 SEND 28EA 2929
MIX2 SEND 292A 2969
MIX3 SEND 296A 29A9
MIX4 SEND 29AA 29E9
MIX5 SEND 29EA 2A29
MIX6 SEND 2A2A 2A69
MIX7 SEND 2A6A 2AA9
MIX8 SEND 2AAA 2AE9

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5-8 LEVEL

MATRIX5 SEND 2AEA 2B29
MATRIX6 SEND 2B2A 2B69
MATRIX7 SEND 2B6A 2BA9
MATRIX8 SEND 2BAA 2BE9

Parameter From (HEX) To (HEX)
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INPUT to MIX9/10-15/16 
PAN

MIX9/10 20F6 214D
MIX11/12 2156 21AD
MIX13/14 21B6 220D
MIX15/16 2216 226D

INPUT to MATRIX1/2, 
3/4 PAN

MATRIX1/2 2276 22CD
MATRIX3/4 22D6 232D

MIX1-20, STEREO LR to 
MATRIX PAN

MATRIX1/2 2336 234B
MATRIX3/4 234C 2361
MATRIX5/6 2362 2377
MATRIX7/8 2378 238D

MIX1-8 to STEREO PAN MIX TO ST 238E 2395

BALANCE MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR 2396 23B3

MIX, STEREO LR, MONO 
to MATRIX PRE/POST

MATRIX1 SEND 23B4 23CE
MATRIX2 SEND 23D0 23EA
MATRIX3 SEND 23EC 2406
MATRIX4 SEND 2408 2422
MATRIX5 SEND 2424 243E
MATRIX6 SEND 2440 245A
MATRIX7 SEND 245C 2476
MATRIX8 SEND 2478 2492

MIX21-24, MONO to 
MATRIX ON

MATRIX1 SEND 2494 2498
MATRIX2 SEND 249A 249E
MATRIX3 SEND 24A0 24A4
MATRIX4 SEND 24A6 24AA
MATRIX5 SEND 24AC 24B0
MATRIX6 SEND 24B2 24B6
MATRIX7 SEND 24B8 24BC
MATRIX8 SEND 24BE 24C2

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MIX1-8 LEVEL

MIX1 SEND 24C4 24D3
MIX2 SEND 24D4 24E3
MIX3 SEND 24E4 24F3
MIX4 SEND 24F4 2503
MIX5 SEND 2504 2513
MIX6 SEND 2514 2523
MIX7 SEND 2524 2533
MIX8 SEND 2534 2543

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MIX1-8 ON

MIX1 SEND 2544 2553
MIX2 SEND 2554 2563
MIX3 SEND 2564 2573
MIX4 SEND 2574 2583
MIX5 SEND 2584 2593
MIX6 SEND 2594 25A3
MIX7 SEND 25A4 25B3
MIX8 SEND 25B4 25C3

Parameter From (HEX) To (HEX)

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MIX1-8 PRE/POST

MIX1 SEND 25C4 25D3
MIX2 SEND 25D4 25E3
MIX3 SEND 25E4 25F3
MIX4 SEND 25F4 2603
MIX5 SEND 2604 2613
MIX6 SEND 2614 2623
MIX7 SEND 2624 2633
MIX8 SEND 2634 2643

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MIX1/2-7/8 PAN

MIX1/2 2644 2653
MIX3/4 2654 2663
MIX5/6 2664 2673
MIX7/8 2674 2683

EFFECT RACK1-8

BYPASS 26B4 26BB
MIX BALANCE 26BC 26C3
PARAM1 26C4 26CB
PARAM2 26CC 26D3
PARAM3 26D4 26DB
PARAM4 26DC 26E3
PARAM5 26E4 26EB
PARAM6 26EC 26F3
PARAM7 26F4 26FB
PARAM8 26FC 2703
PARAM9 2704 270B
PARAM10 270C 2713
PARAM11 2714 271B
PARAM12 271C 2723
PARAM13 2724 272B
PARAM14 272C 2733
PARAM15 2734 273B
PARAM16 273C 2743
PARAM17 2744 274B
PARAM18 274C 2753
PARAM19 2754 275B
PARAM20 275C 2763
PARAM21 2764 276B
PARAM22 276C 2773
PARAM23 2774 277B
PARAM24 277C 2783
PARAM25 2784 278B
PARAM26 278C 2793
PARAM27 2794 279B
PARAM28 279C 27A3
PARAM29 27A4 27AB
PARAM30 27AC 27B3
PARAM31 27B4 27BB
PARAM32 27BC 27C3

Parameter From (HEX) To (HEX)
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INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5/6, 7/8 PAN

MATRIX5/6 37AA 37E9
MATRIX7/8 37EA 3829

MIX21-24, MONO to 
MATRIX1/2-7/8 PAN

MATRIX1/2 382A 382E
MATRIX3/4 3830 3834
MATRIX5/6 3836 383A
MATRIX7/8 383C 3840

MIX9-24 to STEREO PAN MIX TO ST 3842 3851

GEQ RACK4A-6B

ON 3852 3857
GAIN1 3858 385D
GAIN2 385E 3863
GAIN3 3864 3869
GAIN4 386A 386F
GAIN5 3870 3875
GAIN6 3876 387B
GAIN7 387C 3881
GAIN8 3882 3887
GAIN9 3888 388D
GAIN10 388E 3893
GAIN11 3894 3899
GAIN12 389A 389F
GAIN13 38A0 38A5
GAIN14 38A6 38AB
GAIN15 38AC 38B1
GAIN16 38B2 38B7
GAIN17 38B8 38BD
GAIN18 38BE 38C3
GAIN19 38C4 38C9
GAIN20 38CA 38CF
GAIN21 38D0 38D5
GAIN22 38D6 38DB
GAIN23 38DC 38E1
GAIN24 38E2 38E7
GAIN25 38E8 38ED
GAIN26 38EE 38F3
GAIN27 38F4 38F9
GAIN28 38FA 38FF
GAIN29 3900 3905
GAIN30 3906 390B
GAIN31 390C 3911

LCR INPUT1-64, STIN1-4, 
MIX1-16

ON 3912 3969
CSR 396A 39C1

DIRECT OUT INPUT1-64 ON 39C2 3A01
INPUT1-56, STIN1-4 TO 
STEREO ON 3A02 3A41

DCA1-12
ON 3A42 3A4D
FADER 3A4E 3A59

MUTE MASTER ON 3A5A 3A61
RECALL SAFE ON 3A66 3B05

Parameter From (HEX) To (HEX)
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MIX21-24, MONO to 
MATRIX LEVEL

MATRIX1 SEND 2BEA 2BEE
MATRIX2 SEND 2BF0 2BF4
MATRIX3 SEND 2BF6 2BFA
MATRIX4 SEND 2BFC 2C00
MATRIX5 SEND 2C02 2C06
MATRIX6 SEND 2C08 2C0C
MATRIX7 SEND 2C0E 2C12
MATRIX8 SEND 2C14 2C18

ON MIX21-24, MONO 2C2A 2C2E

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1-8 ON

MIX1 SEND 2C30 2C6F
MIX2 SEND 2C70 2CAF
MIX3 SEND 2CB0 2CEF
MIX4 SEND 2CF0 2D2F
MIX5 SEND 2D30 2D6F
MIX6 SEND 2D70 2DAF
MIX7 SEND 2DB0 2DEF
MIX8 SEND 2DF0 2E2F

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5-8 ON

MATRIX5 SEND 2E30 2E6F
MATRIX6 SEND 2E70 2EAF
MATRIX7 SEND 2EB0 2EEF
MATRIX8 SEND 2EF0 2F2F

MIX9-24 to STEREO ON MIX TO ST 2F36 2F45
INSERT MIX21-24, MONO 2F46 2F4A

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1-8 PRE/POST

MIX1 SEND 2F4C 2F8B
MIX2 SEND 2F8C 2FCB
MIX3 SEND 2FCC 300B
MIX4 SEND 300C 304B
MIX5 SEND 304C 308B
MIX6 SEND 308C 30CB
MIX7 SEND 30CC 310B
MIX8 SEND 310C 314B

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5-8 PRE/POST

MATRIX5 SEND 314C 318B
MATRIX6 SEND 318C 31CB
MATRIX7 SEND 31CC 320B
MATRIX8 SEND 320C 324B

DCA13-16
ON 324C 324F
FADER 3252 3255

BALANCE MIX21-24 (,MONO) 3258 325C

Parameter From (HEX) To (HEX)

MIX21-24, MONO EQ

ON 325E 3262
LOW Q 3264 3268
LOW FREQ 326A 326E
LOW GAIN 3270 3274
LOW MID Q 3276 327A
LOW MID FREQ 327C 3280
LOW MID GAIN 3282 3286
HIGH MID Q 3288 328C
HIGH MID FREQ 328E 3292
HIGH MID GAIN 3294 3298
HIGH Q 329A 329E
HIGH FREQ 32A0 32A4
HIGH GAIN 32A6 32AA
HPF ON 32AC 32B0
LPF ON 32B2 32B6

INPUT1-56, STIN1-4 EQ
LOW TYPE 3440 347F
HIGH TYPE 3480 34BF

MIX, MATRIX, STEREO 
LR, MONO EQ

LOW TYPE 34C0 34E2
HIGH TYPE 34E4 3506

INPUT65-72, STIN5-8 EQ
LOW TYPE 3508 3517
HIGH TYPE 3518 3527

INPUT65-72, STIN5-8 
HPF FREQ 3528 3537

DIRECT OUT INPUT65-
72 ON 3538 353F

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MATRIX5-8 LEVEL

MATRIX5 SEND 3540 354F
MATRIX6 SEND 3550 355F
MATRIX7 SEND 3560 356F
MATRIX8 SEND 3570 357F

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MATRIX5-8 ON

MATRIX5 SEND 3580 358F
MATRIX6 SEND 3590 359F
MATRIX7 SEND 35A0 35AF
MATRIX8 SEND 35B0 35BF

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MATRIX5-8 PRE/POST

MATRIX5 SEND 35C0 35CF
MATRIX6 SEND 35D0 35DF
MATRIX7 SEND 35E0 35EF
MATRIX8 SEND 35F0 35FF

INPUT65-72, STIN5-8 to 
MATRIX5/6, 7/8 PAN

MATRIX5/6 3600 360F
MATRIX7/8 3610 361F

INPUT1-56, STIN1-4 HPF FREQ 3640 367F

MIX21-24, MONO 
DYNAMICS1

ON 3680 3684
ATTACK 3686 368A
THRESHOLD 368C 3690
RELEASE 3692 3696
RATIO 3698 369C
GAIN 369E 36A2
KNEE/WIDTH 36A4 36A8

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1/2-7/8 PAN

MIX1/2 36AA 36E9
MIX3/4 36EA 3729
MIX5/6 372A 3769
MIX7/8 376A 37A9

Parameter From (HEX) To (HEX)
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MIX, MATRIX, STEREO 
LR, MONO EQ ATT 3F34 3F56

INPUT65-72, STIN5-8 TO 
STEREO ON 3F58 3F67

INPUT65-72, STIN5-8, 
MIX17-24 TO MONO ON 3F68 3F7F

LCR IN65-72, STIN5-8, 
MIX17-24

ON 3F80 3F97
CSR 3F98 3FAF

INPUT65-72, STIN5-8 
DYNAMICS1

RATIO 3FB0 3FBF
KNEE/WIDTH 3FC0 3FCF
GAIN 3FD0 3FDF

INPUT65-72, STIN5-8 
DYNAMICS2

reserved 3FE0 3FEF
FILTER FREQ 3FF0 3FFF

Parameter From (HEX) To (HEX)
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HA

EXTERNAL GAIN1 3B06 3B0B
INPUT GAIN 1 3B0F 3B15
EXTERNAL GAIN2 3B16 3B1B
INPUT GAIN 2 3B1F 3B25
EXTERNAL GAIN3 3B26 3B2B
INPUT GAIN 3 3B2F 3B35
EXTERNAL GAIN4 3B36 3B3B
INPUT GAIN 4 3B3F 3B45
EXTERNAL GAIN5 3B46 3B4B
INPUT GAIN 5 3B4F 3B55
EXTERNAL GAIN6 3B56 3B5B
INPUT GAIN 6 3B5F 3B65
EXTERNAL GAIN7 3B66 3B6B
INPUT GAIN 7 3B6F 3B75
EXTERNAL GAIN8 3B76 3B7B
INPUT GAIN 8 3B7F 3B85
EXTERNAL +48V 1 3B86 3B8B
INPUT +48V 1 3B8F 3B95
EXTERNAL +48V 2 3B96 3B9B
INPUT +48V 2 3B9F 3BA5
EXTERNAL +48V 3 3BA6 3BAB
INPUT +48V 3 3BAF 3BB5
EXTERNAL +48V 4 3BB6 3BBB
INPUT +48V 4 3BBF 3BC5
EXTERNAL +48V 5 3BC6 3BCB
INPUT +48V 5 3BCF 3BD5
EXTERNAL +48V 6 3BD6 3BDB
INPUT +48V 6 3BDF 3BE5
EXTERNAL +48V 7 3BE6 3BEB
INPUT +48V 7 3BEF 3BF5
EXTERNAL +48V 8 3BF6 3BFB
INPUT +48V 8 3BFF 3C05
EXTERNAL HPF1 3C06 3C0B
INPUT HPF1 3C0F 3C15
EXTERNAL HPF2 3C16 3C1B
INPUT HPF2 3C1F 3C25
EXTERNAL HPF3 3C26 3C2B
INPUT HPF3 3C2F 3C35
EXTERNAL HPF4 3C36 3C3B
INPUT HPF4 3C3F 3C45
EXTERNAL HPF5 3C46 3C4B
INPUT HPF5 3C4F 3C55
EXTERNAL HPF6 3C56 3C5B
INPUT HPF6 3C5F 3C65
EXTERNAL HPF7 3C66 3C6B
INPUT HPF7 3C6F 3C75
EXTERNAL HPF8 3C76 3C7B
INPUT HPF8 3C7F 3C85

INPUT1-56, STIN1-4 TO 
MONO ON 3C86 3CC5

MIX1-16 TO MONO ON 3CC6 3CD5

Parameter From (HEX) To (HEX)

SLOT OUT DELAY
ON 3CD6 3D05
TIME HIGH 3D06 3D35
TIME LOW 3D36 3D65

OMNI OUT DELAY
ON 3D66 3D6D
TIME HIGH 3D76 3D7D
TIME LOW 3D86 3D8D

DIGITAL OUT DELAY
ON 3D96 3D97
TIME HIGH 3D98 3D99
TIME LOW 3D9A 3D9B

INPUT1-48, STIN1-4 
DYNAMICS1

RATIO 3D9C 3DD3
KNEE/WIDTH 3DD4 3E0B
GAIN 3E0C 3E43

INPUT1-48, STIN1-4 
DYNAMICS2

reserved 3E44 3E7B
FILTER FREQ 3E7C 3EB3

GEQ RACK7A-8B

ON 3EB4 3EB7
GAIN1 3EB8 3EBB
GAIN2 3EBC 3EBF
GAIN3 3EC0 3EC3
GAIN4 3EC4 3EC7
GAIN5 3EC8 3ECB
GAIN6 3ECC 3ECF
GAIN7 3ED0 3ED3
GAIN8 3ED4 3ED7
GAIN9 3ED8 3EDB
GAIN10 3EDC 3EDF
GAIN11 3EE0 3EE3
GAIN12 3EE4 3EE7
GAIN13 3EE8 3EEB
GAIN14 3EEC 3EEF
GAIN15 3EF0 3EF3
GAIN16 3EF4 3EF7
GAIN17 3EF8 3EFB
GAIN18 3EFC 3EFF
GAIN19 3F00 3F03
GAIN20 3F04 3F07
GAIN21 3F08 3F0B
GAIN22 3F0C 3F0F
GAIN23 3F10 3F13
GAIN24 3F14 3F17
GAIN25 3F18 3F1B
GAIN26 3F1C 3F1F
GAIN27 3F20 3F23
GAIN28 3F24 3F27
GAIN29 3F28 3F2B
GAIN30 3F2C 3F2F
GAIN31 3F30 3F33

Parameter From (HEX) To (HEX)
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を示しています。

SER LEVEL チャンネル
ライブラリー

O

O

O

O

O

 NAME O

 PATCH

 PATCH

 PATCH

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PATCH

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING

 PROCESSING O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 PROCESSING*4 O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 PROCESSING*4 O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O
254

ミキシングパラメーター動作対象リスト
この表はインプット系、アウトプット系チャンネルのそれぞれのパラメーターがどの設定によって挙動が決まるのかを示したものです。
ステレオでリンクするかどうか、RECALL SAFE,GLOBAL PASTE, USER LEVEL, チャンネルライブラリーの対象パラメーターであるかどうか

■ インプットチャンネル

パラメーター ステレオ *1 CHANNEL LINK
RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE*8

U
ALL Parameter Select button

HA

Gain O*10 HA*10 O HA, GLOBAL HA HA

Gain Compensation O HA O HA, GLOBAL HA HA

+48V O HA, GLOBAL HA HA

Phase O HA, GLOBAL HA HA

Digital Gain O*10 DIGITAL GAIN*10 O DIGITAL GAIN HA

Name, Icon, Color O INPUT NAME, GLOBAL INPUT NAME INPUT

Input Patch O INPUT PATCH, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

Insert 

Out Patch O INPUT INSERT PATCH, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

In Patch O INPUT INSERT PATCH, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

+48V, Gain, Gain Compensation INPUT INSERT PATCH, GLOBAL HA HA

On INPUT INSERT O INPUT INSERT INPUT

Point INPUT INSERT O INPUT INSERT INPUT

Direct Out 

Out Patch O INPUT DIRECT OUT, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

On, Level DIRECT OUT O INPUT DIRECT OUT INPUT

Point DIRECT OUT O INPUT DIRECT OUT INPUT

HPF O INPUT HPF O INPUT HPF INPUT

Att O INPUT EQ O INPUT EQ INPUT

EQ O INPUT EQ O INPUT EQ INPUT

Dynamics1 

Key-In Source O INPUT DYNA1 INPUT

Key-In Filter O INPUT DYNAMICS1 O INPUT DYNA1 INPUT

Others O INPUT DYNAMICS1 O INPUT DYNA1 INPUT

Dynamics2 
Key-In Source O INPUT DYNA2 INPUT

Others O INPUT DYNAMICS2 O INPUT DYNA2 INPUT

To Mix

On O INPUT MIX ON*2 O INPUT MIX ON*7 INPUT

Level O INPUT MIX SEND*2 O INPUT MIX SEND*7 INPUT

Pan/Balance O*11 O INPUT MIX SEND*7 INPUT

Pre/Post O INPUT MIX SEND*2 O INPUT MIX SEND*7 INPUT

To Matrix

On O INPUT MATRIX ON*3 O INPUT MATRIX ON*7 INPUT

Level O INPUT MATRIX SEND*3 O INPUT MATRIX SEND*7 INPUT

Pan/Balance O*11 O INPUT MATRIX SEND*7 INPUT

Pre/Post O INPUT MATRIX SEND*3 O INPUT MATRIX SEND*7 INPUT

DELAY
ms O*10 INPUT DELAY*10 O INPUT DELAY INPUT

ON O INPUT DELAY O INPUT DELAY INPUT

To Stereo O TO STEREO O INPUT TO ST INPUT

To Mono O TO STEREO O INPUT TO MONO INPUT
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 FADER/ON O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 FADER/ON O

 FADER/ON O

GROUP ASSIGN O

ROUP ASSIGN O

O*6

SER LEVEL チャンネル
ライブラリー
255

*1 ST IN チャンネル 1～ 8で、L/R が連動するパラメーター
*2 MIX 1-24 のうち SEND PARAMETER で選択されたチャンネルに対して、表の項目のパラメーターが対象
*3 MATRIX 1-8 のうち SEND PARAMETER で選択されたチャンネルに対して、表の項目のパラメーターが対象
*4 Send の送り元のチャンネルの“FADER/ON”または“PROCESSING”がONで、かつ、送り先のチャンネルの“WITH SEND”がONのときにのみ操作できる
*5 ALL 選択時のみ機能の対象
*6 On/Off のみ対象
*7 Send の送り元のチャンネルか送り先のチャンネルのいずれかで設定されたときに有効になる
*8 表中 GLOBAL としてあるのはGLOBAL RECALL SAFE や FOCUS PARAMETER, GLOBAL PASTE の PATCH/NANEで全チャンネル一括の設定
*9 GLOBAL PASTE の時のみ ALL で ON/OFF のみ対象
*10 差分動作する
*11 Balance のみ

Pan/balance O*11 O INPUT TO ST INPUT

Pan Mode O O *5 INPUT

LCR 

On O TO STEREO O *5 INPUT

CSR O TO STEREO O *5 INPUT

Mode O TO STEREO O *5 INPUT

On O INPUT CH ON O INPUT CH ON INPUT

Fader O*10 INPUT FADER*10 O INPUT FADER INPUT

Mute Assign O INPUT MUTE O *5 MUTE 

DCA Assign O INPUT DCA O *5 DCA G

Fade Time, On O*6 O *9 STORE

Channel Link O GLOBAL CH LINK

Cue O

Key In Cue 

Mute Safe O

Recall Safe, Focus Recall, Global Paste O

パラメーター ステレオ *1 CHANNEL LINK
RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE*8

U
ALL Parameter Select button
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ネル
ラリー

*6
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■ MIXチャンネル

*4 Send の送り元のチャンネルの“FADER/ON”または“PROCESSING”がONで、かつ、送り先のチャンネルの“WITH SEND”がONのときにのみ操作できる
*5 ALL 選択時のみ機能の対象
*6 On/Off のみ対象
*7 Send の送り元のチャンネルか送り先のチャンネルのいずれかで設定されたときに有効になる
*8 表中 GLOBAL としてあるのはGLOBAL RECALL SAFE や FOCUS PARAMETER, GLOBAL PASTE の PATCH/NANEで全チャンネル一括の設定
*9 GLOBAL PASTE の時のみ ALL で ON/OFF のみ対象
*11 Balance のみ
*12 GLOBAL PASTE の場合は各チャンネル設定できるMIX,MATRIX,STEREO,MONOは OUTPUT となり共通
*13 ステレオのMatrix に対してのみ連動

パラメーター ステレオ時の
リンク

RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE *8, *12
USER LEVEL チャン

ライブALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O MIX NAME, GLOBAL OUTPUT NAME OUTPUT NAME O

Output Patch O MIX OUTPUT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

Insert 

Out Patch O MIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

In Patch O MIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

+48V, Gain, Gain Compensation O MIX INSERT PATCH, GLOBAL HA MIX PROCESSING

On O O MIX INSERT MIX PROCESSING O

Point O O MIX INSERT MIX PROCESSING O

Att O O MIX EQ MIX PROCESSING O

EQ O O MIX EQ MIX PROCESSING O

Dynamics1 
Key-In Source O MIX DYNA1 MIX PROCESSING

Others O O MIX DYNA1 MIX PROCESSING O

To Matrix

On O O MIX MATRIX ON*7 MIX FADER/ON*4 O

Level O*13 O MIX MATRIX SEND*7 MIX FADER/ON*4 O

Pan/Balance O O MIX MATRIX SEND*7 MIX FADER/ON*4 O

Pre/Post O O MIX MATRIX SEND*7 MIX PROCESSING*4 O

To Stereo O O MIX TO ST MIX PROCESSING O

To Mono O O MIX MONO MIX PROCESSING O

Pan/Balance O*11 O MIX TO ST, TO ST/BAL (GLOBAL PASTE ONLY) MIX FADER/ON O

LCR 

On O O *5 MIX PROCESSING O

CSR O O *5 MIX PROCESSING O

Mode O O *5 MIX PROCESSING O

On O O MIX CH ON MIX FADER/ON O

Fader O O MIX FADER MIX FADER/ON O

From Input

On O WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MIX SEND*4

Level O WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MIX SEND*4

Pan/Balance O*11 WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MIX SEND*4

Pre/Post O WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MIX SEND*4

Mute Assign O O *5 MUTE GROUP ASSIGN O

Fade Time, On O*6 O *9 STORE O

Cue O

Mute Safe O

Recall Safe, Focus Recall, Global Paste O
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チャンネル
ライブラリー

O

O

O

O

O

O

O

O

O

*4

*4

*4

*4

N O

O*6
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■ MATRIX チャンネル

*4 Send の送り元のチャンネルの“FADER/ON”または“PROCESSING”がONで、かつ、送り先のチャンネルの“WITH SEND”がONのときにのみ操作できる
*5 ALL 選択時のみ機能の対象
*6 On/Off のみ対象
*7 Send の送り元のチャンネルか送り先のチャンネルのいずれかで設定されたときに有効になる
*8 表中 GLOBAL としてあるのはGLOBAL RECALL SAFE や FOCUS PARAMETER, GLOBAL PASTE の PATCH/NANEで全チャンネル一括の設定
*9 GLOBAL PASTE の時のみ ALL で ON/OFF のみ対象
*11 Balance のみ
*12 GLOBAL PASTE の場合は各チャンネル設定できるMIX,MATRIX,STEREO,MONOは OUTPUT となり共通

パラメーター ステレオ時の
リンク

RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE *8, *12
USER LEVEL

ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O MATRIX NAME,GLOBAL OUTPUT NAME OUTPUT NAME

Output Patch O MATRIX OUTPUT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

Insert 

Out Patch O MATRIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

In Patch O MATRIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

+48V, Gain, Gain Compensation O MATRIX INSERT PATCH, GLOBAL HA MATRIX PROCESSING

On O O MATRIX INSERT MATRIX PROCESSING

Point O O MATRIX INSERT MATRIX PROCESSING

Att O O MATRIX EQ MATRIX PROCESSING

EQ O O MATRIX EQ MATRIX PROCESSING

Dynamics1 
Key-In Source O MATRIX DYNA1 MATRIX PROCESSING

Others O O MATRIX DYNA1 MATRIX PROCESSING

Balance O O MATRIX BAL, TO ST/BAL (GLOBAL PASTE ONLY) MATRIX FADER/ON

On O O MATRIX CH ON MATRIX FADER/ON

Fader O O MATRIX FADER MATRIX FADER/ON

From Input
From Mix
From Stereo/Mono

On O WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MATRIX SEND

Level O WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MATRIX SEND

Pan/Balance O*11 WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MATRIX SEND

Pre/Post O WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WITH MATRIX SEND

Mute Assign O O *5 MUTE GROUP ASSIG

Fade Time, On O*6 O *9 STORE

Cue O

Mute Safe O

Recall Safe, Focus Recall, Global Paste O
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チャンネル
ライブラリー

O

SSING

SSING O

SSING O

SSING O

SSING O

SSING

SSING O

/ON*4 O

/ON*4 O

/ON*4 O

SSING*4 O

/ON O

/ON O

/ON O

O

O*6
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■ STEREO、MONOチャンネル

*4 Send の送り元のチャンネルの“FADER/ON”または“PROCESSING”がONで、かつ、送り先のチャンネルの“WITH SEND”がONのときにのみ操作できる
*5 ALL 選択時のみ機能の対象
*6 On/Off のみ対象
*7 Send の送り元のチャンネルか送り先のチャンネルのいずれかで設定されたときに有効になる
*8 表中 GLOBAL としてあるのはGLOBAL RECALL SAFE や FOCUS PARAMETER, GLOBAL PASTE の PATCH/NANEで全チャンネル一括の設定
*9 GLOBAL PASTE の時のみ ALL で ON/OFF のみ対象
*12 GLOBAL PASTE の場合は各チャンネル設定できるMIX,MATRIX,STEREO,MONOは OUTPUT となり共通

■ DCA

*5 ALL 選択時のみ機能の対象
*9 GLOBAL PASTE の時のみ ALL で ON/OFF のみ対象

パラメーター ステレオ時の
リンク

RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE *8, *12
USER LEVEL

ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O STEREO, MONO NAME, GLOBAL OUTPUT NAME OUTPUT NAME

Output Patch O STEREO, MONO OUTPUT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

Insert 

Out Patch O STEREO, MONO INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

In Patch O STEREO, MONO INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

+48V, Gain, Gain Compensation STEREO, MONO INSERT PATCH, GLOBAL HA STEREO, MONO PROCE

On O O STEREO, MONO INSERT STEREO, MONO PROCE

Point O O STEREO, MONO INSERT STEREO, MONO PROCE

Att O O STEREO, MONO EQ STEREO, MONO PROCE

EQ O O STEREO, MONO EQ STEREO, MONO PROCE

Dynamics1 
Key-In Source O STEREO, MONO DYNA1 STEREO, MONO PROCE

Others O O STEREO, MONO DYNA1 STEREO, MONO PROCE

To Matrix

On O O STEREO, MONO MATRIX ON*7 STEREO, MONO FADER

Level O*13 O STEREO, MONO MATRIX SEND*7 STEREO, MONO FADER

Pan/Balance O O STEREO, MONO MATRIX SEND*7 STEREO, MONO FADER

Pre/Post O O STEREO, MONO MATRIX SEND*7 STEREO, MONO PROCE

Balance O O STEREO, MONO BAL, TO ST/BAL (GLOBAL PASTE ONLY) STEREO, MONO FADER

On O O STEREO, MONO CH ON STEREO, MONO FADER

Fader O O STEREO, MONO FADER STEREO, MONO FADER

Mute Assign O O *5 MUTE GROUP ASSIGN

Fade Time, On O*6 O *9 STORE

Cue O

Mute Safe O

Recall Safe, Focus Recall, Global Paste O

パラメーター
RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE

USER LEVEL
ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O *5 DCA MASTER

On O DCA LEVEL/ON DCA MASTER

Fader O DCA LEVEL/ON DCA MASTER

Fade Time, On O *9 STORE

Input DCA Assign DCA GROUP ASSIGN
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DYNAMICS LIBRARY

CL EDITOR の各画面を呼び出す。

INPUT EQ LIBRARY

OUTPUT EQ LIBRARY

EFFECT LIBRARY

GEQ LIBRARY

INPUT CH LIBRARY

OUTPUT EQ LIBRARY

Portico5033 LIBRARY

Portico5043 LIBRARY

U76 LIBRARY

Opt-2A LIBRARY

EQ-1A LIBRARY

DynamicEQ LIBRARY

INPUT PATCH

OUTPUT PATCH

INPUT INSERT PATCH

OUTPUT INSERT PATCH

DIRECT OUT PATCH

PATCH LIST

RACK

GEQ 1–16

EFFECT 1–8

PREMIUM 1A

PREMIUM 1B

:

PREMIUM 8A

PREMIUM 8B

INPUT METER

OUTPUT METER

DCA GROUP

MUTE GROUP

CHANNEL LINK

SCENE MEMORY

RECALL SAFE

FADE TIME

FOCUS RECALL

— CUEのオン /オフ切り替え

*2) リスト 2) から選んだチャンネルをCUEする。

PARAMETER 2 解説
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USER DEFINEDキーに割り当て可能な機能
ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説
NO ASSIGN — — 割り当てなし。

ALTERNATE 
FUNCTION

LATCH — 押すたびに、ALTERNATE FUNCTION をトグ
ルさせる。

UNLATCH — 押している間だけ、ALTERNATE FUNCTION
に切り替える。

BRIGHTNESS BANK CHANGE — A/B に記憶された Brightness の設定を、押す
たびにトグルで切り替え。

CH ON SPECIFIC CH *4) CHの ON/OFF を切り替え。

CH SELECT

INC
— CH の SEL を加減する。

DEC

SPECIFIC CH *1) リスト 1) から選んだチャンネルを SEL する。

CL EDITOR 
CONTROL

MASTER —

CL EDITOR の各画面を呼び出す。

SENDS ON FADER —

OVERVIEW

CH 1-16 {CL5/CL3/CL1}

CH17-32 {CL5/CL3/CL1}

CH33-48 {CL5/CL3/CL1}

CH49-64 {CL5/CL3}

CH65-72 {CL5}

ST IN

MIX1-16

MIX17-24

MATRIX

STEREO/MONO

DCA

CUSTOM FADER BANK

A1 {CL5/CL3/CL1}

A2 {CL5/CL3}

A3 {CL3}

B1 {CL5/CL3/CL1}

B2 {CL3/CL1}

B3 {CL1}

B4 {CL1}

C1 {CL5}

C2 {CL5}

C3 {CL5}

C4 {CL5}

C5 {CL5}

C6 {CL5}

SELECTED CHANNEL —

CL EDITOR 
CONTROL

LIBRARY

PREMIUM RACK 
LIBRARY

PATCH EDITOR

RACK EDITOR

METER

GROUP/LINK

SCENE

CUE

OUTPUT

CLEAR CUE

SPECIFIC CH

ファンクション PARAMETER 1
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— MONITOR のオン /オフ切り替え。

—

このキーを押している間、MIX またはMATRIX
チャンネルの [SEL] キーを押してアサインのオ
ン /オフを切り替え。この間 [SEL] LED はア
サインONで点灯、OFF で消灯。
また、このキーを押しているときのアサイン設
定が保存され、再度このキーを押したときに設
定が呼び出される。複数のキーに設定を保存し
ておいて、アサインを切り替えられる。

STEREO L/R

選択した信号をモニターに呼び出す。

MONO(C)

LCR

PB OUT

OMNI1-2
OMNI3-4

OMNI5-6

OMNI7-8

DEFINE

— MUTE GROUP MASTER のオン /オフ切り替
え。

— すべてのMUTE GROUP MASTER の一斉に
ON/OFF 切り替える。

GO TO PROJECT START

Nuendo Live のトランスポート機能を操作す
る。

GO TO PREV MARKER

REWIND

FAST FORWARD

GO TO NEXT MARKER

GO TO PROJECT END

CYCLE

STOP

START

REC

EASY RECORDING

— Nuendo Live 画面の PEAK表示をクリアする。
— OSCのオン /オフ切り替え。

—

このキーを押している間、チャンネルの SEL
を押してアサインのオン /オフを切り替え。こ
の間 [SEL] LED はアサインONで点灯、OFF
で消灯となる。

*1) リスト 1) から選んだチャンネルにオシレー
ターをアサインする。

PARAMETER 2 解説
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EFFECT 
BYPASS

EFFECT RACK1–8

PREMIUM RACK1A

PREMIUM RACK1B

:

PREMIUM RACK8A

PREMIUM RACK8B

GAIN KNOB 
FUNCTION

LATCH —
GAIN KNOB の機能 (ANALOG GAIN/DIGITAL 
GAIN) をトグルする。DIGITAL GAIN の時に点
灯。

UNLATCH —

GAIN KNOB の機能 (ANALOG GAIN/DIGITAL 
GAIN) を、押している時だけDIGITAL GAIN に
設定する。
※ただし、PREFERENCE画面等でGAIN 
KNOB FUNCTIONを DIGITAL GAIN に切り替
わった際は、次に押すまで点灯したままにな
る。

GEQ FREQ 
BANK

INC
— GEQ EDIT 画面で、周波数バンクを加減する。

DEC

GPI OUT
LATCH

PORT1–PORT5

GPI OUT の機能をトグルする。アクティブの
ときに点灯。

UNLATCH GPI OUT を、押しているときだけアクティブ
にする。

HELP — —

HELP ポップアップ画面を開いたり閉じたりす
る。このキーを押しながらパネル上の操作子
( フェーダーを除く ) や画面上の操作子を操作
すると、該当する説明を表示する。

HOME

SELECTED CH VIEW — SELECTED CHANNEL VIEW 画面を表示す
る。

OVERVIEW — OVERVIEW画面を表示する。 

TOGGLE — 押すたびに、SELECTED CHANNEL VIEW 画
面とOVERVIEW画面を交互に呼び出す。

METER PEAK HOLD ON — メーターのピークホールドをON/OFF させる。
ONの時に点灯。

MIDI

PROGRAM CHANGE PGM 1–128

各種MIDI 信号を送信する。

CONTROL CHANGE CC 1–31, 33–95, 
102–119

NOTE ON

NOTE ON C-2 (0)

:

NOTE ON G 8 (127)

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説

MONITOR

OUTPUT

SELECTED CH ASSIGN

SOURCE SELECT

MUTE 
MASTER

MUTE GROUP 1

:

MUTE GROUP 8

ALL MUTE

NUENDO 
LIVE

TRANSPORT

PEAK CLEAR

OSCILLATOR

OSCILLATOR ON

SELECTED CH ASSIGN

DIRECT ASSIGN

ファンクション PARAMETER 1
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, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1L‒ST IN 8R, MIX1‒MIX24, MTRX1‒MTRX8, 

, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1‒ST IN 8, MIX1‒MIX24, MTRX1‒MTRX8, 

L, ST R, MONO(C)
, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1‒ST IN 8, MIX1‒MIX24, MTRX1‒MTRX8, 

—

このキーを押しながらSEL を押してオン /オ
フ切り替え。
この間 [SEL] LEDは、ONで点灯、OFF で消
灯となる。
SET [PRE SEND] を選択している場合、[SEL]
キーを押している間“SENDS ON FADER”
モードになる。

—
このキーを押しながら、SELECTED CH や 
Centralogic セクションのノブを押すとデフォ
ルト値に戻る。

—

このキーを押しながら [SEL] キーを押すと、そ
のチャンネルの FADERがノミナルレベルにな
る。また MIX SENDノブを押すと、SEND 
LEVEL がノミナルレベルになる。 

LATCH TALKBACKのオン /オフ切り替え。
UNLATCH 押している間、TALKBACKがオンになる。

—

このキーを押している間、アウトプット系チャ
ンネルの [SEL] キーを押してアサインのオン /
オフを切り替え。この間 [SEL] LED はアサイ
ンONで点灯、OFFで消灯。
また、このキーを押しているときのアサイン設
定が保存され、再度このキーを押したときに設
定が呼び出される。複数のキーに設定を保存し
ておいて、アサインを切り替えられる。

*3) リスト 3) から選んだチャンネルに TALKBACK
をアサインする。

— 表示している画面にあるタップテンポ機能を利
用する。

— 設定したエフェクトのタップテンポ機能を利用
する。

PARAMETER 2 解説
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*1) CL5: CH1‒CH72, CL3: CH1‒CH64
ST L, ST R, MONO(C)

*2) CL5: CH1‒CH72, CL3: CH1‒CH64
STEREO, MONO(C)

*3) MIX1‒MIX24, MTRX1‒MTRX8, ST 
*4) CL5: CH1‒CH72, CL3: CH1‒CH64

STEREO, MONO(C), DCA1‒DCA16

PAGE 
CHANGE

BOOKMARK

現在選ばれている画面を記憶 ( キーを 2 秒以上
押す )、または最後に記憶した画面を表示
( キーを押し、2秒未満で離す ) ポップアップ
画面も記憶可能。RACKの場合は、その RACK
番号も含めて記憶する。

BOOKMARK with “SEL” — 上記BOOKMARK を、さらに SEL の状態を含
めて記憶する。

PREVIOUS PAGE
— 1 つ前のページ /1つ後のページを表示する。

NEXT PAGE

CLOSE POPUP — 表示されているポップアップ画面を閉じる。 

RECORDER

TRANSPORT

PLAY/PAUSE, STOP, 
FF/NEXT, 
REW/PREVIOUS, REC

RECORDER のトランスポート機能。

AUTO REC

STOP → REC → PLAY のショートカット機
能。
1アクションで録音が開始される。録音中に実
行すると録音中のファイルはいったん閉じて、
新しいファイルに録音が継続される。 

REC & START 待機状態なしに、録音がすぐ始められる機能。

DIRECT PLAY

NO ASSIGN 指定したオーディオファイルを先頭から 1回再
生する。
再生するオーディオファイルは、YPE フォル
ダーの中のSONGSフォルダーに保存してくだ
さい。ルートディレクトリーやその他のフォル
ダーに保存しても、指定できませんのでご注意
ください。また再生を実行すると、TITLE LIST 
画面のパスは、 \YPE \SONGS \ に移動しま
す。

(TITLE 1)

:

SCENE

INC RECALL — 1 つ後に存在する番号のシーンをリコール。
REC RECALL — 1 つ前に存在する番号のシーンをリコール。
DIRECT RECALL SCENE #000–#300 任意の番号のシーンを直接リコール。
RECALL UNDO — RECALL UNDOを実行する。
STORE UNDO — STORE UNDOを実行する。

SEND 
ENCODER 
MODE

MIX1-16/MIX17-24, 
MATRIX —

INPUT や ST IN が選択されている場合の
SELECTED CH の SEND ENCODER の機能
を、TO MIX1-16/TO MIX17-24, MATRIX で切
り替える。

SENDS ON 
FADER

MIX1–MIX24

—

選択したMIX で MIX ON FADER 機能オン /オ
フ切り替え。

MTRX1–MTRX8 選択したMATRIX で MATRIX ON FADER 機能
オン /オフ切り替え。

MIX ON FADER MIX ON FADER 機能オン /オフ切り替え。
MATRIX ON FADER MATRIX ON FADER 機能オン /オフ切り替え。
SENDS ON FADER SENDS ON FADER 機能オン /オフ切り替え。

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説

SET BY SEL

SET [+48V]

SET [Ø]

SET [INSERT ON]

SET [DIRECT OUT ON]

SET [PRE SEND]

SET [TO STEREO]

SET [TO MONO]

SET [TO LCR]

SET [GAIN 
COMPENSATION]

SET DEFAULT 
VALUE —

SET NOMI-
NAL VALUE —

TALKBACK

TALKBACK ON

SELECTED CH ASSIGN

DIRECT ASSIGN

TAP TEMPO
CURRENT PAGE

EFFECT RACK1–8

ファンクション PARAMETER 1
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CL3: CH1‒CH64, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1‒ST IN 8, MIX1‒MIX24, 
(C)
CL3: CH1‒CH64, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1L‒ST IN 8R
CL3: CH1‒CH64, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1‒ST IN 8
CL3: CH1‒CH64, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1L‒ST IN 8R, MIX1‒MIX24
CL3: CH1‒CH64, CL1: CH1‒CH48, ST IN 1L‒ST IN 8R, MIX1‒MIX24, 

NI 8, SLOT1 1‒SLOT1 16, SLOT2 1‒SLOT2 16, SLOT3 1‒SLOT3 16, 

TRX1‒MTRX8, STEREO, MONO (C)

AIN8 *10)

CY *4)

AIN32 *11)

IME *3)

 GAIN
*4)

 GAIN

CTRL 31

–CTRL 95

2–CTRL 119

 LEVEL

K DIMMER LEVEL

R DELAY

R FADER

VE FREQUENCY

L

IME
*12)

IX24 *3)

–MATRIX8 *7)

MIX23/24 *3)

/2–MATRIX7/8 *7)

*5)

PARAMETER 1 PARAMETER 2
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USER DEFINEDノブに割り当て可能な機能

*2) SELECTED CH, CL5: CH1‒CH72, 
MTRX1‒MTRX8, STEREO, MONO 

*3) SELECTED CH, CL5: CH1‒CH72, 
*4) SELECTED CH, CL5: CH1‒CH72, 
*5) SELECTED CH, CL5: CH1‒CH72, 
*7) SELECTED CH, CL5: CH1‒CH72, 

ST L, ST R, MONO (C)
*10) # 1‒# 6
*11) REMOTE HA #1‒#8
*12) DANTE 1‒DANTE64, OMNI 1‒OM

DIGITAL OUT L, DIGITAL OUT R
*13) SELECTED CH, MIX1‒MIX24, M

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2

NO ASSIGN

BRIGHTNESS

LAMP

PANEL

SCREEN

CH COLOR

NAME

CUE

INPUT PFL TRIM

DCA TRIM

OUTPUT PFL TRIM

CUE LEVEL

DYNAMICS1

THRESHOLD

*2)

RANGE

RATIO

ATTACK

HOLD

DECAY

RELEASE

OUTGAIN

KNEE

WIDTH *13)

DYNAMICS2

THRESHOLD

*4)

RATIO

FREQUENCY

ATTACK

RELEASE

OUTGAIN

KNEE

WIDTH

EQ

ATT

*2)

LOW Q

LOW FREQUENCY

LOW GAIN

LOW MID Q

LOW MID FREQUENCY

LOW MID GAIN

HIGH MID Q

HIGH MID FREQUENCY

HIGH MID GAIN

HIGH Q

HIGH FREQUENCY

HIGH GAIN

EXTERNAL HA GAIN1–G

HPF FREQUEN

I/O DEVICE GAIN1–G

INPUT DELAY DELAY T

INPUT GAIN
ANALOG

DIGITAL

MIDI CONTROL CHANGE

CTRL 1–

CTRL 33

CTRL 10

MONITOR

DIMMER

TALKBAC

MONITO

MONITO

OSCILLATOR

LEVEL

SINE WA

HPF

LPF

WIDTH

INTERVA

OUTPUT PORT
DELAY T

GAIN

TO MIX LEVEL MIX1–M

TO MATRIX LEVEL MATRIX1

TO MIX PAN MIX1/2–

TO MATRIX PAN MATRIX1

TO ST/MONO
PAN/BAL

CSR

TOUCH AND TURN

ファンクション
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AIN になるかは、Preference と ALTERNATE 機能の状況による。
SEND先が選択される。
を切り替えられるか、また、押すと該当するセンドのオン /オフが切り替わ
機能の状況による。
フが切り替わるかは、Preference と ALT 機能の状況による。
切り替わるかは、Preference と ALT 機能の状況による。
切り替わるかは、Preference と ALT 機能の状況による。
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ASSIGNABLE ENCORDERに割り当て可能な機能

*1 ANALOG GAIN になるかDIGITAL G
*2 Sends On Fader の対象となっている
*3 回すと該当するセンドの PRE/POST

るかは、Preference と ALTERNATE
*4 押すとハイパスフィルターのオン /オ
*5 押すとDYNAMICS1 のオン /オフが
*6 押すとDYNAMICS2 のオン /オフが

PAN GAIN ASSIGN ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2

O PAN/BALANCE
PAN

BAL

O ANALOG GAIN A.GAIN *1

O DIGITAL GAIN D.GAIN *1

O SELECTED SEND MIX1-MTRX8
状態による

*2

O MIX1 SEND MIX1 *3

O MIX2 SEND MIX2 *3

O MIX3 SEND MIX3 *3

O MIX4 SEND MIX4 *3

O MIX5 SEND MIX5 *3

O MIX6 SEND MIX6 *3

O MIX7 SEND MIX7 *3

O MIX8 SEND MIX8 *3

O MIX9 SEND MIX9 *3

O MIX10 SEND MIX10 *3

O MIX11 SEND MIX11 *3

O MIX12 SEND MIX12 *3

O MIX13 SEND MIX13 *3

O MIX14 SEND MIX14 *3

O MIX15 SEND MIX15 *3

O MIX16 SEND MIX16 *3

O MIX17 SEND MIX17 *3

O MIX18 SEND MIX18 *3

O MIX19 SEND MIX19 *3

O MIX20 SEND MIX20 *3

O MIX21 SEND MIX21 *3

O MIX22 SEND MIX22 *3

O MIX23 SEND MIX23 *3

O MIX24 SEND MIX24 *3

O MATRIX1 SEND MTRX1 *3

O MATRIX2 SEND MTRX2 *3

O MATRIX3 SEND MTRX3 *3

O MATRIX4 SEND MTRX4 *3

O MATRIX5 SEND MTRX5 *3

O MATRIX6 SEND MTRX6 *3

O MATRIX7 SEND MTRX7 *3

O MATRIX8 SEND MTRX8 *3

O HPF FREQUENCY HPF *4

O DYNAMICS1 THRESHOLD THRE1 *5

O DYNAMICS2 THRESHOLD THRE2 *6
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NRPN]を選択した場合

.4 PROGRAM CHANGE (Cn)
 受信 》
PROGRAM CHANGE ECHO]がONの場合には、BANK SELECTもMIDI OUTに
CHOします。
INGLE CHが選択されている場合、[PROGRAM CHANGE Rx]がONで、[Rx CH]が
致したときに受信します。ただし[OMNI]がONの場合には、チャンネルに関係な
受信します。受信したら[PROGRAM CHANGE EVENT LIST]の設定に従って、
ーンメモリー、エフェクトライブラリー、プレミアムラックライブラリーをリ
ールします。

 送信 》
PROGRAM CHANGE Tx]がONの場合、シーンメモリー、エフェクトライブラ
ー、プレミアムラックライブラリーがリコールされたときに[PROGRAM 
HANGE Table]の設定に従って送信します。
INGLE CHが選択されている場合、[Tx CH]のチャンネルで送信します。
ULTI CHが選択されている場合、リコールしたシーンメモリー、エフェクトライ
ラリー、プレミアムラックライブラリーが複数のPROGRAM NUMBERに割り当
られているときは、MIDI CHごとに一番小さいPROGRAM NUMBERで送信しま
。
お、CL Editorへの送信は、TABLEなどの内容が一致している保証がないので、
ROGRAM CHANGEを使った送信は行ないません(常にPARAMETER CHANGE
用いられます)。
ULTI MIDI CHかSINGLE CHかを選択できます。

INGLEの場合
x CHとOMNI CH、Tx CHを選べます。
ANK SELECT 付きにするかどうかを選べます。
ANKは16まで設定できます。

ULTIの場合
xとTx CHは同じになります。
サイン表はMIDI CHごとの設定になります。BANK SELECTは付きません。
IDI CHは16まで設定できます。

TATUS 1011nnnn Bn Control change

ATA 01100010 62 NRPN LSB

0vvvvvvv vv パラメーター番号のLSB
TATUS 1011nnnn Bn Control change *

ATA 01100011 63 NRPN MSB

0vvvvvvv vv パラメーター番号のMSB
TATUS 1011nnnn Bn Control change *

ATA 00000110 06 データエントリーのMSB
0vvvvvvv vv パラメーターデータのMSB

TATUS 1011nnnn Bn Control change *

ATA 00100110 26 データエントリーのLSB
0vvvvvvv vv パラメーターデータのLSB

* 2番目以降のSTATUSは、送信時には特に付ける必要はありません。
また、受信時はあってもなくても受信するようにしてください。

TATUS 1100nnnn Cn Program change

ATA 0nnnnnnn nn Program number (0-127)
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MIDI データフォーマット
ここでは、CLシリーズが解釈して送受信できるデータのフォー
マットを説明します。

1 CHANNEL MESSAGE

1.1 NOTE OFF (8n)
《 受信 》
[OTHER COMMAND ECHO]がONの場合は、MIDI OUTにECHOします。
[Rx CH]が一致した場合に受信して、Effectの制御に使用されます。

1.2 NOTE ON (9n)
《 受信 》
[OTHER COMMAND ECHO]がONの場合は、MIDI OUTにECHOします。
[Rx CH]が一致した場合に受信して、Effectの制御に使用されます。

1.3 CONTROL CHANGE (Bn)
送受信できるCONTROL CHANGEは、[NRPN] (ノンレジスタードパラメーター)と
任意にアサインした[TABLE](1CH x 110)の2種類あります。[TABLE]と[NRPN]はど
ちらかを選択します。

《 受信 》
[CONTROL CHANGE ECHO]がONの場合は、MIDI OUTにECHOします。
[TABLE] が選択されている場合は、[CONTROL CHANGE Rx]がONで[Rx CH]が一
致したときに受信し、[CONTROL CHANGE EVENT LIST]の設定に従って、パラ
メーターを制御します。設定できるパラメーターは、「コントロールチェンジにアサ
インできるパラメーターリスト」 (→P.248)をご参照ください。
また[NRPN]が選択されている場合は、[CONTROL CHANGE Rx]がONで[Rx CH]が
一致したときに受信し、NRPNのコントロール番号(62h, 63h)とDATA ENTRYのコ
ントロール番号(06h, 26h)の4つのメッセージを使って、決められたパラメーターを
制御します。

《 送信 》
[TABLE]が選択されている場合は、[CONTROL CHANGE EVENT LIST]で設定さ
れているパラメーターを操作したときに[CONTROL CHANGE Tx]がONであれば、
[Tx CH]のチャンネルで送信します。設定できるパラメーターは、「コントロール
チェンジにアサインできるパラメーターリスト」 (→P.248)をご参照ください。
また[NRPN]が選択されている場合は、決められたパラメーターを操作したときに
[CONTROL CHANGE Tx]がONであれば、[Tx CH]のチャンネルでNRPNのコント
ロール番号(62h, 63h)とDATA ENTRYのコントロール番号(06h, 26h)の4つのメッ
セージを使って送信します。設定できるパラメーターは、「コントロールチェンジに
アサインできるパラメーターリスト」 (→P.248)をご参照ください。
なお、CL Editorへの送信は、TABLEなどの内容が一致している保証がないので、
CONTROL CHANGEを使った送信は行ないません(常にPARAMETER CHANGE
が用いられます)。

CONTROL CHANGE Number 0と32は、BANK CHANGE用です。

[TABLE]を選択した場合

Control Valueをパラメーターデータに変換する計算式
paramSteps = paramMax – paramMin + 1;
add = paramWidth / paramSteps;
mod = paramWidth – add * paramSteps;
curValue = paramSteps * add + mod / 2;

(1) アサインしたパラメーターが128step未満の場合
paramWidth = 128; rxValue = Control value;

(2) アサインしたパラメーターが128step以上16,384step未満の場合
paramWidth = 16384;

(2-1) HighとLowのデータを受信した場合
rxValue = Control value(High) * 128 + Control value(Low);

(2-2) Lowのデータだけを受信した場合
rxValue = (curValue & 16256) + Control value(Low);

(2-3) Highのデータだけを受信した場合
rxValue = Control value(High) * 128 + (curValue & 127);

(3) アサインしたパラメーターが16,384step以上2,097,152step未満の場合
paramWidth = 2097152;

(3-1) HighとMiddleとLowのデータを受信した場合
rxValue = Control value(High) * 16384 + Control value(Middle) * 128 + Control value(Low);

(3-2) Lowのデータだけ受信した場合
rxValue = (curValue & 2097024) + Control value(Low);

(3-3) Middleのデータだけ受信した場合
rxValue = (curValue & 2080895) + Control value(Middle) * 128;

(3-4) Highのデータだけ受信した場合
rxValue = (curValue & 16383) + Control value(High) * 16384;

(3-5) MiddleとLowのデータだけ受信した場合
rxValue = (curValue & 2080768) + Control value(Middle) * 128 + Control value(Low);

(3-6) HighとLowのデータだけ受信した場合
rxValue = (curValue & 16256) + Control value(High) * 16384 + Control value(Low);

(3-7) HighとMiddleのデータだけ受信した場合
rxValue = (curValue & 127) + Control value(High) * 16384 + Control value(Middle) * 128;

if ( rxValue > paramWidth)
rxValue = paramWidth;
param = ( rxValue – mod / 2) / add;

[
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STATUS 1000nnnn 8n Note off message

DATA 0nnnnnnn nn Note number

0vvvvvvv vv Velocity (ignored)

STATUS 1001nnnn 9n Note on message

DATA 0nnnnnnn nn Note number

0vvvvvvv vv Velocity (1-127:on, 0:off)

STATUS 1011nnnn Bn Control change

DATA 00 Control number (00)

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

STATUS 1011nnnn Bn Control change

DATA 20 Control number (32)

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

STATUS 1011nnnn Bn Control change

DATA 0nnnnnnn nn Control number (1-5, 7-31, 33-37, 38-95, 
102-119) *

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

 * 0, 32, 96～101は使用できません。
 * control number 6, 38は使用できます。

S

D

S

D

S

D

S

D

 

S

D
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1) 0‒300 Scene Number (0 Request Only),
2) 1‒199 Input EQ Library Number (1‒40 Request Only)
3) 1‒199 Output EQ Library Number (1‒3 Request Only)
4) 1‒199 Dynamics Library Number (1‒41 Request Only)
5) 0‒199 GEQ Library Number (0 Request Only)
6) 1‒199 Effect Library Number (1‒27 Request Only)
7) 512‒583 Input 1-72,
8) 584‒599 STIN 1L-8R, 
9) 768‒791 MIX 1-24,
10) 1024‒1031 MATRIX 1-8,
11) 1280‒1282 STEREO L-C, 
12) 512‒530 GEQ 1-19, 531‒538 EFFECT GEQ 1-8,
13) 512‒519 EFFECT 1-8,
14) 512 Current Data,
15) 768 Current Data with Recall Safe,
16) 8192 Store Undo Data, 8193 Recall Undo Data, 8194 Clear Undo Data,
17) 0‒199 Input CH Library Number (0 Request Only),
18) 0‒199 Output CH Library Number (0 Request Only),
19) 512‒527 Premium Rack 1A, 1B, 2A, … 8A, 8B
20) 0‒100 Each Premium Effect Library Number (0 Request Only)
21) 1536‒1607 Input 1-72 (for Dynamics2), 
22) 1608‒1623 STIN 1L-8R (for Dunamics2),
23) 0-10 Dante Input Patch Library Number (0 Request Only)

リセットライブラリーに書き込みを行なった場合、データは破棄されます。
Lシリーズかどうかは固有のヘッダー(Model ID)で認識します。
HECK SUMは、BYTE COUNT(LOW)の後からCHECK SUMの前までを足して2
補数をとり、bit7を0として計算します。

HECK SUM = (-sum)&0x7F

ULK DUMPはいつでも受信でき、BULK DUMP REQUESTを受信するといつで
送信します。
ULK DUMP REQUESTに対しては、［Rx CH］のチャンネルで、BULK DUMPを送
します。
ータ部分は、8bits data×7wordsを7bits data×8wordsに変換した形で取り扱いま
。

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” *23)

Mixer Setup “MIXERSET” Fix (512)

Outport Setup “OUT_PORT” Fix (512)

Monitor Setup “MONITOR_” Fix (512)

MIDI Setup “MIDI_SET” Fix (512)

Lib Number “LIB_NUM_” Fix (512)

Program Change Table “PRGMCHG_” Fix (512)

Control Change Table “CTRLCHG_” Fix (512)

Preference (Current) “PREF_CUR” Fix (512)

Preference (Admin) “PREF_ADM” Fix (512)

Preference (Guest) “PREF_GST” Fix (512)

User Defined Keys (Current) “UDEF_CUR” Fix (512) include Knob, Encoder

User Defined Keys (Admin) “UDEF_ADM” Fix (512) include Knob, Encoder

User Defined Keys (Guest) “UDEF_GST” Fix (512) include Knob, Encoder

Custom Fader Bank (Current) “CFAD_CUR” Fix (512)

Custom Fader Bank (Admin) “CFAD_ADM” Fix (512)

Custom Fader Bank (Guest) “CFAD_GST” Fix (512)

User Level (Current) “UKEY_CUR” Fix (512)

User Level (Guest) “UKEY_GST” Fix (512)

Module Name(mm) Data Number(dd)
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2 SYSTEM REALTIME MESSAGE

2.1 SONG SELECT (F3)
《 受信 》
USBメモリーレコーダーのTITLE LIST画面で表示されているトラック番号を選択
する。

2.2 TIMING CLOCK (F8)
《 受信 》
EFFECTの制御に使われます。4分音符あたり24回送信されます。
OTHERのECHO対象です。

2.3 ACTIVE SENSING (FE)
《 受信 》
受信後400ms以内に何も受信しなかった場合は、Running StatusのクリアなどMIDI
の通信を初期化します。
ECHOの対象ではありません。

2.4 SYSTEM RESET (FF)
《 受信 》
受信した場合、Running StatusのクリアなどMIDIの通信を初期化します。
ECHOの対象ではありません。

3 SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE

3.1 MMC
MMC STOP
《 受信 》
[DEVICE NO.]が一致するか、7Fの時に受信し、停止します。

MMC PLAY
《 受信 》
[DEVICE NO.]が一致するか、7Fの時に受信し、再生を開始します。

MMC DEFERED PLAY
《 受信 》
[DEVICE NO.]が一致するか、7Fの時に受信し、再生を開始します。

MMC RECORD STROBE
《 受信 》
[DEVICE NO.]が一致するか、7Fの時に受信し、停止中の場合は録音を開始します。

MMC PAUSE
《 受信 》
[DEVICE NO.]が一致するか、7Fの時に受信し、再生中の場合は一時停止します。

3.2 BULK DUMP
本体内に記憶された各種メモリーの内容を入出力します。
基本フォーマットは以下のようになります。

CLシリーズがBulk Dumpで扱うDATA TYPEは以下のとおりです。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

プ
C
C
の
C

B
も
B
信
デ
す

STATUS 11110011 F3 Song select

Song number 0sssssss ss Song number (0-127)

STATUS 11111000 F8 Timing clock

STATUS 11111110 FE Active sensing

STATUS 11111111 FF System reset

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000001 01 Stop(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000010 02 Play(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000011 03 Deferred Play(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000110 06 Record strobe

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00001001 09 Pause(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Command rx/tx Function

F0 43 0n 3E cc cc 19 mm … mm dd 
dd … ee F7

rx/tx BULK DUMP DATA

F0 43 2n 3E 19 mm … mm dd dd F7 rx BULK DUMP REQUEST

Module Name(mm) Data Number(dd)

SCENE LIB “SCENE___” *1) *14) *15) *16)

INPUT EQ LIB “INEQ____” *2) *7) *8)

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” *3) *9) *10) *11)

Dynamics LIB “DYNA____” *4) *7) *8) *9) *10) *11) *21) *22)

INPUT CH LIB “INCHNNL_” *17) *7) *8)

OUTPUT CH LIB “OUTCHNNL” *18) *9) *10) *11)

GEQ LIB “GEQ_____” *5) *12)

EFFECT LIB “EFFECT__” *6) *13)

Premium Effect “PEFFECT_” *19)

Portico5033 LIB “P5033___” *20)

Portico5043 LIB “P5043___” *20)

U76 LIB “U76_____” *20)

Opt-2A LIB “OPT-2A__” *20)

EQP-1A LIB “EQ-1A___” *20)

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” *20)
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.1.3 データカテゴリー

.2 FUNCTION CALL – LIBRARY STORE, RECALL –
.2.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
 受信 》
PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUSに含まれるDevice 
umberが一致したときに受信します。
PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
信次第、指定のパラメーターを変更します。

 送信 》
PARAMETER CHANGE Tx]がONの場合、[Tx CH]の[Device Number] (MIDI CH)
送信します。

.2.2 ファンクションネーム

Data Category Name

0x01 00000001 Current Scene /Setup/Backup/
User Setup Data

TATUS 11110000 F0 System exclusive message

D No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

UB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

ROUP ID 00111110 3E Digital mixer

ODEL ID 00010010 19 CL Series

ATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

UNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE) 

01101001 "i" (ASCII CODE) 

01100010 "b" (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

ATA 0nnnnnnn nh Number High

0nnnnnnn nl Number Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

OX 11110111 F7 End of exclusive

Function Name

Store “LibStr__”

Recall “LibRcl__”

Unknown Factor Store “LibUnStr”

Unknown Factor Recall “LibUnRcl”

Store Undo (only Score) “LibStrUd”

Recall Undo (only Scene) “LibRclUd”
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［実データからBULKデータへの変換］
d[0-6]: 実データ
b[0-7]: BULKデータ
b[0] = 0;
for( I=0; I<7; I++){

if( d[I]&0x80){
b[0] ¦= 1<<(6-I);

}
b[I+1] = d[I]&0x7F;

}

［BULKデータから実データへの還元］
d[0-6]: 実データ
b[0-7]: BULKデータ
for( I=0; I<7; I++){

b[0] <<= 1;
d[I] = b[I+1]+(0x80&b[0]);

}

3.3 PARAMETER CHANGE
《 受信 》
［PARAMETER CHANGE ECHO］がONの場合にはECHOします。
［PARAMETER CHANGE Rx］がONで［Rx CH］とSUB STATUSに含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。PARAMETER CHANGE受信時は指定のパ
ラメーターを制御し、PARAMETER REQUEST受信時は指定パラメーターの現在
値をDevice Numberを［Rx CH］にしたPARAMETER CHANGEで送信します。

《 送信 》
［PARAMETER CHANGE Tx］がONで、CONTROL CHANGE送信が有効になって
いないパラメーターが変更された場合、［Tx CH］をDevice numberにした
PARAMETER CHANGEで送信します。
PARAMETER REQUESTに対する応答として［Rx CH］をDevice Numberにした
PARAMETER CHANGEで送信します。

4 PARAMETER CHANGE 詳細

4.1 CURRENT SCENE, SETUP, BACKUP, USER SETUP
4.1.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
《 受信 》
[PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUSに含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
受信次第、指定のパラメーターを変更します。

《 送信 》
[PARAMETER CHANGE Tx]がONで[CONTROL CHANGE EVENT LIST]に設定
されていないパラメーターを変更した場合、[Tx CH]の[Device Number]で送信しま
す。

4.1.2 フォーマット (PARAMETER REQUEST)
《 受信 》
[PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUSに含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
受信次第、指定のパラメーターの値をPARAMETER CHANGEで送信します。

4

4
4
《
[
n
[
受

《
[
で

4

Command rx/tx Function

F0 43 1n 3E 19 … F7 
RARAMETER CHANGE

rx/tx CLシリーズ専用パラメーターチェンジ

F0 43 3n 3E 19 … F7 
PARAMETER REQUEST

rx/tx CLシリーズ専用パラメーターリクエスト

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA Category 0ccccccc cc

DATA 0eeeeeee eh Element no High.

0eeeeeee el Element no Low.

0iiiiiii ih Index no High.

0iiiiiii il Index no Low.

0ccccccc ch Channel no High.

0ccccccc cl Channel no Low.

0ddddddd dd Data

: :

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA Category 0ccccccc cc

DATA 0eeeeeee eh Element no High.

0eeeeeee el Element no Low.

0iiiiiii ih Index no High.

0iiiiiii il Index no Low.

0ccccccc ch Channel no High.

0ccccccc cl Channel no Low.

EOX 11110111 F7 End of exclusive
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.3.2 ファンクションネーム

.3.3 モジュールネーム

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

ATA 0sssssss sh number -source start High

0sssssss sl number -source start Low

0eeeeeee eh number -source end High

0eeeeeee el number -source end Low

0ddddddd dh number -destination start High

0ddddddd dl number -destination to start Low

OX 11110111 F7 End of exclusive

Function Name

Copy “LibCpy__”

Paste “LibPst__”

Clear “LibClr__”

Cut “LibCut__”

Insert “LibIns__”

Edit Undo “LibEdtUd”

Module Name Function

SCENE LIB “SCENE___” Copy, Paste, Clear, Cut, Insert, EditUndo

INPUT EQ LIB “INEQ____” Clear Only

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” Clear Only

Dynamics LIB “DYNA____” Clear Only

INPUT CH LIB “INCHNNL_” Clear Only

OUTPUT CH LIB “OUTCHNNL” Clear Only

GEQ LIB “GEQ_____” Clear Only

EFFECT LIB “EFFECT__” Clear Only

Portico5033 LIB “P5033___” Clear Only

Portico5043 LIB “P5043___” Clear Only

U76 LIB “U76_____” Clear Only

Opt-2A LIB “OPT-2A__” Clear Only

EQP-1A LIB “EQ-1A___” Clear Only

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” Clear Only

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” Clear Only
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4.2.3 モジュールネーム

*1) 0:CH1 ‒ 71:CH72
72:ST IN 1L ‒ 87:ST IN 8R

*2) 256:MIX 1 ‒ 279:MIX 24
*3) 512:MATRIX 1 ‒ 519: MATRIX 8
*4) 1024:STEREO L ‒ 1026:STEREO C
*5) リコール先またはストアの元データが1つのものは512を使う
*6) 0: GEQ1A, 1: GEQ1B, 2: GEQ2A, … 36: GEQ19A, 37:GEQ19B

38: EFFECT GEQ1A, 39: EFFECT GEQ1B, 
40: EFFECT GEQ2A, … 52: EFFECT GEQ8A, 53: EFFECT GEQ8B

*7) 0:Effect1- 7:Effect8
*8) 1280:CH1 ‒ 1351:CH72

1352:ST IN 1L ‒ 1367:ST IN 8R
*9) 0: Premium Rack 1A, 1: Premium Rack 1B, 

2: Premium Rack 2A, … 14: Premium Rack 8A, 15: Premium Rack 8B

4.3 FUNCTION CALL – LIBRARY EDIT –
4.3.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
《 受信 》
[PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUSに含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
受信次第、指定のmemory/libraryを変更します。

《 送信 》
リクエストに対して、PARAMETER CHANGEを送信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはメッセージをそのまま送信しま
す。

4

4

Module Name

Scene “SCENE___”

Input EQ “INEQ____”

Output EQ “OUTEQ___”

Dynamics “DYNA____”

Input CH “INCHNNL_”

Output CH “OUTCHNNL”

GEQ “GEQ_____”

Effect “EFFECT__”

Portico5033 “P5033___”

Portico5043 “P5043___”

U76 “U76_____”

Opt-2A “OPT-2A__”

EQP-1A “EQ-1A___”

DynamicEQ “DYNAEQ__”

Dante Input Patch “DANTEIN_”

Function Number Channel*1) tx/rx

“LibStr__” SCENE 1-300 *5) tx/rx
INPUT EQ LIB 41-199 *1) tx/rx
OUTPUT EQ LIB 4-199 *2) *3) *4) tx/rx
Dynamics LIB 42-199 *1) *2) *3) *4) *8) tx/rx
INPUT CH LIB 1-199 *1) tx/rx
OUTPUT CH LIB 1-199 *2) *3) *4) tx/rx
GEQ LIB 1-199 *6) tx/rx
EFFECT LIB 28-199 *7) tx/rx
Premium Effect LIB 1-100 *9) tx/rx
Dante Input Patch LIB 1-10 *5) tx/rx

“LibUnStr” SCENE 1-300 0 tx
INPUT EQ LIB 41-199 0 tx
OUTPUT EQ LIB 4-199 0 tx
Dynamics LIB 42-199 0 tx
INPUT CH LIB 1-199 0 tx
OUTPUT CH LIB 1-199 0 tx
GEQ LIB 1-199 0 tx
EFFECT LIB 28-199 0 tx
Premium Effect LIB 1-100 0 tx
Dante Input Patch LIB 1-10 0 tx

“LibRcl__” SCENE 0-300 *5) tx/rx
INPUT EQ LIB 1-199 *1) tx/rx
OUTPUT EQ LIB 1-199 *2) *3) *4) tx/rx
Dynamics LIB 1-199 *1) *2) *3) *4) *8) tx/rx
INPUT CH LIB 0-199 *1) tx/rx
OUTPUT CH LIB 0-199 *2) *3) *4) tx/rx
GEQ LIB 0-199 *6) tx/rx
EFFECT LIB 1-199 *7) tx/rx
Premium Effect LIB 0-100 *9) tx/rx
Dante Input Patch LIB 0-10 *5) tx/rx

“LibUnRcl” SCENE 0 *5) tx
INPUT EQ LIB 0 *1) tx
OUTPUT EQ LIB 0 *2) *3) *4) tx

Dynamics LIB 0 *1) *2) *3) *4) *8) tx
INPUT CH LIB 0 *1) tx
OUTPUT CH LIB 0 *2) *3) *4) tx
GEQ LIB 0 *6) tx
EFFECT LIB 0 *7) tx
Premium Effect LIB 0 *9) tx
Dante Input Patch LIB 0 *5) tx

“LibStrUd” SCENE 0 0

“LibRclUd” SCENE 0 0

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE) 

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

Function Number Channel*1) tx/rx

D

E
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.5 EXIST LIBRARY RANGE
.5.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
 送信 》
LシリーズがLibrary Exist request commandを受信次第、下記のパラメーター
ェンジで返信します。
のパケットは、Request Numberから最も近い、最小のread onlyではない存在して
るlibrary numberを示しています。

Example-

CENE is stored 5,6,7,10,100 and 101

equest Number: 0 

ata : Valid, Top Number : 5, End Number 7

equest Number: 8

ata : Valid, Top Number : 10, End Number 10

equest Number: 11

ata : Valid, Top Number : 100, End Number 101

equest Number: 102 

ata : Invalid, Top Number : 0, End Number 0

TATUS 11110000 F0 System exclusive message

D No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

UB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

ROUP ID 00111110 3E Digital mixer

ODEL ID 00010010 19 CL Series

ATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

UNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000101 "E" (ASCII CODE)

01111000 "x" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01110011 "s" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

ATA 0sssssss ss Data Status ( 0:Invalid data,1:Valid Data )

0nnnnnnn nh Request Number High

0nnnnnnn nl Request Number Low

0ttttttt th Top Number High

0ttttttt tl Top Number Low

0eeeeeee eh End Number High

0eeeeeee el End Number Low

OX 11110111 F7 End of exclusive
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4.4 FUNCTION CALL – LIBRARY ATTRIBUTE –
4.4.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
《 受信 》
[PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUSに含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
受信次第、指定のmemory/libraryのtitleを変更します。

《 送信 》
リクエストに対して、PARAMETER CHANGEを送信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはメッセージをそのまま送信しま
す。

4.4.2 フォーマット (PARAMETER REQUEST)
《 受信 》
受信次第、Device numberを[Rx CH]にしてPARAMETER CHANGEを送信します。

4.4.3 モジュールネーム

4
4
《
C
チ
こ
い
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STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000001 "A" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

01110010 "r" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Scene/Library number High

0nnnnnnn nl Scene/Library number Low

0eeeeeee eh Element High

0eeeeeee el Element Low

0iiiiiii ih Index High

0iiiiiii il Index Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

0000dddd dd Data28~31bit

0ddddddd dd Data21~27bit

0ddddddd dd Data14~20bit

0ddddddd dd Data7~13bit

0ddddddd dd Data0~6bit

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000001 "A" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

01110010 "r" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Scene/Library number High

0nnnnnnn nl Scene/Library number Low

0eeeeeee eh Element High

0eeeeeee el Element Low

0iiiiiii ih Index High

0iiiiiii il Index Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name Number

SCENE LIB “SCENE___” 0-300 (0:response only)

INPUT EQ LIB “INEQ____” 1-200 (1-40:response only)

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” 1-200 (1-3:response only)

Dynamics LIB “DYNA____” 1-200 (1-41:response only)

INPUT CH LIB “INCHNNL_” 0-200 (0:response only)

OUTPUT CH LIB “OUTCHNNL” 0-200 (0:response only)

GEQ LIB “GEQ_____” 0-200 (0:response only)

EFFECT LIB “EFFECT__” 1-200 (1-27:response only)

Portico5033 LIB “P5033___” 0-100 (0:response only)

Portico5043 LIB “P5043___” 0-100 (0:response only)

U76 LIB “U76_____” 0-100 (0:response only)

Opt-2A LIB “OPT-2A__” 0-100 (0:response only)

EQP-1A LIB “EQ-1A___” 0-100 (0:response only)

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” 0-100 (0:response only)

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” 0-10 (0:response only)
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.7 FUNCTION CALL – MODULE –
.7.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
 受信 》
PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUS に含まれるDevice 
umberが一致したときに受信します。
PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
信次第、該当するエフェクトの機能が動作します(エフェクトタイプによる)。

.7.2 モジュールネーム

ffect Typeが異なるときには機能しません。

User Defined Keys (Admin) “UDEF_ADM”

User Defined Keys (Guest) “UDEF_GST”

Custom Fader Bank (Current) “CFAD_CUR”

Custom Fader Bank (Admin) “CFAD_ADM”

Custom Fader Bank (Guest) “CFAD_GST”

User Level (Current) “UKEY_CUR”

User Level (Guest) “UKEY_GST”

TATUS 11110000 F0 System exclusive message

D No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

UB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

ROUP ID 00111110 3E Digital mixer

ODEL ID 00010010 19 CL Series

ATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

UNCTION NAME 01001101 "M"

01101111 "o"

01100100 "d"

01000110 "F"

01111000 "x"

01010100 "T"

01110010 "r"

01100111 "g"

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

ATA 0eeeeeee ee Effect number (0:RACK1 - 7:RACK8)

0ppppppp pp Release:0, Press:1

OX 11110111 F7 End of exclusive

 Module Name  Number

Freeze Play button “FRZPLAY_” 0:RACK1, 2:RACK3, 4:RACK5, 6:RACK7

Freeze Record button “FRZREC__” 0:RACK1, 2:RACK3, 4:RACK5, 6:RACK7

Module Name
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4.5.2 フォーマット (PARAMETER REQUEST)
《 受信 》
受信次第、Device numberを[Rx CH]にしてPARAMETER CHANGEを送信します。

4.5.3 モジュールネーム

4.6 FUNCTION CALL – COLLECTION STORE –
4.6.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
《 送信 》
[PARAMETER CHANGE Tx]がONの場合、[Tx CH]の[Device Number]で送信しま
す。

4.6.2 ファンクションネーム

4.6.3 モジュールネーム

4
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STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000101 "E" (ASCII CODE)

01111000 "x" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01110011 "s" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Request Number High

0nnnnnnn nl Request Number Low

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name Number

SCENE LIB “SCENE___” 1-300

INPUT EQ LIB “INEQ____” 41-200

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” 4-200

Dynamics LIB “DYNA____” 42-200

INPUT CH LIB “INCHNNL_” 1-200

OUTPUT CH LIB “OUTCHNL” 1-200

GEQ LIB “GEQ_____” 1-200

EFFECT LIB “EFFECT__” 55-200

Portico5033 LIB “P5033___” 1-100

Portico5043 LIB “P5043___” 1-100

U76 LIB “U76_____” 1-100

Opt-2A LIB “OPT-2A__” 1-100

EQP-1A LIB “EQ-1A___” 1-100

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” 1-100

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” 1-10

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "C" (ASCII CODE)

01101001 "o" (ASCII CODE)

01100010 "l" (ASCII CODE)

01010101 "U" (ASCII CODE)

01101110 "n" (ASCII CODE)

01010011 "S" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

01110010 "r" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Number High

0nnnnnnn nl Number Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Function Number tx/rx

“ColUnStr” Setup 0 tx
User Defined Key 0 tx
Program Change 0 tx
Control Change 0 tx

Module Name

Mixer Setting “MIXERSET”

Outport Setting “OUT_PORT”

Monitor Setting “MONITOR_”

MIDI Setting “MIDI_SET”

Lib Number “LIB_NUM_”

Program Change Table “PRGMCHG_”

Control Change Table “CTRLCHG_”

Preference (Current) “PREF_CUR”

Preference (Admin) “PREF_ADM”

Preference (Guest) “PREF_GST”

User Defined Keys (Current) “UDEF_CUR”

S

I

S

G

M

D

F

M

D

E
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4.8  FUNCTION CALL – CHANNEL –
4.8.1 Pair ON/OFF Trigger フォーマット (PARAMETER CHANGE)
《 受信 》
[PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUS に含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。

4.8.2 モジュールネーム

*1) 0 :CH1 - 71:CH72
256 :MIX 1 - 279:MIX 24
512 :MATRIX 1 - 519: MATRIX 8

4.9 LEVEL METER DATA
4.9.1 フォーマット (PARAMETER CHANGE)
Level MeterのRequestを受信することによって送信が有効(enable)になると、指定
されたメーター情報を50msecごとに10秒間送信します。 
連続してメーターの情報を送信させたい場合は、最低10秒以内の間隔でRequestを
送り続ける必要があります。

《 受信 》
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。

《 送信 》
Requestによって送信が有効になると、指定されたメーター情報を一定間隔ごとに
一定時間送信します。(送信間隔と送信時間は機種で異なります。)
電源を入れ直したときや、PORTの設定を変更した場合には、送信の無効(disable)に
なります。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはそのメッセージをそのまま送信
します。

4.9.2 フォーマット (PARAMETER REQUEST)
《 受信 》
[PARAMETER CHANGE Rx]がONで[Rx CH]とSUB STATUS に含まれるDevice 
numberが一致したときに受信します。
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはECHOします。
受信次第、Addressで指定されたメーター情報を[Rx CH]のチャンネルで一定間隔ご
とに一定時間送信します。(送信間隔と送信時間は機種で異なります。)
また、Address UL = 0x7Fで受信したら、直ちにすべてのメーターデータの送信を
停止します(disable)。

《 送信 》
[PARAMETER CHANGE ECHO]がONの場合にはそのメッセージをそのまま送信
します。

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01000011 "C"
01101000 "h"
01101100 "l"
01010000 "P"
01101001 "i"
01110010 "r"
01000011 "C"
01110000 "p"

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0sssssss sh Source Channel Number H *1)

0sssssss sl Source Channel Number L *1)

0ddddddd dh Destination Channel Number H *1)

0ddddddd dl Destination Channel Number L *1)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

 Module Name

Pair On (with Copy) “PAIRONCP”

Pair On (with Reset Both) “PAIRONRS”

Pair Off “PAIROFF_”

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00100001 21 REMOTE LEVEL METER

DATA 0mmmmmmm mm ADDRESS UL

0mmmmmmm mm ADDRESS LU

0mmmmmmm mm ADDRESS LL

0ddddddd dd Data1

: :
EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00010010 19 CL Series

DATA CATEGORY 00100001 21 REMOTE LEVEL METER

DATA 0mmmmmmm mm ADDRESS UL

0mmmmmmm mm ADDRESS LU

0mmmmmmm mm ADDRESS LL

0ccccccc ch Count H

0ccccccc cl Count L

EOX 11110111 F7 End of exclusive
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USBメモリーで保存 /リネーム /ディレクトリー作成しようと
した名称と、同じ名称のファイル /ディレクトリーが存在する。

内部的なファイルアクセスエラー

USBメモリー上のファイルが書き込み禁止になっているため上
書きできなかった。

メモリーの初期化が完了した。

ヘルプファイルが読み込まれていない。

IP アドレスやゲートウェイアドレスの設定が不正である。

ork.

何らかの理由でMAC Address 設定が壊れたため、Network 端子
による通信ができない。
取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されているヤマハ修理ご相談セ
ンターにお問い合わせください。

USBメモリーのフォーマットが不正もしくは未対応のフォー
マットだったため、アクセスできなかった。

内蔵 (INT) 電源の通電が停止した。または何らかの異常が発生し
た。取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されているヤマハ修理ご相
談センターにお問い合わせください。

内蔵 (INT) 電源が正常に起動した。

インプットチャンネルのDYNAMICS1 ポップアップ画面から他
の画面に切り替えたので、KEY IN CUE を解除した。

USBメモリーからの読み込みが中断された。

USBメモリーからの読み込みが完了した。

バックアップバッテリーの電圧が下がっている。

eded! USB Memory Recorder が管理できるソング数を超えた。

バックアップバッテリーが消耗しているなどの理由で内部バック
アップメモリーのデータが壊れたため、全データを初期化した。
取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されているヤマハ修理ご相談セ
ンターにお問い合わせください。

MIDI 入力ポートに適切でない信号が入力されている。

MIDI 入力ポートの受信データ量が多すぎる。

MIDI 出力ポートの送信データ量が多すぎる。

RECORDER 画面で \YPE\SONGS\ より上の階層に移動できま
せん。

GLOBAL PASTE 画面で、コピー元のチャンネルが選ばれていな
い。

Global Paste 画面でペーストする項目を選択していない状態で
ペーストしようとした。

HELP データ内のセクションが見つからない。

音楽ファイルの ID3 タグがないので、編集できない。

外部接続されている AD8HRからの応答がない。

I/O デバイスから応答がない。

現在の画面 /ポップアップをブックマーク登録した。

概要
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ワーニング /エラーメッセージ
メッセージ 概要

xxx Parameters Copied. xxx のパラメーターがコピーバッファーにコピーされた。

xxx Parameters Initialized. xxx のパラメーターが初期化された。

xxx Parameters Pasted. xxx のパラメーターがコピーバッファーからペーストされた。

xxx Parameters Swapped with Copy Buffer. xxx のパラメーターとコピーバッファーの内容を入れ替えた。

ALTERNATE FUNCTION: Turned off! ALTERNATE FUNCTIONが解除された。

Assignment is Restricted to Max. 8 Sources! モニターのDEFINE 機能は最大 8つのソースまでしか選択でき
ないが、それ以上のソースを割り当てようとした。

Cannot Assign! CL3/CL1 の USER DEFINED KEYS ポップアップなどで、その
機種には設定できない項目を設定しようとした。

Cannot Bookmark This Popup. このポップアップはブックマーク登録できない。

Cannot Mount This Type of Device in This 
Position.

特定のデバイスをマウントできない位置にマウントしようとし
た。

Cannot Paste! 文字列をペーストできない。

Cannot Recall! シーンメモリーやライブラリーのリコールに失敗した。

Cannot Select This Channel. ユーザーレベルなどの理由により操作できないチャンネルを選択
しようとした。

Cannot Store! シーンメモリーやライブラリーのストアに失敗した。

Cannot Undo! アンドゥできないときに、[UNDO] ボタンを押した。

Channel Copied. チャンネル設定のコピーが完了した。

Channel Moved. チャンネル設定の移動が完了した。

Channel Returned to Default Settings. チャンネルの設定が、初期設定に戻りました。

Couldn’t Access File. USBメモリー上のファイルが何らかの理由でアクセスできな
かった。

Couldn’t Write File. USBメモリーにファイルを保存できなかった。

Current User Changed. [xxx] 現在のユーザーが xxx に変更された。

Directory Not Empty! ディレクトリーを削除しようとしたが、ディレクトリー内にファ
イルが残っているため削除できなかった。

EDITOR: Data Framing Error!
EDITOR: Data Overrun! CL Editor との間で適切でない信号が通信されている。

EDITOR: Rx Buffer Full! CL Editor の入力ポートの受信データ量が多すぎる。

EDITOR: Tx Buffer Full! CL Editor の出力ポートの送信データ量が多すぎる。

EFFECT CUE: Turned Off. EFFECT ポップアップ画面またはプレミアムラックのポップ
アップ画面から他の画面に切り替えたので、CUE を解除した。

External HA Connection Conflict! 外部HAへの接続状態がシーンをストアしたときと異なるため、
外部HAのデータがリコールできなかった。

External Power Supply is Cut Off! CL シリーズに接続されているパワーサプライ PW800(EXT) の
通電が停止した。

File Access is Busy! USBメモリーにアクセス中のため、次の操作はまだできない。

File Already Exists!

File Error [xx]!

File Protected!

Flash Memory Initializing Finished.

Help File Not Found!

Illegal Address!

Illegal MAC Address! Cannot Use Netw

Illegal Storage Format!

Internal Power Supply is Cut Off!

Internal Power Supply is Turned On.

KEY IN CUE: Turned Off.

Loading Aborted.

Loading Finished.

Low Battery!

Maximum Number of Audio Files Exce

Memory Error! All Memories were 
Initialized.

MIDI: Data Framing Error!
MIDI: Data Overrun!

MIDI: Rx Buffer Full!

MIDI: Tx Buffer Full!

No Access From Recorder!

No channel selected.

No Copy Item Selected.

No Corresponding Help Items.

No ID3 Tag exists. You can not edit.

No Response from External HA.

No Response from I/O DEVICE.

Page Bookmarked.

メッセージ
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USBメモリーに十分な空き領域がなかったため、ファイルを保
存できなかった。

USBメモリーが認識できなかった。

USBメモリーの準備ができていないため、アクセスできない。

[xxx] の信号がCLシリーズと同期していない。

画面上に TAP TEMPO ボタンが表示されていないので、タップ
操作が無視された。

この操作をする権限が与えられていないため無視された。

ビットマップファイルサイズが大きすぎてロードできない。対応
しているファイルサイズは 307,256Bytes 以下です。

re.
31band GEQをコピーして Flex15GEQ とコンペアするときに、
コピー元で 16バンド以上が設定されていたため、コンペアでき
なかった。

o 31band GEQをコピーして Flex15GEQ にペーストするときに、
コピー元で 16バンド以上が設定されていたため、ペーストでき
なかった。

スロットに装着されている I/O カードの消費電力が規定値を超え
た。

操作したノブに対応するパラメーターが存在しないため無視され
た。

USBメモリーから、対応していないフォーマットのファイルを
読み込もうとした。

ction! USB Memory Recorder が録音再生中のため、Save/Load などの
機能が使えない。

D!
USBメモリーにミキサーのシーンメモリー /ライブラリーなど
のデータをセーブ /ロードしているのでレコーダーの操作ができ
ない。

! USBメモリーの処理に時間がかかり、録音 /再生を停止した。

USBメモリーの空き容量が不足しているため、RECORDERの
プレイリストを保存できない。

USB Memory Recorder 動作中にUSB メモリーの容量が不足し
たため、Recorder の処理を停止した。

USBメモリーのプロテクトがオンになっている。

USB Memory Recorder 動作中にUSB メモリーを抜いたため、
Recorder の処理を停止した。

B 
USBの過電流のため、USBデバイスを切断した。

ワードクロックとの同期が外れたためレコーダーを停止した。

オーディオファイルのフォーマットが不正である。

入力したパスワードが間違っている。

WORD CLOCK画面のMASTER CLOCK SELECT で選択した
ソースが適切ではないので、CLシリーズが同期できない。

現在のユーザーには、ユーザー認証キーを作成する権限が与えら
れていない。

概要
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Password Changed. パスワードが変更された。

PLAYBACK OUT CUE: Turned Off. RECORDER 画面からほかの画面に切り替えたので、
PLAYBACK OUT の CUEを解除した。

PlayBack Failed: Recorder is Busy! 録音中のため、オーディオファイルをリンク再生できない。

Please wait, Dante patch is proceeding now. DANTE PATCH画面で PATCHが行なえないタイミングで設定
しようとした。

Power Supply Fan has Malfunctioned!
内蔵電源の冷却ファンが停止した。取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に
記載されているヤマハ修理ご相談センターにお問い合わせくださ
い。

Processing Aborted. 処理が中断された。

PREVIEW Mode : Cannot Use This Function. Preview 中にこの機能は使用できないため無視された。

PREVIEW Mode : Disabled Preview が無効になった。

PREVIEW Mode : Enabled Preview が有効になった。

Re-Enter Password! ユーザーパスワードの設定時に、パスワードの再入力がされてい
ない。

RECORDER: CODEC Error [0x%08X] ! RECORDER 画面でコーデックエラーが発生した。

Recorder Busy: Operation Aborted! レコーダーの処理に時間がかかり、ボタンの操作をキャンセルし
た。

RECORDER IN CUE: Turned Off. RECORDER 画面からほかの画面に切り替えたので、
RECORDER IN の CUEを解除した。

Removed from the Channel Link group. チャンネルがリンクグループから外れた。

Saving Aborted. USBメモリーへの保存が中断された。

Saving Finished. USBメモリーへの保存が完了した。

SCENE #xxx is Empty! リコールしようとしたシーンにデータがストアされていない、ま
たはデータが壊れていてリコールできない。

SCENE #xxx is Protected! プロテクトがかかったシーンに対して、上書きでストアしようと
した。

SCENE #xxx is Read Only! 読み込み専用のシーンに対して上書きでストアしようとした。

Scene Playback Link Canceled! シーンのオーディオ再生とのリンクが解除された。

SLOT x: Data Framing Error!
SLOT x: Data Overrun! SLOT x の入力ポートに適切でない信号が入力されている。

SLOT x: Rx Buffer Full! SLOT x の入力ポートの受信データ量が多すぎる。

SLOT x: Tx Buffer Full! SLOT x の出力ポートの送信データ量が多すぎる。

Some Song Files Are Unidentified.
識別できないソングファイルがあった。 設定したときと異なった
SONGが DIRECT PLAY、SCENE PLAY BACK LINK で使用さ
れる可能性があります。

Song File Not Found! SCENE LINK または USER DEFINED KEY の DIRECT PLAY
に割り当てていたファイルが存在しない。

STAGEMIX: Data Framing Error!
STAGEMIX: Data Overrun! StageMix との間で適切でない信号が通信されている。

STAGEMIX: Rx Buffer Full! StageMix の入力ポートの受信データ量が多すぎる。

STAGEMIX: Tx Buffer Full! StageMix の出力ポートの送信データ量が多すぎる。

メッセージ 概要

Storage Full!

Storage Not Found!

Storage Not Ready!

Sync Error! [xxx]

Tap Operation Ignored.

This Operation is Not Allowed.

Too Large Files! Loading Failed.

Too Many Bands Used! Cannot Compa

Too Many Bands Used! Cannot Paste t
Flex15GEQ.

Total Slot Power Capability Exceeded!

Unassigned Encoder.

Unsupported File Format!

USB Currently Active for Recorder fun

USB Currently Active for SAVE or LOA

USB Memory Busy: Recorder Stopped

USB Memory Full !

USB Memory Full! Recorder Stopped.

USB Memory is Protected!

USB Memory Unmounted! Recorder 
Stopped.

USB over current Error! Disconnect US
device.

Word Clock Error! Recorder Stopped!

Wrong Audio File Format!

Wrong Password!

Wrong Word Clock!

You Cannot Create User Key.

メッセージ
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Fs= 44.1 kHz or 48 kHz

A-weight filter.

L Conditions Min. Typ. Max. Unit

 Ω AD + DA, GAIN: –6dB 108 dB

 Ω DA Converter 112 dB

Conditions Min. Typ. Max. Unit

44.1 kHz
45.9375 kHz (44.1 kHz +4.1667%)
44.1441 kHz (44.1 kHz +0.1%)
44.0559 kHz (44.1 kHz –0.1%)
42.336 kHz (44.1 kHz –4.0%) 

–200 +200 ppm
48 kHz
50 kHz (48 kHz +4.1667%)
48.048 kHz (48 kHz +0.1%)
47.952 kHz (48 kHz –0.1%)
46.080 kHz (48 kHz –4.0%)

ITAL IN Fs= 44.1 kHz
ITAL IN Fs= 48 kHz 10 ns

d Clock : Int 44.1 kHz 44.1
kHz

d Clock : Int 48 kHz 48

d Clock : Int 44.1 kHz
–50 +50 ppm

d Clock : Int 48 kHz

d Clock : Int 44.1 kHz 4.429
ns

d Clock : Int 48 kHz 4.069
273

電気特性
All faders are nominal when measured. Output impedance of signal generator:150ohms

■ Frequency Response Fs= 44.1 kHz or 48 kHz @20 Hz–20 kHz, referenced 
to the nominal output level @1 kHz

■ Gain Error Fs= 44.1 kHz or 48 kHz @1 kHz

■ Total Harmonic Distortion Fs= 44.1 kHz or 48 kHz

* Total Harmonic Distortion is measured with a 18 dB/octave filter @80 kHz

■ Hum & Noise Fs= 44.1 kHz or 48 kHz, EIN= Equivalent Input Noise

* Hum & Noise are measured with A-weight filter.

■ Dynamic Range

* Dynamic Range are measured with 

■ Sampling FrequencyInput Output RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

OMNI IN 1-8
OMNI OUT 1-8 600 Ω

GAIN: +66dB
–1.5 0.0 0.5

dB
PHONES 8 Ω –3.0 0.0 0.5

Input Output RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

OMNI IN 1-8 OMNI OUT 1-8 600 Ω

Input level : –62 dBu , GAIN : +66 dB 
 Output level +4.0 dBu (Typ.)

–2.0 0 2.0

dB

Input level : +10 dBu , GAIN : –6 dB 
 Output level +4.0 dBu (Typ.)

Internal OSC
OMNI OUT 1-8 600 Ω Full scale output, Output level : 

+24.0 dBu (Typ.) –0.5 0 0.5

PHONES 8 Ω –30 dBFs, phones level control : max. 
 Output level 0 dBu (Typ.) –0.5 0 0.5

Input Output RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

OMNI IN 1-8 OMNI OUT 1-8 600 Ω
+4 dBu @20 Hz–20 kHz, GAIN: +66dB 0.1

%
+4 dBu @20 Hz–20 kHz, GAIN: –6dB 0.05

Internal OSC
OMNI OUT 1-8 600 Ω Full Scale Output @1 kHz 0.02

PHONES 8 Ω Full Scale Output @1 kHz, PHONES Level 
Control: Max. 0.2

Input Output RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

OMNI IN 1-8 OMNI OUT 1-8 600 Ω

Rs= 150 Ω, GAIN: +66dB
Master fader at nominal level and one 
Ch fader at nominal level. 

–128
EIN

dBu

–62

Rs= 150 Ω, GAIN: –6dB
Master fader at nominal level and one 
Ch fader at nominal level. 

–84 –79

All INPUTs OMNI OUT 1-8 600 Ω
Rs= 150 Ω, GAIN: –6dB
Master fader at nominal level and all 
OMNI IN 1-8 in faders at nominal level.

–70

— OMNI OUT 1-8 600 Ω Residual Output Noise, ST Master Off –88

— PHONES 8 Ω Residual Output Noise, PHONES Level 
Control Min. –88

Input Output R

OMNI IN 1-8 OMNI OUT 1-8 600

— OMNI OUT 1-8 600

Parameter

External Clock

Frequency 
Range 

Fs= 
Fs= 
Fs= 
Fs= 
Fs= 

Fs= 
Fs= 
Fs= 
Fs= 
Fs= 

Jitter of PLL DIG
DIG

Internal Clock

Frequency
Wor

Wor

Accuracy
Wor

Wor

Jitter
Wor

Wor
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Output Function

Output Port

Processor

Function Parameter

Attenuator –96 dB to 0 dB

4Band Equalizer

Frequency= 20 Hz to 20 kHz

Gain= –18 dB to +18 dB

Q= 0.10 to 10.0

Low Shelving (Low Band)

High Shelving, LPF (High Band)

Type I/Type II

Insert Insert Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Dynamics 1

Type: Comp/Expander/Compander H/Compander S

Threshold= –54 dB to 0 dB

Ratio= 1:1 to ∞:1
Compander: 1:1 to 20:1

Attack= 0 msec to 120 msec

Release= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6msec to 46.1 sec

Gain= –18 dB to 0 dB, 0 dB to + 18 dB

Knee= Hard to 5 (soft)

Key In: Self Pre EQ/Self Post EQ/Mix Out21-24 MIX24/
MTRX1-8/STIN LR/MONO(C) (8ch block)

Width= 1 dB to 90 dB

Fader Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

On On/Off

Pan/Balance Position L63 to R63

Mute Group 8 Groups

Mix to Matrix 
Stereo to Matrix

Matrix Send Point: Pre Fader/Post On

Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

Oscillator Level= 0 to –96dB (1 dB step)
On/Off= Software control

Function Parameter

Out Port Delay 0 msec to 1000 msec

Out Port Phase Normal/Reverse

Gain –96 to +24 dB

Function Parameter

GEQ 31 bands x 16(24) or 15 bands x 32(48) systems

Effects Stereo In/Stereo Out multi effector x 8 systems

Premium Rack 
Parameter

Stereo(Dual) In/Stereo(Dual) Out Premium Rack x 
8 systems
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ミキサー基本パラメーター

■ Libraries

■ Input Function

■

■

■

Name Number Total

Scene Memory Preset 1 + User 300 301

Input CH Library Preset 1 + User 199 200

Output CH Library Preset 1 + User 199 200

Input EQ Library Preset 40 + User 159 199

Output EQ Library Preset 3 + User 196 199

Dynamics Library Preset 41 + User 158 199

Effect Library Preset 27 + User 172 199

GEQ Library Preset 1 + User 199 200

Premium Rack Library
Portico5033
Portico5043
U76
Opt-2A
EQ-1A
DynamicEQ

Preset 1 + User 199 200

Dante Input Patch Library Preset 1 + User 10 11

Function Parameter

Phase Normal/Reverse

Digital Gain –96 dB to +24 dB

HPF
Slope= 12 dB/Oct

Frequency= 20 Hz to 600 Hz

Attenuator –96 dB to 0 dB

4 Band 
Equalizer

Frequency= 20 Hz to 20 kHz

Gain= –18 dB to +18 dB

Q= 0.10 to 10.0

Low Shelving (Low Band)

High Shelving, LPF (High Band)

Type I/Type II

Insert Insert Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Direct Out Direct Out Point: Pre HPF/Pre EQ/Pre Fader/Post On

Dynamics 1

Type: Gate/Ducking/Comp/Expander

Threshold= Gate: –72 dB to 0 dB
Others: –54 dB to 0 dB

Ratio= 1:1 to ∞:1

Attack= 0 msec to 120 msec

Hold= 48 kHz: 0.02 msec to 1.96 sec
44.1 kHz: 0.02 msec to 2.13 sec

Decay= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Releace= 48 kHz: 5msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Range= Gate: –∞ dB to 0 dB
Ducking: –70 dB to 0 dB

Gain= 0.0 dB to +8dB

Knee= Hard to 5 (soft)

Key In: Self Pre EQ/Self Post EQ/Mix Out21-24
Ch1-STIN8R (8ch block)

Key In Filter: HPF/LPF/BPF

Dynamics2

Type: Comp/De-Esser/Compander H/Compander S

Threshold= –54 dB to 0 dB

Ratio= 1:1 to ∞:1
Compander: 1:1 to 20:1

Attack= 0 msec to 120 msec

Release= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Gain= –18 dB to 0 dB, 0 dB to +18 dB

Knee= Hard to 5 (soft)

Key In: Self Pre EQ/Self Post EQ/Mix Out21-24 
Ch1-STIN8R (8ch block)

Width= 1 dB to 90 dB

Frequency= 1.0 KHz to 12.5KHz

TYPE= HPF, BPF

Q= 0.10 to 10.0

Fader Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

On On/Off

Pan/Balance Position L63 to R63
Pan Mode: Pan/Balance

DCA Group 16 Groups

Mute Group 8 Groups

Mix Send

24 sends

Fix/Variable can be set each two mixes

Mix Send Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

Matrix Send

8 Sends

Matrix Send Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

LCR Pan CSR= 0% to 100%

DELAY 0 ms to 1000 msec

Function Parameter
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